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１　　　会計別決算概況

（単位：千円）

区  分

会計別

181,102,874 170,047,188 163,972,355 6,074,833 2,307,221 3,767,612

国民健康保険事業 53,416,404 51,435,887 51,435,887

（事業勘定） 53,369,961 51,395,797 51,395,797

（直診勘定） 46,443 40,090 40,090

後 期 高 齢 者
医 療 事 業

5,121,155 5,179,795 5,100,813 78,982 78,982

介 護 保 険 事 業 37,946,052 37,845,618 37,107,534 738,084 738,084

（保険事業勘定） 37,691,162 37,600,917 36,862,833 738,084 738,084

（介護サービス
事業勘定）

254,890 244,701 244,701

母 子 福 祉 資 金 等
貸 付 事 業

164,005 292,605 112,826 179,779 179,779

食肉センター事業 517,589 507,745 507,745

競 輪 事 業 14,877,183 14,771,172 14,021,100 750,072 750,072

卸 売 市 場 事 業 414,241 396,414 396,414

中 小 企 業 勤 労 者
福 祉 共 済 事 業

118,595 110,254 108,556 1,698 1,698

駐 車 場 事 業 727,520 722,946 716,919 6,027 6,027

計 113,302,744 111,262,436 109,507,794 1,754,642 6,027 1,748,615

294,405,618 281,309,624 273,480,149 7,829,475 2,313,248 5,516,227

差引残額
翌 年 度 への
繰 越 財 源

実質収支

一   般   会   計

特

別

会

計

合  計

予算現額 収入済額 支出済額
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２　　　一般会計決算概況前年度比較　

金  額 増減率

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝C

1 歳 入 総 額 170,047,188 163,439,819 6,607,369 4.0 %

2 歳 出 総 額 163,972,355 156,755,781 7,216,574 4.6 %

3
歳 入 歳 出 差 引 額
（ 形 式 収 支 １ － ２ ）

6,074,833 6,684,038 △ 609,205 △ 9.1 %

4 翌年度への繰越財源 2,307,221 1,757,627 549,594 31.3 %

5 実 質 収 支 （ ３ － ４ ） 3,767,612 4,926,411 △ 1,158,799 △ 23.5 %

6 財政調整基金積立金 2,000,000 2,500,000 △ 500,000 △ 20.0 %

7
翌年度予算計上可能
額 （ ５ － ６ ）

1,767,612 2,426,411 △ 658,799 △ 27.2 %

３　　　市債及び基金の状況
（単位：千円）

平成２８年度末
現    在    高

平成２７年度末
現    在    高

増減額

165,347,912 157,219,523 8,128,389 5.2 %

92,298,452 86,901,908 5,396,544 6.2 %

17,977,382 20,910,726 △ 2,933,344 △ 14.0 %
財 政 調 整 基 金 ・ 減 債 基 金
施 設 整 備 基 金

C／B

（単位：千円）

区        分
平成２８年度 平成２７年度

対前年度比

区        分 増減率

一 般 会 計

 （臨時財政対策債を除く。）
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収入済額 収入済額 金額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 市 税 63,517,175 37.3 % 63,439,069 38.8 % 78,106 0.1 %

2 地 方 譲 与 税 999,601 0.6 % 1,012,277 0.6 % △ 12,676 △ 1.3 %

3 利 子 割 交 付 金 101,514 0.1 % 177,921 0.1 % △ 76,407 △ 42.9 %

4 配 当 割 交 付 金 310,635 0.2 % 473,931 0.3 % △ 163,296 △ 34.5 %

5
株 式 等 譲 渡 所 得 割
交 付 金

150,477 0.1 % 404,293 0.3 % △ 253,816 △ 62.8 %

6 地 方 消 費 税 交 付 金 8,049,380 4.7 % 8,892,013 5.4 % △ 842,633 △ 9.5 %

7 ゴルフ場利用税交付金 28,836 30,133 △ 1,297 △ 4.3 %

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 210,777 0.1 % 210,101 0.1 % 676 0.3 %

9
国 有 提 供 施 設 等
所在市町村助成交付金

672 744 △ 72 △ 9.7 %

10 地 方 特 例 交 付 金 222,265 0.1 % 212,326 0.1 % 9,939 4.7 %

11 地 方 交 付 税 16,401,660 9.6 % 17,230,500 10.5 % △ 828,840 △ 4.8 %

12
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

97,976 0.1 % 107,119 0.1 % △ 9,143 △ 8.5 %

13 分 担 金 及 び 負 担 金 1,994,113 1.2 % 2,282,755 1.4 % △ 288,642 △ 12.6 %

14 使 用 料 及 び 手 数 料 3,231,460 1.9 % 3,160,479 1.9 % 70,981 2.2 %

15 国 庫 支 出 金 26,107,564 15.3 % 24,288,692 14.9 % 1,818,872 7.5 %

16 県 支 出 金 9,633,452 5.7 % 9,241,127 5.7 % 392,325 4.2 %

17 財 産 収 入 290,124 0.2 % 297,205 0.2 % △ 7,081 △ 2.4 %

18 寄 附 金 156,356 0.1 % 74,584 81,772 109.6 %

19 繰 入 金 6,554,725 3.9 % 4,198,979 2.6 % 2,355,746 56.1 %

20 繰 越 金 4,184,038 2.5 % 4,237,767 2.6 % △ 53,729 △ 1.3 %

21 諸 収 入 4,131,634 2.4 % 3,894,397 2.4 % 237,237 6.1 %

22 市 債 23,672,754 13.9 % 19,573,407 12.0 % 4,099,347 20.9 %

170,047,188 100.0 % 163,439,819 100.0 % 6,607,369 4.0 %

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ

合              計

４　　　一   般   会   計   歳   入   決   算   前   年   度   比   較

      （単位：千円）

款              名

平成２８年度 平成２７年度 対前年度比
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支出済額 支出済額 金額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 議 会 費 773,522 0.5 % 820,845 0.5 % △ 47,323 △ 5.8 %

2 総 務 費 17,199,230 10.5 % 17,144,519 10.9 % 54,711 0.3 %

3 民 生 費 69,561,767 42.4 % 64,124,640 40.9 % 5,437,127 8.5 %

4 衛 生 費 14,468,810 8.8 % 14,222,499 9.1 % 246,311 1.7 %

5 労 働 費 361,014 0.2 % 274,943 0.2 % 86,071 31.3 %

6 農 林 水 産 業 費 2,450,438 1.5 % 2,372,032 1.5 % 78,406 3.3 %

7 商 工 費 1,270,922 0.8 % 2,342,047 1.5 % △ 1,071,125 △ 45.7 %

8 土 木 費 14,154,339 8.6 % 13,031,087 8.3 % 1,123,252 8.6 %

9 消 防 費 5,494,338 3.3 % 5,699,833 3.6 % △ 205,495 △ 3.6 %

10 教 育 費 20,526,141 12.5 % 20,240,052 12.9 % 286,089 1.4 %

11 災 害 復 旧 費 102,811 0.1 % 60,019 0.1 % 42,792 71.3 %

12 公 債 費 16,811,023 10.3 % 16,423,265 10.5 % 387,758 2.4 %

13 諸 支 出 金 798,000 0.5 % 798,000

163,972,355 100.0 % 156,755,781 100.0 % 7,216,574 4.6 %

      （単位：千円）

款         名

平成２８年度 平成２７年度 対前年度比

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ

皆増

合         計

５　　　一   般   会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較　　　【　目　的　別　】
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支出済額 支出済額 金額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 人 件 費 29,462,505 18.0 % 29,926,744 19.1 % △ 464,239 △ 1.6 %

2 物 件 費 16,967,478 10.3 % 17,351,029 11.1 % △ 383,551 △ 2.2 %

3 維 持 補 修 費 1,589,175 1.0 % 1,564,873 1.0 % 24,302 1.6 %

4 扶 助 費 38,616,094 23.5 % 38,718,979 24.7 % △ 102,885 △ 0.3 %

5 補 助 費 等 17,187,743 10.5 % 17,111,972 10.9 % 75,771 0.4 %

6 建 設 事 業 費 28,311,352 17.3 % 22,313,399 14.2 % 5,997,953 26.9 %

(1)  普通建設事業費 28,208,541 17.2 % 22,253,380 14.2 % 5,955,161 26.8 %

    ア  補助事業費 6,787,461 4.1 % 4,452,151 2.8 % 2,335,310 52.5 %

    イ  単独事業費 21,421,080 13.1 % 17,801,229 11.4 % 3,619,851 20.3 %

(2)  災害復旧事業費 102,811 0.1 % 60,019 42,792 71.3 %

7 公 債 費 16,811,023 10.2 % 16,423,265 10.5 % 387,758 2.4 %

8 積 立 金 1,516,880 0.9 % 151,819 0.1 % 1,365,061 899.1 %

9 投 資 及 び 出 資 金 984,439 0.6 % 811,632 0.5 % 172,807 21.3 %

10 貸 付 金 1,100,500 0.7 % 372,450 0.2 % 728,050 195.5 %

11 繰 出 金 11,425,166 7.0 % 12,009,619 7.7 % △ 584,453 △ 4.9 %

163,972,355 100.0 % 156,755,781 100.0 % 7,216,574 4.6 %

（参考）
義 務 的 経 費 84,889,622 51.7 % 85,068,988 54.3 % △ 179,366 △ 0.2 %
（人件費＋扶助費＋公債費）

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ

合              計

６　　　一   般   会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較     【　性　質　別　】

      （単位：千円）

区              分

平成２８年度 平成２７年度 対前年度比
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支出済額 支出済額 金額
Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 報 酬 4,430,998 2.7 % 4,308,784 2.8 % 122,214 2.8 %

2 給 料 11,101,513 6.8 % 11,182,637 7.1 % △ 81,124 △ 0.7 %

3 職 員 手 当 等 9,820,575 6.0 % 10,259,492 6.6 % △ 438,917 △ 4.3 %

4 共 済 費 4,453,889 2.7 % 4,513,872 2.9 % △ 59,983 △ 1.3 %

5 災 害 補 償 費 3,928 9,158 △ 5,230 △ 57.1 %

6 恩 給 及 び 退 職 年 金 4,616 5,866 △ 1,250 △ 21.3 %

7 賃 金 666,665 0.4 % 602,753 0.4 % 63,912 10.6 %

8 報 償 費 369,938 0.2 % 361,198 0.2 % 8,740 2.4 %

9 旅 費 202,704 0.1 % 219,512 0.1 % △ 16,808 △ 7.7 %

10 交 際 費 2,628 4,594 △ 1,966 △ 42.8 %

11 需 用 費 3,453,109 2.1 % 3,547,745 2.3 % △ 94,636 △ 2.7 %

12 役 務 費 733,920 0.4 % 751,140 0.5 % △ 17,220 △ 2.3 %

13 委 託 料 19,252,852 11.7 % 19,443,953 12.4 % △ 191,101 △ 1.0 %

14 使 用 料 及 び 賃 借 料 1,805,483 1.1 % 1,898,355 1.2 % △ 92,872 △ 4.9 %

15 工 事 請 負 費 21,477,427 13.1 % 16,802,350 10.7 % 4,675,077 27.8 %

16 原 材 料 費 12,417 12,232 185 1.5 %

17 公 有 財 産 購 入 費 1,560,715 1.0 % 1,074,075 0.7 % 486,640 45.3 %

18 備 品 購 入 費 780,072 0.5 % 580,355 0.4 % 199,717 34.4 %

19 負担金、補助及び交付金 18,661,774 11.4 % 17,907,726 11.4 % 754,048 4.2 %

20 扶 助 費 32,402,673 19.8 % 32,563,622 20.8 % △ 160,949 △ 0.5 %

21 貸 付 金 1,100,500 0.7 % 372,450 0.2 % 728,050 195.5 %

22 補償、補塡及び賠償金 450,667 0.3 % 211,579 0.1 % 239,088 113.0 %

23 償還金、利子及び割引料 17,266,248 10.5 % 17,114,244 10.9 % 152,004 0.9 %

24 投 資 及 び 出 資 金 984,439 0.6 % 811,633 0.5 % 172,806 21.3 %

25 積 立 金 1,516,880 0.9 % 151,819 0.1 % 1,365,061 899.1 %

26 寄 附 金 30,541 35,000 △ 4,459 △ 12.7 %

27 公 課 費 18 18

28 繰 出 金 11,425,166 7.0 % 12,009,619 7.7 % △ 584,453 △ 4.9 %

163,972,355 100 % 156,755,781 100 % 7,216,574 4.6 %

構成比 増減率
Ｃ／Ｂ

７　　　一   般   会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較     【　節　別　】

合         計

      （単位：千円）

区         分
平成２８年度 平成２７年度 対前年度比

構成比
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８　　　歳 入 歳 出 決 算 の 総 計 及 び 繰 入 繰 出 金 の 状 況 

　　　会　　計　　名
繰 入 先 の
会 計

決 算 額

千円 千円

170,047,188

計 128,156

国 民 健 康 保 険 事 業 51,435,887 一 般 会 計 4,291,149

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5,179,795 一 般 会 計 1,123,718

介 護 保 険 事 業 37,845,618 一 般 会 計 5,255,095

母 子 福 祉 資 金 等 貸 付 事 業 292,605 一 般 会 計 3,022

食 肉 セ ン タ ー 事 業 507,745 一 般 会 計 432,731

競 輪 事 業 14,771,172

卸 売 市 場 事 業 396,414 一 般 会 計 43,314

中小企業勤労者福祉共済事業 110,254 一 般 会 計 9,961

駐 車 場 事 業 722,946 一 般 会 計 313,641

計 111,262,436 11,472,631

281,309,624 11,600,787

区　　　　分　　
歳 入

決 算 額
う ち 繰 入 金

合 計

母 子 福 祉
資   金   等
貸 付 事 業
特 別 会 計

28,156

競 輪 事 業
特 別 会 計

100,000
一 般 会 計
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決 算 額

千円 千円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 4,291,149

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 1,123,718

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 5,255,095

母 子 福 祉 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 3,022

163,972,355 食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 432,731

卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 43,314

中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 共 済 事 業 特 別 会 計 9,961

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 313,641

計 11,472,631

51,435,887

5,100,813

37,107,534

112,826 一 般 会 計 28,156

507,745

14,021,100 一 般 会 計 100,000

396,414

108,556

716,919

109,507,794 128,156

273,480,149 11,600,787

歳 出

決 算 額
う ち 繰 出 金

繰 出 先 の 会 計
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Ⅱ 第６次高松市総合計画 

に係る主要施策の成果 
 

 



 

（注） 

１ 事業費の記載について 

「施策の概要調書」の事業費及び「主な事務事業の内容一覧」の事業費の合計は、特別会計への

繰出金等を含むため、一致しないことがあります。 

２ 行政評価結果に関する記載について 

（１） 「政策の概要調書」の総合評価は、当該年度の行政評価における政策評価の結果を記載しています。 

評価項目 評価内容 

総合評価 
（政策を構成する施策の総合評価の平均得点率） 

Ａ：８６％以上、Ｂ：７１％以上８６％未満、Ｃ：５６％以上７１％未満、Ｄ：５６％未満 

（２） 「施策の概要調書」の総合評価は、当該年度の行政評価における施策評価の結果を記載しています。 

また、成果指標の達成度は、当該年度の目標値に対する実績値の割合を記載しています。 

評価項目 評価内容 

総合評価 
（成果指標の達成度から算定した得点率） 

Ａ：８６％以上、Ｂ：７１％以上８６％未満、Ｃ：５６％以上７１％未満、Ｄ：５６％未満 

成果達成度 

（当該年度の目標値に対する実績値の割合） 

晴れ：１００％以上、薄日：９０％以上１００％未満、曇り：８０％以上９０％未満、 

小雨：６０％以上８０未満、雨：６０％未満 

（３） 「主な事務事業の内容一覧」の各事務事業において、成果達成度は、当該年度の目標値に対する実績値

の割合を記載しています。また、妥当性、有効性、効率性、総合評価及び今後の方向性については、当該

年度の行政評価における事務事業評価の結果を記載しています。なお、評価の記載がない事務事業（事務

事業名の前に「（評価対象外）」と記載している事業）は、内部事務や裁量の余地のない事業など一定の要

件により事務事業評価の対象外となったものです。 

評価項目 評価内容 

成果達成度 当該年度の目標値に対する実績値の割合 

妥当性 

（市民ニーズや社会情勢を考慮した、事業の目的や手法の妥当性） 

Ａ：妥当である、Ｂ：改善の余地がある、Ｃ：大幅な見直しが必要である、Ｄ：市民ニーズ等

に合っていない 

有効性 
（上位施策目標及び住民福祉の向上への貢献度） 

Ａ：貢献が大きい、Ｂ：貢献が中程度、Ｃ：貢献が小さい、Ｄ：全く貢献していない 

効率性 
（費用対効果） 

Ａ：向上している、Ｂ：同程度、Ｃ：低下している、Ｄ：１０％以上低下している 

総合評価 
（成果達成度、妥当性、有効性、効率性を得点化した得点率） 

Ａ：８６％以上、Ｂ：７１％以上８６％未満、Ｃ：５６％以上７１％未満、Ｄ：５６％未満 

今後の方向性 拡充、継続、改善継続、縮小、統合、完了、休止、廃止 

３ 市民満足度調査結果に関する記載について 

「政策の概要調書」及び「施策の概要調書」における市民満足度調査結果については、当該年度の市民満足

度調査結果から、各施策に対する「満足」と「やや満足」を合わせた「満足度」、「やや不満」と「不満」を合

わせた「不満度」及び「重要」と「やや重要」を合わせた「重要度」を記載しています。 

  （参考）施策全体の満足度２４．７％、施策全体の不満度１７．５％ 



１　まちづくりの目標別総括表

　目指すべき都市像

１

２

３ 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

４

５

６

「活力にあふれ 創造性豊かな 瀬戸の都・高松」

健やかにいきいきと暮らせるまち

心豊かで未来を築く人を育むまち

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

安全で安心して暮らし続けられるまち

273,480,149千円

164,678,592千円

3,431,539千円

市民と行政がともに力を発揮できるまち

64,312,962千円

7,894,963千円

12,682,135千円

20,479,958千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 子どもが健やかに生まれ育
 つ環境の充実

子どもの成長への支援 12,390,102千円

28,449,749千円 子育て家庭への支援 16,059,647千円

 支え合い、自分らしく暮ら
 せる福祉社会の形成

 地域福祉の推進 2,132,632千円

24,789,806千円  地域包括ケアシステムの構築 1,931,836千円

 障がい者の自立支援と社会参加
 の促進

9,311,274千円

 生活困窮者等への自立支援 11,414,064千円

 健康で元気に暮らせる環境
 づくり

 健康づくりの推進 1,761,197千円

111,439,037千円  医療体制の充実 2,740,514千円

 社会保障制度の適切な運営 106,937,326千円

164,678,592千円

１　健やかにいきいきと暮らせるまち

12



（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 男女共同参画社会の形成  男女共同参画の推進 49,656千円

49,656千円

 社会を生き抜く力を育む教
 育の充実

 学校教育の充実 1,856,235千円

6,902,837千円  学校教育環境の整備 4,990,206千円

 子どもの安全確保 4,469千円

 青少年の健全育成 45,255千円

 家庭・地域の教育力の向上 5,001千円

 大学等高等教育の充実 1,671千円

 心豊かで地域力を育む生涯
 学習社会の形成

 生涯学習の推進 479,236千円

479,236千円

 基本的人権を尊重する社会
 の確立

 人権尊重意識の普及・高揚 348,740千円

463,234千円  平和意識の普及・高揚 114,494千円

 ２　心豊かで未来を築く人を育むまち

7,894,963千円

13



（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 地域を支える産業の振興と
 経済の活性化

 商工業の振興 272,166千円

3,627,758千円  農林水産業の振興 2,863,220千円

 特産品の育成・振興とブランド
 力の向上

19,051千円

 就業環境の充実 473,321千円

 文化芸術の振興と発信  文化芸術の振興 1,021,439千円

2,294,366千円  文化財の保存・活用 1,272,927千円

 元気を生み出すスポーツの
 振興

 スポーツの振興 6,059,968千円

6,059,968千円

 訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ
 （マイス）の振興

 観光客受入環境の整備 333,400千円

658,529千円  観光客誘致の推進 325,129千円

 国際・国内交流の推進と定住
 の促進

 国際・国内交流の推進 23,837千円

41,514千円  移住・交流の促進 17,677千円

 ３　産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

12,682,135千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 安全で安心して暮らせる社
 会環境の形成

 消防・救急の充実強化 1,605,015千円

4,757,342千円  防災・減災対策の充実 2,372,035千円

 交通安全対策の充実 142,696千円

 防犯体制の整備 148,849千円

 生活衛生の向上 474,175千円

 消費者の権利保護と自立促進 14,572千円

 環境と共生する持続可能な
 循環型社会の形成

 ごみの減量と再資源化の推進 374,874千円

5,591,708千円  廃棄物の適正処理 5,061,044千円

 不法投棄の防止 860千円

 地球温暖化対策の推進 71,574千円

 環境保全活動の推進 83,356千円

 豊かな暮らしを支える生活
 環境の向上

 居住環境の整備 1,673,836千円

10,130,908千円  身近な道路環境の整備 2,544,988千円

 河川・港湾の整備 559,908千円

 みどりの保全・創造 608,623千円

 水の安定供給 286,586千円

 汚水・雨水対策の充実 4,456,967千円

20,479,958千円

 ４　安全で安心して暮らし続けられるまち
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 コンパクトで魅力ある都市
 空間の形成

 多核連携型コンパクト・エコシ
 ティの推進

528,858千円

559,661千円  景観の保全・形成・創出 30,803千円

 快適で人にやさしい都市交
 通の形成

 公共交通の利便性の向上 1,345,122千円

1,601,178千円  自転車の利用環境の向上 256,056千円

 拠点性を発揮できる都市機
 能の充実

 拠点性を高める交通網の整備と
 利用促進

460,333千円

1,270,700千円
 拠点性を高める道路ネットワー
 クの整備

680,922千円

 中心市街地の活性化 129,445千円

3,431,539千円

 ５　環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

 参画・協働によるコミュニ
 ティの再生

 地域コミュニティの自立・活性化 1,660,353千円

1,844,651千円  参画・協働の推進 167,188千円

 離島の振興 17,110千円

 相互の特長をいかした多様
 な連携の推進

 連携の推進 9,226千円

9,226千円

 健全で信頼される行財政運
 営の確立

 職員力の向上 26,203,647千円

62,459,085千円
 効率的で効果的な行財政運営の
 推進

36,255,438千円

64,312,962千円

 ６　市民と行政がともに力を発揮できるまち

17
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(１) 健やかにいきいきと暮らせるまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 31.6% 14.2% 74.6%

子育て家庭への支援 31.8% 15.5% 74.7%

子どもの成長への支援 31.4% 12.9% 74.5%

平均 88% Ａ

　子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実に向けて、２施策に取り組んだ。
　「子どもの成長への支援」では、設定する３つの成果指標のうち、認定こども園数において幼稚園からこども園への移
行を予定していた施設の整備が１年遅れたことなどから目標に届かなかったものの、他の２つの指標については目標を達
成又は概ね達成しており、施策の得点率は８４％となった。
　「子育て家庭への支援」では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

子育て家庭への支援 92% Ａ

　子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実を図るため、母子の健康の確保と増進、病気の予防や早期発見への取組に加
え、子どもの生きる力を育てる教育や体験学習環境の整備・充実に努めるとともに、障がいのある子どもや様々な理由に
より配慮が必要な子どもを始め、全ての子どもが、地域の中で安心して生活し、成長・自立していけるよう、子どもの成
長への支援に努めます。
　また、子育て家庭が孤立することなく、心身ともにゆとりをもって子育てができるよう、地域社会全体で支援するとと
もに、男女が共に仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できるよう、子育て家庭への支援に努めます。

施策名 得点率 総合評価

子どもの成長への支援 84% Ｂ

２　まちづくりの目標別主要施策の成果

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

政　策 子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子どもの成長への支援

千円12,390,102 31.4% 74.5%

健康福祉局

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子どもの健やかな成長を社会全体で支え、子ど
もを生み育てやすいまちづくりを推進する。

　妊婦や乳幼児に対する健康診査を始め、子どもの成長・発達についての情報提供や相談を実施し、子どもと親の心
身の健康保持に寄与したほか、ひとり親家庭の自立に向けた就労支援などにも取り組んだことにより、子どもと保護
者への支援の充実につながった。

　子どもの健やかな学びを支援するために、子ども一人一人の発達段階に応じた質の高い教育・保育を安定的に提供
することが必要である。
　また、地域ぐるみでの子育て支援の充実が求められていることから、様々な形態や種類の子育て支援団体との相互
交流とネットワークづくりや連携強化など、体制強化が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「子ども・子育て支援推進計画」に基づき、子どもの心身の健やかな育ちへの支援、
健やかな成長を促す学びへの支援、配慮を要する子どもと保護者への支援などに取り組むことにより、子どもの成長
と子育てを社会全体で支援していく。

１歳６か月児健康診査受診率

　受診率は、目標値に達した。
　健診受診により、必要な支援へつながり、保護者
の育児に関する不安や負担を軽減できている。

100.1%

実績H28

％93.1

目標H28

％93

％

認定こども園数

　幼稚園から認定こども園への移行を予定していた
施設が施設整備補助金を活用することになり、整備
が１年遅れたことなどにより、目標が達成できな
か った。

62.5%

実績H28

施設5

目標H28

施設8

施設

自立支援プログラム策定者の就職率

　目標値には達しなかったが、就職件数としてカウ
ントされないプログラム策定者の中には、当初転職
を希望していたものの結果的に継続就労を選択した
者や、専門性の高い職に就くため、学校に通い始め
た者等が含まれており、就労支援という点におい
て 、一定の役割を果たすことができている。

96.2%

実績H28

％77.9

目標H28

％81

％

Ｂ

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
こども未来館

　こども未来館施設に係る空調設備等保守点検及び建物設備運転等管理として保
守点検等を行い、適正な施設管理を行った。
　また、こども未来館の運営業務として、非常勤嘱託職員を適正に配置し、業務
を行った。

千円25,428

（評価対象外）こども未来館管理運
営事業

1

健康福祉局

97.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　子どもの健全育成を推進するため、未熟児養育医療、育成医療、小児慢性特定
疾病対策事業を実施し、患者家族の医療費負担の軽減に寄与した。

千円141,624

各種医療給付事業

2

健康福祉局

76.3% 92.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

保健センター

　生後間もない乳児がいる家庭を、助産師や保健師などが家庭訪問し、専門的な
立場から様々な悩みを聞き、子育て支援に関する情報の提供、母子の養育環境等
の把握や助言、育児支援を行った。
　訪問率は昨年度と比較し横ばいであったものの、助産師・保健師の、きめ細や
かな支援や情報提供等により、産婦の不安や負担の軽減ができた。

千円21,864

こんにちは赤ちゃん事業（新生児訪
問指導）

3

健康福祉局

153.4%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｃ Ａ

保健センター

　子育て世代包括支援センターを開設し、母子保健コーディネーターの配置、妊
娠届出時のアンケート実施、保健師等による面接を充実させたことにより、妊娠
期からの相談件数が増加した。

千円5,436

妊娠期からの子育て世代包括支援事
業

4

健康福祉局
保健センター

　妊婦・乳児健康診査や妊婦歯科健康診査の助成をすることにより、必要な時期
に健康診査を受けることができ、健やかな妊娠出産に寄与した。
　平成２８年度からは多胎妊婦に対して、妊婦一般健康診査の受診券を２枚追加
し、多胎妊娠における異常の早期支援につなぐことができた。

千円428,407

（評価対象外）妊婦・乳児及び歯科
健康診査事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

84.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

保健センター

　特定不妊治療を行っている夫婦に治療費の一部を助成したことにより、経済的
負担の軽減に寄与した。

千円97,537

不妊治療費助成事業

6

健康福祉局

93.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　妊娠期には保健師等の専門職による、はじめてのパパママ教室やふたごのマタ
ニティ教室を開催し、沐浴や着替えの体験、講義や相談により育児に必要な知識
や育児支援の情報提供などを行った。
　乳幼児期にも保健師等の専門職による、４か月児相談、ことば相談、ひまわり
個別相談、のびのび教室等を実施し、子育て中の悩みや不安を聴き、子どもとの
関わり方のアドバイスや子育て支援情報の提供などを行い、育児の不安感・負担
感の軽減に寄与した。千円11,043

母子健康相談事業

7

健康福祉局
保健センター

　幼児健診の受診率は横ばいであるが、健診時の保健師や心理士、言語聴覚士等
の専門職による個別相談や、子どもとの具体的なかかわり方のアドバイス、子育
て支援情報の提供等により、子どもの発育・発達や育児に対する不安や負担を軽
減することができた。

千円25,774

（評価対象外）幼児健康診査事業

8

健康福祉局

100.7% 50.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

子育て支援課

　次代の親となる子どもの豊かな人間性を育成するため、地域子育て支援拠点事
業実施団体と協働して、中学生を対象に、乳幼児や保護者と出会い・ふれあ
い・交流する場を提供し、赤ちゃんとの　　わり方などの学習及び抱き方、遊
び方などの体験学習を行った。
　事業に対する学校の理解が得られ、実施校が増加した。
　実施校数　９校（学年全クラス）

千円1,440

年長児童の赤ちゃん出会い・ふれあ
い交流事業

9

健康福祉局

84.9% 100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども園総務課

　待機児童の解消や施設の老朽化への対応を行うため、私立保育所が実施する大
規模修繕などの施設整備に対して助成を行うことにより、保育環境が向上した。
　なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するため、　　　
　　　翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５２，８７５，０００円）

千円630,722

私立保育所・幼稚園等施設整備補助
事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども園総務課

　公立保育所・幼稚園の施設や設備機器などの老朽化の状況に対応するため、大
規模修繕工事等を実施したことにより、教育・保育環境が向上した。
　なお、工程調整に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能
となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１２，０７７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である新川東保育所改築工事等及び大野地区統合
保育所改築工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２６７，１１８，８００円）千円1,571,202

公立保育所・幼稚園等施設整備事業

11

健康福祉局

84.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度に移行する私立幼稚園に対し、法で定める公定価格
に基づき、施設型給付として給付することにより、私立幼稚園の適正かつ円滑な
運営を助長し、就学前教育の充実につながった。

千円121,595

私立幼稚園施設型給付事業

12

健康福祉局

84.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度において、私立認定こども園に対し、法で定める公
定価格に基づき、施設型給付として給付することにより、保育サービスの充実に
つながった。

千円585,924

私立認定こども園施設型給付事業

13

健康福祉局
こども園運営課

　児童福祉施設最低基準に基づき、公立保育所・こども園に正規職員及び非常勤
嘱託職員等を配置し、社会状況や地域の保育ニーズに沿った保育事業を実施した
ほか、給食の提供や食育を実施した結果、入所（園）児童の健やかな育成につな
がった。
　なお、制度改正に伴うシステム改修期間の関係により、年度内に事業の完了が
不可能になったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，２６９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるシステム改修事業については、完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２，５９２，０００円）

千円1,627,388

（評価対象外）公立保育所等運営事
業

14

健康福祉局

95.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども園運営課

　芸術士と派遣先である保育所・こども園及び幼稚園児童が協同し、継続して創
作活動を実施したことにより、子どもたちが持っている感性や創造力を伸ばすこ
とができた。
　また、平成２９年１月開催の活動報告展では、多くの市民に事業内容や成果を
広報したほか、活動報告展の冊子を作成し、市内外に事業内容を周知した。

千円37,617

保育所・幼稚園等への芸術士派遣事
業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
こども園運営課

　幼稚園設置基準に基づき、公立幼稚園の維持管理を適正に行うことにより、保
育している幼児の心身ともに健やかな育成に寄与した。
　また、前年度からの繰越事業であるシステム改修事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許費繰越額：２，８６２，０００円）

千円261,561

（評価対象外）幼稚園管理運営事業

16

健康福祉局
こども園運営課

　教育委員会主催の新規採用研修が行われない保育所配属の新規採用保育教育士
に対し、退職した保育所長が訪問し、職務の遂行に必要な事項に関する研修を実
施したほか、具体的な相談を受けることにより、使命感や実践力を養うことがで
きた。
　また、新任保育所長等に対しても、適切な施設運営に関する指導や、相談を受
けることにより、組織マネジメント力を養うことができた。

千円1,302

（評価対象外）新規採用保育教育士
等実地研修指導事業

17

健康福祉局
こども園運営課

　児童福祉施設最低基準に基づき、公立保育所・こども園の維持管理を適正に行
うとともに、安全で快適な保育環境を整えたことにより、保育している乳幼児の
健やかな育成に寄与した。

千円152,006

（評価対象外）公立保育所等管理事
業

18

健康福祉局

124.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

こども未来館

　平成２８年１１月２３日に開館してから年度末までの間に、市内の小学校２１
校がこども未来館学習を実施し、１，７３７人の生徒が学習体験を行った。

千円24,731

こども未来館学習体験事業

19

健康福祉局

350.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

こども未来館

　平成２８年１１月２３日に開館したばかりの新しい施設ということもあり、み
んなのひろばとプレイルームの利用者が３５，０８２人と多くの人に利用され、
子どもと保護者の居場所提供事業として貢献できた。

千円21,769

子ども・子育て支援事業

20

24



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども未来館

　施設整備については、　年度に引き続き建設工事や展示製作等に取り組み、
平成２８年１１月２３日に開館した。
　また、事業面では、「高松市こども未来館運営協議会」を設置し、こども未来
館における各種の事業の企画、運営等について協議を行った。
　なお、前年度からの繰越事業である、こども未来館整備事業については、完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２，１３２，１６９，３６０円）千円3,879,933

こども未来館整備事業

21

健康福祉局

130.0% 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

こども未来館

　開館記念事業として、公募プログラム（冬・春休み）、アート体験プログラ
ム、科学体験・遊び体験プログラム等、様々なプログラムを開催したことによ
り、来館者数６，６９４人の効果があった。

千円4,836

高松市こども未来館等開館記念事業
（こども未来館分）

22

健康福祉局
こども家庭課

　看護師等の資格取得を目的として、１年以上養成機関で修業するひとり親家庭
の父母等に対し高等職業訓練促進給付金を支給することにより、修業期間中の経
済的不安の軽減や父母等の自立意識向上につながった。また、修業期間修了時に
は修了支援給付金を支給した。

　支給人数　２５人
　支給額　　１９，８０７千円千円37,033

（評価対象外）母子家庭等自立支援
給付金事業

23

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等に対し、母子福祉資金等を貸し付けることにより、対象
世帯の経済的自立と生活意欲の向上が図られ、当該家庭の児童の福祉の増進につ
ながった。

　貸付件数　　４２件（母子４１件、寡婦１件）
　貸付金額　　２２，５５９千円（母子２１，９２３千円、寡婦６３６千円）

千円112,840

（評価対象外）母子福祉資金等貸付
事業

24

健康福祉局

94.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども家庭課

　生後６か月から小学校６年生までの子どもを養育するひとり親家庭を対象に、
たかまつファミリー・サポート・センターの利用料金の一部を助成することによ
り、ひとり親家庭の父母等の就労支援及び育児の負担軽減につながった。

　登録者数　　４１人
　補助額　　　４１０千円

千円410

ひとり親家庭子育て支援事業

25

25

k6199
タイプライターテキスト
前

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
一般重点

k6199
タイプライターテキスト



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

110.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども家庭課

　母子・父子自立支援員を配置し、ひとり親家庭の自立に関する相談に応じ、必
要な情報提供及び指導を行った。

　母子・父子自立支援員　　３人
　相談件数　　１，６５９件

千円11,781

ひとり親家庭自立支援事業

26

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども家庭課

　ひとり親家庭等を対象に、保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を県内
現物給付方式で助成することにより、対象世帯の経済的負担を軽減できた。

　年間支給件数　１５２，４８７件
　年間助成額　４１８，９４５千円

千円434,017

ひとり親家庭等医療費助成事業

27

健康福祉局

63.3% 60.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

こども家庭課

　児童扶養手当受給者、ＤＶ被害者を対象に、各人の状況に応じた自立支援プロ
グラムを策定し、きめ細やかで継続的な就労支援を実施した。
　また、本庁舎２階ジョブコーナーとの連携により、就労につながる職業紹介や
求人情報の提供などを行ったほか、こども家庭課内に開設している無料職業紹介
所から職業紹介を行うなど、効果的に就労を支援した。

　プログラム策定件数　　９５件
　プログラム策定者の就職数　　７４件
　職業紹介件数　　１１２件

千円6,252

ひとり親家庭無料職業紹介事業

28

健康福祉局

77.8% 115.0% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等を対象とした「母子家庭等就業・自立支援センター事
業」を香川県母子寡婦福祉連合会及びＮＰＯ法人面会交流支援センター香川に
委託し、就業支援講習会、面会交流支援事業等を実施した。
　また、疾病や就職活動のため一時的に生活援助が必要となった場合に、高松市
社会福祉協議会の家庭生活支援員を派遣し、家事等のサービスを一時的に提供す
る「ひとり親家庭等日常生活支援事業」を実施した。

　母子家庭等就業・自立支援センター事業参加者数　　１４人
　面会交流支援利用対象者数　　１２組
　ひとり親家庭等日常生活支援事業利用登録者数　　２３人

千円6,693

母子家庭等就業・自立支援事業

29

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の生活の安定及び自立を促進するため、１８歳到達後最初の３月
３１日までの間にある児童（政令で定める程度の障害の状態にある児童は２０歳
未満）を養育しているひとり親家庭の父又は母等に、「児童扶養手当」を支給し
た。

　受給者数　　　　　３，７８２人
　支給額　　１，８６８，９７９千円千円1,880,493

（評価対象外）児童扶養手当支給事
業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　市内の公立保育所・こども園及び公立幼稚園に発達障がい児等支援員の配置を
行い、関係機関と連携しながら早期に専門的な保育・教育支援や親子支援を実施
したことにより、発達障がい等のある子どもたちに対する適切な支援につながっ
た。
　また、私立保育所に対して、要支援児童を保育するために必要な経費の一部を
支援したほか、専門家による継続した訪問支援を行い、具体的な指導を行った。

千円174,990

発達障がい児等支援事業

31

健康福祉局
こども女性相談室

　社会問題となっている児童虐待の増加を防ぎ、減少させるために必要な事業で
あり、予防のための各種啓発活動、具体的事例の解決のためのケース会議、関係
機関を対象とした講演の実施など、積極的に行ってきた。また、通告のあった児
童の進行管理を確実に行うことができた。
　高松市児童対策協議会
　代表者会議　　　　　　１回
　実務者会議　　　　　１７回（情報交換会を含む）
　個別ケース検討会　１６５回千円5,071

（評価対象外）要保護児童対策事業

32

健康福祉局
こども女性相談室

　養育支援が特に必要と判断した家庭に対し、保健師、助産師、保育士等の資格
を持つ養育支援員が家庭訪問し、養育に関する指導助言等を行うことにより、適
切な養育の実施を確保し、児童虐待の未然防止につながった。
　
　養育支援員１０人　主任養育支援員５人
　養育指導・相談　延べ４６５人日
　家事支援　　　　延べ　　０人日　
　計　　　　　　　　　４６５人日（訪問回数２８２回）

千円5,192

（評価対象外）養育支援訪問事業

33

健康福祉局
こども女性相談室

　保護者が病気・仕事、育児疲れなどで、一時的に養育が困難となった場合
に、児童養護施設等で児童を一時的に養育・保護することにより、保護者の子
育てと仕事の両立に寄与した。
　
　利用延べ人数４５人

千円272

（評価対象外）子育て短期支援事業

34

健康福祉局
こども女性相談室

　子どもや家庭に関する様々な悩みや問題等に対して、児童相談所等の関係機
関・団体と連携し、家庭相談員等による相談援助業務を実施した。特に児童虐
待の相談や通告に関して、適切な対応支援を行うことにより、状況の改善につ
ながった 。
　家庭相談員　３人
　相談日時　　月～金曜日　　９時～１６時
　延べ相談対応件数　　７，２５７件千円9,854

（評価対象外）児童家庭相談事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
こども女性相談室

　配偶者の　ない女子又はこれに準ずる事情にある女子（ＤＶ被害にあった女子
等）とその者の監護すべき児童が福祉に欠けると認められた場合において、母
子保護を実施し、自立促進のための生活支援を行った。
　なお、平成２０年度から、市の直営から指定管理者制度に移行し、管理運営を
社会福祉法人に委託している。
　平成２８年度末入所状況　７世帯１７人（実入所世帯・入所者数）

千円23,043

（評価対象外）母子生活支援施設運
営事業

36
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子育て家庭への支援

千円16,059,647 31.8% 74.7%

健康福祉局、教育局

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子育て家庭が、心身共にゆとりをもって子育て
ができる環境を整える。

　子ども医療費の助成や多子世帯の保育料の減免など、各種の経済的な支援を行ったほか、地域子育て支援拠点事業
など、子育て家庭に対するサポート体制の充実を図り、子育てしている保護者の負担を軽減した。
　また、延長保育、一時預かり、休日保育、病児保育など、市民ニーズに即した保育サービスを提供した結果、保護
者が安心して就労できる環境を整え、子育てと仕事の両立支援に一定の効果が得られた。

【健康福祉局】平成２８年版「少子化社会対策白書」（内閣府）によれば、女性の育児休業取得率は９割近くに達す
るなど、育児休業や短時間勤務等の両立支援制度の成果が現れてきている一方、女性の就業状況を見ると、第１子出
産を機に、依然として約５割の女性が離職している現実があり、仕事と子育てが両立できる職場環境整備を、国・県
・企業等と連携を図りながら、推進していくことが求められている。
【教育局】ボランティアや保健師等の連携・協力の下、引き続き、４か月児相談を活用したブックスタート事業を積
極的に実施し、読書活動の更なる推進が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、地域における子育て支援や、子育
てと仕事の両立支援などに取り組むことにより、安心して子育てできる環境の充実を図っていく。

子育て支援拠点施設設置割合

　教育・保育提供区域全てにおいて、子育て支援拠
点施設を設置できており、目標は達成できている。

100.0%

実績H28

％100

目標H28

％100

％

放課後児童クラブ入会率

　放課後児童クラブ教室を新たに７教室開設（直営
５教室、民営２教室）し、待機児童０へ向けた取組
が推進できている。

95.9%

実績H28

％93

目標H28

％97

％

保育施設等待機児童数（４月１日現在）

　「子ども・子育て支援推進計画」に基づき、認定
こども園の創設等により、受入れ枠を増やしたもの
の、それを上回る保育需要の伸びがあったことや、
保育士不足により、定員分の受入れができない施設
があったため、目標が達成できなかった。

84.9%

実績H28

人321

目標H28

人279

人

Ａ

、教育局

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

139.1% 98.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　子育て支援総合情報発信事業（父親手帳及び子育てハンドブックの発行、らっ
こネット運営）や子育てに関するネットワークづくり（地域組織活動育成事業、
こども末来ネットワーク会議開催）を支援することにより、地域ぐるみで幅広い
分野での子育て支援を効果的に推進することができた。

千円11,726

子育て支援対策推進事業

1

健康福祉局

88.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　離れて暮らす子ども世帯及びその親世帯等が引越しにより、高松市内で同居又
は同一小学校区内に近居する場合に、転居の費用の一部を助成した。
　子育ての負担軽減やワーク・ライフ・バランスの実現につながった。
　助成件数：県内転居４８件、県外転居１８件

千円5,584

子育て世代親元近居等支援事業

2

健康福祉局
子育て支援課

　児童厚生施設管理運営事業を実施することにより、子どもが安心・安全に遊べ
る場を提供し、子どもの健全育成に寄与した。
　利用者数　７０，４９４人

千円46,545

（評価対象外）児童厚生施設管理運
営事業

3

健康福祉局

101.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

子育て支援課

　地域子育て支援拠点事業の実施により、子育て家庭の抱える育児への不安・負
担感、閉塞感を和らげ、安心して子育て・子育ちができる環境の整備につながっ
た。
　実施か所：委託１０か所、直営２か所
　利用者：７９，７５３人

千円110,352

地域子育て支援拠点事業（子育て支
援課分）

4

健康福祉局
子育て支援課

　
　

千円31

（評価対象外）健やか子ども基金管
理事務

5

31
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子育て家庭が安心して子どもを生み育てられる環境整備を推進するために設置
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した健やか子ども基金の適切な管理を行った。

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
【基金を用いた平成２８年度の事業】
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　子どもの医療費のうち、通院については小学校卒業まで、入院については中学
校卒業までの、保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を県内現物給付方式
で助成することにより、対象世帯の経済的負担を軽減できた。
【受給者数（月平均）】
　乳幼児・小学生　４５，４５２人
　中学生　　　　　　　　３４２人
【支給額】　
　乳幼児・小学生（入院・通院）１，６３９，５７７千円
　中学生（入院）　　　　　　　　　　１８，９６５千円

千円1,747,478

子ども医療費助成事業

6

健康福祉局

106.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども家庭課

　ひとり親家庭等を対象に香川県母子寡婦連合会高松支部が主催した「親子ふれ
あいデー」事業運営費の一部を助成した。平成２８年度は、「淡路ファームパー
ク」へ行き、３４世帯８５人の参加があった。

千円190

児童福祉団体等補助事業

7

健康福祉局
こども家庭課

　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健
やかな成長に資するため、中学校 了前の児童を養育している父又は母等に「児
童手当」を支給した。

　受給者数　　　　　３３，５２４人
　支給額　　　７，１６６，０５０千円

千円7,191,433

（評価対象外）児童手当等支給事業

8

健康福祉局

124.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

こども園総務課

　保育所を拠点として、育児・保育に関する専門的知識・経験を有する保育士と
しての能力を活用し、子育て中の親子の支援を実施したことにより、子育て家庭
の育児不安の解消に寄与した。
　実施か所　　「５日型」　　１７か所
　　　　　　　「６～７日型」　１か所
　　　　　　　「小規模型」　　１か所
　利用者数　７０，７８４人（子ども、保護者合計）千円143,664

地域子育て支援拠点事業（こども園
運営課分）

9

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　幼稚園教育の振興と少子化対策事業の一環として、国の就園奨励費補助金を始
め、本市の就園費補助金や、第２子以降幼児保育料等補助金を交付することによ
り、保護者の子育てに係る経済的な負担の軽減に寄与した。

千円503,749

就園等奨励事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　多子世帯に対し保育料等を減免することにより、子育て世帯の経済的負担を軽
減し、２人目、３人目の子どもを持ちたいと思えるような子育て環境の整備に寄
与した。

多子世帯保育料等減免事業

11

教育局

94.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

中央図書館

　４か月児相談時に、ブックスタートパック（絵本・ブックリスト・図書館案
内）の配布や読み聞かせを行ったことにより、子育て支援と子どもの読書活動の
推進につながった。

　ブックスタートパック配布数　３，２８７セット

千円2,781

ブックスタート事業

12

健康福祉局
こども女性相談室

　保健上必要があるにもかかわらず、生活保護世帯及び市県民税非課税世帯など
の経済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦に対して、助産を
援助し、福祉の向上に寄与した。

　年間利用件数２４件

千円10,927

（評価対象外）助産施設運営事業

13

健康福祉局
こども女性相談室

　養育に不安を持つ保護者に対し、専門の相談員が、助言を行うだけでなく適切
な窓口や専門機関を紹介することができた。
　年間相談件数　２２１件

千円2,202

（評価対象外）子育て相談事業

14

健康福祉局

102.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　病児・病後児保育事業を実施することにより、保護者の子育てと仕事の両立支
援やワーク・ライフ・バランスの推進など、安心して子育てができる環境の整備
につながった。
　平成２８年度の年間利用者は延べ７，６８７人で、前年度比１．０７倍となっ
た。
　病児対応型：医療機関４か所
　病後児対応型：直営施設１か所千円107,503

病児保育事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

90.8% 91.6%特別重点 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ａ

子育て支援課

　放課後子ども教室事業を推進することにより、放課後、児童に安心安全な居場
所を提供し、子育てと仕事の両立支援に貢献した。

　実施校区数　３３校区

千円21,593

放課後子ども教室事業

16

健康福祉局

97.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

子育て支援課

　放課後児童クラブ事業を実施することにより、児童にとって安全な居場所を提
供するとともに、保護者が安心して就労できる環境を整え、子育てと仕事の両立
支援に貢献した。
　なお、年度内に事業の完了が不可能となった施設整備については、事業の一部
を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４９，４１６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である設備整備事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許費繰越額：４，４８７，１３４円）
　開設校区数　４６校区
　入会者数　　３，４５１人
　民間学童保育実施団体に対する補助　１２団体
　施設整備　　改修　６校区

千円669,475

放課後児童クラブ事業

17

健康福祉局

84.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども園総務課

　認可外保育施設に対して補助を実施したことにより、認可外保育施設の保育水
準及び入所児童の福祉の向上に一定の効果があったほか、認可外保育施設に入所
している第２子以降の児童の保護者に対して補助を実施したことにより、子育て
に係る経済的負担の軽減につながった。

千円42,149

認可外保育施設支援事業

18

健康福祉局

84.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども園総務課

　通常の保育事業に加えて、私立保育所が実施する各種特別保育事業にかかる経
費を支弁したことにより、保育所の安定的な経営につながった。
　また、前年度からの繰越事業である保育所等における業務効率化推進事業につ
いては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２６，９９３，４６４円）

千円5,205,857

私立保育所運営支援事業

19

健康福祉局

84.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度において、小規模保育事業等に対し、法で定める公
定価格に基づき、地域型保育給付として給付することにより、保育サービスの充
実につながった。

千円169,413

小規模保育事業等地域型保育給付事
業

20

34



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

119.4% 92.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども未来館

　ファミリー・サポート・センター事業を実施することにより、地域で育てる子
育てサポートとして仕事と育児が両立できる環境を整備した。
　平成２８年度末現在、育児の援助をしてほしい人「おねがい会員」１，６７５
人、育児の援助をしたい人「まかせて会員」６０８人、その両方を兼ねる人「ど
っちも会員」１３１人の合計２，４１４人が会員登録されており、相互援助活動
件数は６，６８６件で、前年度に比べ会員数、活動件数ともに増加した。

千円12,787

ファミリー・サポート・センター事
業

21

35
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 19.3% 18.9% 69.2%

生活困窮者等への自立支援 12.6% 19.9% 49.7%

地域包括ケアシステムの構築 23.9% 22.0% 80.3%

障がい者の自立支援と社会参加の促進 19.7% 15.4% 72.3%

地域福祉の推進 21.0% 18.1% 74.3%

平均 90% Ａ

　支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成に向けて、４施策に取り組んだ。
　「地域福祉の推進」では、設定する２つの成果指標のうち、指導監査における文書指摘がない社会福祉法人等の割合に
おいて大幅な改正のあった社会福祉法人制度への対応が十分にできていない法人が増加したことなどにより目標に届かな
かったものの、他の指標については目標を概ね達成しており、施策評価の得点率は８０％となった。
　「地域包括ケアシステムの構築」では、設定する３つの成果指標について目標を達成した。
　「障がい者の自立支援と社会参加の促進」では、設定する２つの成果指標のうち、福祉施設から一般就労への移行者数
において受入可能な企業が少ないことなどから目標に届かなかったものの、他の指標については目標を達成しており、施
策評価の得点率は８１％となった。
　「生活困窮者等への自立支援」では、設定する２つの成果指標について目標を達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は９０％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

生活困窮者等への自立支援 100% Ａ

地域包括ケアシステムの構築 100% Ａ

障がい者の自立支援と社会参加の促進 81% Ｂ

地域福祉の推進 80% Ｂ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

　支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成を図るため、ユニバーサルデザインの普及啓発や、福祉施設の適正な運
営など、地域福祉の推進に努めるとともに、高齢者が、住み慣れた地域社会で共に支え合い、健康で生きがいを持ち、尊
厳を保ちながら、安心して暮らし続けられる社会の実現を目指し、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組を推進しま
す。
　また、障がい者の自己決定を尊重し、適切な意思決定等を行えるよう支援するほか、障がい者の個別性に応じた支援を
推進するとともに、ライフステージに応じた切れ目ない支援や、社会的障壁の除去と合理的配慮の普及に向けた取組を推
進するなど、障がい者の自立支援と社会参加の促進に努めます。
　また、生活困窮者等について、早期の自立に向けた支援等を推進します。

施策名 得点率 総合評価

平成２８年度　政策の概要調書

政　策 支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成 Ａ
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
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意
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①
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域福祉の推進

千円2,132,632 21.0% 74.3%

健康福祉局、市民政策局

　市民 　地域福祉の推進や福祉施設の適正な運営に関する各種
事業を展開し、みんなで支え合う地域福祉を推進する。

　民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、改選事務説明会を開催し、各地区コミュニティ協議会長や民生委員児童委
員協議会長に対し、各地区での候補者の推薦について依頼することで、目標に対し９８．３％の達成率であった。
　また、第３次高松市地域福祉計画の周知や、民生委員・児童委員に対する研修等、社会福祉法人の指導監督、ユニ
バーサルデザイン基本指針に基づくユニバーサルデザインの普及・啓発、臨時福祉給付金給付事業の実施により、本
市の地域福祉を推進した。

　市民の防災に対する意識啓発に努めるとともに、災害時要援護者台帳の整備や、災害時緊急物資の備蓄体制を強化
していくことで、安全・安心なまちづくりを推進していく必要がある。

　引き続き、安全・安心に暮らせる福祉環境を実現することにより、みんなで支え合う地域福祉の推進に取り組む。

民生委員・児童委員の充足率

　民生委員・児童委員は全国的に、なり手不足の状
況ではあるが、一斉改選に伴い、改選事務説明会を
開催するなど、各地区コミュニティ協議会長や地区
民生委員児童委員協議会長に対し、各地区での候補
者の推薦を依頼することで、概ね目標を達成するこ
とができた。

98.3%

実績H28

％98.3

目標H28

％100

％

指導監査における文書指摘がない社会福祉法
人等の割合
　日頃から、社会福祉法人等への制度周知や実地監
査を行い、適正な運営を指導しているが、大幅な制
度改正等があったことから、その改正に十分対応で
きない社会福祉法人等が増えたため、達成度は６７
％程度にとどまった。

66.5%

実績H28

％41.2

目標H28

％62

％

実績H28 目標H28

Ｂ

、市民政策局

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
健康福祉総務課

　職務上必要な知識・技術を習得するため、民生委員児童委員連盟大会、民生委
員児童委員研修会を開催し、約８４％の民生委員・児童委員の参加を得て、資質
の向上に寄与した。
　また、地区間の連携強化のため、地区民生委員児童委員協議会会長研修や主任
児童委員研修を実施したほか、一斉改選による新任者には、新任研修を実施し
た。

千円116,528

（評価対象外）民生・児童委員活動
支援等事業

1

健康福祉局

104.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

健康福祉総務課

　災害時要援護者の新規対象者に対して、登録希望調査票を個別に送付し、登録
を直接呼びかけたほか、広報たかまつ等を通じた広報活動を積極的に行うことに
より、災害時要援護者の登録者増につながった。

千円21,795

災害援護事業

2

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

健康福祉総務課

　広く市民の相談に応じるなど、地域福祉推進のための事業を実施する高松市社
会福祉協議会に対して、補助金を交付することにより、地域福祉活動の充実に寄
与した。
　また、社会福祉諸団体に補助金を交付することにより、地域福祉を支える基盤
づくりに寄与した。

千円121,814

社会福祉団体活動助成事業

3

健康福祉局
健康福祉総務課

　平成２６年４月からの消費税率引き上げに際し、低所得者への影響に鑑み実施
する臨時福祉給付金等給付事業を、円滑に進めた。
　なお、国の補正予算事業である臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業の執行
に当たり、実施期間を確保するため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，３０８，５３６，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業である臨時福祉給付金給付事業（低所得の高齢者
向け年金生活者等支援臨時福祉給付金）については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１，３１５，０８６，５０４円）千円1,717,554

（評価対象外）臨時福祉給付金給付
事業

4

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

健康福祉総務課

　遺族の高齢化や、若年層の戦争に対する関心の希薄化に伴い、追悼式への参列
者が減少傾向にあるため、遺族に向けて案内状を個別に発送するとともに、関係
団体に対しても出席依頼を行うなど、広く周知することで、ほぼ例年通りの参列
者数があった。

千円3,647

戦争犠牲者追悼式等事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
健康福祉総務課

　各種社会福祉統計調査を実施した結果、市民の現状やニーズを踏まえた国の施
策立案の実現に貢献するとともに、本市の福祉行政の向上に寄与した。

千円1,586

（評価対象外）社会福祉事業

6

健康福祉局
健康福祉総務課

　前年度の援護金支給者に対し、申請案内を送付するとともに、支給制度につい
ての広報掲載を行うことにより対象者への周知を行った。

千円11,371

（評価対象外）法外援護事業

7

健康福祉局
健康福祉総務課

　施設の利用を通して、身体障がい者や高齢者の生きがいづくりが図られるとと
もに、社会生活への適応性が高まるなど、市民福祉の向上に寄与した。
　また、施設情報を積極的にＰＲすることで、施設の利用増進に取り組んだ。

千円137,426

（評価対象外）総合福祉会館管理運
営事業

8

健康福祉局
健康福祉総務課

　社会福祉法人及び施設等に対し指導監査を行った結果、適正な運営を確保する
ことができ、引き続き、利用者や家族が安心して福祉サービスの提供を受けられ
るなど、市民福祉の向上に寄与した。

千円625

（評価対象外）社会福祉法人指導監
督事業

9

市民政策局

87.9%一般重点 拡充Ｂ Ａ Ａ Ａ

ユニバーサルデザイン推進室

　一人一人の多様性が尊重され、年齢や性別、国籍などに関わりなく、誰もが快
適に過ごすことのできる、ユニバーサルデザイン社会の実現を目指し、その考え
を周知啓発するため、ユニバーサルデザイン展の開催、小学生学習用パンフレッ
トの配布及びユニバーサルデザインアイデアコンテストを実施した。

千円286

ユニバーサルデザイン推進事業

10
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

千円1,931,836 23.9% 80.3%

健康福祉局

　高齢者等 　住み慣れた地域で、自分らしい人生を最後まで続けら
れるよう、医療・介護・予防・生活支援・住まいなどが
一体的に切れ目なく提供される状態となる。

　高齢者保健福祉事業の取組として、シルバー人材センターや老人クラブへの補助による生きがいづくりの促進、在
宅生活支援、一人暮らし高齢者等への生活支援事業、認知症高齢者対策及び虐待防止、高齢者居場所づくり事業や、
三層構造による地域で支え合う見守り体制の強化、あんしん通報サービス事業、徘徊高齢者保護ネットワーク事業な
どを推進した。
　介護保険対象施設等の充実への取組として、特別養護老人ホームの計画的な整備、軽費老人ホームへの運営補助、
地域密着型サービス施設整備の補助等を行うとともに、老人福祉施設等の指導監査を行った。
　地域包括支援センターにおいて、高齢者に関する総合相談支援、介護予防ケアマネジメント、権利擁護等のほか、
認知症ケアの推進、地域ケア会議の開催、介護予防教室などを行い、介護予防の推進に取り組んだ。
　介護予防・日常生活支援総合事業の実施に向け、多様な主体による様々なサービス提供体制を構築するとともに、

　高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、切れ目のない医療と介護の提供体制の構築を推進するほ
か、介護保険サービス基盤の充実、介護予防の推進、地域全体で高齢者を支える体制づくりに取り組んでいる。
　今後においても、高齢者一人一人の状態に応じて、様々な支援が切れ目なく提供される環境づくりや、共に支え合
う社会づくりが求められている。

　高齢者が住み慣れた地域で、安全に自分らしい生活を送ることのできる生活環境を整備するため、高齢者の生活支
援の充実や、介護保険施設等の充実に努める。

要介護者の在宅比率

　在宅で生活している要介護認定者の割合は、目標
値の７８％を１．４ポイント上回っている。

101.8%

実績H28

％79.4

目標H28

％78

％

自立高齢者率

　介護・支援を必要としていない６５歳以上の高齢
者の割合は、目標値の７８．２％を０．９ポイント
上回っている。

101.2%

実績H28

％79.1

目標H28

％78.2

％

自立後期高齢者率

　介護・支援を必要としていない７５歳以上の高齢
者の割合は、目標値の５９．３％を２．４ポイント
上回っている。

104.0%

実績H28

％61.7

目標H28

％59.3

％

Ａ

健康福祉局

地域の医療・介護関係機関との連携を推進した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

133.3%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

地域包括ケア推進室

　地域の在宅医療・介護関係機関の連携体制の構築を推進するため、医師会等と
緊密に連携しながら、医療機関、介護事業所等で構成される「高松市在宅医療連
携会議」を開催し、関係機関の連携を図った。
　また、医療・介護関係者にとって情報共有の手段として活用する「在宅ケア便
利帳」を作成するとともに、市民公開講座を開催し、在宅療養に関する普及啓発
を行った。
　さらに、昨年度に引き続き、多職種連携研修会を開催し、顔の見える関係づく
り　行うとともに、在宅医療コーディネーター養成研修を実施し、相談支援体制
の構築に向けた支援を行った。
　なお、国から、平成３０年４月までに全市町村で取り組むこととして示された
８事業項目について、全ての事業項目に着手できた。

千円15,576

在宅医療・介護連携推進事業

1

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

介護保険課

　社会福祉法人等における介護サービス利用者のうち、生活困難者に対して利用
額を軽減したことをはじめ、離島での介護サービス提供事業者に補助金を交付し
離島における介護サービスを促進させたことなどにより、介護サービスを利用す
る高齢者の安心と安全を確保した。
　なお、地域密着型サービス事業者に対する施設等整備補助は、国の補正予算事
業の執行に当たり実施期間を確保するため、また、施設等開設準備補助は、事業
主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が一部不可能となったた
め、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３７，１８７，０００円）

千円31,166

介護保険補助金等事業

2

健康福祉局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域包括ケア推進室

　平成２８年１０月に、介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）へ
の移行を円滑に実施することができた。
　また、総合事業の多様なサービスの実施主体として、シルバー人材センター
やスポーツジムなどが参画したほか、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民主体サービスの提供団体につ
いても１団体がサービスの提供を始めるなど、地域で高齢者を支える体制づく
りを推進することができた。千円40,194

生活支援・介護予防サービス提供体
制構築事業

3

健康福祉局
介護保険課

　香川県国民健康保険団体連合会に審査支払事務を委託するなど、適正な審査を
経た事業費支給を行ったことにより、要支援・事業対象者に対し必要なサービス
を提供することができた。

千円112,858

（評価対象外）介護予防推進事業（
介護保険課分）

4

健康福祉局
地域包括支援センター

　地域において、認知症の人やその家族を支えるためには、まずは、ボランティ
アの人材育成が不可欠であるため、認知症サポーターを継続して養成した。

　認知症サポーター養成講座　受講者数　４，８３１人

千円5,270

（評価対象外）認知症高齢者等対策
推進事業

5

43

k6199
タイプライターテキスト
を

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
２５地区において、地域福祉ネットワーク

k6199
タイプライターテキスト
会議が設置され、地域の課題を解決する中で

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

149.6% 359.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域包括支援センター

　要支援・要介護認定を受けていない高齢者等に対し、介護予防のための教室や
健康教育等を実施し、介護予防意識及び運動機能向上を図った。また、元気を広
げる人の養成講座、のびのび元気体操等、市民の介護予防ボランティア人材の養
成に取り組んだ。

千円10,696

介護予防推進等事業

6

健康福祉局
地域包括支援センター

　要介護状態等となる恐れの高い状態にあると認められる者に対し、居宅におい
て自立した日常生活を営むことができるように、介護予防教室等、個々の状態に
応じた適切な介護予防プログラムを実施することで、要介護状態等の予防に寄与
した。

千円57,577

（評価対象外）介護予防推進事業（
地域包括支援センター分）

7

健康福祉局
地域包括支援センター

　要支援１・２の要介護認定を受けた高齢者等に介護予防マネジメント（ケアプ
ラン作成等）を行い、ケアプランに基づいた適切な介護予防サービスを提供し、
心身の状態の維持・改善を図り、住み慣れた地域で、安心して自立した日常生活
が送れるよう支援を行った。

　介護予防ケアマネジメント件数　延べ　４９，９３８件／年間

千円273,261

（評価対象外）介護予防支援事業

8

健康福祉局
地域包括ケア推進室

　新しい総合事業の実施に当たり、住民主体によるサービス提供を行う団体に対
し、立ち上げ及び運営に要する費用について補助を行い、地域での支え合い体制
づくりを推進した。

　立上補助　訪問型サービス　３団体
　　　　　　通所型サービス　１団体
　運営補助　訪問型サービス　１団体千円3,690

（評価対象外）介護予防推進事業（
地域包括ケア推進室分）

9

健康福祉局

117.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　平成２７年１０月にコトデン瓦町ビル８階ＩＫＯＤＥ瓦町内に開設した瓦町健
康ステーションにおいて、各種講座を開催し、市民の健康づくりや生きがいづく
りに寄与した。

　利用者実績　３３，９６１人（平成２８年４月～平成２９年３月）

千円24,800

瓦町健康ステーション事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

97.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　６５歳以上の一人暮らし高齢者等に外出時の援助、家周りの清掃、家屋内の整
理・整頓などの在宅の一人暮らし高齢者等の生活支援に資する軽易な日常生活上
の援助を行うことで、自立した生活の継続を可能にするとともに、介護予防に資
することができた。

　登録者数　　　　３，０９０人
　延べ利用回数　１７，４０２回千円34,310

軽度生活援助事業

11

健康福祉局

100.0% 改善継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

長寿福祉課

　老人の日前後に各地区にて長寿をお祝いする催しを行うほか、８８、９９歳以
上の節目の年を迎える方に祝金を、１００歳の高齢者及び市内男女最高齢者の方
には祝品を贈ることで、長寿をお祝いし、高齢者の生活の向上に努める意欲を高
めることができた。

　敬老会対象者数　　　　　　　　５６，１１９人
　敬老祝金支給対象者　８８歳　　　１，９０７人
　　　　　　　　　　　９９歳以上　　　４５３人
　敬老祝品贈呈者数　　　　　　　　　　１４３人

千円52,976

敬老事業

12

健康福祉局

100.0% 改善継続Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

長寿福祉課

　要介護・要支援認定を受けていない一人暮らし等の高齢者に、趣味や創作活
動、教養講座、レクリエーションなどのデイサービスを提供することで、高齢者
の自立生活の助長及び要介護状態への予防ができた。

　登録人数　　　　　４７４人
　延べ利用者数　５，９０２人

千円13,819

高齢者生きがいデイサービス事業

13

健康福祉局

102.3%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　介護予防や健康増進、地域のボランティア活動、世代間交流など、様々な地域
活動の場となる高齢者の居場所を設置することにより、高齢者の孤立化防止や、
介護予防を促進することができた。
　また、小学生以下の子どもとの交流を行った場合に、運営助成金に加算して交
付する、子どもとのふれあい加算を新設したことにより、世代間交流を促進する
ことができた。
　
　２８年度整備数　　５２か所
　居場所数　　　　２４０か所（平成２９年３月３１日現在）
　子どもとの交流数　３３か所

千円18,004

高齢者居場所づくり事業

14

健康福祉局

96.8% 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　地区のボランティアの協力により、コミュニティセンター等で月１回程度、会
食方式の食事をすることで、高齢者の孤独感の解消及び地域社会との交流を図る
ことができ、高齢者福祉の向上及び共助と連携の地域福祉づくりに寄与した。

　実施地区　２９地区（３１か所）
　延べ食数　２３，５０６食

千円9,929

高齢者と地域の交流事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

95.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送ることがで
きるよう、高齢社会にふさわしい保健福祉施策を推進した。

　在宅福祉サービスリーフレット作成部数　３５，０００部

千円15,289

高齢者福祉施策推進事業

16

健康福祉局

108.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　タクシー助成券を交付することで、外出することが難しい在宅の高齢者の外出
を支援することができた。

　交付人数　３，１３８人

千円14,306

高齢者福祉タクシー助成事業

17

健康福祉局

94.0% 改善継続Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　福祉電話や緊急通報装置を貸与又は給付することで、一人暮らし高齢者等の孤
独感の解消を図るとともに、急病、災害その他緊急時に迅速かつ適切な対応がで
きる環境を整備することができた。

　福祉電話貸与台数　　　　　１３５台
　緊急通報装置設置台数　　　６１６台

千円3,349

高齢者福祉通信機器貸与等事業

18

健康福祉局

90.0% 88.6%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

長寿福祉課

　地域で支え合う見守り協定、特別あんしん見守り事業などによる三層構造によ
る見守り活動を推進するとともに、介護相談専用ダイヤルの開設により、２４時
間３６５日、介護や日常生活の不安を相談できる体制を整えた。
　さらに、緊急通報装置から、見守り機能を持つあんしん通報装置への切り替え
を実施したほか、弁当配達時に安否確認を行い、異常時には関係機関に連絡を行
うサービスを平成２８年１０月から開始した。

　地域で支え合う見守り協定事業所数　　　　　６９事業所
　　　　　　　　〃　　　　　協力員　約９，４００人
　介護相談専用ダイヤル相談件数　　　　　　３１１件
　あんしん通報装置設置件数　新規　　　　　４０７件
　　　　　　　　　　　　　　移行　　　　　９５２件

千円47,062

高齢者見守り事業

19

健康福祉局

95.8% 継続Ｂ Ｂ Ａ Ａ

長寿福祉課

　在宅で高齢者を介護している方に、寝たきり高齢者等介護見舞金、老人短期入
所等のサービスを提供することで、家族の介護の負担を軽減することができた。
　さらに、対象者全員が受給できるよう、要介護認定更新結果通知に、本事業に
ついて、わかりやすく記載したチラシを同封するとともに、介護支援専門員や
民生委員などの関係者に本事業の　なる啓発を行った。
　
　介護見舞金支給者数　　　　　　７９１人
　短期入所事業利用日数　延べ１，０６７日千円46,171

在宅高齢者家族支援事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

89.3% 継続Ａ Ｂ Ｃ Ｂ

長寿福祉課

　シニアワークプログラムの実施による高齢者への技能講習や、会員の作品展・
写真、パネルによるシルバー事業の紹介を行うシルバーフェアの開催、就業を通
じて社会活動への参加の場を提供している高松市シルバー人材センターの円滑な
運営を促進するため、補助金の交付を行うことにより、高齢者の生きがいづくり
を促進することができた。

　登録人数　　　　　１，８１２人
　延べ受注件数　　２２，６５３件
　就業延べ人員　１６２，０９７人

千円17,954

シルバー人材センター運営補助事業

21

健康福祉局

87.3% 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　委託先の特別養護老人ホーム等の給食施設において調理された食事を、社会福
祉協議会員や民生委員の協力を得て、独居高齢者等の家庭に配食することで、栄
養のバランスのとれた食事を提供することができた。また、市内全域で本事業が
利用できるよう実施施設の拡充に努めた結果、利用者数が増加した。

　利用者数　　　　４６４人
　延べ食数　３４，７６０食
　　１９施設　２６地区　→　２０施設　２６地区千円14,114

高齢者と施設の交流事業

22

健康福祉局

54.8% 廃止Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ

長寿福祉課

　高松市社会福祉協議会が実施する在宅福祉サービス事業に対し補助金を交付
し、食事サービス利用を促進することで、市内の食事準備が困難な者の栄養状態
を改善し、在宅での生活を援助することができた。
　　　
　利用者数　　　　　　３６２人
　延べ食数　　１０６，２２０食
（うち　利用料助成食数　　９３，２９８食）千円29,222

在宅福祉サービス事業補助事業

23

健康福祉局

95.6% 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

長寿福祉課

　寝たきり等の高齢者に紙おむつ給付等のサービスを提供することで、日常生活
上の不安を和らげ、在宅での生活を支援することができた。

　寝たきり高齢者等紙おむつ給付事業登録人数　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，６４０人
　延べ給付人数　　　　　　　　　　１８，２６１人

千円56,636

寝たきり高齢者等支援事業

24

健康福祉局

96.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　地域でのボランティア活動や交通キャンペーンなどの社会奉仕活動や、伝統文
化の継承など、地域を豊かにする社会貢献活動を展開し、各地域において、重要
な役割を果たしている老人クラブの活動を支援することにより、高齢者の生きが
いづくりと社会活動への参加を促進することができた。
　
　老人クラブ数　　　　３６６クラブ　
　会員数　　　　１８，５０１人千円36,753

老人クラブ活動助成事業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
長寿福祉課

　高齢者が、住み慣れた地域社会で安心して自立生活を営むことができるよう、
老人福祉センター、老人いこいの家などで地域に密着した既存施設の有効活用を
行うことで、高齢者の生きがいづくりと社会活動への参加を促進することができ
た。
　なお、ふれあい福祉センター勝賀については、総合センター整備工事のため、
平成２８年４月から休館していたが、同年１１月に再開した。

　香南ふれあい館等　　　　　　延べ　　１，２８０人
　ふれあい福祉センター勝賀　　延べ　２０，３５６人
　老人いこいの家　　　　　　　延べ　１２，１８７人

千円52,062

（評価対象外）老人福祉センター等
運営事業

26

健康福祉局

123.2%一般重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

介護保険課

　介護相談員の派遣施設を７事業所増やし、合計２１事業所に拡充したことによ
り、利用者からの相談件数が増加するなど、利用者の利便性の向上と派遣施設に
おけるサービス内容の改善につながった。

千円1,633

介護相談員派遣等事業

27

健康福祉局

52.3% 107.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

地域包括支援センター

　地域包括ケアシステムを実現するために、地域ケア会議・地域ケア小会議を
開催するほか、介護支援　　員からの相談体制を整えるとともに、専門職のス
キルアップを図るための研修会を開催した。

　地域ケア会議　　　　　　　　延べ　　２回
　地域ケア小会議（個別課題）　延べ　３９回
　地域ケア小会議（地域課題）　延べ１３９回
　居宅介護支援事業所等の介護支援専門員からの相談件数　６５５件　千円185

地域ケア会議推進事業

28

健康福祉局

84.2% 11.1%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ｃ

地域包括支援センター

　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし
続けられる社会の実現を目指し、認知症の人や家族を支援する「認知症地域支援
推進員」を配置し、「認知症ケアパス」や「認知症あんしんサポート手帳」の
普及を促進するとともに、認知症の                     複数の専門職が訪問支援を行
う「認知症初期集中支援チーム」を１０月に設置した。

　認知症初期集中支援チーム　　　件数　６件千円4,038

認知症ケア推進事業

29

健康福祉局
地域包括支援センター

　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などが連携し、高齢者に関する総合
相談支援、介護予防ケアマネジメント、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメ
ント等を行い、介護予防の推進に取り組んだ。

千円170,204

（評価対象外）地域包括支援センタ
ー運営事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

102.6% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　軽費老人ホームの運営に要する経費の一部を補助することで、自立した生活を
営むことに不安のある高齢者が、収入に応じた低額な料金で利用できる施設を確
保することができた。

　交付法人数　　　　　　　　１３法人（１３施設）
　軽費老人ホーム定員数　　　　４８８人
　軽費老人ホーム延べ入所者数　５５６人千円205,443

軽費老人ホーム事務費補助事業

31

健康福祉局

45.0% 改善継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｄ

長寿福祉課

　在宅で生活している高齢者が利用する、浴室・玄関などの手すりの取付けや段
差の解消、和式便器の洋式便器への取り替えなどの改造工事に対して助成金を交
付することで、高齢者の在宅生活を支援するとともに、介護者の負担を軽減する
ことができた。

　高齢者住宅改造助成件数　　１６件
　　　　　　うち課税世帯　　　９件
　　　　　　　　非課税世帯　　７件千円5,141

高齢者住宅改造助成事業

32

健康福祉局

149.7% 改善継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　高齢者世話付住宅へ生活援助員を派遣し、日常生活の相談・指導、安否確認、
緊急時の対応等のサービスを入居者に提供することにより、高齢の入居者が自立
して安全かつ快適に生活できる場を確保することができた。

　県営住宅１棟　２８戸
　市営住宅３棟　６１戸

千円9,125

高齢者住宅等安心確保事業

33

健康福祉局
長寿福祉課

　居宅において養護を受けることが困難な高齢者を、養護老人ホームに措置入所
させることで、保護することができた。

　養護老人ホーム入所者数　１６２人

千円347,515

（評価対象外）老人保護施設措置事
業

34

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　老人福祉施設整備のため社会福祉法人が、独立行政法人福祉医療機構から借入
れした資金について、その利子の一部を同法人へ補助すること及び施設整備に対
する補助金を交付することにより、老人福祉施設整備が促進され、入所者の生活
の場を確保する効果があった。
　また、第６期高松市高齢者保健福祉計画で計画した特別養護老人ホームの整備
目標床数を達成した。
　なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するなどのため、事
業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６，９０８，０００円）

　利子補給補助金交付法人数　１６法人（２３施設）
　平成２８年度施設整備補助金　１３５，６４２千円

千円151,508

老人福祉施設整備支援事業

35
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施策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の
促進

千円9,311,274 19.7% 72.3%

健康福祉局

　障がい者及び障がい児 　必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行
うことにより、障がい者及び障がい児が自ら選択した場
所に居住し、自立した日常生活を送ることができるよう
にします。

　障がい者及び障がい児が、自立した日常生活又は社会生活を送ることができるよう、必要な支援を実施した。
　障がい者サービス利用者数　　２，６８９人
　障がい児サービス利用者数　　　　７２７人
　障害者医療受給者　　　　　１２，０５３人
　更生医療支給認定者　　　　　１，００５人

　支援の対象となる障がいの多様化に伴い、障害福祉サービスコストの増加が予想されるため、より効果的なサービ
ス提供について検討する必要がある。

　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らし、積極的に社会活動に参加できる地域社会づくりを目指し、よ
り一層効果的で適正な施策の実施に取り組み、成果の向上を図る。

施設入所者の地域生活への移行者数（累積）

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を
図るため、施設入所者の地域移行を推進した結果、
目標値を達成できた。

158.3%

実績H28

人57

目標H28

人36

人

福祉施設から一般就労への移行者数

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を
図るため、福祉施設から一般就労への移行を推進し
たが、受入可能な企業が少なかったこと等により、
目標値を達成できなかった。今後、地域生活支援拠
点等を整備し、数値の改善を図っていきたい。

66.0%

実績H28

人31

目標H28

人47

人

実績H28 目標H28

Ｂ

健康福祉局

50



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
障がい福祉課

　高松市障害者施策推進懇談会を開催するなど、関係団体等との連携を図ったこ
とにより、「たかまつ障がい者プラン」を適切に推進した。

千円75

（評価対象外）障害者施策推進事業

1

健康福祉局

102.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者（児）に対し、補装具や日常生活用具の給付を行ったことにより、本
人及びその家族の精神的・経済的負担が軽減した。

千円188,025

補装具費・日常生活用具支給等事業

2

健康福祉局

127.5% 125.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

障がい福祉課

　障害者福祉施設等の整備を実施したことにより、障害者福祉施設等の利用促進
に効果があった。
　なお、障害者福祉施設等における防犯対策整備に当たり、実施期間を確保する
ため、事業を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越　：１２，５８０，０００円）

千円3,956

障害者福祉施設等整備事業

3

健康福祉局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　中央商店街の空き店舗を利用して、障がい者を雇用し事業を行う事業者等への
支援を実施することにより、知的障がい者・精神障がい者等の就労促進、社会的
・経済的な自立に寄与することで、障がい者の一般就労に向けた支援に効果があ
った。

千円13,325

障がい者就労支援促進事業

4

健康福祉局

40.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｄ

障がい福祉課

　成年後見人制度利用の支援を行ったことにより、財産管理やサービスの利用契
約などについて、後見人制度を利用できることから、障がい者の権利擁護の促進
に効果があった。

千円3,750

障害者権利擁護事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
障がい福祉課

　特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉手当の支給を行うことにより、障がい
者及びその家族等の経済的負担等が軽減した。

千円270,488

（評価対象外）福祉手当支給等事業

6

健康福祉局
障がい福祉課

　障害者施設等を運営し、障がい者（児）に対し、必要とされるサービスを提供
したことにより、障がい者の自立支援や社会活動への参加促進に効果があった。

千円11,184

（評価対象外）障害者福祉施設等運
営事業

7

健康福祉局

98.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者を対象に医療費（保険診療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事
（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））の全部又は一部を助成したことに
より、障がい者の医療費に係る経済的な負担が軽減した。

千円1,671,300

障害者医療費助成事業

8

健康福祉局

89.1% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　在宅福祉サービスの利用援助、社会資源を活用するための支援、ピアカウンセ
リング、介護相談及び情報の提供を総合的に実施したことにより、障がい者やそ
の家族等の不安解消、生活の利便性の向上に効果があった。

千円90,521

障害者相談支援事業

9

健康福祉局
障がい福祉課

　審査会を開催し、障害支援区分認定基準に照らして適正な審査及び判定を行っ
たことにより、障害福祉サービス等の支給決定手続きの透明化・公平化に効果が
あった。

千円3,654

（評価対象外）介護給付費等審査会
事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

130.8% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者からの手帳交付申請に基づき、適正な障害認定を行い、障害者手帳の
交付を行ったことにより、障がい者の福祉が増進した。

千円43,037

障害者手帳交付事業

11

健康福祉局
障がい福祉課

　障害支援区分の認定等のために調査を実施するとともに、医師の意見書を作成
したことにより、審査会事業が効果的に実施できた。

千円22,250

（評価対象外）障害程度区分認定事
業

12

健康福祉局

104.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者（児）に対し、紙おむつの給付、車いすの貸与、福祉電話の貸与、住
宅改造の助成等を行ったことにより、本人及びその家族等の精神的・経済的負担
が軽減した。

千円34,541

福祉用品助成等事業

13

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　養護学校に通う児童のうち、放課後帰宅しても保護者の監護を受けられない児
童に対し、放課後支援事業を実施したことにより、障がい児の健全な育成、保護
者の負担軽減の効果があった。

千円18,132

障害児放課後支援事業

14

健康福祉局
障がい福祉課

　自立支援医療を認定し、医療費の自己負担額軽減を行ったことにより、障がい
者の自立と社会参加の促進に効果があった。

千円550,262

（評価対象外）障害者自立支援医療
事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

101.8% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

障がい福祉課

　発達障がい支援コーディネータ　を配置して各種相談を行った結果、発達障
がい児の早期発見につながり、障害児通所サービス受給者数が増加した。
　また、「発達障がい　　　　サポーター養成講座」を開催したことにより、
発達障がい児・者の基本的理解を深めるとともに、ライフサイクルに応じた支
援や、地域で生活していくための支援ができる人材の育成に効果があった。

　障害児通所サービス受給者数　６６２人千円6,456

発達障害者サポート事業

16

健康福祉局

特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　相談、体験の機会・場の提供、緊急時の受入れ、地域の体制づくりなど、居住
支援のための機能を強化し、様々な支援を切れ目なく提供する地域生活支援拠点
を整備する準備を進めることで、障がい者の自立支援の促進に効果があった。

障がい者地域生活支援拠点等整備事
業

17

健康福祉局
障がい福祉課

　障害福祉サービス費を支給することにより、障がい者（児）の自立した日常生
活や社会生活が向上した。

　障がい者サービス利用者数　２，６８９人
　障がい児サービス利用者数　　　７２７人

千円6,047,024

（評価対象外）障害福祉サービス給
付事業

18

健康福祉局

118.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　香川県福祉のまちづくり条例に基づき、特定施設新築等届出書等の提出を促
し、審査・指導・助言を行ったことにより、市民の誰もが安全かつ円滑に利用で
きるような公共的建物等の福祉的環境の整備促進に効果があった。

千円30

福祉のまちづくり推進事業

19

健康福祉局

104.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　地域活動支援センター事業や意思疎通支援事業等を行うことにより、障がい者
（児）の自立支援や社会活動への参加促進に効果があった。

千円101,413

障害者地域活動支援事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

191.2%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　希望する障害福祉サービス事業所へアーティストを派遣し、継続して芸術活動
するなかで、作品展などを通じて社会に携わることにより、芸術活動が社会的に
認知され、障がい者の社会参加の促進に効果があった。
　なお、前年度からの繰越事業である障がい者アートリンク事業（瀬戸内国際芸
術祭２０１６後援事業）については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１，９９９，７９０円）

千円15,354

障がい者アートリンク事業

21

健康福祉局

38.8% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｄ

障がい福祉課

　障害者団体への支援を行うことにより、障がい者（児）の自立支援や社会活動
の参加促進に効果があった。

千円7,543

障害者社会活動支援事業

22

健康福祉局

102.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障害者福祉タクシー事業を行うことにより、障がい者（児）の外出機会を創出
し、自立支援や社会参加の推進に効果があった。

千円38,267

障害者福祉タクシー事業

23

健康福祉局
障がい福祉課

　外出の際の移動の支援、創作活動及び生産機会の提供を行うことにより、障が
い者（児）の社会活動への参加の促進に効果があった。

　サービス利用者数　９７７人

千円170,687

（評価対象外）障害者移動支援等事
業

24
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

生活困窮者等への自立支援

千円11,414,064 12.6% 49.7%

健康福祉局

　生活困窮者 　困窮の程度に応じ、最低限度の生活を保障するととも
に、自立を助長する。
　生活保護に至る前の生活困窮者に対して、生活困窮者
自立支援法に基づき早期的な支援を行うことにより、生
活困窮状態からの早期自立を図る。

　生活困窮者に対し、困窮の程度に応じ、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長した。
　生活保護に至る前の生活困窮者に対して、生活困窮者自立支援法に基づき、困窮者それぞれの状態に応じた包括的
かつ継続的な自立相談支援事業等を実施したほか、高松市生活困窮者自立支援事業連絡会を設置し、庁内外の関係機
関等の連携体制の強化を図るとともに、庁内の連絡会構成課の担当者研修会を実施した。また、就労訓練事業所とし
て、新たに２事業所の認定を行った。

　経済状況と雇用環境を反映し、生活保護受給者数はやや減少傾向にあるが、ケースワーカー及び査察指導員数の充
足を図るなど、実施体制の整備が必要である。
　生活困窮者自立支援事業については、早期支援を実現するため、地域における生活困窮者の把握など、地域ネット
ワークを活用した包括的な取組が必要である。

　引き続き、生活困窮者に対して健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立支援施策を推進すること
により、自立を助長する。
　生活困窮者自立支援事業については、ニーズに応じた支援を計画的かつ継続的に行う。

勤労収入の増加による生活保護廃止率

　稼働能力のある者には、ハローワーク等と連携し
て就労指導するとともに、被保護者の状況を把握し
ながら、段階的に就労機会を増やすなど、経済的自
立を目標に取り組んだ。

103.3%

実績H28

％18.6

目標H28

％18

％

支援プラン作成率

　生活困窮者それぞれの状況に応じて、継続的かつ
包括的な支援を実施するための支援プランを作成
し、困窮者の早期自立を促した。

104.0%

実績H28

％20.8

目標H28

％20

％

実績H28 目標H28

Ａ

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
生活福祉課

　療養の確保及び日用品等の援助物資を支給した結果、ホームレスの生存が保障
され、生活の安定を確保した成果が得られた。

千円5

（評価対象外）ホームレス自立支援
事業

1

健康福祉局
生活福祉課

　行旅死亡人等に対して適切に葬祭・埋葬や旅費等の救護を行った結果、公衆衛
生が維持され、行旅人に係る行旅中の生活を安定させる成果が得られた。

千円3,652

（評価対象外）行旅死亡人等取扱事
業

2

健康福祉局
生活福祉課

　中国残留邦人等の置かれている特別な事情に鑑み、老後の生活の安定と地域で
の生き生きとした暮らしを実現するため、支援給付や日常生活の助言等の支援を
行った。

千円42,127

（評価対象外）中国残留邦人生活支
援事業

3

健康福祉局
生活福祉課

　要保護者に対して、生活保護の実施及び被保護者就労支援事業を通じて日常生
活への自立支援を行った結果、要保護者の最低生活が保障されるとともに、自立
を助長した成果が得られた。

千円11,342,608

（評価対象外）生活保護扶助事業

4

健康福祉局
生活福祉課

　平成２７年度から施行された生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者が抱
える複合的な課題を十分に把握し、他の機関と連携して支援計画を作成するな
ど、それぞれの状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援を行う自立相談支援事
業等を実施し、困窮状態からの早期脱却に向けて支援した。

千円25,672

（評価対象外）生活困窮者自立支援
事業

5
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 38.1% 18.3% 79.1%

医療体制の充実 42.4% 20.4% 84.1%

社会保障制度の適切な運営 27.2% 20.1% 76.9%

健康づくりの推進 44.6% 14.5% 76.4%

平均 87% Ａ

　健康で元気に暮らせる環境づくりに向けて、３施策に取り組んだ。
　「健康づくりの推進」では、設定する３つの成果指標のうち、介護保険の要介護２～５の認定率において目標を達成し
たものの、がん検診受診率については国による受診率算定方法の変更が影響し目標を大きく下回ったことなどから、施策
評価の得点率は６７％となった。
　「医療体制の充実」及び「社会保障制度の適切な運営」では、設定する６つの成果指標について目標を達成又は概ね達
成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８７％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

医療体制の充実 96% Ａ

社会保障制度の適切な運営 100% Ａ

　健康で元気に暮らせる環境づくりを図るため、健康寿命の延伸と生活の質の向上を目指し、健康づくりの普及啓発や生
活習慣の改善、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底を推進し、乳幼児から高齢者までのライフステージに応じた健
康づくりの推進に努めるほか、感染症の発生予防、まん延防止に努めます。
　また、医療人材の確保や監視指導などによる医療機関等の適正な運営の確保とともに、市立病院の充実や、救急医療体
制の確保に努め、市民が安心できる医療体制の充実を図ります。
　また、国民健康保険を始め、介護保険や後期高齢者医療などの社会保障制度の適切な運営に努めます。

施策名 得点率 総合評価

健康づくりの推進 67% Ｃ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

政　策 健康で元気に暮らせる環境づくり Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
健康で元気に暮らせる環境づくり

健康づくりの推進

千円1,761,197 44.6% 76.4%

健康福祉局

　市民 　健やかで心豊かに生活できる。

　各種健康診査や健康教室、食育の推進等の取組により、市民の心身両面の健康づくりを推進した。
　また、予防接種事業等の感染症予防対策を推進した。

　各種検診の充実や食育の推進、予防接種事業等の感染症予防対策など、市民主体の健康づくりの取組を、引き続き
推進するとともに、多様化・高度化する市民ニーズを踏まえた、より効果的な事業の実施が必要である。

　健康都市高松の推進に向け、乳幼児期から高齢期に至る、それぞれのライフステージに応じた心と体の健康づくり
や食育の推進などの取組を通じて、市民の健康づくりへの意識を高めることなどにより、市民一人一人が健やかに暮
らせる環境づくりを推進していく。

介護保険の要介護２～５の認定率

　現時点では、目標値以上に達成できている状況で
ある。引き続き、市民の健康づくりの取組を進め、
更なる向上を目指していきたい。

104.5%

実績H28

％10.6

目標H28

％11.1

％

がん検診受診率

　がん検診の対象者数の変更に伴い、受診率が低下
しており、目標達成が困難な状況であるが、引き続
き、がん検診の周知啓発に努めることにより、受診
率の向上を目指していきたい。

27.7%

実績H28

％10.4

目標H28

％37.5

％

内臓脂肪症候群該当者出現率（国保ベース）

　現時点では、目標値を達成できていない状況であ
る。市民の健康づくりの取組を、一層、効果的に推
進することなどにより、目標達成を目指していきた
い。

79.9%

実績H28

％19.7

目標H28

％16.4

％

Ｃ

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健対策課

　本市では８月に骨髄等移植ドナーに対する助成制度を開始し、ドナーに対する
助成を２件行った。

千円200

骨髄等移植ドナー支援事業

1

健康福祉局
保健対策課

　統計法など関係法令、厚生労働省通知等に基づき、人口動態調査、国民生活基
礎調査、医療施設動態調査等各種保健衛生統計調査を実施し、調査結果の成果を
得た。

千円3,489

（評価対象外）保健統計調査事業

2

健康福祉局
保健対策課

　効率的な保守点検に努め、必要な修繕措置を行った結果、施設・設備とも適正
に維持管理できた。

千円26,231

（評価対象外）保健所管理運営事業

3

健康福祉局
保健センター

　特定給食施設等への指導及び助言や、立入検査を実施したことにより、対象施
設の適切な衛生管理に資することができた。

千円4,730

（評価対象外）栄養改善指導事業

4

健康福祉局
保健センター

　原子爆弾被爆者を対象にした健康診断の通知を行うなど、被爆者の健康の保持
増進に寄与した。

千円78

（評価対象外）原爆被爆者健康診断
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
保健センター

　国及び県から委託を受け、国民健康・栄養調査、県民健康・栄養調査を実施し
たことにより、市民の身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況についての調
査結果が得られ、健康の増進の総合的な推進を図るための基礎資料とすることが
できた。

千円1,716

（評価対象外）国民健康・栄養調査
事業

6

健康福祉局

111.1% 100.0%一般重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　自殺予防について、地域や職域で広く市民に健康教育や啓発事業に取り組んだ
ほか、ゲートキーパーの啓発も推進した。特に、９月の自殺予防週間には瓦町Ｆ
ＬＡＧで展示啓発を実施したほか、３月の自殺対策強化月間には琴電瓦町駅での
キャンペーンと図書館での展示啓発を行った。
　また、若者層への自殺予防対策として「こころの体温計システム」を新たに導
入し、中学（２学期始業時）、高校（文化祭）、成人（成人式）に対し、時機を
捉えて、「こころの体温計カード」を配布し、自殺予防啓発に取り組んだ。
　さらに、自殺予防や相談対応の知識・技術等の向上を図るために、職員及び相
談従事者研修を開催した。

千円4,436

自殺対策推進事業

7

健康福祉局

99.8% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

保健センター

　精神障害者社会復帰支援事業の事業の一つとしてデイケアを実施し、グループ
活動を通して、精神障害者同士の交流を図り、仲間づくりの場を提供できた。
　また、当事者のための生活スキルアップセミナーを実施し、精神障害者の社会
参加や自立を促した。
　さらに、障害者を支える家族会に対して、運営補助を行い、家族活動の充実に
資することができた。

千円3,401

精神障害者社会復帰支援事業

8

健康福祉局

104.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　こころの健康相談を随時開催したのをはじめ、こころの健康セミナーやアル
コールセミナーなどを実施し、市民に対して、こころの健康づくりやこころの病
気の理解と正しい知識の周知啓発活動に取り組んだ。特に、こころの健康セミ
ナーでは開催場所を瓦町ＦＬＡＧで実施したことなどにより、参加者は前年度
に比べやや増加した。
　また、統合失調症やうつ病の家族教室なども実施し、家族に対して病気への対
応と正しい知識の周知啓発を行い、精神保健福祉に係る普及啓発に寄与した。千円2,557

精神保健福祉普及啓発・相談事業

9

健康福祉局

90.4% 85.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　野菜摂取量増加に向けた取組を「たかまつ野菜たっぷり生活プロジェクト」と
題し、食育フェスタや野菜たっぷり生活キャンペーン、ラリー等を実施するとと
もに、食生活改善推進協議会活動の支援や、「食」の大切さを伝えるフードス
タート運動を継続的に実施した結果、市民の「食」への関心を高めることができ
た。

千円3,333

地域食育推進事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.1% 98.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　地域に密着したきめ細やかな保健活動を推進するため、保健委員会連絡協議会
の運営に対して支援を行ったことにより、市民の健康意識が向上した。
　また、委託運動教室を開催したほか、あらゆる機会を通じて日常生活の中で運
動に取り組むよう普及啓発を行い、市民の健康づくりの気運が向上した。

千円4,200

地域保健推進事業

11

健康福祉局

111.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健センター

　原因不明で治療法が確立していない難病患者及び家族に対して、地域における
保健医療・福祉の充実と連携を図るため、総合的な相談や在宅療養上の適切な支
援を行うことにより、安定した療養生活の確保と生活の質の向上に寄与した。

千円171

難病患者地域支援ネットワーク事業

12

健康福祉局

123.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健センター

　ライフステージに応じた歯科保健事業を実施し、歯と口腔の健康づくりを推進
した。
　新たに、協会けんぽとの連携により、歯科健康教室を企業へ出向き実施するこ
とで、働く世代への歯科保健の普及啓発を行うことができた。

８０２０（歯科保健）推進事業

13

健康福祉局

82.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

保健センター

　保健師等による訪問指導、健康相談、事務所相談、健康診査、健康教育、地区
組織活動を実施することにより、市民の健康増進に寄与した。

千円34,258

保健活動事業

14

健康福祉局
保健センター

　施設運営に支障をきたさないよう、年間を通して各種保守点検業務を実施した
ほか、修繕について、緊急性の高いものから順次取り組んだ結果、安全かつ良好
な施設の維持管理ができた。
　また、塩江、香川、香南、国分寺、庵治の各保健センターについて、香川、勝
賀、国分寺、牟礼の各総合センターへの統合整備を行うとともに、旧保健セン
ターを「地域保健活動センター」と位置付け、引き続き地域の保健事業等に活用
したことにより、総合センターにおける相談機能の充実や、各地域での市民の健
康の保持及び増進に寄与することができた。千円80,626

（評価対象外）保健センター管理運
営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
保健センター

　ハウス美装工業株式会社を指定管理者として運営を委託し、適切に維持管理を
行ったことにより、市民の健康増進に資することができた。

千円21,400

（評価対象外）ほっとぴあん運営事
業

16

健康福祉局

27.7%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｄ

保健センター

　がんの早期発見・早期治療を図るため、がん検診の対象者の全市民に胃がん・
肺がん・乳がん・子宮頸がん・大腸がん・前立腺がん検診の受診券を一綴りにし
て送付した。がん検診推進事業に基づき、乳がん・子宮頸がんの無料クーポン券
検診を実施した。５０歳代の胃がん個別検診や各種がん検診精密検査未受診者に
対する受診勧奨、土・日検診・託児付検診を実施したことで、がんの早期発見に
つなげた。
　大学生など若い世代へ子宮頸がん等の知識啓発や情報提供を行った。
　また、電車ラッピング、バスラッピング、懸垂幕のほか、新たに協会けんぽと
市との連携事業として被扶養者用リーフレットにがん検診実施機関を掲載し、周
知啓発を行った。

千円338,831

がん対策推進事業

17

健康福祉局

52.1% 80.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

保健センター

　健康増進法に基づき、生活習慣病予防、健康増進など、心身の健康に関する正
しい知識の普及啓発を行い、壮年期からの健康保持・増進を行っている。
　これまでの健康教室を見直し、各保健ステーションごとに、シリーズ化した
テーマを実施することにより、健康意識を向上させることができた。

千円62,968

健康づくり推進事業

18

健康福祉局
保健センター

　予防接種法に基づく定期予防接種について、新たにＢ型肝炎予防接種を開始し
たほか、成人用肺炎球菌予防接種においては、心臓、腎臓、呼吸器等にリスクの
高い高齢者に対して高松市行政措置として予防接種を行うなど、高松市内３医師
会連合会等に委託して、適切に実施したことにより、感染症対策の推進に寄与し
た。

千円1,123,902

（評価対象外）予防接種事業

19

健康福祉局
感染症対策室

　保健所でエイズ無料検査、相談等を行い、エイズについてのまん延防止、正し
い知識の普及啓発を行った。
　また、従来からの一般市民を対象とした活動に加え、近年では青年層を対象と
した講演や文化祭でのパネル展示を実施する等、積極的な啓発活動を行った。

千円246

（評価対象外）エイズ相談事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
感染症対策室

　研修会、出前講座といった職員や市民に対する啓発活動の機会を増やし、予防
啓発を推進した。感染症発生時においては、疫学調査、まん延防止対策等、迅速
・適正な対応を行った。　
　肝炎対策については、保健所と指定医療機関での無料検査により早期に発見
し、陽性者に対して受診勧奨等を行った。

千円16,164

（評価対象外）感染症予防事業

21

健康福祉局
感染症対策室

　保健所と医療機関が連携を密にして、結核患者に対し適正な指導を行い、再発
防止のために服薬支援を実施した。家族等の接触者には健康診断を実施する等、
早期発見に取り組んだ。
　また、健康教育や講演会を開催する等、市民に対して結核についての正しい知
識の普及啓発を行った。

千円28,260

（評価対象外）結核予防事業

22
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

42.4% 84.1%

健康福祉局、市民政策局

　市民 　安定した医療供給体制を整えることにより、市民が安
心して暮らすことができる環境づくりを目指す。

　市立病院運営　市民病院では、「救急医療」や「がん医療」などの提供による「急性期病院としての医療機能の充
実」を、塩江分院では、保健、医療、福祉が一体となった「地域まるごと医療の実践」を、香川診療所では、「わた
しのかるて」の発行や健康教室の実施による「住民参加型医療の提供」を基本方針として病院運営に当たり、地域医
療に貢献した。
　新病院整備事業　「建設工事」を施工するとともに、新病院における医療器械の導入計画を策定し、一部の大型医
療器械（ＭＲＩ及びリニアック）の選定を行った。
　医事監視指導事業　医療機関への立入検査を実施した。
　医療安全支援センター運営事業　市民からの医療に関する相談対応など、医療安全の確保を図った。
　薬事監視指導事業　薬局・医薬品販売事業者等の許認可申請に対する審査・薬事監視指導を実施することにより、

【健康福祉局】医療監視では、立入検査の間隔が長期の歯科・無床診療所において指摘事項が多いなどの課題があ
る。また、災害時医療体制を整備するため、具体的な活動マニュアルを作成する必要がある。
【病院局】医師の確保や患者の増加を図るなどにより、経営基盤を強化する必要がある。さらに、新病院の整備につ
いては、平成３０年度前半の開院に向け、計画に遅れが生じることのないよう取り組むとともに、附属医療施設を新
病院の開院後、できる限り早期に開院する必要がある。

【健康福祉局】医療現場での医療人材不足等の問題を解決する必要がある。
【病院局】各病院・診療所の役割を踏まえ、医療の「質」、「透明性」、「効率性」の確保を一層図る中で、国の病
床機能や地域包括ケアの方向性に的確に対応する必要がある。

立入検査違反率

　平成２８年度の立入検査件数は過去の件数と比較
して微増であったが、違反件数が大きく減少したた
め、違反率は減少した。

157.7%

実績H28

％20.3

目標H28

％48

％

地域医療機関からの紹介率

　地域医療支援病院として、地域医療機関への訪問
や地域医療連携カンファレンス、セミナー等の症例
検討会を通して、顔の見える関係を築き、スムーズ
な連携・受入を行うことで、目標を達成することが
できた。

101.7%

実績H28

％61

目標H28

％60

％

地域医療機関への逆紹介率

　後方支援病院として、かかりつけ医の推奨などの
入退院のスムーズな連携に取り組んでいるが、救急
車で来院した初診患者数、初診時間外患者数が減少
したことにより、逆紹介率は低下した。

92.9%

実績H28

％79

目標H28

％85

％

Ａ

、市民政策局

健康福祉局

医薬品等の有効性・安全性を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

110.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

保健対策課

　医療安全支援センターの運営により、医療に関する市民の相談に対応した
　、医療機関へ医療安全に関する情報提供を行うなど、市民の医療に対する信
頼の確保に寄与した。

千円1,302

医療安全推進事業

1

健康福祉局
生活衛生課

　保健衛生上の見地から、医薬品医療機器等法に基づき薬局、医薬品販売業者、
医療機器販売業者等の許認可申請・届出に対する審査・指導及びこれらの施設に
対する監視指導を実施することにより、医薬品、医療機器等の有効性及び安全性
を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。
　また、温泉法に基づき、温泉利用施設の許可申請等に対する審査・指導及び温
泉監視指導を実施することにより、温泉利用の適正化及び公共の福祉の増進に寄
与した。千円556

（評価対象外）薬事監視指導事業

2

健康福祉局

100.0% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　看護師及び准看護師の養成所の運営に対して助成を行うことにより、医療人材
の確保に努め、医療体制の充実に寄与した。
　対象養成所の一学年の入学定員数は計１２５人で、平成２８年度の卒業者数は
計１２９人で、資格試験の合格者は１２９人（合格率１００％）であった。

千円3,135

看護師養成所運営補助事業

3

健康福祉局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　災害時の医療救護班の派遣体制を確保するため、高松市内３医師会連合会及び
高松市歯科医師会の医療救護事業に対して助成を行った。
　また、災害時に応急救護所で使用するための備蓄医薬品等のうち、期限切れの
ものについて更新を行った。

千円514

災害時医療救護事業

4

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　医療施設が産科医と助産師に支給する分娩手当に係る費用の一部を助成するこ
とにより、処遇改善を通して産科医等の確保に寄与した。
（負担割合は国・県１／２、市１／６、事業者１／３）
　平成２８年度は、６施設において医師・助産師４６人が従事し、１，１０７件
の分娩に対して助成を行った。

千円6,892

産科医等確保支援事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

50.0% 33.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ｃ

地域医療対策室

　香川大学医学部に寄附講座を設置し、過疎化や高齢化が進む地域に所在する、
高松市民病院塩江分院及び附属香川診療所をフィールドとした診療や医学生等の
教育を行うことにより、地域包括医療を実践する専門医を育成・確保するととも
に、保健・福祉等の関係機関と連携した地域に必要な医療を研究することによ
り、あるべき地域医療提供体制の確立に寄与した。
　また、徳島大学医学部に寄附講座を新設し、高松市民病院において、フィール
ドワークとして専門性の高い消化器内科・総合内科診療を行いつつ、医学生及び
専門的診療能力を有する医師等の人材育成を行い、高松地域における医療レベル
の向上に寄与した。

千円29,541

寄附講座開設事業

6

市民政策局
地域振興課

　本市の離島において救急患者が発生し、船舶を借り上げて輸送した場合の輸送
費補助を行うことにより、離島住民等の福祉の向上に寄与した。なお、平成２８
年度の実績はなし。
　　　　離島振興費のうち、女木島で地域の活動拠点整備を実施する予定の過疎
地域等集落ネットワーク圏形成支援事業については、計画の変更に日時を要した
ことなどにより、年度内に事業の完了が不可能になったため、翌年度に繰り越し
た。
（繰越明許費繰越額：１４，０００，０００円）千円9,989

（評価対象外）離島救急患者輸送事
業

7

健康福祉局

100.0% 103.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　地区医師会へ委託し、各医師会調整のもと、休日（日曜、祝祭日）に当番制で
休日診療（原則９：００～１８：００）を行うことにより、休日における初期救
急医療の確保に寄与した。
　平成２８年度は、７０日休日診療を行い、患者数は３０，１２９人であった。
（綾歌地区医師会を除く。）

千円11,780

在宅当番医制事業

8

健康福祉局

100.0% 103.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療を行う高松市歯科医師
会に対して運営費の一部について助成を行うことにより、休日・夜間における歯
科救急医療体制の確保に寄与した。（診療時間は休日９：００～１６：００
（１２：００～１３：００は休憩）、夜間は月～土曜１９：３０～２２：００）
　平成２８年度は、休日７３日、夜間２９４日歯科診療を行い、患者数は休日
１，３７９人、夜間１，１５１人であった。

千円11,607

歯科救急医療センター休日・夜間救
急歯科診療事業運営補助事業

9

健康福祉局

100.0% 103.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　夜間における重症患者の受入れ体制を確保するため、輪番病院の運営・調整に
係る費用に対して助成を行った。
　平成２８年度は、輪番制による受入患者数は４，２６９人（補助対象外の県立
中央病院を除く）であり、夜間急病診療所からの転送患者は４５５人（県立中央
病院を含む）であった。

千円65,871

病院群輪番制運営補助事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0% 103.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　輪番病院の設備整備に係る費用に対して助成を行い、診療に必要な設備を整備
することにより、二次救急医療体制の充実に寄与した。
　平成２８年度の対象は１病院で救急医療機器の購入費に対して助成を行った。

千円21,600

病院群輪番制病院設備整備費補助事
業

11

健康福祉局
地域医療対策室

　夜間における初期救急医療を確保するため、高松市医師会を指定管理者として
夜間急病診療所の運営を行った。診療時間は１９：３０～２３：３０で、毎日の
内科・小児科に加え、木曜日には耳鼻咽喉科、土曜日に眼科の診療を行うととも
に、重症患者は二次輪番病院へ転送するなど、二次救急医療機関との連携体制の
確保を行った。
　平成２８年度は３６５日診療を行い、患者数は１６，０２６人（内科７，１３
１人、小児科８，４４７人、耳鼻咽喉科２３１人、眼科２１７人）であった。千円181,604

（評価対象外）夜間急病診療所運営
事業

12

69
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平成２８年
平成２８年度

H28

健やかにいきいきと暮らせるまち
健康で元気に暮らせる環境づくり

社会保障制度の適切な運営

27.2% 76.9%

健康福祉局、市民政策局

　市民（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険及び
国民年金制度の各事業の対象者）

　市民が健やかにいきいきと暮らせるよう、安心して医
療・介護・年金を受けることができる社会保障制度を適
切に運営する。

　国民健康保険の保険料の賦課・徴収事務及び保険給付事務の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営を
図るとともに、国民健康保険及び介護保険の保険給付費の適正化の周知活動に努めるとともに、新たな事業に取り組
んだことにより、市民の健康保持に対する意識が向上した。また、直営診療施設事業により、離島の医療体制を確保
し、住民の健康保持・増進に寄与した。また、後期高齢者医療制度の適切な運営の支援・促進を行った。
　さらには、介護を必要とする高齢者が、地域において安心して必要なサービスを受けられるよう、介護保険料の賦
課・徴収事務や、介護保険給付、要介護認定、サービス事業所の指定等の事務の適正な執行とともに、介護給付費等
適正化事業の推進やサービス提供事業所の指導監督の徹底など、介護保険事業の適切な運営を行った。
　また、国民年金制度について市民の意識と理解を得るため、「広報たかまつ」等を通じて周知するなど、市民の年
金受給権確保に努めた。

　国民健康保険の被保険者一人当たりの保険給付費を抑制するため、生活習慣病予防の取組みや重症化予防、また、
介護予防の取組みとともに、地域包括ケアシステムの構築による在宅医療・介護連携を推進する必要がある。 後期
高齢者数の急増に伴い、介護給付費が増嵩する中、介護保険料収納率の向上や、適正な保険給付が課題となってい
る。　公正かつ的確な要介護（要支援）認定のほか、介護サービスの質の向上を始め、見込量の適切な把握ととも
に、これを充足する介護サービス提供体制を確保する。

　国民健康保険の保険料の賦課・徴収事務及び保険給付費の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営を
図る。また、後期高齢者医療制度の適正な運営の支援を行う。　介護保険制度の安定的な運営を図るため、介護保
険料の賦課・徴収、保険給付事務や要介護（要支援）認定を適正に行うとともに、サービスの質の向上を図ること
により、介護や支援を必要とする高齢者が、適切かつ効果的に介護サービスを利用できるようにする。　国民年金
制度について市民の理解を得るため、広報たかまつ等を通じて周知するなど、市民の年金受給権の確保に

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給
付費
　人間ドック・特定健康診査等の受診率の向上に取
組、疾病発生の防止、早期発見による重症化の防止
等を図り、国民健康保険の被保険者１人当たりの保
険給付費の上昇抑制の目標を達成することができ
た。

100.0%

実績H28

円335,817

目標H28

円335,817

円

介護保険サービス利用率

　要支援・要介護認定（更新）申請時に、適切な介
護サービスの利用について助言の指導などを行い、
目標を達成することができた。

100.0%

実績H28

％83.1

目標H28

％83.1

％

１人当たり介護サービス費用額

　介護予防の推進や給付費適正化を図り、達成する
ことができた。

100.0%

実績H28

円143,799

目標H28

円143,799

円

Ａ

、市民政策局

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　広域連合が保険者である後期高齢者医療制度の窓口業務等を行い、適正に運営
した。
　人間ドック・歯科ドックの助成をすることで、早期発見による疾病の発生や重
症化・長期化を防止し、市民の健康保持に対する意識の向上に寄与した。

千円9,080,848

（評価対象外）後期高齢者医療事業

1

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　適正な資格管理のほか、保険料の賦課限度額の引き上げ等、適正な賦課を行う
とともに、一般会計からの繰入金を充当することにより、国民健康保険事業の適
正で安定的な運営ができた。

千円18,527,593

（評価対象外）国民健康保険運営事
業

2

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　国民健康保険被保険者に対し、疾病・負傷の治療を目的とした療養の給付や出
産・死亡に関する給付等適正な保険給付を行い、被保険者の社会保障と保健に寄
与し、国民健康保険制度の安定的な運営が行えた。

千円32,326,325

（評価対象外）国民健康保険給付事
業

3

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

国保・高齢者医療課

　生活習慣病予防を目的とした特定健康診査や人間ドック・歯科ドックの助成を
することで、早期発見による疾病の発生や重症化・長期化を防止し、国民健康保
険及び介護保険の保険給付費の適正化の周知活動に努めるとともに、新たな事
業　取り組んだことにより、市民の健康保持に対する意識が向上した。

千円453,945

国民健康保険保健事業

4

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　保険料等納付推進員の雇用、休日・夜間開庁による納付相談、電話催告、臨
戸訪問、またコールセンターを活用し　電話催告を実施し、保険料の収納を確
保した。さらに、長期滞納者に対し、滞納処分を適切に執行し、滞納保険料か
らの収納につながった。口座振替の推進、コンビニエンスストアでの収納によ
り、納付の際の利便性が向上した。

千円59,945

（評価対象外）国民健康保険料収納
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　離島（女木島・男木島）の医療体制を確保するとともに、診療所事業の適正な
運営を行ったことにより、住民の健康保持・増進に寄与した。

千円40,090

（評価対象外）国民健康保険直営診
療施設運営事業

6

健康福祉局
介護保険課

　要介護等認定の申請件数が増加する中、認定に係る調査及び審査会の適正かつ
効率的な運営を実施し、適正な要介護等区分の認定を行ったことにより、要介護 
・要支援状態になった　には必要な介護サービスを提供し、保険給付を行うこと
ができた。

千円291,755

（評価対象外）介護保険認定事業

7

健康福祉局
介護保険課

　サービス内容や負担額の再認識による適正利用を意識付けるため、介護給付費
通知を発送し、サービス利用者及び家族に点検を促したことをはじめ、利用者へ
の必要かつ効果的なサービス提供に向けて、適切なケアマネジメントによるケア
プランの作成及びサービス提供がされているかを確認し、ケアマネジャーへの指
導・助言を行ったほか、住宅改修において申請者の実態確認や施工状況を確認し
たことなどにより、不適切な給付を抑制する効果があった。

千円20,695

（評価対象外）介護給付等費用適正
化等事業（地域支援任意事業）

8

健康福祉局
介護保険課

　保険料の適正賦課や納付における口座振替制度への利用促進のほか、保険料等
納付推進員制度を活用することで保険料収入が確保されたことにより、介護保険
事業の安定的運営が達成できた。
　

（平成２７年度繰越明許事業費：

千円679,338

（評価対象外）介護保険運営事業

9

健康福祉局
介護保険課

　香川県国民健康保険団体連合会に審査支払事務を委託するなど、適正な審査を
経た保険給付を行ったことにより、要介護・要支援認定者に対し必要な介護サー
ビスを提供することができたほか、一部の利用者に対し自己負担の軽減等を行う
ことができた。

千円34,806,894

（評価対象外）介護保険給付事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
市民課

　国民年金制度について市民の意識と理解を得るため、「広報たかまつ」等を通
じて周知したことにより、市民の年金受給権確保に貢献した。

千円7,276

（評価対象外）国民年金事務

11
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(２) 心豊かで未来を築く人を育むまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 総合評価

政　策 Ａ

心豊かで未来を築く人を育むまち

男女共同参画社会の形成

平成２８年度　政策の概要調書

　男女共同参画社会の形成を図るため、社会のあらゆる分野の政策・方針決定過程への女性の参画拡大を促進するととも
に、基本的人権としての男女平等の実現に向けた取組を着実に推進します。
　また、長時間労働の是正等による働き方改革を進め、仕事と家庭を両立できる環境を整備することなどにり、女性の活
躍とワーク・ライフ・バランスを推進し、男女が共に、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画の推進に努めます。

平均 14.0% 15.4% 48.4%

施策名 得点率 総合評価

男女共同参画の推進 93% Ａ

14.0%

　男女共同参画社会の形成に向けて、１施策に取り組んだ。
　「男女共同参画の推進」では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

15.4% 48.4%男女共同参画の推進

施策名 満足度 不満度 重要度

平均 93% Ａ
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移
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1

平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
男女共同参画社会の形成

男女共同参画の推進

千円49,656 14.0% 48.4%

市民政策局、健康福祉局、教育局

　市民 　男女共同参画社会を形成するため、男女共同参画市民
フェスティバルなど、様々な機会を通じて意識啓発を図
るとともに、男女共同参画センターを市民の活動拠点と
して、家庭や職場など、あらゆる分野への参画の促進
や、共に豊かで安心できる生活・環境づくりを推進し、
男女共同参画の社会づくりを進める。

　女性活躍推進法に基づく女性　活躍　　事業として、企業等の一般事業主行動計画策定支援のためのアドバイザー
派遣や企業表彰などを行うとともに、女性の就労相談事業を行った。
　また、コミュニティセンター等において女性教室を開催し、女性の自主的な学習や社会活動への参画を促した。
　さらに、女性相談業務において、配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた被害者を始め、様々な悩みを抱える女性に
対する事情に即した情報提供や、必要性・緊急性に応じて、関係機関と連携しながら適切な保護を実施する等の支援
を行った。

【市民政策局】女性の活躍推進や子育て世代の女性の就労環境など、経済情勢や新たな社会問題から生じる課題に対
応するため、男女共同参画への更なる意識啓発が必要である。　【健康福祉局】配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受け
た被害者を始め、離婚問題や生活困窮等さまざまな悩みを抱える女性に対し、自立に向けた支援が必要であり、女性
相談業務の専門性の向上や関係機関との連携強化等、更なる支援体制の充実を図ることが必要である。　【教育局】
社会情勢の変動等に伴い、多様化する女性の価値観やニーズを的確に把握して、時代に即応した講座の実施が求めら
れている。

　男女共同参画社会の形成に向け、これまでの取組を継承しつつ、「第４次たかまつ男女共同参画プラン」において
取り組むこととしている各種啓発活動や相談事業などについて、市民参画の手法を用いながら、総合的・計画的に実
施する。

審議会等における女性委員の割合

　平成２８年度における目標数値は達成している
が、今後とも、高松市における審議会等委員への女
性の登用推進要綱等に基づき、女性委員の割合拡大
を推進する必要がある。

101.3%

実績H28

％40.1

目標H28

％39.6

％

事業所における女性従業員の割合

　目標達成状況としては８割程度であるが、今後と
も意識啓発に努め、女性が活躍できる職域の拡大を
する必要がある。

80.3%

実績H28

％30.9

目標H28

％38.5

％

男性の育児休業者がいた事業所の割合

　目標は上回ったが、今後とも男性の育児休業取得
に向けた意識啓発を行う必要がある。

164.5%

実績H28

％5.1

目標H28

％3.1

％

Ａ

、健康福祉局、教育局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
こども女性相談室

　配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた被害者を始め、様々な悩みを抱える女性
に対して、事情に即した情報提供を行うことや、必要性・緊急性に応じて、関係
機関と連携しつつ適切な保護を実施する等の支援を行った。

　平成２８年度　相談延べ件数２，７６８件（実人員５０２件）　
　うちＤＶ被害相談件数１，０６４件（実人員１７８件）

千円7,880

（評価対象外）女性相談事業

1

市民政策局

78.8% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

男女共同参画推進室

　男女共同参画の視点から、地域社会の発展に寄与することを目的とした女性団
体の活動を支援した。

千円1,000

女性団体育成事業

2

市民政策局

158.7% 100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

男女共同参画推進室

　女性活躍推進法に関するセミナーの開催や女性活躍企業表彰の実施など、女性
の管理職登用やワーク・ライフ・バランスに取り組む企業を増加させる事業を実
施したことにより、女性の職業生活における活躍を推進し、男女が共に、あらゆ
る分野で活躍できる社会の形成に寄与した。

千円4,978

女性の活躍促進事業

3

市民政策局

100.0% 120.0%特別重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

男女共同参画推進室

　女性のための就労相談窓口を設置するなど、働くことを希望する女性の就業機
会を増加させる事業を推進したことにより、女性の職業生活における活躍を推進
し、男女が共に、あらゆる分野で活躍できる社会の形成に寄与した。

女性の就労相談事業

4

教育局

68.3% 縮小Ａ Ｂ Ｃ Ｃ

生涯学習課

　女性が豊かな人間性を培い、自らの資質や能力の向上を図るとともに、社会活
動への積極的な参画を促進するため、地域コミュニティセンター等において女性
教室を開設し、多種多様な学習や体験活動の機会を提供した。

千円1,467

女性教育推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

146.7%一般重点 完了Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画推進室

　開館記念行事に合わせ、男女共同参画市民フェスティバルを開催したことによ
り、多くの方の来館を促し、男女共同参画の中核施設としての周知を行った。

千円300

高松市こども未来館等開館記念事業
（男女共同参画推進室分）

6

市民政策局

92.9% 80.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

男女共同参画推進室

　男女共同参画都市宣言の趣旨を踏まえ、男女共同参画週間に講演会や弁護士相
談を実施したほか、男女共同参画市民フェスティバルなどの機会に、広く市民に
対する啓発活動を行うなど、男女共同参画社会の推進に寄与した。

千円1,316

男女共同参画社会推進事業

7

市民政策局

100.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

男女共同参画推進室

　建物が老朽化し、耐震診断の結果、再整備が必要とされた男女共同参画セン
ターについて、こども未来館や平和記念館等と同一の建物内へ移転整備し、平成
２８年１１月２３日に開館した。

千円6,134

男女共同参画センター移転整備事業

8

市民政策局
男女共同参画推進室

　男女共同参画社会の実現に向けた市民活動拠点である高松市男女共同参画セン
ターの管理運営を、前年度に引き続き、特定非営利活動法人たかまつ男女共同参
画ネットに委託し、学習研修事業や相談事業を実施するなど、男女共同参画社会
の実現に寄与した。

千円26,581

（評価対象外）男女共同参画センタ
ー管理運営事業

9
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

大学等高等教育の充実 12.4% 18.6% 56.8%

平均 23.3% 16.5% 69.3%

青少年の健全育成 20.3% 14.6% 65.4%

家庭・地域の教育力の向上 20.6% 17.3% 68.9%

学校教育環境の整備 27.2% 13.6% 68.8%

子どもの安全確保 36.5% 15.6% 81.8%

学校教育の充実 22.7% 19.0% 74.1%

大学等高等教育の充実 100% Ａ

平均 99% Ａ

　社会を生き抜く力を育む教育の充実に向けて、６施策に取り組んだ。
　「学校教育の充実」、「学校教育環境の整備」、「子どもの安全確保」、「青少年の健全育成」、「家庭・地域の教育
力の向上」及び「大学等高等教育の充実」の６施策では、設定する１１の成果指標について目標を達成又は概ね達成し
た。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

青少年の健全育成 100% Ａ

家庭・地域の教育力の向上 98% Ａ

学校教育環境の整備 100% Ａ

子どもの安全確保 100% Ａ

　社会を生き抜く力を育む教育の充実を図るため、次代を担う青少年が、心豊かにたくましく育つよう、基礎・基本を身
につける確かな学力の育成や豊かな心と体を育てる教育の推進など、学校教育の充実を図るとともに、学校教育施設の整
備や教育機能と就学支援の充実などの学校教育環境の整備、大学等高等教育の充実に努めます。
　また、家庭及び地域の教育力の向上を図るとともに、青少年の健全育成や、子どもの安全確保対策を推進します。

学校教育の充実 得点率 総合評価

学校教育の充実 98% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 社会を生き抜く力を育む教育の充実 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育の充実

千円1,856,235 22.7% 74.1%

教育局

　高松の子どもたち（児童生徒）、学校、家庭及び地域 　教員の資質の向上と教育指導体制の充実を図り、高松
の子どもたちの確かな学力、豊かな心と体を育成すると
ともに、学校・家庭・地域が、その役割を十分に担い相
互に連携して学校教育を充実させる。

　学習指導要領の趣旨に沿った授業、少人数学級の推進等で、総合的な学力の向上を図り、また、特別支援教育、帰
国児童生徒・外国人児童生徒指導援助、高等学校教育等を充実して、確かな学力の育成に努めた。
　道徳教育や学校人権教育の推進、体験活動による地域の人々との交流、読書活動による本とのふれあい、児童生
徒が運動に親しむ習慣づくりや家庭との連携による基本的生活習慣　育成により、豊かな心と体を育てる教育の推
進に努めた。
　教員に対する研修を充実させ、教員の資質向上を図り、また、特別支援教育支援員配置や学校評価推進による学校
運営の改善等により、教育指導体制の充実を図った。

　本施策については、日々教育活動を充実していくことが重要であり、また、子どもの健全育成のために、地域や家
庭の教育力の向上を支援する取組の充実、また、確かな学力の定着と個性と創造性を伸ばす教育を更に進めるため、
わかりやすい授業の創造や授業内容を向上させる具体的な取組が課題として挙げられる。

　学校・家庭・地域の連携を基本に子どもの健全な育成を推進するとともに、教育環境の変化に対応した特色ある教
育内容・方法の開発、学校図書館の充実などの学習環境を整備し、学校教育の充実を図る。

学校評価平均評価得点（確かな学力の育成に
関すること）
　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力
や総合的な学力向上を図るため、学習指導要領の趣
旨に沿った教育課程の編成や少人数学級の推進、学
校ニーズに応じた特別支援教育支援員、英語指導補
助員等を配置するなど、きめ細かな指導に取り組ん
だ。

98.4%

実績H28

点3.15

目標H28

点3.2

点

学校評価平均評価得点（体力・運動能力の育
成に関すること）
　家庭や地域と連携して、体力の向上、食育の推進
と心身の健康づくり等に取り組み、豊かな心と体を
育てる教育の推進を図ることにより目標は達成でき
た。

100.9%

実績H28

点3.23

目標H28

点3.2

点

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

75.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

高松第一高等学校事務局

　選抜コースの国際文科コースにおいて、外国からの招聘講師による授業や、外
部講師による英語での授業、海外語学研修を実施するなど、多様な手法により国
際化に対応できる人材を育成した。

千円3,811

高等学校英語教育推進事業

1

教育局

88.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　教師用教科書・指導用図書及び理科・数学を始めとする教材の購入のほか、ピ
アノの調律、パソコン等の賃借など、教材等の管理・整備を行うことにより、教
育環境が充実した。

千円21,075

高等学校教材研究等事業

2

教育局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　学校教育における補助教材として、小学校１年生から６年生に体育用と道徳
用、小学校３・４年生に社会科用、中学校１年生から３年生に道徳用の副読本を
支給することにより、教育の充実に寄与するとともに、保護者の負担を軽減し
た。

千円35,330

児童生徒副読本支給事業

3

教育局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　教職員が使用する教科書及び指導書等の整備を行い、義務教育の充実を図った
ほか、新学習指導要領の移行措置に対応した教師用指導書を支給し、確かな学力
を育てる教育を推進した。

千円42,926

教材研究等事業

4

教育局

91.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　「高松市子ども議会」を開催し、小・中学校の児童生徒の代表が、より良いま
ちづくりについてテーマごとにグループ会議を行い、児童生徒の市政についての
関心が深まるとともに、未来の有権者としての自覚を促す効果があった。
　また、学校現場における自主的研修に助成し、教員の資質向上に寄与した。

千円10,191

教育研究研修事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
教育局総務課

　概ね計画どおりに小学校及び中学校の教材を整備し、児童・生徒の学習環境が
充実した。

千円102,593

（評価対象外）教材整備事業

6

教育局
学校教育課

　学校教育課で嘱託職員を雇用することにより、学校教育に対する様々なニーズ
に対応し、学校教育の円滑な運営につながった。

千円6,694

（評価対象外）学校教育管理事業

7

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　総合的な学習の時間の充実や地域等の教育力の有効活用のため、市立小中学校
７２校全校に経費補助を行ったことにより、各学校において効果的な活用が図ら
れ、家庭、学校、地域、行政などの緊密な連携づくりに寄与した。

千円6,330

総合的な学習の時間活性化推進事業

8

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　市立小中学校に在籍する児童生徒で、日本語指導を必要としている帰国児童生
徒・外国人児童生徒に、学習や生活についての指導援助を行う指導者を派遣し、
外国人児童生徒等が日本語で学習に参加できるよう日本語指導が行われた結果、
学校生活を支援する上で成果が得られた。

千円3,918

帰国児童等指導援助事業

9

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　平成２８年度は、小学校新入学児への就学等教育相談を２２０件、就学指導委
員会においては、在籍児童を含めた就学判定を計３８６件行うなど、適正な就学
指導に寄与した。

千円1,604

教育相談・就学指導委員会開催事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　少人数学級推進事業を実施した８校から生徒指導上の問題が減少し、学校が安
定してきたとの報告もあり、学校教育の充実に繋がった。

千円24,594

少人数学級推進事業

11

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　小学校の指定校に支援員を配置することにより、児童の科学への興味・関心、
学習への意欲を高めるとともに、担任が指導する理科授業の内容を向上させるこ
とができた。

千円3,505

理科教育支援員配置事業

12

教育局

100.0% 100.0%一般重点 拡充Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　「語学指導等を行う外国青年招致事業」（ＪＥＴプログラム）による外国語指
導助手（ＡＬＴ）２２名を各学校に派遣することにより、中学校英語教育や小学
校英語活動、国際理解教育が充実した。
　また、小学校において、小学１年生から実施する英語教育において、学級担任
を補助する「英語指導補助員」を全小学校に配置することにより、英語教育が充
実した。

千円111,353

英語教育推進事業

13

教育局

100.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｄ Ａ

学校教育課

　支援員の配置促進とともに、障害の種別や程度に対応した適切な支援の充実を
図ることにより、対象児童生徒の教育環境が整備され、保護者や教員の負担軽減
につながった。

千円113,530

特別支援教育推進事業

14

教育局

103.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　給食関係職員等に対して、専門知識を深める研修会等を実施し、資質の向上を
図るとともに、各衛生検査の実施により、衛生管理の徹底に取り組んだ。

千円5,166

学校給食推進事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

88.3% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　朝日新町学校給食センターで各種食育関連行事を開催し、同センターを食育の
拠点として活用するとともに、私立幼稚園に市費栄養士を派遣し、園児・保護者
への指導を行い、幼児期からの食育の推進に効果があった。

千円4,445

学校教育における食育推進事業

16

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　児童生徒の交流の場として体育大会を開催し、体力・運動能力の向上や相互の
友情を深めるとともに、教職員の体育指導の資質を高めるなど、学校体育の充実
発展と心身ともに健全な児童生徒の育成に取り組んだ。

千円30,462

学校体育推進事業

17

教育局

95.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　生徒の不登校や問題行動等に対応するため、専門的知識・経験を有するスクー
ルカウンセラーを配置し、生徒や保護者等へのカウンセリングを行い、生徒の快
適な学校生活を支援した。

千円461

高等学校カウンセラー配置事業

18

教育局

101.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　高松市学校給食会に補助金を交付することにより、学校給食の食材等給食用物
資を適正かつ円滑に供給し、学校給食の質の向上及び学校給食に係る保護者の負
担軽減に取り組んだ。

千円58,935

高松市学校給食会補助事業

19

教育局

152.0% 158.1% 拡充Ａ Ａ Ｃ Ａ

学校教育課

　学校、地域に関わりの深い人材４０名を「ハートアドバイザー」として、小学
校４０校に配置し、学習支援、生活支援、教育相談等にあたることにより、問題
行動等の未然防止と解消に寄与した。
　また、社会福祉士等の資格を有するスクールソーシャルワーカー１２名を中学
校２３校に配置し、専門的な知識や技術、関係機関とのネットワークを活用し、
対応策を立てることにより、問題行動等の未然防止と解消に寄与した。
　さらに、中学校２３校において、生徒指導に関する地域ボランティアを募り、
１４０名に委嘱するとともに、学校サポート委員会を組織するなど、地域の教育
力を生かしながら、生徒の健全育成を推進した。

千円98,260

児童生徒指導推進事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
保健体育課

　環境衛生検査を実施することにより、学校における教育活動が安全な環境の下
で行われ、学校内の環境衛生が向上することに貢献した。
　また、教職員の健康診断を実施し、疾病の早期発見と教職員の健康の保持増進
に貢献した。

千円45,223

（評価対象外）学校保健推進事業

21

教育局
保健体育課

　学校管理下における児童生徒等の災害に対して、独立行政法人日本スポーツ振
興センターにおいて、災害共済給付（医療費・障害見舞金・死亡見舞金）を行っ
たことにより、学校教育の円滑な実施と保護者の経済的負担を軽減した。

千円33,946

（評価対象外）日本スポーツ振興セ
ンター負担金事業

22

教育局
保健体育課

　学校給食センターにおいて、適切な施設管理に努め、円滑な運営を行うことに
より、安全安心な学校給食の安定的な提供ができた。

千円355,136

（評価対象外）給食センター管理運
営事業

23

教育局
保健体育課

　学校給食センター以外の調理場において、機器類の整備等、適切な維持管理を
行うことにより、安全安心な学校給食を提供することができた。

千円199,518

（評価対象外）給食調理場管理運営
事業

24

教育局
保健体育課

　学校給食調理場から、受配校への学校給食の配送及び回収を業務委託により、
迅速・確実・安全に行うと同時に、学校給食共同調理場等における配膳用務に係
る嘱託職員を雇用することにより、配膳用務の円滑化を図り、安全安心な学校給
食を提供することができた。

千円67,819

（評価対象外）共同調理給食運搬事
業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
保健体育課

　学校給食センターから、受配校への学校給食の配送及び回収を業務委託によ
り、迅速・確実・安全に行うと同時に、学校給食センターにおける配膳業務に係
る嘱託職員を雇用することにより、配膳用務の円滑化を図り、安全安心な学校給
食を提供することができた。

千円37,803

（評価対象外）学校給食共同調理事
業

26

教育局

88.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　「高松市子ども環境学習交流会」を開催し、児童生徒による各学校の環境学習
の取組みの発表や、エコホタルの見学等を行うことにより、環境意識の高揚につ
ながった。
　また、「香川用水の水資源巡りの旅」（中学生対象）を実施し、早明浦ダムや
池田ダム等の見学をすることにより、香川用水及び水資源の重要性についての意
識の高揚につながった。

千円7,951

環境教育推進事業

27

教育局
教育局総務課

　教育基本法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育に関す
る事務を執行するため、施策等について協議・決定した。
　また、教育振興基本計画の推進、教育委員意見交換会を開催した。

千円8,511

（評価対象外）教育委員会事務

28

教育局

101.3% 113.3%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｄ Ａ

学校教育課

　子ども読書活動の推進にあたっては、全ての小・中学校に学校図書館指導員を
配置し、読み聞かせや図書紹介等、学校図書館の活性化に繋がっている。

千円136,703

学校図書館活性化推進事業

29

教育局

99.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　
　１２学級以上（特別支援学級は除く）の小学校３６校に、児童の臨床心理に関
して高度に専門的な知識・経験を有するスクールカウンセラー及びスクールカウ
ンセラーに準ずる者を配置することにより、小学校におけるいじめ、不登校等の
問題行動等の早期発見・早期対応につながった。

千円3,966

いじめ等対策事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
保健体育課

　児童生徒の健康診断を実施し、疾病の早期発見と適切な予防に役立てたほか、
小児生活習慣病予防検診を全小学校の４年生を対象に実施し、さらに、小学校で
の生活習慣の改善が継続できているかの確認をするため、全中学校１年生のう
ち、肥満度・腹囲などから抽出した者を対象に実施するなど、健康診断を充実さ
せた。
　また、就学時健康診断を実施し、小学校入学予定者の健康状態等を把握し、円
滑な学校教育の推進と学校保健の向上に取り組んだ。千円147,279

（評価対象外）生徒等健康診断事業

31

教育局

101.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　教育文化祭音楽会においては、小学校１２校（５６８名）、中学校２０校（７
１６名）の児童生徒が参加し、合唱・音楽劇・合奏・吹奏楽で日頃の音楽活動の
成果を発表したことにより、保護者等、多くの来館者を得た。科学展、展覧会等
を開催することにより、児童生徒の豊かな創造力と表現力の育成に寄与した。

千円5,621

教育文化振興事業

32

教育局

62.0% 拡充Ａ Ａ Ａ Ｂ

総合教育センター

　適応指導教室推進事業として「虹の部屋」「みなみ」を運営する他、教育相談
や学習支援、体験活動を行ない、「虹の部屋」７２名「みなみ」１５名が通室
し、２７名が学校復帰した。
　また、フレンドシップ事業として、本市小中学校の不登校傾向のある児童生徒
を対象に、自立心や社会性を育てるための活動を行い、延べ１９８人が参加し
た 。
　また、年間２回の不登校に関する援助推進委員会を開き、より効果的な支援策
に ついて検討した。電話相談４件、来所相談１１０件の教育相談にも応じた。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，６５０，０００円）

千円21,574

不登校対策事業

33

教育局

115.0% 100.0%一般重点 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　児童生徒や教員へのアンケート調査から、子どもたちの活動と交流の幅が広が
るとともに、これまで以上に興味・関心を持って、意欲的に学習に取り組む状況
が認められるなど、小中一貫教育が安定した学校生活に繋がっている。

千円7,191

小中一貫・連携教育推進事業

34

教育局

88.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　各種の研究会等への参加や、研究用の雑誌を購読し、教員の資質の向上と授業
の質を高め、生徒の学力向上に寄与した。

千円53,047

高等学校教育研究研修事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
総合教育センター

　学校職員の資質・能力を向上させることを目的として、平成２８年度は、基本
研修、職務研修、専門研修等の５５研修を実施し、学校課題の解決および学校教
育の充実を図った。

千円16,877

（評価対象外）教職員能力向上事業

36

教育局

100.0% 統合Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　学校が地域住民の信頼に応え、家庭や地域と連携協力し、一体となって、子ど
もの健やかな成長を図っていくため、学校評議員を委嘱し、学校運営に有効に活
用するとともに、より一層地域に開かれた学校づくりの推進に役立てた。
　学校評議員の任期は１年以内とし、学校運営に意見を述べることができる。こ
のことにより、学校や地域の実情に応じて、学校運営に関し、保護者や地域住民
等の協力を得ることができた。また、学校運営の状況等を周知するなど、保護者
や地域住民等の意向を反映するとともに、学校としての説明責任を果たすことが
できた。

学校評議員制度推進事業

37

教育局

102.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

総合教育センター

　大学教授等を指導者として、研究委員会を設け、市立小・中学校に研究協力校
を委嘱し、実践研究を研究概要にまとめ、各校（園）・関係機関に配布するとと
もに、総合教育センターＷｅｂペ－ジに掲載した。
　また、調査研究の成果について提言し、その普及と発展を図るために、市立学
校・園の教職員を対象に、研究発表会を開催した。参加者数１５２人

千円14,288

教育に関する調査研究推進事業

38

教育局

127.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　国・県から研究指定校等事業を受けることにより、学校課題の解決及び学校教
育活動の改善・充実や、教職員の資質・能力の向上に一定の効果を得ることがで
きた。
　平成２８年度は、教育課程研究指定校事業（屋島小）、学力向上モデル校事
業：思考力等の育成モデル校事業（下笠居小）学習習慣形成モデル校事業（三渓
小）、学習意欲向上モデル事業（木太小）、道徳教育地域支援委託事業（大野
小、香東中）、中学国語力向上事業（太田中、牟礼中）、いじめ・不登校・暴力
行為等の未然防止事業（屋島小、屋島東小、屋島西小、屋島中）を実施した。千円2,205

研究指定校研究推進事業

39

教育局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　未来を担う子どもたちの「生きる力を育む教育の充実」には、障害に応じた支
援の充実を図ることが重要であり、そのために支援体制を整備し指導力や相談力
の強化につながった。

千円243

特別支援教育体制整備推進事業

40
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育環境の整備

千円4,990,206 27.2% 68.8%

教育局

　市立小・中学校、高松第一高等学校の児童及び生徒 　子どもたちが、学校において、安全・安心に、健康的
で、快適に学習・生活できる教育環境を整備する。

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、施設情報データベースを基に整備内容について検討し、学校施設整備
指針を策定した。また、学校教育施設の整備として、屋島中学校体育館・プール改築整備、栗林小学校改築、外壁改
修（小学校１５校、中学校８校）、屋上防水（小学校７校、中学校４校）等の工事を実施したほか、高松第一高等学
校においては改築実施設計業務に着手した。
　平成２８年度ＰＣ更新機器（教育用ノートＰＣ及びＰＣ教室用デスクトップＰＣ）２４６台のうち、１００台をタ
ブレットＰＣに変更することにより、全体としての配置割合が２３．６％となった。

　今後、学校施設の老朽化がさらに進行し、学校施設の改修・改築の需要が集中することが想定される中、施設の長
寿命化対策は喫緊の課題であり、計画的に実施する必要がある。
　機器更新年度に合わせ、順次タブレットＰＣへの更新を実施していく中で、技術革新、ＩＣＴ教育環境の急激な変
化を見極めながら、最適な機器選定を行っていく必要がある。

　建築後３０年以上経過した施設を対象に老朽化の状況を把握し、２９年度を目途に学校施設整備計画（仮称）を策
定し、計画的かつ効果的な老朽化対策に取り組む。
　情報技術の進歩状況とＩＣＴ教育環境推進状況に応じ順次ＰＣ更新時期に合わせタブレットＰＣへの更新を検討し
ていく。

学校施設長寿命化整備の進捗率

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、中・
長期的視点に立った学校施設整備指針の策定を行っ
た。

実績H28

％0

目標H28

％0

％

教育用ＰＣのうち、タブレット端末の配置割
合
　平成２８年度ＰＣ更新機器２４６台のうち、１００
台をタブレットＰＣに変更することにより、全体とし
ての配置割合が２３．６％となった。

100.0%

実績H28

％23.6

目標H28

％23.6

％

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健体育課

　安全で良質な学校給食の提供を図るため、施設の老朽化が著しい調理場や校区
内の児童生徒数の増加により調理能力がひっ迫している調理場について、複数の
調理場を統合し学校給食センターを建設するため、基本設計等を行った。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２９５，８１３，０００円）

千円5,821

給食センター整備事業

1

教育局

100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　生徒が安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した校舎等の全面
改築の実施に当たり、実施設計業務やプール棟の解体撤去工事を実施し、学校教
育環境の整備に寄与した。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，８００，０００円）

千円161,431

高松第一高等学校校舎等改築事業

2

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　学校施設の整備を行い、良質な学校教育施設を維持するために、修繕・改修工
事等を実施した。なお、契約の締結に不測の日時を要したことなどにより、仏生
山小学校外壁改修等の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５０６，０２９，０００円）
　また、前年度から繰り越した太田南小学校外壁改修等の一部については完了し
た。
（平成２７年度繰越明許事業費：４６，６２９，８８８円）千円442,478

小学校校舎等整備事業

3

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　学校施設の整備を行い、良質な学校教育施設を維持するために、修繕・改修工
事等を実施した。なお、契約の締結に不測の日時を要したことなどにより、太田
中学校外壁改修等の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３１５，２８８，０００円）
　また、前年度から繰り越した香川第一中学校外壁改修等の一部については完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５５，８２８，４６０円）千円270,351

中学校校舎等整備事業

4

教育局

特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　校区内の急激な児童増加により、教室不足が生じている小・中学校等の増・改
築等の整備を行った。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、栗林小学校、林小学
校、多肥小学校、屋島中学校校舎等建設事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，９１９，４８７，０００円）
　また、前年度から繰り越した栗林小学校、林小学校校舎等建設事業費について
は完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２６２，６９５，９８４円）千円1,748,478

小・中学校校舎等増・改築事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　学校の現状を十分に把握して非常勤講師の適切な配置を行うとともに、優れた
知識や技術を有する地域人材を学校教育に活用したことで、学校運営の充実に貢
献した。

千円734,705

小学校管理運営事業

6

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　学校の現状を十分に把握して非常勤講師の適切な配置を行うとともに、優れた
知識や技術を有する地域人材を学校教育に活用したことで、学校運営の充実に貢
献した。

千円359,854

中学校管理運営事業

7

教育局

100.0% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　本事業を実施することにより、環境教育の推進や体力向上をはじめ、みどり豊
かな学校教育環境の向上、また、地球温暖化対策にも貢献するものである。

千円6,780

学校施設緑化事業

8

教育局
高松第一高等学校事務局

　安全で快適な学習環境を確保するため、施設の維持管理や管理用品を整備した
ほか、老朽化した施設の改修工事を実施し、生徒の学力の向上に寄与した。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１３，０００，０００円）

千円60,272

（評価対象外）高等学校管理運営事
業

9

教育局
総合教育センター

　学校の教育力向上を支援する研修の充実や学校教育の課題に対応した学校支
援・教職員支援を行う施設として学校教育環境の整備に貢献している。
　また、前年度から繰り越した総合教育センター北棟等解体工事については完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１２３，８１４，１７０円）

千円138,460

（評価対象外）高松市総合教育セン
ター整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

教育局総務課

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うための学校施設整備指針を策定した。

千円7,838

小・中学校施設老朽化対策事業

11

教育局
総合教育センター

　国の教育の情報化の方針に基づき、小中学校の教職員に校務用ノートパソコン
を整備するとともに、校務の効率化および情報セキュリティの確保のために、Ｔ
ＥＮＳネットワークのクラウド化で学校情報を一元管理し、校務支援システムを
整備するなど、情報教育支援事業を行った。

千円537,371

（評価対象外）教育情報通信ネット
ワークシステム（ＴＥＮＳ）管理運
営事業

12

教育局
高松第一高等学校事務局

　学校図書館法に基づき、生徒及び教員の利用に供する図書等を整備し、学校教
育の充実や調査研究等に寄与した。

千円1,324

（評価対象外）高等学校図書整備事
業

13

教育局
学校教育課

　各小・中学校の学校図書館図書標準達成率に基づき、小・中学校に図書整備費
を配当し、廃棄も行いながら、各校において図書整備を進めたことから、全小・
中学校の学校図書館図書標準達成率が、概ね１００％を維持し、各校における読
書や学習に必要な図書が整備されたことにより、読書活動の活性化が図られ、児
童生徒の一人当たりの年間貸出冊数の増加につながった。

千円37,093

（評価対象外）学校図書館図書整備
事業

14

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　遠距離通学児童生徒等の保護者の経済的負担を軽減することで、義務教育の円
滑な実施に寄与している。

千円23,440

遠距離児童・生徒等通学費助成事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局
学校教育課

　経済的な理由によって、小・中学校に就学することが困難な児童生徒の保護者
に対して、就学に必要な経費の援助を行い、保護者の経済的負担を軽減すること
により、義務教育の円滑な実施に役立てた。

千円422,076

（評価対象外）就学奨励事業

16

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　就学者の経済的負担が軽減され、教育環境の充実に結びついた。

千円32,434

教育資金支援事業

17
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

子どもの安全確保

千円4,469 36.5% 81.8%

教育局

　児童生徒及び関係機関・団体 　児童生徒を事件や事故、犯罪から守るための安全対策
を推進する。

（概要）
　子どもたちを事件や事故、犯罪から守り、地域ぐるみで子どもの安全確保を図るため、防犯の専門家である警察官
ＯＢのスクールガード・リーダーを小学校などに派遣するとともに、不審者情報のメール配信、学校における相談体
制の充実や安全教育の推進などに取り組む。
（実績）
　安全体制の構築、安全教育の実施、不審者情報のメール配信等の安全対策を推進した。また、市内の各幼稚園・小
学校などへのスクールガード・リーダーの派遣に伴い、地域の警察派出所との情報交流を行った。

　スクールガード・リーダーの人員確保やメール配信先の拡充、さらには、学校における相談体制の充実や安全教育
の推進など、安全対策強化への取組が必要である。

　地域ぐるみで子どもを見守り育てる活動を推進するため、学校、家庭、地域、関係機関等がより一層、連携、協力
して安全対策に取り組むことが求められている。

子ども人口千人当たりの不審者情報メール配
信先件数
　関係団体等の会合の場において、不審者情報メー
ル配信の内容や登録について説明し、配信先の拡大
に努めた結果、目標を達成できた。

105.1%

実績H28

件8.3

目標H28

件7.9

件

通学路合同点検計画における達成率

　「高松市通学路交通安全プログラム」に基づき、
関係機関が連携して、児童生徒が安全に通学できる
ように通学路の安全確保を図った結果、目標を達成
できた。

100.0%

実績H28

％72

目標H28

％72

％

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

学校教育課

　相談体制の充実、安全教育の推進、下校時の巡回強化などの安全対策の推進に
ついて成果が見られた。

学校安全対策事業

1

教育局

105.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

　安全体制の構築、安全教育の実施、不審者情報のメール配信等の安全対策を推
進した。また、市内の各幼稚園、小学校などへのスクールガード・リーダーの派
遣に伴い、地域の警察派出所との情報交流を行うなど、子どもの安全確保に努め
た。

千円4,469

子どもの安全確保活動事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H
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8

.

5

6
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.

2

1

9

.

9

1

9

.

4

1

9

1

8

.

7

1

3

6

8

6

8

6

8

.

5

6

9

6

8

.

2

1

9

.

9

1

9

.

4

1

9

1

8

.

7

1

3

平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

青少年の健全育成

千円45,255 20.3% 65.4%

教育局

　市内の青少年 　子どもたちの創造性や積極性、社会性を養い、心豊か
な人間の育成を目指す。

　青少年の非行防止活動を始めとする青少年健全育成事業やＰＴＡ・子ども会など社会教育団体との協働による子ど
もたちの幅広い交流体験活動等を通じて、青少年が心身ともに健やかに成長できる取組を推進する。
・非行防止活動事業
　少年育成センターでは、市内を１３ブロックに分け、毎日２～３班で補導・巡視活動を実施した。また、インター
ネット利用に係るトラブルの未然防止を図るため、小学校４年生及びその保護者を対象とした情報モラル教育推進事
業に取り組んだ。
・少年団体育成・仲間づくり推進事業
　高松市子ども会育成連絡協議会との共催による新春子どもフェスティバルやフットベースボール大会等、様々な体
験活動を通じて、異年齢の子どもたち同士が交流し、親交を深めた。

　地域、学校、関係機関などとの多面的かつ緊密な連携強化が必要である。

　引き続き、補導活動や情報モラル教育の推進により、非行やネットトラブルの未然防止に努めるとともに、地域で
の体験活動に取り組む機会を設定するなど、地域ぐるみで子どもを見守り育てる体制の構築とともに、心豊かでたく
ましい子どもの育成を図る。

子ども会加入率

　あらゆる機会を捉えて子ども会加入促進を図り、
目標を達成できた。

100.3%

実績H28

％68.2

目標H28

％68

％

少年人口千人当たりの補導人数

　学校及び関係機関・団体等との連携を密にすると
ともに、より効果的で温かい巡視・補導活動に努め
た結果、目標を達成できた。

134.7%

実績H28

人13

目標H28

人19.9

人

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　高松市ＰＴＡ連絡協議会や高松市子ども会育成連絡協議会等の社会教育関係団
体を支援し、団体の自立を図ることにより、団体の自主的な活動を促進し、加入
児童等の健全育成に寄与した。

千円4,650

社会教育団体育成支援事業

1

教育局

74.7% 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯学習課

　子どもたちが土に親しみ、農作物を育てる喜びや勤労の尊さを体験し、健康で
情操豊かな子どもの育成に資するため、こども農園を開設したほか、新春子ども
フェスティバル、フットベースボール大会や子ども会リーダー研修会等を子ども
会との共催で実施することにより、子ども会活動の充実・発展に寄与した。

千円3,604

少年教育推進事業

2

教育局

106.8% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

生涯学習課

　新成人となる青年が、大人になったことを自覚するとともに、自立していく決
意を新たにしてもらうため、成人式を開催したところ、全対象者のうち約６４％
の新成人の参加があり、厳粛に式典を実施したことで、大人になるという大きな
節目の行事として一定の役割を果たした。

千円4,768

成人式式典事業

3

教育局

縮小Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ

生涯学習課

　青年教育の振興を図るため、関係団体を支援したほか、市民ボランティアの協
力により、知的障がい者青年教室を年間８回実施し、知的障がいのある青年が、
人とふれあう喜びを実感し、様々な学習・体験活動を通じて知識・技能を習得す
るとともに、市民ボランティアが知的障がい者に対する理解を深める機会を提供
した。

千円470

青年教育推進事業

4

教育局

134.7% 98.0% 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

　少年育成センターでは、市内を１３ブロックに分割し、毎日２～３班の巡視活
動、地域においては、少年育成委員を中心として４７校区で、月１回以上の巡視
活動を実施した。

千円31,763

非行防止活動事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策
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対
象
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図

概
要
（
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）
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況
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性
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

家庭・地域の教育力の向上

千円5,001 20.6% 68.9%

教育局

　市民（家族に子どもがいる家庭、地域住民） 　学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子どもの健
やかな成長を促す教育力が向上することを目指す。

　子育て力向上応援講座を市立の全小学校及び全幼稚園・こども園等で実施したことにより、子育てやしつけ等の
向上に寄与した。
　家庭教育学級の開設により、家庭教育の向上を推進した。
　早寝早起き朝ごはん運動の啓発のため、就学時健康診断時に全小学校で啓発資料を保護者に配布し、子どもたち
の基本的生活習慣の形成を推進したほか、小・中学校の児童・生徒を対象に「生活リズムチェックシート」を配布
し、自らの生活習慣を見直す機会を提供した。
　子どもを中心にした地域交流事業を通して、地域の子どもと保護者並びに地域の大人が顔見知りになることで、
地域の教育力の向上に寄与した。

　真に家庭教育の啓蒙・啓発が必要な保護者に対する、継続的なアプローチの方策を講じるほか、地域、学校、関係
団体、家庭などとの多面的連携の強化を図る必要がある。

　現行事業の実施・拡充だけでなく、社会における環境変化や市民ニーズを的確に把握し、家庭と地域の教育力の向
上に最も効果的な事業展開を目指す。

地域交流事業を実施している割合

　新規で４地域が増え、継続分を含めて１２地域に
おいて地域交流事業を実施できた。

100.0%

実績H28

％27.3

目標H28

％27.3

％

朝ごはん摂取率

　早寝早起き朝ごはん運動の啓発をしているが、目
標には達しなかった。

96.8%

実績H28

％85.2

目標H28

％88

％

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

拡充Ａ Ａ Ｃ Ｂ

生涯学習課

　小学校・幼稚園等において、保護者を対象とした「家庭教育学級」を開設した
ほか、就学時健康診断等の機会を活用して、子育てに精通した専門の講師による
「子育て力向上応援講座」を実施することにより、家族の役割や子育てに関する
多種多様な学習機会・関連情報を提供し、家庭の教育力の向上に寄与した。

千円2,803

家庭教育推進事業

1

教育局

231.3% 159.9%一般重点 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　地域の子ども会、ＰＴＡ、婦人会など複数の各種団体で構成された実行委員会
が実施する、子どもとその保護者並びに地域の大人が交流する事業や通学合宿事
業を支援することにより、地域の一体感を醸成するとともに、地域ぐるみで子ど
もを育む機運が高まり、地域の教育力の向上に寄与した。

千円1,080

子どもを中心にした地域交流事業

2

教育局

97.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生涯学習課

　子どもたちが生活リズムを向上させ、学習やスポーツ、読書など様々な活動に
いきいきと取り組めるよう、小学校の就学時健康診断を活用して、就学前の児童
の保護者を対象に「早寝早起き朝ごはん」運動の普及・啓発を実施したほか、保
育所・幼稚園・小学校・中学校に啓発用ちらしを、また、小・中学校の児童生徒
に「生活リズムチェックシート」を配布したことにより、子どもたちの基本的生
活習慣の形成に寄与した。

千円1,118

早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発
事業

3
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
社会を生き抜く力を育む教育の充実

大学等高等教育の充実

千円1,671 12.4% 56.8%

市民政策局

　大学等高等教育機関への進学者
　大学等高等教育機関の在学者
　大学等の高等教育機関

　高等学校卒業後の人材の流出を抑制し、本市への定着
化を図るため、高等教育機関の充実と教育環境の整備を
図り、市内及び近隣の高等教育機関への進学者を増加さ
せる。

　この施策では、施策目標に直結する具体的な事務事業は実施していないが、「連携の推進」施策の事務事業として
「大学等との連携事業」があり、香川大学、香川高等専門学校、高松大学・高松短期大学、四国学院大学、徳島文理
大学と調査研究・共同事業を実施している。
　こうした研究活動を通じて、学生が地域と　　わる大学等の地域貢献の機会を創出し、地域における地元大学等
への親近感を深めるとともに、地元大学等への入学の機運を高めた。

　本市が行っている大学等との連携が、高等教育の充実に対して、より大きな影響を与えるよう検討する必要があ
る。

　大学等との連携事業の充実を図るほか、取組効果の情報発信をするなど、地元大学等の地域への貢献やその必要性
を市民に周知する機会を増加させる。

包括協定を結んでいる大学等の学生・生徒の
充足率
　前年度よりも、入学者が８２名増加し、目標を
達成した。

103.2%

実績H28

％93.9

目標H28

％91

％

包括協定を結んでいる大学等入学生の市内出
身者割合
　前年度よりも、市内出身の入学者が５２名増加
し、目標を達成した。

105.4%

実績H28

％25.3

目標H28

％24

％

実績H28 目標H28

Ａ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

98.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

政策課

　本市における地域活性化策の検討と地域での実践活動を行い、活力のある地域
再生を図るため、瀬戸内地域の活性化と地（知）の拠点整備事業等への支援を行
った。
　また、県内大学等との一層の連携協力を推進するため、若者から選ばれる大学
づくり・まちづくりを議題として、市長と学長・校長との懇談会を開催した。
　
　大学等との連携事業数　７５事業千円1,671

大学等連携による地域の魅力発信事
業

1
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 27.5% 15.8% 54.4%

生涯学習の推進 27.5% 15.8% 54.4%

平均 98% Ａ

　心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成に向けて、１施策に取り組んだ。
　「生涯学習の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

　心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成を図るため、生涯学習センターを始めとした学習機会の充実や学習施設・機
能の充実により、生涯学習を推進します。

施策名 得点率 総合評価

生涯学習の推進 98% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成

生涯学習の推進

千円479,236 27.5% 54.4%

教育局

　高松市民 　心豊かな生涯学習の形成を図るため、学習機会の拡充
や、学びの場の充実と活用により生涯にわたって学習す
ることができる環境を整える。

　生涯学習センターと地域のコミュニティセンターが連携して様々な講座を開催したほか、市民の幅広い学習ニーズ
に応えるよう、市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、公募型企画講座を実施するなど市民の生涯学
習の機会の充実に努めた。
　また、中央図書館及び地域館４館においてのネットワーク環境の充実を図り、図書館間での資料の貸出・返却・
予約を可能とするほか、移動図書館車による巡回と、「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏形成に係る連携協約」に基
づき直島町への巡回を実施した。
　さらに、コミュニティセンター内にある図書館分室の活性化を図るとともに、子ども読書活動を推進するため、子
ども読書まつり等を開催し、子どもの学習機会の充実に努めた。

　生涯学習センターやコミュニティセンターで実施する講座の開催回数や内容を精査することで、地域における生涯
学習の推進を図るとともに、より実践的・効果的なものとなるよう努める。

　講座の回数や内容を精査し、改善を加えながら、地域における生涯学習の推進を継続し実施していく。

まなびＣＡＮ及びコミュニティセンターの講
座の参加者数等
　前年度よりも講座の参加者数は減少しており、目
標を達成していない。個々の講座について問題点を
洗い出し、さらなる内容の充実を図る必要がある。

98.7%

実績H28

人602,195

目標H28

人610,000

人

市民１人当たりの図書館図書貸出冊数

　夢みらい図書館を開館するなど、環境整備を図る
ことにより目標を達成することができた。

100.0%

実績H28

冊6.8

目標H28

冊6.8

冊

実績H28 目標H28

Ａ

教育局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

84.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

　超高齢化社会の到来に向け、より一層高齢者の生きがいづくりや高齢者間の
ネットワークづくりは重要になっており、コミュニティセンターを中心に高齢者
教室を開設し、多種多様な学習機会を提供することにより、高齢者の生きがいづ
くりや社会活動への参画を促進した。

千円2,119

高齢者教育推進事業

1

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

　５２コミュニティセンターにおいて、人権・環境問題などの現代的課題に対応
した各種講座のほか、高齢者教室、家庭教育学級等を実施するとともに、自主的
な学習活動の場を提供し、地域住民の学習意欲に応えた。

千円21,478

コミュニティセンター講座事業

2

教育局

75.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

　市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、公募型の自主企画講座
「センター遊友塾」や、地域で生涯学習を推進するコーディネーター養成講座の
ほか、市民による自主的な生涯学習の推進を図る市民参画促進委託事業等を実施
し、生涯学習事業等の企画・運営などに、市民が積極的に参加できる環境の整備
に努めた。

千円685

市民参画促進事業

3

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

　少子高齢化や情報化、環境問題など現代的課題をテーマとした講座や大学等と
の連携による各種の専門講座のほか、多様な団体等と連携し、市民の学習ニーズ
に応じた様々な講座を開催するとともに、さらに幅広い市民の利用が得られるよ
うまなび映画ＣＡＮや市民ギャラリー活用事業等を行った。

千円2,476

生涯学習推進事業

4

教育局
生涯学習課

　平成２５年度から５年間を計画期間とし、「ともに学び・支えあう、地域力を
育む生涯学習社会の創造」を目標に掲げ策定した「いきいき高松まなびプランⅢ
－高松市生涯学習基本計画－」に基づき、市民の生涯学習の振興・充実を図ると
ともに、市民が自らの学習成果を地域や社会で活かし活動できるよう、各種施
策・事業を実施した。

（評価対象外）いきいき高松まなび
プラン（高松市生涯学習基本計画）
推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

　かがわ電子自治体システムの施設利用申込サービスを活用し、インターネット
を通じた生涯学習センターの施設の空き状況照会や予約ができるサービスを提供
するとともに、効果的な管理運営に努めた。

千円458

（評価対象外）公共施設利用総合情
報システム管理事業

6

教育局
生涯学習課

　ふれあい創作館の施設を適切に維持管理したことにより、地域活動拠点の場を
提供した。

千円579

（評価対象外）ふれあい創作館管理
事業

7

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

中央図書館

　子どもの読書活動を推進するため、子ども読書まつりや子ども向け講座を開催
したほか、子どもを対象としたおはなし会を行うボランティアの技能向上等を図
るため、講座・研修会を実施するとともに、ビジネス関係のセミナー等を開催し
た。

　第１２回子ども読書まつり参加者　約２，０００人
　各種講座開催回数　１５回千円675

図書館文化活動事業

8

教育局

98.0% 98.5% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

中央図書館

　平成２８年度に夢みらい図書館を開館し、中央図書館及び地域館４館において
のネットワーク環境の充実を図り、図書館間での資料の貸出・返却・予約を可能
とするほか、移動図書館車３台により市内８６か所の巡回と、「瀬戸・高松広域
連携中枢都市圏形成に係る連携協約」に基づき、直島町２か所への巡回も行っ
た。
　また、資料収集については、資料の選定や収集を工夫し、多様化する市民の生
涯学習意欲に応えられるよう努めたほか、地域課題解決支援の一環として、子育
て支援事業、ビジネス支援事業も積極的に行った。
　なお、図書館外施設での予約図書取次事業も継続的に実施した。

千円267,949

図書館運営事業

9

教育局
中央図書館

　中央図書館・菊池寛記念館・歴史資料館及び各地域館の施設維持管理事業で、
開館後２０数年を経過し、老朽化が進んでいるサンクリスタル高松の建物を適切
に維持管理することにより、図書館等利用者への安全で快適な環境を提供した。
　なお、前年度から繰り越していた一部事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１２０，０００円）

千円137,011

（評価対象外）図書館管理事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

　生涯学習の拠点施設である生涯学習センターの適切な運営と施設の維持管理を
行った。
　なお、改修内容の検討に不測の日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、多目的ホール天井改修検討委託業務等の一部を翌年
度に繰り越した。（繰越明許費繰越額：６，４６７，０００円）

千円42,014

（評価対象外）生涯学習センター管
理運営事業

11

教育局

93.3%一般重点 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ａ

中央図書館

　コミュニティセンター内にある図書館分室の活性化を図り、市民の読書意欲を
向上させるとともに、生涯学習の支援、推進につなげるため、５分室（林・太田
南・屋島・三谷・古高松）をモデル的に実施した結果、年間実績貸出冊数が平成
２７年度と比較して、平均２．２倍の増となった。

千円750

図書館分室活性化事業

12
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 19.9% 11.2% 45.4%

平和意識の普及・高揚 20.0% 13.1% 47.1%

人権尊重意識の普及・高揚 19.8% 9.3% 43.6%

平均 51% Ｄ

　基本的人権を尊重する社会の確立に向けて、２施策に取り組んだ。
　「人権尊重意識の普及・高揚」では、設定する成果指標の人権啓発事業等参加人数について目標に届かなかったことか
ら、施策の得点率は７３％となった。
　「平和意識の普及・高揚」では、設定する成果指標の平和意識の啓発に関するイベントなどの参加者数について戦争遺
品展や高松空襲写真展の開催場所の変更などにより目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は３０％となった。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は５１％となり、政策の目指す目標に向けて一層の取組が必要であるこ
とから、本政策の総合評価は「Ｄ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

平和意識の普及・高揚 30% Ｄ

　基本的人権を尊重する社会の確立を図るため、同和問題を始めとする様々な人権問題の解決に向け、人権教育・啓発を
推進するとともに、人権啓発活動拠点の機能を充実し、人権を大切にする社会づくりを進めます。
　また、平和意識の高揚を図るため、平和記念館を中心に、平和意識の普及啓発に取り組み、平和を大切にする社会づく
りを推進します。

施策名 得点率 総合評価

人権尊重意識の普及・高揚 73% Ｂ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 基本的人権を尊重する社会の確立 Ｄ

平成２８年度　政策の概要調書

111



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

2000
4000
6000
8000
10000
12000
14000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

1

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
基本的人権を尊重する社会の確立

人権尊重意識の普及・高揚

千円348,740 19.8% 43.6%

市民政策局、教育局

　市民 　同和問題を始め、様々な人権問題の解決に向け、人権
教育・啓発を推進し人権を尊重する社会の実現を図る。

　人権啓発推進員への支援、人権・同和問題指導者研修講座、ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品
展、人権フェスティバルの開催など、各種の啓発推進事業等を実施したことにより、市民の人権意識の普及・高揚に
つながった。

　人権・同和問題指導者研修講座　４７７人
　人権啓発推進員研修会　３９人参加
　ハンセン病を正しく理解する講演会　１８０人
　「人権啓発推進員」による啓発事業　６，１１９人
　ハンセン病を正しく理解するパネル　作品展　７４３人

　【市民政策局】同和問題を始めとする様々な人権問題が今なお解決に至っていないことから、今後とも、市民一人
ひとりが正しい認識と理解を深めることができるよう、なお一層の効果的な取組が求められる。
　【教育局】同和問題を始め、様々な人権問題に対し、学校人権教育・社会人権教育の関係組織と連携を図っている
が、市民一人一人の人権教育に対する意識・関心が十分でないことから、今後とも、社会人権教育の充実・発展を
強力に推進して　く必要がある。

　市民一人ひとりが、あらゆる問題に対して、正しい認識と理解を深めることができるよう、各種講座や研修会等を
開催し、人権を尊重する社会の実現に努める。

人権啓発事業等参加人数

　参加者数については中期目標値に届かなかった。
会場変更等、参加者が大きく減少する可能性もあっ
たなかで、事業を継続することで一定数の支持は得
ていると思われる。

76.2%

実績H28

人10,216

目標H28

人13,400

人

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ｂ

、教育局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

95.0% 151.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権啓発課

　人権啓発推進員への支援、人権・同和問題指導者研修講座、ハンセン病を正し
く理解する講演会、パネル・作品展、人権フェスティバルの開催など、各種の啓
発推進事業等を実施したことにより、市民の人権意識の普及・高揚につながっ
た。

　人権・同和問題指導者研修講座　４７７人
　人権啓発推進員研修会　３９人参加
　ハンセン病を正しく理解する講演会　１８０人
　「人権啓発推進員」による啓発事業　６，１１９人
　ハンセン病を正しく理解するパネル　作品展　７４３人

千円43,117

人権啓発推進事業

1

市民政策局

77.9%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

人権啓発課

　文化センター・児童館改修計画に基づき、適切な管理運営を図るため、修繕・
改修工事等を実施したことにより、地域における福祉の向上や児童の健全育成に
つながった。
　なお、中原文化センター及び田村文化センター大規模改修工事において、契約
の締結に不測の日時を要したことにより、年度内の事業完了が不可能となったた
め、当該事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５１，１０４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である国分寺文化センター大規模改修工事及び田
村文化センター大規模改修実施設計業務については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６２，７７７，０４０円）

千円222,418

文化センター・児童館整備事業

2

市民政策局

84.8% 92.5% 継続Ａ Ａ Ｃ Ｂ

人権啓発課

　各種相談事業や啓発・広報活動事業等を実施したことにより、地域住民の福祉
の増進及び教育水準の向上並びに地域児童の健全育成に寄与した。

　文化センター（隣保館）・児童館利用者　６０，５８５人

千円37,727

隣保館・児童館管理運営事業

3

教育局

88.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権教育課

　人権教育課職員が多様化する人権・同和教育の正しい理解と実践について研究
を行うため、全国人権・同和教育研究大会、四国地区人権教育研究大会等に参加
したことにより、知識の向上、新たな人権問題に対する理解が進み、市民に対
し、人権教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現に寄与した。

千円499

人権教育事務

4

教育局

117.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権教育課

　高松市立の幼稚園、こども園、小学校、中学校、高等学校に対して、人権教育
指導資料の作成、発行、人権教育教員研修会の開催、人権教育研修会への参加補
助、人権教育資料の購入等を行ったことのより、人権教育、啓発を推進し、人権
を尊重する社会の実現に寄与した。

千円6,505

学校人権教育推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

83.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

人権教育課

　幼児・児童生徒及び保護者等による合唱、手話コーラス、スィングベル演奏な
どを発表する「みんなで人権を考える会２０１６」を開催し、幼児・児童生徒及
び保護者等を始めとする市民の人権意識の高揚につながった。

千円736

人権啓発活動事業

6

教育局

51.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

人権教育課

　市民 対し、人権教育市民講座や人権教育研修会の開催、人権教育指導用資料
の作成、視聴覚教材の購入、人権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行った
ことにより、人権教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現に寄与した。

千円9,881

社会人権教育推進事業

7

教育局

34.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

人権教育課

　地域における子どもの学習指導、生活指導を充実させ、進路保障を実現するた
めに社会教育指導を配置することにより、子ども達の基礎学力や進学意欲等の向
上に寄与した。
　また、課内配置の社会教育指導員を人権教育市民講座等に派遣したことによ
り、人権教育、啓発の推進や人権を尊重する社会の実現に寄与した。

千円17,594

社会教育指導員設置事業

8

教育局

69.7% 168.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権教育課

　地域住民を対象に文化センターや児童館主催で教養を高める各種講座（社会教
育学級）や大学生によるボランティア活動、三世代交流、地域交流行事など様々
な体験・交流の機会を提供する（ふれあい教室）を開催したことにより、地域住
民の教育水準の向上や、家庭及び地域社会における人間関係の円滑化や自立意識
の高揚及び社会的自覚の促進につながった。

千円3,558

文化交流推進事業

9

教育局

65.6% 56.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

人権教育課

　地区小・中学生を対象とした補充学習や保護者も対象とした進路・進学等につ
いての教育相談、大学生ボランティアによる学習支援等を行ったことにより、地
区小・中学生の基礎学力や進学意欲の向上につながった。

千円6,705

子ども教育推進事業

10
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
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平成２８年
平成２８年度

H28

心豊かで未来を築く人を育むまち
基本的人権を尊重する社会の確立

平和意識の普及・高揚

千円114,494 20.0% 47.1%

市民政策局

　市民 　平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭などの開催、
小学校４年生などを対象とした平和学習の実施により、
市民に戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の向
上を図る。

　市民に対する平和意識の普及・啓発事業として「平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭」、「高松市戦争遺品
展」、「教職員のための平和教育講演会」等を開催したほか、平和記念だよりを発行したことにより、戦争の悲惨さ
と平和の尊さを訴えることができた。
　また、平和学習の機能充実を図るため、平成２８年１１月、たかまつミライエ内に高松市平和記念館を開館し、こ
れに併せて「平和のつどい」等の開館記念事業を実施した。

　戦争体験者が高齢化し、戦争を知らない世代が大半となっていることから、平和を守り育てるため、平和を語るつ
どい・憲法記念平和映画祭、戦争遺品展などの各種ソフト事業や小学校４年生などを対象とした平和学習を継続的か
つ積極的に実施することが必要である。

　引き続き、平和意識の普及・啓発と向上に努める。

平和意識の啓発に関するイベントなどの参加
者数
　戦争遺品展や高松空襲写真展の開催場所の変更な
どにより、参加者数が目標値を下回った。

31.2%

実績H28

人／年2,462

目標H28

人／年7,900

人／年

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ｄ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

22.5% 105.3% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

人権啓発課

　「平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭」、「高松市戦争遺品展」、「教職
員のための平和教育講演会」等を開催したほか、平和記念だよりを発行したこと
などにより、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の啓発・普及を推進す
ることができた。
　なお、平和記念室の閉館に伴い、平成２４年３月から収蔵品等の常設展示は休
止していたが、２８年１１月の平和記念館開館により再開した。

千円9,035

平和啓発推進事業

1

市民政策局

100.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

人権啓発課

　戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和を願う市民の心を継承していくため、
平成７年７月に設置された平和記念室は、設置していた市民文化センターの老朽
化等による廃止のため、平成２４年３月閉館した。
　「高松市こども未来館」、「高松市男女共同参画センター」と一体的に、新た
に「高松市平和記念館」として整備することで、平和学習の機能を充実させるこ
とができた。

千円104,781

平和記念館整備事業

2

市民政策局

121.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権啓発課

　平和記念館の開館を記念して、開館記念事業を実施し、幅広い世代の市民の来
館を促した。また、併設するこども未来館、夢みらい図書館、男女共同参画セン
ターが実施するイベントと合わせて「高松市こども未来館等開館記念事業」と位
置付け、相互連携を図りながら実施することにより、施設全体のにぎわいを創出
することができた。

千円678

高松市こども未来館等開館記念事
業（人権啓発課分）

3
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(３) 産業の活力と文化の魅力あふれる 

創造性豊かなまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 21.4% 24.5% 68.3%

就業環境の充実 16.5% 26.4% 71.3%

農林水産業の振興 22.8% 23.0% 67.8%

特産品の育成・振興とブランド力の向上 31.7% 12.5% 64.0%

商工業の振興 14.7% 36.0% 69.9%

平均 94% Ａ

　地域を支える産業の振興と経済の活性化に向けて、４施策に取り組んだ。
　「商工業の振興」、「農林水産業の振興」、「特産品の育成・振興とブランド力の向上」及び「就業環境の充実」の４
施策では、設定する１０の成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

就業環境の充実 96% Ａ

農林水産業の振興 97% Ａ

特産品の育成・振興とブランド力の向上 92% Ａ

　地域を支える産業の振興と経済の活性化を図るため、市外からの企業の誘致及び市内の中小企業等の支援による雇用の
創出や、商店街のにぎわいづくりを推進し、商工業の振興に努めるほか、農地や森林の保全や、安全・安心で良質な農水
産物の生産を振興するとともに、生鮮食料品等の流通の強化など、農林水産業の振興を図ります。
　また、庵治石や盆栽、漆器など特産品の育成と振興に努めるとともに、効果的な情報発信を行うなど、ブランド力の向
上に向けた取組を推進します。
　また、いきいきと働ける環境の充実のため、就業支援を推進するとともに、勤労者福祉の充実に努めます。

施策名 得点率 総合評価

商工業の振興 93% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 地域を支える産業の振興と経済の活性化 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
地域を支える産業の振興と経済の活性化

商工業の振興

千円272,166 14.7% 69.9%

創造都市推進局

　市内の商工業者 　経営の改善・向上

　関係機関との共催による中小企業経営講習会・合同就職面接会の開催、中小企業融資の実施等により、市内中小企
業の育成と振興に寄与した。
　企業誘致・立地活動については、企業誘致専門員を中心に、県や関係機関と連携・情報共有を図り、助成措置対象
企業の指定や助成金の交付を行った。

　事業者が本市で創業するよう周辺環境の整備や本市経済の持続的な発展のため、中小企業の育成と振興を図ること
が求められている。
　中央商店街のにぎわいを向上させるため、空き店舗率の改善、また地域経済の発展、産業の高度化及び雇用機会の
拡大を図るため、企業誘致の強化が必要である。

　人口減少・少子超高齢社会の進展等を背景として、地域経済には厳しい状況が続くことが予想されることから、引
き続き、商工業の振興に取り組むことが必要である。

中小企業経営講習会の年間受講者数

　講習会の開催内容を企業ニーズに合わせて見直
し、開催回数も増やしたことから、目標に近い受講
者数を得ることができた。

94.5%

実績H28

人2,198

目標H28

人2,325

人

中央商店街の空き店舗率

　商店街共同施設の改修等や中央商店街にぎわい促
進事業と効果的に組み合わせて、利用者のニーズに
合った効果的な空き店舗活用支援を実施している
が、目標達成には至らなかった。

87.3%

実績H28

％17.7

目標H28

％15.7

％

企業誘致助成制度指定件数

　平成２１年４月に施行された高松市企業誘致条例
に基づき、２４年度から配置した企業誘致専門員を
中心に、県や関係機関と連携し、本市において新た
に立地等を希望する企業等の情報共有を図ること
で、目標を上回る指定を行うことができた。

135.0%

実績H28

件54

目標H28

件40

件

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ａ Ａ

産業振興課

　市内の中小企業者の経営改善・安定のために、売上げが一定割合以上減少して
いる企業に対し、緊急経営安定対策特別融資（４件）を実施した。
　また、中小企業融資（緊急経営安定対策特別融資含む）を期限内に償還した者
に対し、保証料の補給を行うとともに、緊急経営安定対策特別融資の貸付者で遅
滞なく支払いをしているものに対し、０．８％の利子補給を行った。
　さらに、小規模事業者経営改善資金融資の対象者に対し、一定率の利子補給を
行った。千円112,888

中小企業金融対策事業

1

創造都市推進局

94.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

産業振興課

　中小企業経営の近代化・合理化の促進並びに従業員の資質及び技術水準の向上
を図るため、関係団体と共催で講習会及び研修会を実施した。

　中小企業経営講習会「プレゼンテーションスキルアップセミナー」ほか１５
回（全１６回）
　中小企業経営講習会共催負担金等　１，６４０千円

千円1,640

中小企業経営講習会等事業

2

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　中小企業等の経営の近代化・共同化及び地場産業の育成・指導の推進に努める
とともに、その構成員の文化的・経済的な改善向上を図っている指導団体に対
し、高松市中小企業振興助成条例に基づき事業助成を行うことにより、その活動
を支援した。

千円38,088

中小企業指導団体等育成事業

3

創造都市推進局

108.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　合同就職面接会を、高松商工会議所、香川労働局、高松公共職業安定所、香川
県などとの共催により開催したことにより、中小企業の労働力及び人材の確保を
促し、経営の安定につながる効果が得られた。

　かがわーくフェア（合同就職面接会）の開催
　日時：平成２８年１１月２日（水）午後１時～午後４時
　場所：サンメッセ香川　大展示場
　参加企業数：１２２社、参加求職者数１１５人千円285

中小企業人材確保・就業機会拡大事
業

4

創造都市推進局

61.7% 継続Ａ Ｂ Ａ Ｃ

産業振興課

　貿易振興に係る事業を実施している独立行政法人日本貿易振興機構香川貿易情
報センター（ジェトロ香川）に対して助成を行った。また、平成９年度から供用
開始された高松港コンテナターミナルの利用促進に、官民一体となって取り組む
ため、関係団体等で組織された高松港コンテナターミナル振興協議会において、
広報・宣伝・海外ポートセールスを行うことにより、地場産業を始めとする、関
連中小企業の貿易振興を推進した。

千円3,284

貿易振興事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

87.3% 106.3%一般重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

産業振興課

　平成２１年度に常磐町商店街に開設したブリーザーズスクエアを活用した商店
街活性化事業や、平成２７年度１２月に開始された新規出店者に対する補助事業
の実施により、中央商店街の魅力向上によるにぎわい促進を図り、地域小売商業
の振興に寄与した。

千円33,955

中央商店街にぎわい促進事業

6

創造都市推進局

135.0%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

立地・創業・イノベーション支援
室

　企業誘致専門員を配置し、企業誘致や立地に向けた情報収集やネットワークづ
くりに取り組むとともに、企業誘致優遇制度を活用した支援を行い、企業立地を
促進した。
　また、平成２７年度に策定した創業支援事業計画に基づき、関係団体等との連
携を強化しながら創業者支援に取り組むとともに、四番丁スクエア内に設置した
創造支援センターを活用して、創造性に富む発想や独自性のある技術を活用した
新規事業者等の支援を行った。
　なお、前年度からの繰越事業である企業誘致助成事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１５，７８５，０００円）

千円81,499

企業誘致・起業支援による地域産業
活性化促進事業

7
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

千円2,863,220 22.8% 67.8%

創造都市推進局、農業委員会事務局

　市内の農林漁業者 　農林漁業者の生産販売額の増加

　経営所得安定対策制度の推進や園芸産地育成推進事業、林業振興事業、水産増養殖事業等により、生産性が向上し
たほか、農林水産業団体育成事業や人・農地プラン推進事業等により、生産体制が充実・強化された。また、土地改
良事業や土地改良施設管理事業、林道施設整備事業、漁場保全補助事業等により、生産基盤が整備されたほか、鳥獣
被害対策の実施により農業経営が安定した。その他、グリーン・ツーリズム事業や市民農園整備事業等により、農業
体験者数が増加した。

　農業においては、農業者の高齢化や後継者等の担い手不足、農産物の価格低迷などの課題解決による早急な農業経
営の安定化を図る必要がある。林業においては、従事者の不足と木材価格の低迷から、管理不十分となっている森林
が増加しており、適正管理の推進が必要である。水産業においては、漁業従事者の高齢化や後継者不足、水産資源の
減少などにより、経営状況が一層厳しくなっており、これらの課題への対策の強化が重要である。
【農業委員会事務局】農地等利用の最適化の推進に向け、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止
・解消、新規参入を促進するための有効な対策が必要である。

　農林水産業の振興のため、農産物等の品質向上や規模拡大のほか、６次産業化の促進や森林・漁場保全等の環境整
備、担い手等の確保・育成に努める。また、有害鳥獣による農作物被害の軽減を図るため、効果的な捕獲や防護の支
援に努める。

認定農業者数

　平成２８年度は認定農業者を新たに１５名確保し
たが、認定期間（５年）の終期を迎える者が多い年
であり、高齢化等の理由により再認定を見送る者が
多くなった。今後は新規就農者からのステップアッ
プを円滑に進めるなど、認定農業者の確保・育成に
努める。

94.9%

実績H28

経営体298

目標H28

経営体314

経営体

農畜産物販売額（ＪＡ取扱金額に限る）

　ブロッコリー等の露地野菜の面積拡大による生産
量の増加や肉牛価格の高騰等により目標を上回るこ
とができており、今後もこの状況を継続していきた
い。

108.9%

実績H28

億円41.6

目標H28

億円38.2

億円

卸売市場の取扱金額

　取扱金額の実績値は、目標を上回って推移してお
り、今後もこの状況を継続していきたい。

106.8%

実績H28

億円345

目標H28

億円323

億円

Ａ

、農業委員会事務局

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
農林水産課

　国分寺町盆栽集出荷場の管理運営及び維持管理を委託し、盆栽の生産振興と流
通の円滑化を促進した。
　また、剪定枝の堆肥化作業を専門業者に委託し、資源の有効利用を図った。

千円705

（評価対象外）盆栽集出荷施設管理
運営事業

1

創造都市推進局

0.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｄ

農林水産課

　平成２８年度においては、分収造林地内の侵入竹林整備事業は行わなかった。

荒廃竹林整備事業

2

創造都市推進局

332.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

農林水産課

　山間地域の活性化と林業並びに森林の管理運営の活性化を図るため、森林組合
等への支援を行った。
　これにより、関係団体が森林関係補助事業などの国等への要望や、森林・林産
業の陳情活動及び啓蒙活動・情報誌等の発行を行い、林業発展に一定の効果が
あった。

千円6,989

森林団体育成事業

3

創造都市推進局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　平成２８年度は、庵治町及び亀水町において治山事業を行った。
　・庵治町治山事業　　　４０６千円
　・亀水町治山事業　２，５６２千円

千円2,968

治山施設建設事業

4

創造都市推進局

105.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　農業の担い手の経営規模拡大と農地の有効利用を図るため、農地中間管理事業
の推進、経営規模を拡大する認定農業者に対する支援等を実施することにより、
農地の効率的な利用と担い手への利用集積を促進し、遊休農地の拡大を防止する
とともに、地域農業の振興と生産性が向上した。
　認定農業者への助成対象面積　　３７．６ｈａ
　農地中間管理機構への集積面積　５２．５ｈａ

千円18,609

農業経営対策事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　農業者の高齢化、農業従事者の減少が進む中、新技術や、経営感覚を有した農
業後継者の育成が緊急の課題となっている。そこで、高松市内の若手農業者から
なる農業青年クラブに助成し、関係機関との連携を密にするとともに、若手農業
者相互の親睦や情報交換を深め、農業経営の向上、新規就農者の育成に努めた。
　農業後継者クラブ育成事業　１２団体
　農業青年クラブ育成事業　　　１団体

千円1,802

農業後継者育成事業

6

創造都市推進局

108.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　農業協同組合、農業共済組合、高松市農業委員会及び香川県東讃農業改良普及
センター等との緊密な連携のもと、各種団体の活動を支援することにより、時代
に即応した農業生産基盤の確立を図り、高松市農業の振興に寄与した。

千円12,900

農業団体育成事業

7

創造都市推進局

100.0% 108.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　市内農業者に対して、「人・農地プラン」に関する一定の周知が図られるとと
もに、新規就農者・担い手に対する支援及び耕作放棄地の防止に効果があった。

千円46,839

人・農地プラン推進事業

8

創造都市推進局

81.7%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｃ Ｂ

農林水産課

　国の耕作放棄地再生利用対策等を活用して、耕作放棄地再生利用事業に取り組
んでいる高松市地域農業再生協議会に補助金を交付したことにより、耕作放棄地
の再生利用に効果があった。（協議会の構成員は、市、農業委員会、農協、県普
及センターなど）
　再生利用事業による耕作放棄地解消面積　９９ａ

千円8,367

遊休農地有効活用事業

9

創造都市推進局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

農林水産課

　林道の拡幅等を実施したことにより、山間地域が活性化し、森林の管理運営も
活性化した。
・宮谷線開設工事　３１．５ｍ
　なお、前年度からの繰越事業である塩江琴南線法面工事及び宮谷線開設工事に
ついては、完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３１，７７３，４３２円）

千円36,194

林道施設整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

84.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

農林水産課

　高松市畜産振興協議会に助成し、畜産振興に寄与した。また、高松市畜産共進
会や肉牛枝肉共励会等の開催を支援し、農家の技術研鑽、情報収集及び地産地消
が促進された。

千円1,140

畜産団体育成事業

11

創造都市推進局
農林水産課

　４財産区管理会（弦打財産区・雌雄島財産区・塩江財産区・上西財産区）を適
切に運営することにより、その住民の福祉の増進に寄与した。

千円204

（評価対象外）財産区管理事務

12

創造都市推進局

78.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

農林水産課

　漁家の施設整備資金等の借入金に対し、利子補給を行ったことにより、漁業の
近代化が促進された。
　　利子補給件数１１０件

千円1,532

漁業近代化資金等利子補給事業

13

創造都市推進局
農林水産課

　市有林の適切な維持管理を実施した。
　また、生活環境保全林等にある遊歩道の草刈り等の里山保全活動や市有林内に
あるトイレの維持管理を行なったことにより、市有林の保全と利用者の利便が向
上した。

千円5,018

（評価対象外）市有山林管理事業

14

創造都市推進局

78.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　７水産団体（漁業種別協議会、漁業後継者クラブ等）に助成することで、栽培
漁業や資源管理型漁業を推進したほか、後継者の育成が進んだ。また、県水産振
興協会の事業やあじっこ市場を通じ、魚食普及や水産物の消費が拡大した。

千円3,242

水産団体育成事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

106.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　市内の海浜及び漁港を漁業者が清掃することにより、漁港機能の確保や海浜の
美観が維持できた。
　参加者数　６５４人

千円2,522

海浜清掃補助事業

16

創造都市推進局

78.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　海底に堆積した汚泥物質を海底耕うんすることにより、分解を促進し、漁場の
機能及び生産力を回復させ、底質が改善向上した。
　海底耕うん事業　作業船２２０隻

千円5,740

漁場保全補助事業

17

創造都市推進局
農林水産課

　平成２４年度に現在の農用地区域内の農地面積を確保することを基本として、
本市全域を対象とした新たな「高松市農業振興地域整備計画」を策定した。その
後、農業振興地域整備計画（農用地利用計画）変更を行うとともに農用地の確保
を行った。　
　農業振興地域面積　２８，７９９ｈａ
　　うち農用地面積　　４，７４６ｈａ

（評価対象外）農業振興地域整備計
画策定事業

18

創造都市推進局
農林水産課

　農村環境改善センターの適正な管理運営を行ったことにより、農家の生活の改
善、健康増進及び市民相互交流が活発になるなどの効果があった。

千円5,002

（評価対象外）農村環境改善センタ
ー管理運営事業

19

創造都市推進局
農林水産課

　林道の維持管理として、危険箇所等の修繕、除草、竹林等の除去を実施し、利
用者の安全の確保及び森林環境の維持に寄与した。
　林道管理延長　８２ｋｍ

千円6,702

（評価対象外）林道施設管理事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

95.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　中山間地域などの農業生産条件が不利な指定地域内の農用地区域において集落
協定を締結し、５年以上農業を継続する農業者に交付金を交付したことにより、
耕作放棄地の発生を防止し、農業の多面的機能を確保した。　
　集落協定数　　５１集落
　農家数　　　　７１７戸
　協定面積　　　２８１ｈａ

千円43,628

中山間地域等直接支払事業

21

創造都市推進局
農林水産課

　畜産クラスター事業に取組み、経営規模の拡大や機器整備に助成することによ
り、高品質牛乳の増産及び良質の堆肥の生産・販売並びに乳製品の新たな開発を
促進した。
　なお、国の畜産競争力強化整備事業の執行に当たり、実施期間を確保するた
め、事業の全額を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７９，０４０，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業である、畜産競争力強化整備事業については完了
した。
（平成２７年度繰越明許費事業費：９９，８１９，８５１円）

千円99,820

（評価対象外）畜産競争力強化整備
事業

22

創造都市推進局

100.0% 108.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

土地改良課

　農業生産性の向上、農業総生産の増大等に資するため、土地改良事業関係各種
団体へ負担、補助を行うとともに、土地改良施設の維持管理・環境整備を行うこ
とにより、農業生産基盤の整備を促進した。

千円40,733

土地改良施設管理事業

23

創造都市推進局

87.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

土地改良課

　県営・団体営・県単・市単によるかんがい排水施設改修など３９９件の実施に
より、農業生産の向上と農業の健全な発展に向け、支援を行った。なお、単独県
費補助土地改良事業補助金等については、施工内容の検討に日時を要したことな
どにより、年度内に工事の完了が不可能となったため、事業費の一部を翌年度に
繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６１，４６８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である単独県費補助土地改良事業補助金等につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３６，８０７，５２０円）
【２８年度事業内訳（２７繰越件数を含む）】県営事業１３件、団体営事業４件
、単独県費補助事業１１１件（内繰越３件）、単独市費補助事業等２４５件（内
繰越６件）、災害復旧事業費２６件

千円892,954

土地改良事業

24

農業委員会事務局
農政課

　１０月を「農地パトロール月間」と定め、全ての農地の利用状況調査を実施
し、約５７４ｈａの耕作放棄地の実態把握や分布地図の更新に取り組むととも
に 、耕作放棄地再生利用緊急対策交付金事業を活用して、企業２社が経営規模
（キウイフルーツ栽培）を拡大した。さらに、再生利用が可能な耕作放棄地の所
有者等に対し、香川県農地機構へ貸付けを促す利用意向調査を行うなど、耕作放
棄地対策を強化した。
　また、利用権設定に係る農業相談会を１８回開催し、認定農業者等担い手へ、
約１８９ｈａの農地を集積することにより、農地の有効利用及び担い手等の経営
確立を支援し、地域を支える農業が振興した。

千円27,605

（評価対象外）農地利用最適化推進
事業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

農業委員会事務局
農政課

　農地転用等の各種申請については、適正な審査と迅速な処理に努めたほか、議
事録をホームページで公表し、審議過程等の透明性を確保した。また、市長に対
して農地等利用最適化推進施策等に関する改善意見を提出したほか、「かがわの
農地利用最適化推進運動」において、活動目標を設定して、農家への指導などに
計画的に取り組むとともに、簿記記帳講習会を２４回開催し、農業経営管理能力
の向上を図った。さらに、農家への情報紙として「農業委員会だより」を２回（
各１６，０００部）発行し、農業に意欲と誇りを持った３２６名の担い手（認定
農業者、集落営農組織等）を始めとする人材の育成・確保を図り、地域を支える
農業の振興に繋がる成果が得られた。

千円6,121

（評価対象外）農業委員会事務事業

26

創造都市推進局

357.8% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　イノシシ対策として猟友会の捕獲活動等に対する助成を行ったことにより、鳥
獣被害防止計画の計画数を上回る捕獲ができた。また、農家への侵入防止柵等設
置助成や狩猟免許取得を推進したことにより、農作物被害の拡大を防止した。
　イノシシ捕獲頭数１，６０３頭（計画数７５０頭）
　アライグマ・ヌートリア防除実施計画や有害駆除許可に基づき、防除機材の整
備のほか、防除従事者の養成、防除にかかる奨励金（１頭当り３，０００円）を
交付し、個体数の減少に寄与した。
　アライグマ等捕獲数１１３頭千円22,863

有害鳥獣被害対策事業

27

創造都市推進局
農林水産課

　高松市農業基本対策審議会及び専門委員会を合同で開催し、高松市農業振興計
画（計画期間：平成２８年度～３５年度）における進捗状況の点検・評価など、
本市農業施策に関する重要事項について審議した。

千円60

（評価対象外）農業振興事業

28

創造都市推進局
農林水産課

　茜町会館を適正に管理運営することにより、市民に集会、レクリエーション、
文化等の場を提供し、市民福祉の増進に寄与した。
　また、郷東海浜公園の維持管理に努め、市民にスポーツ等の場を提供し、市民
福祉の増進に寄与した。

千円1,874

（評価対象外）食肉センター周辺施
設管理運営事業

29

創造都市推進局

110.7% 93.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　個性のある多彩な園芸産地を育成するため、県等の補助事業を積極的に活用
し、独創的で付加価値の高い農産物を安定的に生産する体制を整備することによ
り、園芸産地の生産性が向上した。
　栽培用パイプハウス　　　　　　　５１棟
　果樹棚　　　　　　　　　　　　　　１園地
　その他栽培管理用機械・施設、ほ場改良、優良苗木の導入など

千円65,402

園芸産地育成推進事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

20.9% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

農林水産課

　森林の公益的機能の重要性から、松くい虫防除事業を実施した結果、森林資源
の育成・保全の成果が得られた。

　伐倒駆除事業　１０．２ｈａ
　樹幹注入　　１，２７３本

千円6,744

森林整備事業

31

創造都市推進局

97.4% 継続Ａ Ａ Ｃ Ａ

農林水産課

　米麦作の生産面積の拡大、作業の効率化を図るため、農業機械等の整備に支援
するほか、麦の種子助成を行うなど水田農業の振興に寄与した。
　乗用コンバイン　１台ほか
　麦種子更新助成
　スクミリンゴガイ被害軽減対策

千円8,978

水田農業振興事業

32

創造都市推進局

93.4% 104.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　経営所得安定対策について、市内の農業生産者へ制度の周知を行うほか、ＪＡ
・農業共済組合等の関係機関との連携により、経営所得安定対策等を推進し、農
業者の経営安定に寄与した。

千円22,091

農業経営安定対策事業

33

創造都市推進局

156.0% 113.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　森林の公益的機能の重要性から、森林整備加速化・林業再生事業を活用した分
収造林事業や、造林助成事業を実施した結果、森林資源の育成・保全の結果が得
られた。
　・森林整備事業　間伐等８．７９ｈａ
　・造林助成　６３．５８ｈａ

千円12,324

林業振興事業

34

創造都市推進局

80.8% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

農林水産課

　家畜法定伝染病予防事業に助成したことにより、家畜法定伝染病の予防を図っ
た。また、家畜環境衛生対策事業に対し助成したことにより、環境保全と家畜衛
生の改善が図られた。さらに、肉用牛等生産振興事業に助成したことにより、畜
産経営の体質強化と上質肉牛の生産拡大に寄与した。
【家畜法定伝染病予防事業】　
　牛対策２，９８３頭・豚対策６２５頭
【肉用牛等生産振興事業】
　優良家畜導入輸送４４頭・繁殖和牛等増産対策６７３頭・優良繁殖
　雌牛導入４頭・優良子牛保留２頭
【家畜環境衛生対策事業】
　スキッドステアローダ１台

千円5,313

畜産振興事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

94.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　栽培漁業推進事業、水産増養殖事業等に助成したことにより、水産資源の培養
および養殖漁業の振興に繋がる成果が得られた。
【栽培漁業推進事業】
　クルマエビ３８万尾・ガザミ２５万尾・ヒラメ１９，９００尾・
タコ１，１３５ｋｇ
【水産増養殖事業】
　のり養殖２７８枚・大型クルマエビ４万尾・のり色落ち対策
【淡水魚種苗放流事業】
　フナ１５，０００ｋｇ・アユ３０ｋｇ・ウナギ種苗１，０００尾、
アメゴ種苗２，１００尾

千円10,278

水産振興事業

36

創造都市推進局
農林水産課

　有害鳥獣の捕獲許可事務を実施し、農作物等の被害防止を推進した。
　捕獲許可件数　６８４件

千円3,248

（評価対象外）鳥獣飼養許可等事業

37

創造都市推進局

100.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

土地改良課

　水源涵養や景観形成、防災など、農業・農地が有する多面的な機能を維持・発
揮させるため、耕作継続に必要な農道・水路などの保全活動や施設の修繕、長寿
命化を図る活動を促すことを目的として、農業者や地域住民で構成される活動組
織へ支援を実施した。

平成２８年度実績
農地維持活動組織数　　　　　　　３３組織
対象面積　　　　　　　２，３１９．８ｈａ
資源向上（共同）活動組織数　　　２２組織
対象面積　　　　　　　１，３０２．４ｈａ
資源向上（長寿命化）活動組織数　１４組織
対象面積　　　　　　　１，１５８．８ｈａ

千円138,463

多面的機能支払事業

38

創造都市推進局
農林水産課

　農村公園等（１４施設）の日常的な維持管理（指定管理）を行い、市民に憩い
とふれあいの場を提供し、市民の日常的な健康増進及び相互の交流が行われた。

千円6,456

（評価対象外）農村公園等運営事業

39

創造都市推進局
農林水産課

　農業体験施設である香南アグリームの運営管理（指定管理）を行い、園地を利
用した農業体験、工房では園内で取れた野菜等を使った調理体験を実施し、来場
者の農業に対する理解を深め、食育を推進した。
　また、香南朝市（産地直売所）では香南町を中心とした農家が出荷した農産物
の販売をするなど、地域農業の振興及び地産地消を推進した。

千円11,225

（評価対象外）香南アグリーム管理
運営等事業

40
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

97.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　近年、心のゆとりとやすらぎを求める都市住民の意識が高まる中、農業・農村
に対する理解の増進を図るとともに、都市住民のニーズに対応したグリーン・
ツーリズムを推進することにより、農村と都市との交流促進を通じた地域活性化
に繋がった。
　グリーン・ツーリズム推進事業　　　１団体

千円300

グリーン・ツーリズム推進事業

41

創造都市推進局

102.3% 94.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　市民農園の新規開設に支援し、遊休水田の有効利用を図るとともに、農園の利
用者に農業に対する理解を深め、農作業を通じた健康的でゆとりのある生活の提
供を図った。また、開設初期（３年以内）の市民農園の運営補助を行い、円滑な
運営を支援した。
　市民農園の新規開設補助　１か所
　開設初期の市民農園の運営支援　２か所

千円1,536

市民農園整備事業

42

創造都市推進局

114.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　少年水産教室の開催に助成したことにより、地元漁業への児童の理解を深める
ことができた。（料理教室・タッチプール）
　開催回数　８回

千円360

水産教室開催事業

43

創造都市推進局
農林水産課

　研修集会施設の適切な維持管理を行い、農業振興のための研修及び集会、レク
リエーション、文化等の場を提供したことにより、市民福祉の増進に寄与した。

千円3,770

（評価対象外）研修集会施設管理運
営事業

44

創造都市推進局
農林水産課

　本市食肉センターは、平成１８年４月１日に指定管理者制度の導入後、平成
２３年４月１日からの５年間、再度、指定管理者に指定した高松食肉事業協同組
合により、円滑な施設管理が行われた。

　２７年度と畜頭数　９，５８０頭

千円507,745

（評価対象外）食肉センター管理運
営事業

45
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
市場業務課

　中央卸売市場及び公設花き地方卸売市場施設・設備の適切な維持管理、修繕及
び保守点検を行なった。
　また、衛生環境を整えるため、市場内の清掃やごみの分別収集を徹底し、美化
に努めるとともに、市場内警備を行い、安全を確保するなど、健全な市場運営を
行った。

千円274,955

（評価対象外）卸売市場管理運営事
業

46

創造都市推進局

106.8%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

市場業務課

　青果棟移転候補地の土壌評価分析及び現地整備を含めた新市場の整備方法の検
討を行い、調査結果・検討内容を市議会経済環境調査会で報告し、「高松市朝日
町三丁目」を移転候補地とした。

千円3,625

卸売市場整備事業

47

創造都市推進局

99.6%一般重点 継続   Ａ Ａ Ａ Ａ

市場業務課

　現行の市場の活性化に関するマスタープランに基づき、市場見学、市場フェス
タ、市場の特別開放及び夏休み市場ＤＥ自由研究などを実施した。

千円2,229

卸売市場活性化推進事業

48
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
地域を支える産業の振興と経済の活性化

特産品の育成・振興とブランド力
の向上

千円19,051 31.7% 64.0%

創造都市推進局

　市内の特産品生産者・製造者及び購入者 　高松ブランド化の推進に向けた取組を実施し、特産品
の育成・振興を図る。

　伝統的ものづくり製品や特産品・農作物について、普及啓発事業・販路拡大事業等を実施し、特産品の育成・振興
とブランド化の推進及び地場産業の活性化に寄与した。

　伝統的ものづくり製品や特産品、農作物について、一定の評価はあるものの、その価値や評価を高めることが求め
られている。今後も関係団体と連携して、販路拡大や後継者育成等に取り組むとともに、国内だけでなく、国外への
輸出拡大を見据えた新たな取組が必要である。

　地域経済の活性化を図る上で、地場産業の振興は重要性を増しており、継続実施していく必要がある。

販路開拓事業等来場者数

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与す
るため、販路開拓事業の支援を実施しており、目標
を上回る来場者となった。

103.3%

実績H28

人19,421

目標H28

人18,800

人

盆栽輸出登録申請者数（ＥＵ）

　高齢化が進む中で盆栽輸出登録申請者数について
は、概ね達成することができた。

90.5%

実績H28

人19

目標H28

人21

人

伝統的ものづくり普及啓発事業等参加者数

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与す
るため、普及開発事業を実施しているが、開催数に
限りがあるため、目標達成には至らなかった。

88.3%

実績H28

人574

目標H28

人650

人

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

88.3% 103.3%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　高松市伝統的ものづくり振興条例に基づく、伝統的ものづくり支援事業を実施
し、人づくりの推進や普及啓発、販路拡大等の成果が得られた。
　伝統的ものづくり振興審議会の開催、伝統的ものづくり展示会等補助金、夏休
み親子体験教室、学校巡回教室、人材育成県外派遣事業、事業者対象セミナー、
世界盆栽大会ｉｎさいたま出展事業負担金、伝統的ものづくり振興事業補助金、
香川漆芸魅力発信事業、伝統的ものづくり観光資源ＰＲ事業
　なお、前年度からの繰越事業である伝統的ものづくり観光資源ＰＲ事業につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：９９８，９８４円）

千円9,695

伝統的ものづくり支援事業（産業振
興課分）

1

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　高松市の特産品等を広くＰＲするとともに、交流都市等を中心とした各種物産
展等へ出展し特産品の振興を行った。高松産ごじまん品であるみかんや、本市産
のオリーブ加工製品を出品し、単なる販売だけでなく、産品に関する活用法・調
理法を紹介するなど、より特徴的な特産品のＰＲを推進した。

千円1,350

特産品育成・振興事業

2

創造都市推進局

90.5%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　高松市伝統的ものづくり振興条例の基本理念に基づき、高松盆栽の総合的な推
進を図るための各種事業を実施し、認知度の向上や輸出の拡大を行った。

　・盆栽大会出展事業
　・高松盆栽ＰＲ事業
　・盆栽生産振興事業
　・盆栽輸出振興事業千円4,506

伝統的ものづくり支援事業（農林水
産課分）

3

創造都市推進局

95.0% 100.1% 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　市内で生産された新鮮・安全な農産物の地産地消と農業体験・地元農産物を使
用した料理教室を通じた食育の推進を行った。
　また、ブランド化を図るため、高松産ごじまん品（２９品目）を主とした地元
農産物のＰＲ活動・加工品の開発等を推進した。
　・情報発信・食育等推進事業の推進
・展示・即売・試食会等の開催
・生産振興対策事業等の開催千円3,500

高松ブランド農産物育成支援事業

4
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
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象
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図

概
要
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実
績
）
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①
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
地域を支える産業の振興と経済の活性化

就業環境の充実

千円473,321 16.5% 71.3%

創造都市推進局

　市内の事業所及び勤労者 　市内事業所の就業環境の充実及び勤労者の勤労意欲の
向上を目指す。

・平成１８年度に創設した子育て支援中小企業等表彰制度に基づき、２８年度は４事業所を表彰・ＰＲするなど、市
内事業所のワーク・ライフ・バランス推進の成果が得られた。
・中小企業勤労者支援事業では、市内の勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資により住宅資
金を貸し付けた。利用状況は好調であり、勤労者の就業意欲・環境の向上につながった。
・中小企業勤労者福祉共済事業において、新規事業所の加入促進に努めたことにより、新たに１４事業所（被共済者
９６人）の加入を得て、被共済者数が８，２００人へと増加するとともに、福利事業利用者数も増加するなど、市内
の中小企業に働く勤労者の福利厚生が向上した。

　施策を構成する各事務事業においては、目標を上回るか、目標に近い成果を上げているが、経済の先行きが不透明
な状況下において、本市が就業環境の充実や雇用対策に取り組んでいくためには、これまで以上に国・県・関係機関
との連携・協力が必要である。

　従業員のワーク・ライフ・バランスの推進を始めとする就業環境の向上に取り組む事業所を支援・ＰＲすること
は、勤労者福祉はもとより、企業における人材確保の面でも重要性を増しており、今後も国、県、関係機関と連携し
ながら施策を継続していく必要がある。

子育て支援中小企業等表彰事業の表彰事業者
延べ数
　応募案内企業からの自主的な応募があまりない中
で、各企業の取組みを調査し、表彰に値する企業を
発掘、ヒアリングも実施して、目標に近い企業・団
体数の表彰を行うことができた。

97.0%

実績H28

団体64

目標H28

団体66

団体

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

97.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

産業振興課

　労働関係情報の発信、許可・登録業者人権研修講座等を実施するとともに、一
般事業主行動計画を策定し、従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組
んでいる市内の４企業・団体を表彰した。
　その他、雇用促進対策、勤労者福祉に関する事業を行っている団体に補助を
行った。
　これらのことにより、市内事業所の就業環境の向上、求職者支援につながっ
た。千円3,609

就業支援推進事業

1

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　四国労働金庫との協調融資により、住宅資金の貸付け（融資限度額は６００万
円）を行うとともに、優遇措置として、融資額の０．１％（最高６千円）を１回
還付（四国労働金庫が費用負担）することによって、勤労者の持ち家促進の成果
が得られた。
　融資件数：１４８件、融資額：８７３，７６０，０００円
　利子還付件数：１０９件、利子還付額：６５２，０００円
　利用率：１２１．３６％千円181,100

中小企業勤労者支援事業

2

創造都市推進局

100.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　福利事業や給付事業等のほか、会報紙を年９回発行し、事業の案内や決算状況
だけでなく、新規会員事業所の紹介などを行った。
　また、未加入事業所の訪問勧誘や、加入事業所の要望を聴くなど、加入確保対
策を実施した。
　これらのことにより、市内の中小企業に働く勤労者の福祉の増進と中小企業振
興の成果が得られた。
　平成２９年３月３１日現在の高松市中小企業勤労者福祉共済事業加入事業所数
：７２２事業所、加入被共済者数：８，２００人千円102,346

中小企業勤労者福祉共済事業

3

創造都市推進局
産業振興課

　高松テルサの管理運営を指定管理者である穴吹エンタープライズ株式会社に委
託した。その他、自主企画事業である「高松テルサ音楽祭」において高松市長賞
を贈呈した。
　これらのことにより、高松テルサを利用する勤労者等の福祉を増進することが
できた。
　高松テルサ平成２８年度利用者数：３９７，８３２人。
　なお、前年度からの繰越事業である中央監視装置更新工事（同工事監理業務）
及び外壁等劣化診断調査業務については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：８７，３１２，６００円）

千円176,305

（評価対象外）高松テルサ管理運営
事業

4
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 37.9% 9.0% 53.0%

文化財の保存・活用 29.0% 9.0% 47.4%

文化芸術の振興 46.8% 9.0% 58.5%

平均 96% Ａ

　文化芸術の振興と発信に向けて、２施策に取り組んだ。
　「文化芸術の振興」及び「文化財の保存・活用」の２施策では、設定する５つの成果指標について目標を達成又は概ね
達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

文化財の保存・活用 96% Ａ

　文化芸術の振興と発信を図るため、瀬戸内国際芸術祭や高松国際ピアノコンクールの開催を始め、市民の近くに出向い
て行う、文化芸術のアウトリーチ活動など、優れた文化芸術に触れる機会を拡充させるほか、文化芸術施設の整備と機能
の充実に努めるとともに、学校と連携したプログラムの推進や菊池寛の顕彰事業など、教育普及活動や効果的な情報発信
を図ります。
　また、国の特別史跡讃岐国分寺跡や史跡高松城跡、史跡石清尾山古墳群の整備など、長い歴史と伝統に育まれ、伝承さ
れてきた文化財の保存と活用に努めます。

施策名 得点率 総合評価

文化芸術の振興 96% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 文化芸術の振興と発信 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
文化芸術の振興と発信

文化芸術の振興

千円1,021,439 46.8% 58.5%

創造都市推進局

　市民 　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支
援等市民の自主的・創造的な文化芸術活動を推進する。

・デリバリーアーツ事業
　公演回数　１６回　　鑑賞者数　１，６５７人　
・文化芸術活動推進事業
　学校巡回芸術教室２１校　学校巡回能楽教室　６校
　文化芸術活動補助４４件　文化団体活動補助１３件
・美術館運営事業　常設展５回　　特別展６回
・菊池寛顕彰事業　文学展等の開催
　　　　　　　　　香川菊池寛賞及び菊池寛ジュニア賞　の作品募集選奨等
・文化芸術ホール管理運営事業

　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支援など、市民の自主的・創造的な文化芸術活動を更に推進す
る必要がある。

　今後の施策を取り巻く環境変化や市民満足度調査の結果を踏まえ、デリバリーアーツ事業や美術館運営事業などに
より、効果的かつ継続的に文化芸術活動を推進することが必要である。

文化芸術ホールにおける事業の参加者数

　目標値には達成しなかったが、今後も公演内容の
充実や施設の整備を行いながら、利用者により満足
いただけるホールを目指し、本市の文化振興に繋げ
る。

91.9%

実績H28

人198,728

目標H28

人216,250

人

アウトリーチ事業の参加者数

　平成２８年度は瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催
年でもあり、長期目標値を上回った。今後も、内容
の充実を図りながら市民のニーズに応じた事業展開
を目指す。

142.8%

実績H28

人103,549

目標H28

人72,500

人

美術館来場者数

　リニューアルオープンし、魅力的な展覧会ライン
ナップや教育普及活動の広がりにより、目標に達し
た。今後も、幅広い層から利用され、親しみのある
美術館事業の展開を目指す。

103.3%

実績H28

人161,640

目標H28

人156,500

人

Ａ

創造都市推進局

　文化芸術ホール管理運営、自主事業　等
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

80.1% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

文化芸術振興課

　市民が創造・参加する市民企画提案型の文化の祭典として、高松市市民文化祭
アーツフェスタたかまつ２０１６を実施した。文化活動の発表の場と関係各団体
の相互交流及び作品鑑賞の機会を提供した。１９事業の実施となった。

千円8,039

市民文化祭開催事業

1

創造都市推進局

92.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　市民に身近な場所で文化芸術を出前するデリバリーアーツ事業を実施し、外に
出られない人にも生の優良芸術を鑑賞する機会づくりを行った。平成２８年度は
クラシック音楽、和太鼓、落語、影絵劇など６メニュー、計１５公演を実施し
たことに加え、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏       事業として実施したさぬき
市の参加者と併せて１，６５７人となった。

千円4,245

デリバリーアーツ事業

2

創造都市推進局
文化芸術振興課

　平成２７年度に引き続き、顕彰部門、新人部門の２部門での選考を行った。顕
彰部門２名、新人部門は該当者なしの結果となった。本事業は、本市の文化芸術
の発展、振興に寄与した。

千円325

（評価対象外）文化奨励賞贈呈事業

3

創造都市推進局

107.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　文化団体の育成・援助及び文化芸術活動補助事業を実施し、文化団体の自主的
な活動を促進した。また、児童生徒を対象に、学校巡回芸術教室、学校巡回能楽
教室を実施し、優良芸術を鑑賞・体験する機会を、ものづくりふれあい教室の実
施により、手作りでものづくりにチャレンジする機会を提供した。さらに、邦楽
を中心としたコンサートや瀬戸・高松広域連携中枢都市圏内の児童を招待し、劇
団四季ミュージカル「こころの劇場」公演事業を開催することにより生の文化芸
術に触れる機会を提供した。千円22,936

文化芸術活動推進事業

4

創造都市推進局

420.9%一般重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　高松市文化芸術振興計画に基づき、アートディレクター推進事業、アーティス
ト・イン・レジデンス事業、０才からのコンサート事業、まちなかコンサート事
業を実施した。多様なアート展開を通して、市民に対し、活動の場や機会を拡充
し、文化芸術を生かしたまちづくりを実施した。
　なお、前年度からの繰越事業であるまちなかパフォーマンス事業負担金につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１０，０００，０００円）千円17,911

アート・シティ高松プロモーション
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

97.3% 142.0% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　高松市が生んだ偉大な文化人である菊池寛の功績を顕彰するとともに、市民の
教養の向上と市民文化の発展に寄与するため、「香川菊池寛賞」や市内の小・中
学生を対象とする「菊池寛ジュニア賞」の作品募集選奨事業を行った。　
　また、市民が文学に触れる機会を提供するため、文学展をはじめ文学探訪や記
念講演会、文芸講座などの文化活動事業を実施したことにより、地域に根ざした
文化芸術の普及と振興に効果があった。

千円6,247

菊池寛顕彰事業

6

創造都市推進局

99.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

美術館美術課

　美術教育普及の一環として、特別展等の開催に併せて、子どものアトリエや各
種ワークショップ、また新設の「こども＋」での未就学児を始め、幅広い層の方
々へのプログラムや活動を展開するほか、塩江美術館では陶芸教室を開催し、美
術教育の充実と推進に効果があった。

千円1,527

美術教育普及事業

7

創造都市推進局

136.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　瀬戸内国際芸術祭２０１６は、会期を春、夏、秋の３つに分けて、２０１６年
３月２０日から１０８日間開催された。本市会場の女木島、男木島、大島、高松
港周辺の案内所運営を始め、芸術祭実行委員会と連携し、運営にあたった。外国
からの来場者が増え、地元においても地域活性化を図る取組が増えた。
　なお、前年度からの繰越事業である屋島作品展開事業、かがわ山なみ芸術祭
負担金　　　については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１０，０４１，６８０円）千円81,157

瀬戸内国際芸術祭推進事業

8

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　高松国際ピアノコンクール推進事業として、入賞者等による４回の学校訪問リ
サイタル、審査員による演奏会、審査員によるマスタークラス等事業を実施し、
第４回コンクールの機運を高めるとともに、より市民に親しまれ、地域に育まれ
ていくコンクールとなるよう推進した。

千円2,800

高松国際ピアノコンクール事業

9

創造都市推進局
文化芸術振興課

　元香南陶芸館を香南陶芸クラブに貸し付けるとともに、施設の維持管理を行っ
た。

千円245

（評価対象外）元香南陶芸館管理事
業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
文化芸術振興課

　日本管財・ＪＴＢコミュニケーションズ共同事業体を高松国分寺ホールの指定
管理者として指定し、同ホールの管理運営を行い、自主事業に対し助成を行っ
た。

千円41,133

（評価対象外）高松国分寺ホール管
理運営事業

11

創造都市推進局
文化芸術振興課

　公益財団法人高松市文化芸術財団を文化芸術ホールの指定管理者として指定
し、同ホールの効果的な管理運営を実施するとともに、同財団が実施する情報誌
等発行事業、ホームページ運用事業、文化庁補助金を活用した新国立劇場バレエ
団による公演等の財団自主事業に対し、助成を行うことにより、文化芸術振興事
業を推進した。
　なお、工法の検討に日時を要したことにより、年度内に高松市文化芸術ホール
舞台機構改修工事の事業完了が不可能となったため、翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４，１５８，０００円）千円596,180

（評価対象外）文化芸術ホール管理
運営事業

12

創造都市推進局
文化芸術振興課

　交通の結節点における文化芸術活動の創造・発表・交流の拠点とし、文化芸術
を創造する環境を整えた。

千円11,422

（評価対象外）瓦町アートステーシ
ョン管理運営事業

13

創造都市推進局

104.3% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　菊池寛の業績を顕彰し、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与するため、
菊池寛や寛が創設した芥川賞・直木賞等に関する資料の収集、調査研究、保管及
び展示を実施するなど、後世に残す適切な管理運営を行った。

千円12,543

菊池寛記念館管理運営事業

14

創造都市推進局

105.0% 98.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

美術館美術課

　高松市美術館において、市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、
リニューアルオープンを記念して、所蔵品による「コレクション展」を始め、国
内外の様々なジャンルの美術世界を紹介する特別展を開催。美術館ボランティア
等によるギャラリートーク活動を行うなど、幅広い世代に対し美術館事業を推進
した。
　塩江美術館においても、「塩江アートプロジェクト」など地域に密着した各種
展覧会を開催するとともに、企画展関連イベントとしてコンサート等を開催する
など文化芸術の向上に効果を上げた。
　また、両美術館において、市民に親しまれ、魅力ある美術館となるよう「美術
館の日」（８月第１土曜日）に展覧会の観覧料を無料とするとともに、親子で楽
しめるイベントなどを実施した。

千円79,498

美術館運営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

97.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

美術館美術課

　美術品収集方針に基づき、美術品の系統的な収集を行い、これらを常設展示で
紹介するほか、国内外の美術館に貸出しすることで、美術館のブランドを高め
た。

千円11,612

美術館資料収集事業

16

創造都市推進局
美術館美術課

　収蔵品を適切に保管するとともに、快適な鑑賞環境を維持するため、設備機器
の点検や整備、清掃等の業務を委託し、美術館管理を行った。
　なお、平成２８年度に予定されていた「ハロン消火設備制御盤更新工事」につ
いては、工法の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１２，１８０，０００円）

千円123,619

（評価対象外）美術館管理事業

17
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
文化芸術の振興と発信

文化財の保存・活用

千円1,272,927 29.0% 47.4%

創造都市推進局

　本市の歴史文化遺産のなかで、国・県・市において指
定する等、調査・保存・活用するのに相応しいもの。

　本市の歴史文化遺産の保存・管理と公開・活用を図
る。

　史跡天然記念物屋島等で文化財的価値を明らかにするための確認調査や、開発事業に伴う事前の発掘調査を実施す
るとともに、特別史跡讃岐国分寺跡等において公有地化を行ったほか、指定文化財の管理や伝承に係る補助金の支
出、史跡地における除草や修繕等の維持管理を実施し、文化財の保存に寄与した。また、甦る屋嶋城跡アプリの充
実、ふるさと探訪や史跡石清尾山古墳群等をテーマにした連載講座等の学習会を開催し、文化財の活用を進めた。各
施設においては、埋蔵文化財センターでは埋蔵文化財の情報発信、歴史資料館をはじめ各資料館・郷土館では企画展
及び講座等を開催し適切な運営を行い、市民の知識及び教養の向上と市民文化の発展に寄与した。史跡高松城跡・玉
藻公園では、桜御門の石垣修理等を実施し、城下町高松の顔・シンボルとしての風格ある景観の創出により、玉藻公
園の入園者数が前年度比で約２万人増加した。

　指定文化財の件数増加や披雲閣の耐震補強等により、適正に維持管理するためのコスト増が予想される。

　文化芸術の振興と発信という上位の政策を実現するためには、地域を特色づける文化財の保存と活用に関する事業
を継続していくことは必要不可欠である。

歴史資料館等利用者数

　歴史資料館の瀬戸内国際芸術祭パートナーシップ
事業としての企画展開催や石の民俗資料館の教育普
及活動の充実で利用者数を伸ばせたため、目標値を
上回った。

103.2%

実績H28

人144,517

目標H28

人140,000

人

文化財学習会・体験講座参加者数

　ふるさと探訪について、悪天候の影響や他の大規
模行事との開催日時及び場所が重複したことによ
り、期待した目標値に達しなかった。

95.5%

実績H28

人1,146

目標H28

人1,200

人

実績H28 目標H28

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

71.4%一般重点 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

文化財課

　紫雲山（稲荷山地区）に所在する積石塚について、国指定史跡石清尾山古墳群
への追加指定を目指すため、文化財的価値を把握する調査を実施しており、２８
年度は、稲荷山北端１号墳及び稲荷山１号墳の発掘調査等を実施するとともに、
学識経験者により構成される調査整備会議を設立し、石清尾山古墳群の文化財的
価値を明らかにすることができた。
　また、国指定史跡である鶴尾神社４号墳の保存に必要な調査を実施した。

千円8,978

史跡石清尾山古墳群保存・整備事業

1

創造都市推進局
文化財課

　国の特別史跡讃岐国分寺跡及び史跡讃岐国分尼寺跡は、文化財保護法によって
建築等の現状変更が許可されない地域となっている。このため、本市は史跡内に
土地を所有する住民の財産を補償するものとして、国庫補助を受けて土地買上を
実施しており、２８年度も実施したことにより、公有地化を進めることができ
た。
　また、市民が訪れやすい環境を整えるため、植栽整備を国分寺跡史跡公園にお
いて実施し、文化財の活用に寄与した。千円94,917

（評価対象外）史跡讃岐国分寺・国
分尼寺跡保存整備事業

2

創造都市推進局

100.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

文化財課

　史跡・天然記念物屋島の価値の再確認及び新たな価値を発見するため、史跡・
名勝・天然記念物の各分野において実施しているものである。２８年度は、屋嶋
城跡浦生地区及び北嶺千間堂跡の発掘調査を行い、屋島の文化財的価値の一端を
明らかにすることができた。

千円5,970

史跡天然記念物屋島保存・整備事業

3

創造都市推進局

125.3% 71.4%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　桜御門石垣の積直しが完了するとともに、歴史的建造物である桜御門の復元整
備工事実施設計を作成し、城下町高松の顔・シンボルとしての風格ある景観の創
出に寄与した。
　なお、前年度からの繰越事業である重要文化財建造物の消火設備改修工事につ
いては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２７，２３５，４４０円）

千円82,488

高松城跡等整備事業

4

創造都市推進局
文化財課

　土地開発公社から玉藻公園西側の整備事業用地を取得することにより、史跡高
松城跡と一体となる都市公園を整備し、風格ある都市空間を形成できた。

千円893,111

（評価対象外）玉藻公園整備事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
文化財課

　指定文化財の管理・修理・伝承公開事業に対する補助金の支出、本市が所有す
る史跡地の除草及び施設修繕等、さらに、ふるさと探訪等文化財学習会を開催
し、文化財の保存と活用に寄与した。

千円18,114

（評価対象外）文化財保存活用推進
事業

6

創造都市推進局

120.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

文化財課

　「甦る屋嶋城」のアプリケーションの内容を充実させる機能追加を行うととも
に、埋蔵文化財をテーマにした連載講座を６回にわたって開催したほか、遺跡の
説明板やパンフレットの作成を行い、埋蔵文化財の公開活用を進めることができ
た。

千円2,249

埋蔵文化財公開活用事業

7

創造都市推進局
文化財課

　「日本書紀」に記述のある飛鳥時代に造られた古代山城屋嶋城の遺構を将来に
わたって保存するため、城門及び城壁の保全と周辺整備を平成２７年度に完了さ
せ一般公開を開始したことにより、屋島の魅力が向上した。
　なお、前年度からの繰越事業である整備報告書の刊行については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１，０２７，７９５円）

千円1,028

（評価対象外）古代山城屋嶋城跡城
門遺構整備事業

8

創造都市推進局
文化財課

　市内の史跡及び埋蔵文化財包蔵地の内容確認を実施し、文化財の適切な保存及
び活用を図る上で必要な資料の蓄積を行うことができた。

千円21,414

（評価対象外）文化財調査事業

9

創造都市推進局
文化財課

　玉藻公園に係る管理運営の指定管理者への委託や、披雲閣等の文化財のメンテ
ナンスを行った結果、インバウンド効果等もあって入園者数が前年度比約２万人
増加し約２３万８千人となった。

千円60,401

（評価対象外）玉藻公園管理運営事
業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
文化財課

　埋蔵文化財の整理作業及び展示等の普及啓発を実施するとともに、地域コミュ
ニティ協議会連合会及び創造支援センターの複合施設並びに学校開放及び地域活
動の場を維持する上で、必要な管理業務を実施した。
　また、周知の埋蔵文化財包蔵地の適切な管理を目的に遺跡地図システムの構築
を行い、文化財のデータ化を進めることができた。

千円13,478

（評価対象外）四番丁スクエア等管
理運営事業

11

創造都市推進局
文化財課

　本市の歴史・民俗資料等の収集、調査研究及び保管など適切な管理運営を行
い、歴史・考古・民俗等に関する市民の知識及び教養の向上と市民文化の発展に
寄与した。

千円13,891

（評価対象外）歴史資料館管理運営
事業

12

創造都市推進局

92.1% 157.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　高松の歴史や文化に関わる資料の収集及び保存、収蔵資料の整理調査を行い、
収蔵品情報システムへの登録を進め、ＨＰアクセス数が前年度比で２，５１８回
増加し２９，３８０回となった。
　また、企画展及び収蔵品展４回・ロビー展１０回を開催するとともに、資料館
サポーター等による展示解説を年間を通して２６回開催した。

千円6,961

歴史資料館常設展事業

13

創造都市推進局

105.7% 105.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　サンクリスタル学習の受入れ、企画展での講演会、夏休み子ども歴史講座等の
各講座を開催した。郷土の歴史や文化についての興味を喚起し、知識を深められ
るような教育普及事業を行い、その内、サンクリスタル学習の参加校数が前年度
比で１校増加し３８校、講座の受講者数に関しては前年度比で３３人増加し
８４３人となった。

千円3,993

歴史資料館教育普及活動事業

14

創造都市推進局

103.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　石と人間の関わりの文化を観点に資料の収集・保管・調査を行うとともに、展
示等の情報発信及び体験学習などの教育普及活動を行った。

千円23,670

石の民俗資料館管理運営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

98.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　特別史跡讃岐国分寺跡の歴史的意義等を説明するため、展示等の情報発信及び
講座などの教育普及活動を行った。

千円8,980

讃岐国分寺跡資料館管理運営事業

16

創造都市推進局

108.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　香南地区の有力豪族由佐氏の居城跡という立地を生かして、高松平野南部地域
の資料の収集・保管・調査を行うとともに、展示等の情報発信及び講座などの教
育普及活動を行った。

千円13,284

香南歴史民俗郷土館管理運営事業

17
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 21.2% 15.3% 47.7%

スポーツの振興 21.2% 15.3% 47.7%

平均 86% Ａ

　元気を生み出すスポーツの振興に向けて、１施策に取り組んだ。
　「スポーツの振興」では、設定する３つの成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

　元気を生み出すスポーツの振興を図るため、スポーツ活動の促進や屋島競技場などスポーツ施設の整備を行うほか、市
民スポーツフェスティバルの見直しやスポーツ関係団体間の連携強化に取り組むとともに、地域密着型トップスポーツ
チームの支援や、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に伴う事前合宿の誘致等により、市民が、ス
ポーツを「する、観る、支える（育てる）」ことのできる環境を整えます。

施策名 得点率 総合評価

スポーツの振興 86% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 元気を生み出すスポーツの振興 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
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③
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
元気を生み出すスポーツの振興

スポーツの振興

千円6,059,968 21.2% 47.7%

創造都市推進局

　市民 　スポーツ活動の推進やスポーツ施設の整備を行い、ス
ポーツの振興を図る。

・スポーツ施設等管理運営事業
・屋島陸上競技場再整備事業
・市民スポーツ活動推進事業
・市民スポーツフェスティバル開催事業
・学校体育施設開放事業
・地域密着型トップスポーツチーム支援事業
・南部地域スポーツ施設（仮称）整備事業
・ヨット競技場再整備事業

　市民ニーズが多様化する中、市民ニーズの的確な把握に努めるとともに、スポーツ振興のさらなる推進のため、こ
れまで以上に行政と市民が協働・連携する方策の検討が必要である。

　引き続き、高松市スポーツ推進計画に基づき、スポーツ振興の推進を図る。

トップスポーツチーム試合観戦者数

　香川オリーブガイナーズの試合数減及び一試合平
均観戦者数の大幅減を始め、全体の約６５％を占め
るカマタマーレ讃岐の観戦者数がほぼ前年並であっ
たことから、８７．２％の達成率に留まった。

87.2%

実績H28

人118,455

目標H28

人135,900

人

社会体育施設利用者数

　目標に対する実績値の達成度は８５．３％であっ
た。平成２７年度に比べ、平成２８年度は大規模な
スポーツ大会（全国大会等）が少なかったため、前
年度より利用者数が減少したことなどから、
８５．３％の達成率に留まった。

85.3%

実績H28

人1,861,146

目標H28

人2,181,500

人

トップスポーツ４チームの後援会等会員（高
松市民）数
　新たにＢリーグが開幕し、名称変更した香川ファ
イブアローズ（旧・高松）がＢ２リーグに参戦した
が、後援会員の大幅な増員に繋がらなかったことな
どから、９１．２％の達成率に留まった。

91.2%

実績H28

人980

目標H28

人1,075

人

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

91.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

スポーツ振興課

　本市と地区体育協会が主催するソフトボール等の大会を、各小学校に男女各１
人ずつ委嘱（一部の小学校区を除く。）しているスポーツ推進委員の運営により
実施した。また、本市が共催等をしているサンポート高松トライアスロン大会や
市民早朝野球大会等に係る経費の一部を補助した。

千円47,652

市民スポーツ活動推進事業

1

創造都市推進局
スポーツ振興課

　スポーツ施設の効率的・効果的な管理運営を行った。
　なお、かわなべスポーツセンター温水プール天井等改修工事等については、工
法の検討に日時を要したことにより、工事請負費等を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５７，８６４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である仏生山公園温水プール天井等改修工事等に
ついては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１１９，８９８，２４０円）千円1,031,732

（評価対象外）スポーツ施設等管理
運営事業

2

創造都市推進局

91.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

スポーツ振興課

　生涯スポーツの振興と市民の体力つくりの増進を図ることを目的に、１２競技
種目を小学校区によって競う小学校区対抗競技大会（約３，２００人参加）を始
め、キンボールスポーツ等のニュースポーツやウォークなど、誰もが楽しく参加
することができるトリムの祭典（述べ約６千人参加）を開催した。

千円7,500

市民スポーツフェスティバル開催事
業

3

創造都市推進局

97.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

スポーツ振興課

　市民が気軽に利用できる体力づくりや生涯スポーツの場を提供し、市民スポー
ツの振興に寄与した。

千円18,910

学校体育施設開放事業

4

創造都市推進局

98.4%特別重点 継続Ａ Ａ Ｃ Ａ

スポーツ振興課

　平成２９年４月２３日にリニューアルオープンした屋島競技場に車いす用サー
クルを整備した。また、当該競技場において、２９年度から３年間、中国・四国
パラ陸上競技大会、３０年度に日本パラ陸上競技選手権大会の開催が決定したこ
とに伴い、当該大会に係る審判講習会を実施した。
　なお、屋島競技場の車いす投てき設備の工法等の検討に日時を要したことによ
り、工事請負費を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，３２７，０００円）千円800

障がい者スポーツ推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

100.0%一般重点 継続Ｃ Ａ Ｂ Ａ

スポーツ振興課

　陸上競技だけでなくサッカーやその他スポーツイベントなど多種多様なニーズ
に対応可能な多目的競技場として再整備を行うとともに、地域の人々をはじめと
する市民の健康づくりや憩いの場として広く親しまれる施設として、平成２９年
３月に整備事業を完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１，４９６，５６０，０００円）

千円4,757,596

屋島陸上競技場再整備事業

6

創造都市推進局

82.4%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

スポーツ振興課

　平成２８年７月より、国道からの進入路整備工事に着手し、平成２９年２月に
は、施設全体の造成工事の業者が決定し、地元説明会等を終え、工事に着手し
た。
　なお、全体整備事業については、工法の検討に日時を要したことにより、工事
請負費等を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１５，２２１，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松市南部地域スポーツ施設（仮称）実施
設計修正業務委託については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２，６６６，０００円）

千円83,762

南部地域スポーツ施設（仮称）整備
事業

7

創造都市推進局

100.0%一般重点 継続Ｂ Ｂ Ａ Ａ

スポーツ振興課

　平成２７年１２月から建設工事に着手し、平成２８年度も引き続き建設工事を
行った。
　なお、平成２８年度分の建設工事については、平成２７年度分の建設工事に日
時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、工事請負費
を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５３６，０９３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である建設工事の工事請負費については出来高予
定を達成したため、完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６４，８３０，０００円）

千円85,684

ヨット競技場再整備事業

8

創造都市推進局

87.2% 85.9%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｃ Ｂ

スポーツ振興課

　地域密着型スポーツチームに対する支援として、ホームタウンデーやパブリッ
クビューイングなど、市民に試合観戦・応援の機会を提供することにより、認知
度の向上や市民のスポーツへの関心等に繋げた。

千円26,332

地域密着型トップスポーツチーム支
援事業

9
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 23.8% 17.3% 60.1%

観光客誘致の推進 22.8% 15.3% 56.0%

観光客受入環境の整備 24.8% 19.2% 64.1%

平均 85% Ｂ

　訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興に向けて、２施策に取り組んだ。
　「観光客受入環境の整備」では、設定する２つの成果指標のうち、香川県への再来訪意向割合において香川県が実施す
る再来訪意向調査の調査方法の変更が影響し目標に届かなかったものの、他の指標については目標を達成しており、施策
評価の得点率は８３％となった。
　「観光客誘致の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８５％となり、政策全体として目指す方向に概ね順調に進捗している
と考えられることから、本政策の総合評価は「Ｂ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

観光客誘致の推進 88% Ａ

　訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興を図るため、観光に携わる様々な主体が連携・協力し、魅力あるイベン
トの振興など、観光資源の活用と創出に取り組むとともに、旅行者が安心して快適に、移動、滞在、観光ができる受入環
境を整備します。
　また、本市の観光都市としてのブランドイメージを創出するとともに、国内外への、様々な媒体を活用した効果的・戦
略的な情報発信と、ＭＩＣＥ（マイス）による観光客誘致の推進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

観光客受入環境の整備 83% Ｂ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興 Ｂ

平成２８年度　政策の概要調書

157



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

2000

4000

6000

8000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

20

40

60

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客受入環境の整備

24.8% 64.1%

創造都市推進局、市民政策局

　観光資源及び観光客・ＭＩＣＥに係わるすべての事業
者、市民、行政機関等

　受入態勢を充実させ、訪れる人の満足度が向上し、再
来訪意向の割合が高まる。

　塩江温泉郷観光活性化基本構想を策定した。
　また、高松観光キャッチコピーを公募し、「気持ち高まる、高松。」に決定した。
　屋島山上拠点施設基本構想に基づき、当該施設の基本設計を作成した。

　平成２８年度に策定した高松市観光キャッチコピーと、今後決定するロゴマークを併せて活用し、関係者の機運の
醸成を図るなど、行政、民間、市民が一体となった観光まちづくりの推進体制を構築していく必要がある。

　高松ならではの歴史や文化などの資源に磨きをかけるとともに、新たな観光資源の創出、さらに行政が担うべき
ハード整備の実施や観光客を受け入れる市民等の機運の醸成を図るなど、来訪者に満足感を与えられる受入環境を形
成し、魅力のある観光まちづくりを推進する。

観光関連施設等利用者数

　栗林公園や高松城跡（玉藻公園）などの入場者数
が増加したため、達成できた。

105.5%

実績H28

千人6,895

目標H28

千人6,533.4

千人

香川県への再来訪意向割合

　平成２７年度から再来訪意向調査の選択項目が変
更になったため、目標を達成できなかったが、２７
年度の実績値１７．９％からは大幅に増加してい
る 。

67.5%

実績H28

％34.3

目標H28

％50.8

％

実績H28 目標H28

Ｂ

、市民政策局

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

72.4%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ｂ

政策課

　屋島ドライブウェイ無料化社会実験を実施し、通行台数が、過去３年間の平
均に比べ、約１．４倍になるなど、気軽に訪れる環境づくりとして ドライブ
ウェイ 無料化が有効であることの実証結果を得た。また、多くの市民から早期
実現の声が寄せられる中、本格実施に向け　方針を取りまとめた。

千円44,489

屋島活性化推進事業（政策課分）

1

創造都市推進局
産業振興課

　創造都市推進審議会・懇談会を開催したほか、夏休み親子探検隊チラシの作成
を行い、それぞれ次年度につながる効果を得ることができた。また、創造都市関
係の創造都市政策セミナーの開催都市になるほか、他都市開催のセミナー等に参
加し、国内の創造都市ネットワークとの連携・交流をより深化させることに寄与
した。

千円1,094

（評価対象外）創造都市推進事業

2

創造都市推進局

98.6%特別重点 拡充Ｂ Ｂ Ｃ Ａ

観光交流課

　観光客のニーズや嗜好、競争環境の変化等に対応しながら、塩江温泉郷の活性
化を図り、「オンリーワンの価値を持つ温泉郷」に磨き上げるための指針となる
「塩江温泉郷観光活性化基本構想」を、塩江地域の観光関連事業者、コミュニテ
ィ関係者等からの意見を踏まえ、策定した。

千円2,994

温泉を生かした塩江地域の観光振興
事業

3

創造都市推進局

93.1% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　高松まつり、高松秋のまつり大名行列などの本市の代表的なまつりのほか、合
併地区における地域のまつり・イベントに対し事業補助を行い、魅力ある観光イ
ベントの振興・活性化のため、観光客の誘致推進に取り組んだ。
　　
　イベント補助件数　　１６件

千円122,254

観光イベント振興事業

4

創造都市推進局

105.5% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　地域の伝統芸能やイベントの育成振興、またイベントの主催者になり得る観光
協会等の団体育成のため、地域の活性化を支援した。
　　
　補助を行った観光協会等　　１５団体

千円2,490

観光団体育成事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

85.7% 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　高松を訪れる観光客等を対象に、市内の歴史・文化・自然及び特産品等の正
しい知識を紹介し、観光客の満足度アップを図るため、本市の観光地を案内・  
　　する観光ボランティアガイドの育成を行った結果、昨年度よりもガイド件
数は増加した。
　平成２８年度観光ボランティアガイド件数　２，４２９件

千円570

観光ボランティアガイド育成事業

6

創造都市推進局

97.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　高松観光まちづくりネットワーク推進委員会と連携し、観光関連事業者や市民
にとって、共通の考動指針となるキャッチコピーの作成やキャッチコピーの趣旨
を共有するために講演会を開催した。

千円443

観光連携プラットフォーム推進事業

7

創造都市推進局

72.4% 97.6%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｃ Ｂ

観光交流課

　源平屋島地域運営協議会と連携し、光とあかりのファンタジー関連事業等を実
施したほか、山上への唯一の公共交通手段であるシャトルバスの運行補助を実
施した　　、山上の入込客数は、前年を　回った。

千円13,289

源平屋島地域観光振興事業

8

創造都市推進局

113.8%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　高松城跡（玉藻公園）の魅力増進を図るため、夜間無料開放ライトアップやナ
イト観光イベント事業、バーチャル高松城事業、和船乗船体験、鉄砲隊事業など
の事業を展開した。
　入園者は目標数値を超え、徐々に増加している。
　なお、前年度からの繰越事業である夜間ライトアップ事業及びナイト観光イベ
ント事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：９，７７１，７４６円）千円17,347

高松城跡（玉藻公園）を活かした観
光振興事業

9

創造都市推進局

72.4%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

観光交流課

　芝生公園・多目的広場の維持・管理を継続することで、市民に憩いの場を提供
したほか、屋島の自然を始め、文化財等の各分野にわたる特性や価値に関する
情報等を屋島ナビより発信し、アクセス数は、前年比約１．９倍とな　、入込
客数は前年を　回った。
　なお、前年度からの繰越事業である屋島山上拠点施設基本設計業務について完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２０，０００，０００円）千円34,944

屋島活性化推進事業（観光交流課
分 ）

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
観光交流課

　平成２０年度から「たかまつ食と文化のフェスタ」としてサンポート高松を会
場に開催され、サンポート高松のにぎわいづくりに貢献している。平成２８年度
は、高松の食を気軽に体験してもらえるよう「高松あじのみ物語２０１６」のパ
ンフレット製作を行った。

　パンフレット配布部数（本市分）
　・夏　　　６００部
　・秋　１，２００部千円1,000

（評価対象外）高松食と文化のフェ
スタ等事業

11

創造都市推進局

93.5% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　男木島灯台資料館の管理運営を地元の男木島観光協会に委託し、観光客からの
施設観覧の要望に応じて、開館し案内を行っている。瀬戸内国際芸術祭をきっか
けに、男木島の認知度は高まっており、施設利用者数は増加している。

　施設利用者数　　９，３５３人

千円2,640

男木島灯台資料館管理運営事業

12

創造都市推進局
観光交流課

　映画のロケーション地としての観光資源を生かすこと等によって観光の振興を
図り、観光客と市民に憩いと交流の場を提供するために設置された純愛の聖地庵
治・観光交流館については、特定非営利活動法人はじめの一歩を指定管理者とし
て管理運営を行った。
　
　利用者数：１９，２９７人

千円5,447

（評価対象外）純愛の聖地庵治・観
光交流館管理運営事業

13

創造都市推進局
観光交流課

　瀬戸内海を望むロケーションで自動車を利用したキャンプができる太鼓の鼻
オートキャンプ場については、ハウス美装工業（株）を指定管理者として管理運
営を行った。海水浴シーズンである夏季にはキャンセル待ちとなるなど、好評を
博している。
　
　施設利用者：４，５２８人

千円1,607

（評価対象外）太鼓の鼻オートキャ
ンプ場等管理運営事業

14

創造都市推進局
観光交流課

　女木島のフェリー発着所に鬼に関する資料の展示場とフェリーの待合所を兼ね
た施設として整備した鬼ヶ島おにの館については、地元の特定非営利活動法人瀬
戸内・女木アイランド振興会を指定管理者として管理運営を行った。

　来館者数　　１０９，６６１人

千円11,894

（評価対象外）鬼ヶ島おにの館管理
運営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局
観光交流課

　道の駅「香南楽湯」の物販・レストラン・公衆浴場部分について、（株）創裕
を指定管理者として管理運営を行った。
　また、同社に委託し、県整備部分（駐車場・手洗い）についても清掃等管理を
行った。

　利用者数　　　　　　　　　人
千円13,894

（評価対象外）香南楽湯管理運営事
業

16

創造都市推進局
観光交流課

　道の駅源平の里むれの物販・レストラン及び産直部分を（株）四国にぎわい
ネットワークを指定管理者として運営を行った。
　また、同社に委託して国整備部分（駐車場・手洗い・情報提供施設）について
も清掃等管理を行った。
　
　利用者数　　３０８，６８７人

千円1,543

（評価対象外）道の駅源平の里むれ
管理運営事業

17

創造都市推進局
観光交流課

　浴場施設（行基の湯）・宿泊施設（自然休養村センター）・道の駅（物産施
設）の３施設からなる　　湯愛の郷センターについては、塩江温泉旅館飲食協
同組合を指定管理者として管理運営を行った。
　なお、行基の湯に係る改修検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額　２，５４９，０００円）

施設利用者数
　行基の湯　　　　　　４４，９３３人
　道の駅　　　　　　１４０，６１０人
　自然休養村センター　　　　７８４人

千円12,388

（評価対象外）塩江湯愛の郷センタ
ー管理運営事業

18

創造都市推進局
観光交流課

　温泉資源を利用した浴場・旅館業施設である奥の湯温泉と豊かな自然と触れ合
うことのできるレクリエーションの場を提供する塩江奥の湯公園について、
（株）四国にぎわいネットワークを指定管理者として管理運営を行うことで、市
民を始め、高松を訪れる観光客に保養及び憩いの場を提供した。

　年間利用者数　　３４，２１２人
（入浴：３１，５８２人　宿泊：２，６３０人）千円30,289

（評価対象外）奥の湯温泉等管理運
営事業

19

創造都市推進局
観光交流課

　塩江町上西地区にある奥の湯温泉１号井から塩江地区まで約７キロを給水管を
配管して公共施設のほか地域の旅館・ホテルに温泉水を送水した。
　送水箇所　　９箇所
　使用量　　　９，１４６トン

千円3,087

（評価対象外）温泉水給水事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

99.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　高松市塩江町を訪れる観光客に、観光情報やその他旅行に関する情報提供を行
い、観光客に利便の増進と、満足度の向上に寄与した。
　塩江インフォメーションセンター　　５，９５８件

千円9,697

観光案内所管理運営事業

21
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客誘致の推進

千円325,129 22.8% 56.0%

創造都市推進局、市民政策局

　国内外の観光旅行及びＭＩＣＥを予定している人 　本市への観光客及び交流人口が増加する。

　観光情報発信の強化を図るため、市内５か所に設置した、デジタルサイネージ及びサンポート高松地区エリアや高
松中央商店街等において整備した公衆無線ＬＡＮの運用を行うなど観光情報発信を行った。また、高松市ＭＩＣＥ振
興戦略を策定した。

　香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会の発足など、大規模ＭＩＣＥや政府系ＭＩＣＥの誘致体制の強化が図られている。
また、外国人観光客の誘致は大きな成果を収めているが、一過性のものとならないよう、国内からの誘客も含め、効
果的な観光情報発信の方法等について検討し、集客に努める必要がある。

　    ２８年度に策定した高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき　　　高松観光コンベンション・ビューローや香川県Ｍ
ＩＣＥ誘致推進協議会等と連携しながら、各種事業を実施し、高松らしいＭＩＣＥ振興を図る。また、新しい高松
の魅力を発信する観光宣伝活動を充実させるほか、周辺地域と連携した観光客等誘致政策の拡充に努める。

まつり・イベント入込客数

　目標に届いていないが、今後、補助金交付団体が
開催するイベントへの参加人数が増加をするよう支
援啓発に取り組む。

90.8%

実績H28

千人922

目標H28

千人1,015

千人

コンベンション数

　目標に届いていないため、今後、コンべンション
誘致を強化し、コンベンション開催件数を増加させ
られるよう取り組む。

89.2%

実績H28

件214

目標H28

件240

件

実績H28 目標H28

Ａ

、市民政策局

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

132.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ｃ Ａ

観光交流課

　香川県と連携し、高松と台北、上海、ソウル、香港、成田を結ぶ航路利用によ
る観光客誘致を目的とした、「ビジット香川誘客重点促進事業」を実施するた
め、公益社団法人香川県観光協会に対し、補助を行った。
　また、本市の観光振興及びコンベンション振興を目的とし、（公財）高松観光
コンベンション・ビューローが行う海外からの誘客事業に対し補助を行った。　
その結果、平成２８年の香川県の外国人延べ宿泊者数は　　　　　　　人泊とな
り、前年比＋　　　　％となった。千円142,945

海外誘客促進事業

1

創造都市推進局

98.5% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　本市が設置する観光案内板等について、観光客の利便性向上を図るため、順次
修繕を行った。

　整備件数　　６件

千円607

観光案内板整備等事業

2

創造都市推進局

105.5% 継続Ｂ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　本市の観光振興に資するため、総合観光パンフレット等を最新の情報に更新す
るとともに、増刷した。

千円6,759

観光客誘致宣伝事業

3

創造都市推進局

132.8% 132.9%特別重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　本市の魅力を海外版インターネット広告「アート・シティ高松」（英語版、簡
体字版、繁体字版、韓国語版）にて発信する中で、新規モデルコースの追加等を
行ったところ、昨年度と比較してページビュー数が５１．１％増加した。また、
平成２８年度から市内５か所にデジタルサイネージを設置し、観光情報を発信
したほか、サンポート高松地区エリアや高松中央商店街等において、平成２８
年３月から導入している公衆無線ＬＡＮの運用を引き続き行っている。
　なお、前年度からの繰越事業である食文化を活かした観光振興事業、手ぶら観
光サービス事業、外国人観光客受入環境整備事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４，９７８，５４７円）

千円29,555

観光情報発信・受入態勢整備推進事
業

4

創造都市推進局

68.9% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

観光交流課

　本市の広域的な観光振興を図るため、近隣他都市等の関係機関と組織している
協議会等へ負担金を拠出し、連携・共同して観光ＰＲなどを行った。

　共同組織（９組織）
　・備讃瀬戸観光協議会・四国四市観光誘致促進協議会
　・わがかがわ観光推進協議会・日本観光振興協会　　
　・全国市長会・温泉所在都市協議会・東備讃瀬戸観光懇談会
　・中四国・瀬戸内クルージングサミット
　・高松ツーリズムＥＸＰＯ実行委員会
　・香川ウォーターフロントフェスティバル実行委員会

千円10,492

共同観光宣伝事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

105.5%特別重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　昨年度に引き続き航空会社と連携事業に取り組むとともに、高速道路のサービ
スエリアにパンフレットを設置した結果、市内の主要観光地の入込客数は増加し
た。

千円15,469

国内誘客促進事業

6

創造都市推進局
観光交流課

　法人及び団体が実施する事業活動で、高松市を中心とした広域連携中枢都市圏
の知名度アップなど、観光客集客に資する取組に対して公開プレゼンテーション
を経て認定し、補助を行った。
　
　実施５事業（応募３８事業）
　・日仏共同創作公演　空中パフォーマンス「ＹＡ！」
　・ことでんマルチリンガルガイドブック作成
　・福利厚生マーケットを活用した高松市地域振興プロモーション
　・「大塚寧々　オトナ旅時間　～琉球と瀬戸内海を巡る～」
　・たかまつｄｉａｒｙ　～瀬戸内の日常を毎日日記として３カ国語で発信しま
す～

千円4,825

（評価対象外）高松観光プロモーシ
ョン事業

7

市民政策局

89.2%特別重点 完了Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　本市の最大の特長であるシーフロント等の積極的活用を位置付けるとともに、
新たに「高松Ｔゾーン」構想を掲げるなど、本市ならではのＭＩＣＥ振興を図る
こととした、高松市ＭＩＣＥ推進戦略を策定した。

千円7,163

ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）策定事業

8

創造都市推進局

103.3% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　本市の外郭団体である（公財）高松観光コンベンション・ビューローに対し、
年間の運営補助及び全国大会の開催補助を行っている。当財団に対し補助を行う
ことで、高松シンボルタワーの来場者数が増加し、サンポート高松のにぎわいづ
くりに貢献している。

　全国大会等開催実績（平成２８年度）　　
　大会開催件数　　　　　　　２１４件
　大会参加者数　　　　７６，２８８人千円107,014

観光コンベンション振興推進事業

9

創造都市推進局

93.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　国際観光振興機構の賛助会員となり、当機構のウェブサイトを通じて高松の魅
力を海外に発信する等の観光誘致宣伝事業を実施した結果、香川・高松ツーリス
トインフォメーションセンターの外国人利用者が増加した。

千円300

国際観光都市推進事業

10
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 15.4% 15.8% 49.2%

移住・交流の促進 13.9% 21.0% 58.0%

国際・国内交流の推進 16.9% 10.6% 40.4%

平均 87% Ａ

　国際・国内交流の推進と定住の促進に向けて、２施策に取り組んだ。
　「国際・国内交流の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　「移住・交流の促進」では、設定する２つの成果指標のうち、高松市移住ナビ（ホームページ）閲覧件数において目標
に届かなかったものの、年間社会増については概ね目標を達成しており、施策評価の得点率は７８％となった。なお、高
松市移住ナビは開設後相当の年数を経過していることもあり改修を予定している。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８７％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

移住・交流の促進 78% Ｂ

　国際・国内交流の推進と定住の促進を図るため、海外の姉妹・友好都市等との親善交流や民間団体への助成を通して、
国際交流の推進を図るとともに、地域に暮らす全ての人々が文化や習慣の違いを認めながら、共に生活していく多文化共
生のまちづくりを進めます。
　また、国内の各都市との交流を推進することにより、交流人口の増加や地域の活性化に努めます。
　また、移住フェアでの情報発信や地域おこし協力隊の受入など、移住・交流の促進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

国際・国内交流の推進 96% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 国際・国内交流の推進と定住の促進 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
国際・国内交流の推進と定住の促進

国際・国内交流の推進

千円23,837 16.9% 40.4%

創造都市推進局

　市民 　海外の姉妹・友好都市や国内の提携都市等との多彩な
交流活動を推進し、国内外の様々な地域との相互理解を
深める。

　国際交流については、姉妹・友好都市等との交流活動を推進し、市民の国際感覚の醸成を図るとともに、（公財）
高松市国際交流協会の運営に対する助成を行うことにより、市民レベルでの交流活動を促進した。
　また、英語、フランス語、中国語に専門性を有する職員３人を配置し翻訳業務を行うほか、在住外国人への情報提
供や市役所を訪れる外国人に対して通訳支援を行った。
　国内交流については、都市提携をしている国内の各都市と交流を深めることにより、交流人口の増加や地域の活性
化に努めた。

　海外の姉妹・友好都市等との交流事業を行い、市民の国際感覚の涵養が図られた。
　また、国内交流では、下野市などの提携都市との交流を推進した。
　今後は、より多くの市民が交流事業に参加できるよう努めていく。

　国際交流については、姉妹・友好都市等との交流を推進することにより、市民が異なる文化や習慣を理解し、尊重
し合える国際感覚の醸成を図る。
　国内交流については、提携都市との交流事業を推進することにより、人が行きかう、活力あるまちづくりを進め
る。

姉妹・友好都市等との交流事業参加者数

　高松市国際交流協会や民間団体と協力して、姉妹
・友好都市等との交流事業参加者数を増やすことが
できた。

100.6%

実績H28

人322

目標H28

人320

人

国内の提携都市との交流事業参加者数

　国内の提携都市との交流を図り、交流事業参加者
数を増やすことができた。

96.6%

実績H28

人309

目標H28

人320

人

実績H28 目標H28

Ａ

創造都市推進局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

創造都市推進局

107.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　国際交流事業を効果的かつ積極的に推進するため、（公財）高松市国際交流協
会の運営に対して助成を行った。
　また、姉妹・友好都市から英語教師の招へいや親善研修生の相互派遣等を行う
ほか、トゥール市で開催された第５回日仏自治体交流会議に出席するなど、姉妹
・友好都市との親善交流を推進した。

千円12,359

国際交流推進事業

1

創造都市推進局

104.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　英語、フランス語、中国語に専門性を有する職員３人を配置し、翻訳業務を行
うほか、在住外国人への情報提供や市役所を訪れる外国人に対して通訳支援を行
った。

千円9,070

多文化共生推進事業

2

創造都市推進局

100.0% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　姉妹城都市等において開催される観光と物産展等に参加し、本市の観光及び特
産品のＰＲに努めた。
　６月４日・５日　金沢市観光と物産展（金沢市）
　１０月２２日・２３日　由利本荘市観光と物産展（由利本荘市）
　１１月３日～６日　姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展（彦根市）
　１０月２２日・２３日　石川県×香川県合同観光ＰＲキャンペーン（大阪市）

　また、源平合戦にゆかりのある都市が参加する、義経・与一・弁慶・静合同サ
ミット（４月１０日、神奈川県鎌倉市開催）に参加した。

千円1,066

姉妹城都市等観光交流事業

3

創造都市推進局
観光交流課

　平成１９年度から、帯広市と「愛と幸福の都市交流」と銘打った都市交流を継
続しており、高松冬のまつりへの表敬訪問や、物産展等を開催している。平成
２８年度は、この交流の一環として、「第５４回帯広氷まつり」に本市ＰＲブー
スを出展し、特産品振興・観光振興の両面から、本市のＰＲを行った。

　平成２９年２月３日～５日　第５４回帯広氷まつり出展（帯広市）
　配布パンフレット部数：７８０部
　物販総売上高：１３７，７０５円千円842

（評価対象外）高松市・帯広市　愛
と幸福の観光都市交流事業

4

創造都市推進局

110.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　貴重な文化遺産と異なる自然環境を持つ、高松市国分寺地域と栃木県下野市と
の交流事業を行う団体に対し、事業補助金を交付することにより、多彩な地域間
交流を支援した。

千円500

国内交流推進事業

5
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平成２８年
平成２８年度

H28

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち
国際・国内交流の推進と定住の促進

移住・交流の促進

千円17,677 13.9% 58.0%

市民政策局

　市外に居住しており、地方への移住を考えている人 　大都市圏に居住している現役世代層を中心に、本市へ
の移住者を増加させることにより、たかまつ創生総合戦
略に掲げる数値目標の一つである「平成３１年に１年間
の社会増を１，０００人」の実現を目指す。

　平成２８年度は、香川県移住・定住　　協議会への参画などの従来の取組に加え、新たに移住促進家賃等補助制
度を創設したほか、今後の移住・定住促進方策についての調査研究を行った。
　また、２７年度から設置している、地域おこし協力隊については、２８年１２月から、男木担当の１名が加わり、
従来の塩江、女木と合わせて、計３名体制で活動を行った。

　本市の平成２８年人口動態では、自然減が社会増を上回ったことにより人口減となっていることから、大都市圏居
住者等に効果のあるプロモーション等を強化する必要がある。
　また、地域おこし協力隊については、早急に欠員を解消し、計画している、本庁、男木、女木担当各１名、塩江担
当２名の、計５名体制とする必要がある。

　本市における人口減少を抑制する戦略の一環として、たかまつ移住応援隊の移住リーダーを中心とした移住者の受
入体制の強化や効果的なプロモーションの実施など、各種の方策を展開することにより、更なる社会増の実現を目指
す。

高松市移住ナビ（ホームページ）閲覧件数

　平成２８年度の高松市移住ナビ閲覧件数は目標値
の約７５％に留まった。
　同ナビについては、２４年度の開設以後、相当の
年数を経過していることから、今後、アクセスする
側にとって便利で、より移住後の生活をイメージし
やすいサイトとなるよう、改修を行う必要がある。

74.9%

実績H28

件7,491

目標H28

件10,000

件

年間社会増

　本市人口の社会動態としては社会増であるもの
の、目標値を１１０人下回っており、その内訳と
して、県内からの転入が多い実態がある。
　今後、大都市圏居住者等を対象とした効果的なプ
ロモーション方策を行うことなどにより、県外から
の割合を高めていく必要がある。

84.3%

実績H28

人590

目標H28

人700

人

実績H28 目標H28

Ｂ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

86.0% 44.0%特別重点 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

政策課

　香川県及び県内他市町等とともに構成する香川県移住・定住推進協議会に参画
し、先進地の取組事例等の情報収集や大都市圏での情報発信などに取り組んだほ
か、新たに移住促進家賃等補助制度を創設した。
　また、たかまつ創生総合戦略に掲げる「平成３１年に１年間の社会増を
１，０００人」の目標達成に向けて、今後の移住・定住促進方策についての調査
研究を行った。

【移住促進家賃等補助制度の利用実績】
　補助交付決定件数　２２件

千円10,176

移住・交流促進事業

1

市民政策局

60.0%特別重点 改善継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

地域振興課

　本市の中でも、特に人口減少により地域力が低下している、山間部や島しょ部
における地域の活性化に資するため、平成２７年度から「地域おこし協力隊」を
配置している。
　２８年度は、前年度から活動を継続している塩江担当、女木担当の隊員に加
え、２８年１２月からは男木担当の１名が加わり、３名体制で、イベント企画
面画・運営や休耕田対策などの地域協力活動を行った。

千円7,501

地域おこし協力隊活動事業

2
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(４) 安全で安心して暮らし続けられるまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

消費者の権利保護と自立促進 17.9% 8.1% 45.3%

平均 26.3% 16.6% 70.5%

防犯体制の整備 21.9% 23.4% 77.9%

生活衛生の向上 25.5% 10.5% 60.9%

防災・減災対策の充実 26.6% 16.7% 79.2%

交通安全対策の充実 19.6% 34.3% 82.4%

消防・救急の充実強化 46.0% 6.3% 77.2%

消費者の権利保護と自立促進 96% Ａ

平均 82% Ｂ

　安全で安心して暮らせる社会環境の形成に向けて、６施策に取り組んだ。
　「消防・救急の充実強化」では、設定する２つの成果指標のうち、出火率において目標を達成したものの、救命率につ
いては傷病者の容態等さまざまな要因が影響することもあり、目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は５８％と
なった。
　「防災・減災対策の充実」、「交通安全対策の充実」及び「防犯体制の充実」の３施策では、設定する４つの成果指標
について目標を達成又は概ね達成した。
　「生活衛生の向上」では、設定する２つの成果指標のうち、犬・猫の殺処分率において目標を達成したものの、食品衛
生等違反指導率については食品表示法に基づく食品表示基準等の見直しへの対応が十分にできていない事業者が増加した
ことなどにより目標に届かなかったことから、施策の得点率は５０％となった。
　「消費者の権利保護と自立促進」では、設定する成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８２％となり、政策全体として目指す方向に順調に概ね進捗している
と考えられることから、本政策の総合評価は「Ｂ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

防犯体制の整備 100% Ａ

生活衛生の向上 50% Ｄ

防災・減災対策の充実 100% Ａ

交通安全対策の充実 93% Ａ

　安全で安心して暮らせる社会環境の形成を図るため、防災体制の整備・充実により、南海トラフ地震を始めとする各種
災害への対応能力の向上を図るとともに、災害・緊急時において、迅速かつ的確に対応できる消防・救急の充実強化や防
災・減災対策の充実に努めます。
　また、交通事故のない社会を目指し、市民及び警察等関係機関と連携した取組など、交通安全対策の充実を図ります。
　また、防犯体制の整備や食品・環境衛生対策など生活衛生の向上、消費者の権利保護と自立促進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

消防・救急の充実強化 58% Ｃ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 安全で安心して暮らせる社会環境の形成 Ｂ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消防・救急の充実強化

千円1,605,015 46.0% 77.2%

消防局

　市民 　生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水
火災又は地震等の災害を防除し、これらの災害による被
害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に
行う。

　「消防体制の整備」においては、計画的な消防施設の整備を行い、総合的な消防力の充実強化を図るため、消防署
所等適正配置計画に基づき、北消防署朝日分署を移転整備した。
　また、老朽化した消防車輌を計画的に更新したほか、東部分団、木太分団第１部、川岡分団消防屯所の整備工事等
を計画的に行った。
　さらに、高度化・複雑化する各種災害に対し、迅速かつ的確に対処できる体制を構築するため、消防指令システム
端末装置更新に着手するなど、消防体制を充実・強化させた。

　消防署所等適正配置計画に基づき、消防署所の適正配置・耐震化に取り組むほか、高機能消防指令システム等の整
備事業を推進するなど、総合的な消防力の充実強化を図りながら、更なるコスト縮減に努める。

　大規模災害や人口減少社会に対応できるよう引き続き、効果的な消防体制の構築に努める。

出火率

　住宅用火災警報器の設置率は高松市消防局管内で
８０％と年々増加傾向にあり、さらに火災予防広報
の実施によって一般家庭の火気取扱いに係る意識向
上につながったため、出火率が減少した。

132.4%

実績H28

％2.5

目標H28

％3.7

％

救命率

　応急手当普及啓発活動を通じバイスタンダー（救
急現場に居合せた人）の救命処置向上に努めている
が、傷病者の容体等さまざまな要因があり救命率の
向上に繋がっていない。

16.7%

実績H28

％1

目標H28

％6

％

実績H28 目標H28

Ｃ

消防局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

消防局

94.7%一般重点 縮小Ａ Ｂ Ｂ Ａ

消防局情報指令課

　高度化・複雑化する各種災害に対し、迅速かつ的確に対処できる体制を構築す
るため、消防指令システム端末装置更新に着手した。
　また、消防救急無線のデジタル化が完了したことから、アナログ無線機器の撤
去を行った。
　なお、消防指令システム端末装置更新については、設計内容の検討に日時を要
したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年
度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１３１，３１５，０００円）千円116,409

消防緊急情報システム整備事業

1

消防局
消防局総務課

　消防署所の電気、ガス、水道料、電話料等をはじめ、電気工作物等保守点検　
費、ごみ収集、庁舎等清掃費、庁舎修繕等の経費を支出し、消防力を維持した。

千円130,631

（評価対象外）消防署所管理事業

2

消防局
消防局総務課

　消防事務を円滑に実施するため、非常勤嘱託雇用の報酬等をはじめ、職員の福
利厚生や被服費、事務に関する経費を支出するとともに、消防施設整備のための
消防施設整備基金の利子を積み立て、消防力を維持した。

千円75,281

（評価対象外）消防事務管理事業

3

消防局
消防局総務課

　三木・綾川町の消防業務を受託するため、人件費を除いた消防活動に必要な各
種経費を支出し、広域的な消防行政を推進した。

千円32,865

（評価対象外）消防業務受託事業

4

消防局
消防局総務課

　常備消防車両７３台と非常備消防車両１０８台の燃料費、保険料、修繕等を行
うとともに、老朽化した消防車両を計画的に更新整備し、消防体制を充実強化し
た。
　なお、契約の締結に不測の日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、消防ポンプ自動車購入費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４４，１５８，０００円）

千円251,323

（評価対象外）消防車輌整備事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

消防局
消防局総務課

　市内９７箇所の消防屯所における、建物の老朽度、狭あい度などを総合的に勘
案し、計画的に屯所を整備するため、東部分団消防屯所建設工事を行ったほか、
木太分団第１部消防屯所の用地購入、川岡分団消防屯所の基本設計業務を行い、
消防力を充実させた。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１９，６３６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である古高松分団第２部消防屯所増築工事等につ
いては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５，６８５，３６０円）

千円21,713

（評価対象外）消防屯所整備事業

6

消防局
消防局総務課

　市内９７箇所の消防屯所の光熱水費、土地賃借料及び施設修繕料など、維持管
理に必要な経費を支出し、消防力を維持向上させた。

千円7,106

（評価対象外）消防屯所管理事業

7

消防局
消防局総務課

　消防水利の基準に基づき、消火活動に必要な消火栓６３個を整備し、消防力を
向上させた。

千円16,517

（評価対象外）消防水利整備事業

8

消防局
消防局総務課

　高度化・複雑化する災害活動に、適切に対応できる消防職員を育成するため、
消防大学校及び消防学校に職員を派遣するとともに、救急救命士を養成するため
の研修に派遣するなど、職員の資質を向上させた。

千円17,318

（評価対象外）消防職員研修事業

9

消防局
消防局総務課

　火災予防・消火防災・救急救助における、災害現場活動に必要な資機材の購入
及び修繕などの経費や、各種訓練に必要な費用を支出し、消防力を維持向上させ
た。

千円51,560

（評価対象外）消防活動事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

消防局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

消防局総務課

　「消防署所等適正配置計画」に基づき、北消防署朝日分署の移転整備を行い、
計画的に消防署所の適正配置事業を推進することにより、消防力を充実強化し、
安全で安心できる生活環境を整備した。
　なお、北消防署朝日分署整備事業については、建設工事に日時を要したことに
より、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越
した。
（繰越明許費繰越額：５，０２５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である北消防署朝日分署建設工事等については完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：９０，６３６，６４０円）

千円622,065

消防署所適正配置整備事業

11

消防局
消防局総務課

　消防団活動に必要な報酬及び旅費をはじめ、退職・災害補償及び福祉共済に関
する経費や、団員の研修、表彰、被服費等を支出することにより、地域防災力を
維持した。

千円228,770

（評価対象外）消防団活動推進事業

12

消防局
消防局総務課

　女木・男木・大島などの本市島しょ部における、迅速な救急搬送体制を構築す
るため、救急艇を運航する船長等の報酬をはじめ、燃料、修繕費及び保険料など
を支出し、消防力を向上させた。

千円33,457

（評価対象外）救急艇等管理事業

13
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防災・減災対策の充実

千円2,372,035 26.6% 79.2%

総務局、財政局、都市整備局、教育局、消防局

　市民等 市民等の防災意識を高めるとともに、地域及び国・県
等防災関係機関と連携し、防災・減災対策の充実を図る。

　災害発生時における本市の拠点施設とするため、常設の災害対策本部機能を備えた高松市防災合同庁舎（危機管理
センター）の整備に向け、工事を着実に進めるとともに、高機能消防指令システム等の関連システム整備に取り組ん
だ。また、災害情報や避難に関する情報などを発信するため、防災ラジオの普及促進に努めた。
　避難所機能を維持するため、避難所となっている学校施設の非構造部分の耐震化を行うほか、公共施設や耐震診断
を義務化された建築物などの耐震化に取り組んだ。
　防災訓練で使用する非常食品を助成するなどして、各地域における訓練の実施を推進したことにより、訓練の実施
率が向上した。

【総務局】災害時の緊急放送体制の整備【財政局】高松市防災合同庁舎（危機管理センター）の早期整備【都市整備
局】大雨の発生頻度が高まっており、県と連携した急傾斜地崩壊防止事業を推進する必要がある。また、住宅・建築
物の補助制度を活用した耐震化を促進する必要がある。【消防局】全ての地域で防災訓練の実施を目指すとともに避
難所運営などの実効性のある訓練の実施促進【教育局】中学校の全面改築が完了し、小・中・高松第一高等学校の耐
震化は終了した。今後は、非構造部材の耐震化について適切に対応していきたい。

　安全で安心して暮らせる環境整備のため、着実に各事業を継続し実施する。

地域における防災訓練の実施率

　防災訓練で使用する非常食品を助成するなどし
て、地域における訓練の実施を推進したところ、訓
練の実施率が向上した。

146.2%

実績H28

％95

目標H28

％65

％

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

、財政局、都市整備局、教育局、消防局

総務局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

財政局

88.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

危機管理センター整備室

　常設の災害対策本部機能を有する「高松市防災合同庁舎（危機管理センター）
」を整備するため、引き続き施設の建設工事を実施するとともに、高機能消防指
令システム等の関連システム整備に取り組んだ。
　なお、建設工事に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能
となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９９３，７３６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である施設建設工事（平成２７年度分）について
は完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６０，２７０，０００円）

千円1,229,219

危機管理センター（仮称）等整備事
業

1

総務局

100.0%一般重点 完了Ａ Ｂ Ａ Ａ

危機管理課

　老朽化した移動系防災行政無線の更新に当たり、ＭＣＡ無線通信システムを導
入した。

千円11,740

ＭＣＡ移動系無線・衛星携帯電話整
備事業

2

総務局

111.9%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

危機管理課

　市民に災害情報等を迅速に伝達し、被害の軽減を図るため、旧高松市及び旧合
併町のアナログ式同報系防災行政無線を市内全域、一波に統一した。さらにデ
ジタル式に更新するとともに、屋外拡声子局を拡充し整備している。また、平成
２６年度から、防災ラジオを導入し、有償による市民への普及を始めた。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３７，８４０，０００円）千円126,358

デジタル式同報系防災行政無線整備
事業

3

総務局
危機管理課

　同報系デジタル式防災行政無線及び旧合併町のアナログ式防災行政無線の保守
点検を実施した。

千円22,305

（評価対象外）防災行政無線事業

4

都市整備局

94.6% 104.8%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

建築指導課

　住宅・建築物の耐震化を促進し、地震時の建物の倒壊等によって発生する人
的、経済的被害を軽減するため、住宅のほか、緊急輸送道路沿いや耐震診断が義
務化された民間建築物に対し、耐震診断、耐震改修等に要する費用の一部を助成
した。
　なお、民間主体の事業の遅れにより、年度内の完了が不可能となった事業の一
部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７２，９１８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である民間建築物の耐震診断、耐震改修等の事業
については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１５４，９８９，０００円）

千円220,310

住宅建築物耐震改修等事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　鉄道事業者が実施する緊急輸送路と交差する鉄道施設の耐震補強及び老朽化施
設の長寿命化事業に要する費用の一部を助成したことにより、今後発生が予測さ
れる大規模地震や劣化による鉄道施設の被害の軽減に寄与した。
・耐震補強　　栗林第２架道橋（柱耐震補強）
　　　　　　　仏生山架道橋　（落橋防止）
・長寿命化　　栗林高架　　（高欄改良Ｌ＝３０４．７ｍ）
　　　　　　　仏生山架道橋（塗装替）千円28,648

鉄道施設安全対策事業

6

都市整備局

102.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

河港課

　香川県急傾斜地崩壊防止対策事業県費補助要綱に基づく採択基準に合致した市
内１箇所において、急傾斜地崩壊による災害から市民の生命を守るため、崩壊防
止対策工事を実施した。また、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律に
基づき、香川県が施行する急傾斜地崩壊防止対策事業に対し、費用の一部を負担
した。
　なお、香川県が施行する急傾斜地崩壊防止対策事業については、事業主体であ
る香川県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，２７０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１０，４８１，３０８円）

千円32,887

急傾斜地崩壊防止事業

7

教育局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　児童・生徒の安全を確保するため、屋内運動場や柔剣道場の天井などの非構造
部材の耐震化を行った。
　なお、改修方法の検討に時間を要したことなどにより、小・中学校施設耐震化
事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３５４，７９０，０００円）
　また、前年度から繰り越した小・中学校施設耐震化事業分については完了し
た。
（平成２７年度繰越明許事業費：６５１，１５８，７７２円）千円653,748

小・中学校施設天井等落下防止対策
事業

8

都市整備局
河港課

　水防法に基づき市域内の水防責任を十分に果たすため、水防本部を設置し、水
災害の軽減を図るため水防活動を推進したほか、水防用資機材の購入整備及び管
理水防倉庫の修繕を実施し、安全で安心して暮らせる環境整備に寄与した。

千円27,514

（評価対象外）水防対策事業

9

消防局

138.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

消防局予防課

　自主防災組織が主導で実施する防災訓練に非常食品を助成することにより、防
災訓練の実施促進に寄与した。

千円4,202

自主防災組織等育成事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局
危機管理課

　高松市国民保護計画について、修正等の必要が生じた場合には、高松市国民保
護協議会を開催するとともに、その内容を広く市民へ周知するため、広報たかま
つ及び市ホームページなどで掲載する。

（評価対象外）国民保護推進事業

11

総務局

54.0% 改善継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

危機管理課

　高松市地域防災計画の震災対策編に基づき、震災対策活動の習熟及び防災関係
機関との連携強化、市民の防災意識の高揚等を図るため、大地震を想定した震災
対策総合訓練を、亀阜小学校において、４７機関・団体、地域住民約８００人が
参加し実施した。

千円598

地域防災対策事業

12

総務局
危機管理課

　高松市土砂災害ハザードマップ作成業務委託の契約を行ったが、関係機関等と
の協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、
事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１０，２８２，０００円）

（評価対象外）地域防災計画見直し
事業

13

総務局
危機管理課

　平成２８年に発生した熊本地震及び鳥取県中部地震の被災地へ職員派遣を行っ
た。

千円12,489

（評価対象外）地震災害等救援事業

14

総務局
危機管理課

　災害時に迅速に避難が行えるよう、指定避難所となる市立小・中学校などの標
識修繕等の維持管理を行った。

千円2,017

（評価対象外）防災事業

15
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

千円142,696 19.6% 82.4%

市民政策局、都市整備局

市民 　交通安全教育・啓発活動を推進し、交通安全意識の向
上を図り、市民が道路を安心して、安全に通行できる環
境を整える。

　高松市交通安全都市推進協議会や交通安全母の会連絡協議会等の交通安全活動団体に対して助成を行ったほか、交
通安全教室（１，３３７回）や交通安全フェアの開催、交通安全啓発街頭キャンペーン（８６回）の実施や高齢者運
転免許証返納促進事業（１，０８３人）を実施したことにより、市民の交通安全意識の向上と、高齢者の交通事故防
止に寄与した。
　また、道路反射鏡（カーブミラー）などの交通安全施設を整備したほか、番町地下道や荷捌き駐車スペースの管理
を関係機関と連携して行うとともに、放置自動車対策にも取り組むなど、交通環境を整備した。
　このほか、交通事故相談（３８１件）を実施したことにより、市民の安心な生活の確保に寄与した。

【市民政策局・都市整備局】高齢者に対する交通安全対策を推進するとともに、地域との協働で交通マナーの一層の
向上に取り組んでいるほか、交通安全施設整備による安全対策を図るなど、安全な道路環境整備を推進している。
　今後も、交通安全教育や啓発活動に取り組むとともに、道路環境整備の効果的な推進により、交通事故防止に努め
る必要がある。

　市民満足度調査において不満度が高い現状も踏まえ、引き続き、交通安全対策の充実に向け、各種事業を推進して
いく。

人口１０万人当たりの交通事故による死者数

　交通事故による死者数は、平成２７年の２１人か
ら２８年は１８人と３人減少したものの、目標値に
は達していないため、引き続き、交通安全教育 ・
啓発の推進と交通環境の整備を推進していく。

87.4%

実績H28

人4.28

目標H28

人3.8

人

交通事故発生件数

　平成１８年をピークに交通事故発生件数は年々減
少しており、平成２８年も対前年比９０％の件数と
順調に推移している。

130.9%

実績H28

件3,217

目標H28

件4,655

件

実績H28 目標H28

Ａ

、都市整備局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

95.0% 88.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　高松市交通安全都市推進協議会等に助成を行うほか、市内の小・中学生、幼稚
園児などを対象に、年齢及び心身の発達状況に応じた交通安全教室の開催や、そ
の講師となる交通指導員を養成するなど、交通安全教育と啓発活動を推進し、市
民の交通安全意識の向上につながった。
【交通安全教室１，３３７回開催】

千円26,157

交通安全教育等推進事業

1

市民政策局

83.3% 103.4% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

くらし安全安心課

　交通安全フェアの開催のほか、市内一斉の交通安全啓発街頭キャンペーンの実
施や交通安全啓発塔の管理を行い、市民の交通安全意識の向上につながった。
【交通安全フェア参加者　約３０，０００人】
【交通安全啓発街頭キャンペーン　８６回実施】
【県下統一交通安全啓発街頭キャンペーン　３回実施】

千円1,729

交通安全啓発推進事業

2

市民政策局

95.3% 改善継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　交通事故相談を実施し、交通事故による悩みやトラブルに適切な助言を行い、
市民の安心な生活の確保につながった。
【交通事故相談　３８１件】

千円2,545

交通事故相談事業

3

市民政策局

105.1% 88.5%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｃ Ａ

くらし安全安心課

　高齢者を対象としたシルバードライバーズスクールや高齢者交通安全自転車大
会などの交通安全教室を開催したほか、高齢者向け交通安全冊子を作成するな
ど、高齢者の交通安全教育の推進と交通安全意識の向上につながった。
　また、高齢者運転免許証返納促進事業の実施により、高齢者の自動車運転中の
交通事故発生の抑止に寄与した。
【高齢者運転免許証返納促進事業申請者数　１，０８３人】

千円9,924

高齢者交通安全啓発推進事業

4

都市整備局
道路管理課

　交通安全施設整備事業については、道路反射鏡（カーブミラー）、防護柵、道
路区画線、道路照明灯など交通安全施設の設置及び補修したことにより、交通安
全対策を充実させた。

千円99,557

（評価対象外）交通安全施設整備事
業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

都市計画課

　対象となる放置自動車が無かったことから、廃物判定委員会は開催しなかった
が、放置自動車の発生の防止に関する指導、啓発を実施したことにより、公共の
場所における機能の保全と生活環境の維持向上に寄与した。

放置自動車等対策事業

6

都市整備局

103.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

都市計画課

　違法駐車防止重点地域に指定する５路線及び周辺８路線を含めた市街地中心部
において、定期的に違法駐車の状況を調査するとともに、関係機関と協力して啓
発活動を実施した。
　また、荷捌き駐車スペース及びタクシーベイの管理等に関係機関と連携して取
り組むとともに、利用促進に向けた情報の発信を実施したことにより、違法駐車
の防止に寄与した。
　なお、関係機関との調整に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，３００，０００円）

千円231

違法駐車防止対策事業

7

都市整備局
都市計画課

　クリエイティブ高松・中央通りプロムナード事業により整備された番町地下道
において、エレベーター監視設備やモニュメント類の保守点検業務を実施したこ
とにより、安全な歩行空間の確保、憩い・安らぎの場の提供に寄与した。

千円2,553

（評価対象外）番町地下道管理事業

8
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防犯体制の整備

千円148,849 21.9% 77.9%

市民政策局

　市民 　犯罪の未然防止や、犯罪などを発生させない環境づく
りを推進し、市民が安全で安心して暮らせるまちづくり
に取り組むとともに、各地域コミュニティ協議会が主体
となった防犯活動を活性化する。

　防犯活動を行う地域コミュニティ協議会に対する防犯器材等の購入経費の助成や、香川県警が設置し、地域コミュ
ニティ協議会が管理している防犯カメラ等の電気料金の助成を行ったことにより、安全で安心なまちづくりに寄与し
た。
　地域の単位自治会が管理する防犯灯のＬＥＤ化を促進し、新設、移設などに係る経費や、電気料金など維持管理上
必要な経費の助成を高松市連合自治会連絡協議会に対して行ったことにより、夜間における犯罪の防止と通行の安全
に寄与した。
　防犯協会の行う防犯活動事業に対する補助金の交付を行うとともに、公益財団法人香川県暴力追放運動推進セン
ター・公益社団法人かがわ被害者支援センターへの負担金を交付した。

　高齢者世帯が増加し、単位自治会への加入率も低下する中、地域自ら防犯意識の高揚を図り、地域が主体となった
防犯体制を整備する必要がある。

　犯罪の未然防止や犯罪などを発生させない環境づくりを一層進めるため、引き続き、地域の単位自治会が管理する
防犯灯の新設や維持管理に要する費用に対し、支援を行うほか、防犯協会とも連携し、防犯意識の高揚を図るための
取り組みを推進していく。

人口千人当たりの街頭犯罪等発生件数

　全国の刑法犯認知件数は前年比９．４％減で１４
年連続の減少となっている。

107.1%

実績H28

件3.9

目標H28

件4.2

件

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

57.0%特別重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

くらし安全安心課

　青色回転灯付車輌による防犯パトロールを実施している１地区コミュニティ協
議会に対して補助金を交付した。
　また、県警が推進する防犯カメラ等に係る電気料金について、地域コミュニ
ティ協議会に対して助成を行った。

千円980

防犯活動推進事業

1

市民政策局

106.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　防犯協会の行う防犯活動事業に対する補助金の交付を行うとともに、公益財団
法人香川県暴力追放運動推進センター・公益社団法人かがわ被害者支援センター
への負担金を交付した。
　地域の単位自治会が管理する防犯灯のＬＥＤ化を促進し、新設、移設などに係
る経費や、電気料金など維持管理上必要な経費の助成を高松市連合自治会連絡協
議会に対して行ったことにより、夜間における犯罪の防止と通行の安全に寄与し
た。

防犯灯の新設　　　　　　　　　２４８灯
防犯灯のＬＥＤへの切替　　２，５４１灯

千円147,869

防犯組織・環境整備事業

2
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

生活衛生の向上

千円474,175 25.5% 60.9%

健康福祉局、市民政策局

　市民 　飲食店営業施設等の食品関係営業施設や毒物劇物営業
施設、旅館業営業施設等諸営業施設、ペットショップ等
の動物取扱施設における監視・指導や流通食品の収去検
査等を行うことにより衛生水準の向上に努め、安全で快
適な市民生活の推進に寄与する。

・食品衛生監視指導事業　　食品営業施設の監視件数：６，３６５件
・衛生試験検査事業　　　　食品の収去等検査件数：６７７件　
・食肉衛生検査事業　　　　と畜検査頭数：９，８０７頭
・毒物劇物監視指導事業　　毒物劇物販売業者等への監視件数：２３７件
・動物愛護管理事業　　　　動物愛護推進員数：２４人
・環境衛生諸営業等監視指導事業　　環境諸営業監視件数：３３３件

【市民政策局】墓地環境の適正な維持管理、及び墓所需要に応じた墓所の供給が求められている。また、施設の適正
な維持管理により、斎場業務を円滑に実施するほか、市民葬儀のあり方を検討し、適切に事業を実施する。
【健康福祉局】食に関する市民の関心が高まったことなどから、食品の安全確保対策を、より一層強化するほか、各
種衛生対策や動物愛護の普及啓発等を積極的に実施する。

　食品衛生法に基づく各種営業施設等に対する監視・指導などの食品衛生対策を推進するほか、動物愛護の推進や墓
地、斎場の安定的な維持・運営等を実施することにより、引き続き、生活衛生の向上に取り組んでいく。

食品衛生等違反指導率

　飲食店営業施設等への監視・指導や食品の収去・
検査を実施したが、食品表示法の施行により、食品
表示基準等の見直しが行われたことなどから、指導
件数が増加し、目標値は達成できなかった。

0.0%

実績H28

％3

目標H28

％1.1

％

犬・猫の殺処分率

　収容された犬・猫の返還・譲渡数が増加したこと
により、殺処分率が減少し、目標値は達成できた。

110.3%

実績H28

％70

目標H28

％78

％

実績H28 目標H28

Ｄ

、市民政策局

健康福祉局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局
生活衛生課

　飲食店営業施設等に対する監視・指導や食品の収去・検査を実施し、食品によ
る事故（食中毒等）を防ぎ、安全な食生活の確保に寄与した。
　また、食品衛生教室を開催するなど、食品衛生の普及啓発に努めるとともに、
家庭用品の買上げ検査を実施し、家庭用品による健康被害の防止に寄与した。

千円20,905

（評価対象外）食品衛生監視指導事
業

1

健康福祉局
生活衛生課

　高松市食肉センターで処理される獣畜のと畜検査及びと畜場の衛生指導を行
い、安全で安心な食肉の流通に寄与した。
　また、食鳥処理場に対して、立入検査を行い、施設の衛生的管理及び食鳥肉の
衛生的な取扱いについて指導を行った。
　さらに、高松市食肉センターで処理される牛のうち、ＢＳＥ（牛海綿状脳症）
検査対象牛についてスクリーニング検査を実施し、ＢＳＥに感染した牛が食肉と
して流通しないように努め、食肉衛生の向上に寄与した。千円22,201

（評価対象外）食肉衛生検査事業

2

健康福祉局
生活衛生課

　食品衛生法に基づき、高松市内で製造又は流通する食品、輸入食品の理化学・
微生物の検査を実施し、安全な食生活の確保に寄与した。
　また、有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づき、家庭用品等
の理化学検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。
　さらに、高松市食中毒対策実施要綱や感染症の予防及び感染症の患者に対する
医療に関する法律に基づき、食中毒や感染症発生時の原因究明及び蔓延防止のた
めの試験検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。千円15,886

（評価対象外）衛生試験検査事業

3

健康福祉局
生活衛生課

　毒物及び劇物取締法に基づき、保健衛生上の見地から毒物劇物販売業者等の登
録申請・届出に対する審査及び監視指導を実施することにより、毒物劇物の適正
な販売及び管理等の体制を確保し、保健衛生上の危害の未然防止に寄与した。

千円2,382

（評価対象外）毒物劇物監視指導事
業

4

健康福祉局

継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

生活衛生課

　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等に基づき、市内の
用排水路等に薬剤散布を行い、害虫駆除を実施したことにより、快適な生活環境
の確保に寄与した。

千円34,336

害虫駆除事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生活衛生課

　公衆浴場の確保のための特別措置に関する法律に基づき、物価統制令の適用を
受ける公衆浴場の営業者に対し、使用した湯屋用水道料金の２分の１を間接補助
した。
　また、高松公衆浴場組合が実施する公衆浴場活性化事業に対して補助するとと
もに、公衆浴場の施設改善を行う営業者に対して補助対象限度額の３分の２以内
を補助し、公衆浴場の経営の安定化に寄与した。

千円8,014

公衆浴場施設改善事業等助成事業

6

健康福祉局
生活衛生課

　簡易水道・簡易専用水道の設置者及び飲用井戸等を利用する者に対し、水道施
設立入検査、簡易専用水道届出受付、水道水の水質定期検査及び飲用井戸等の水
質検査を実施することにより、飲料水の衛生の向上に寄与した。

千円1,015

（評価対象外）水道施設等衛生管理
指導事業

7

健康福祉局
生活衛生課

　旅館、興行場、公衆浴場、理容所・美容所、クリーニング所及び特定建築物の
各施設に対し、関係法に基づき監視・指導等を行い、環境衛生の向上に寄与し
た。

千円967

（評価対象外）環境衛生諸営業等監
視指導事業

8

健康福祉局
生活衛生課

　犬の登録や狂犬病予防注射業務を実施したほか、野犬等の捕獲について、捕獲
箱等により、住民の協力を得ながら実施した。また、適正飼養や不妊去勢手術等
についての普及啓発を行うため、各種リーフレットを作成し、配布した。
　さらに、動物に関する苦情・相談等に対応するため、適正な飼育方法について
の啓発活動として、譲渡前講習等を実施するとともに、犬猫不妊去勢手術費補助
金を交付し、犬猫の不必要な繁殖防止に寄与した。
　なお、搬送車の調達に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能
となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，７５２，０００円）

千円67,850

（評価対象外）動物愛護管理事業

9

健康福祉局

114.6% 83.3%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生活衛生課

　犬猫の殺処分数の減少に向け、動物愛護思想の普及啓発や犬猫の返還・譲渡を
推進するため、香川県と共同で進めている動物愛護センターの整備において、整
備用地の造成工事や施設の基本・実施設計を行った。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３４，１３４，０００円）

千円19,793

動物愛護センター整備等事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

96.4% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

市民やすらぎ課

　葬儀に対する経済的負担の軽減を図るため、市が葬儀の種類及び料金を定め、
市民葬儀取扱指定業者に取り扱わせた。また、霊柩車運行料を補助し、火葬料及
び市斎場の式場使用料（一定時間）を免除した。

　市民葬儀利用件数　５６４件

千円12,446

市民葬儀事業

11

市民政策局
市民やすらぎ課

　斎場公園ほか５施設の斎場業務等を円滑に実施するため、斎場公園の収骨室空
調機撤去・更新工事や牟礼斎場の火葬炉設備修繕工事等を実施し、施設の適正な
維持管理を行った。

　火葬件数（人体のみ）　４，３７０件（市民葬儀利用分を含む。）

千円138,103

（評価対象外）斎場等管理運営事業

12

市民政策局

88.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

市民やすらぎ課

　市民の墓所需要に応じ、新規区画の整備や無縁墳墓の移転改葬を行い、安定的
な墓所を供給することにより、良好な環境衛生を保持し、住民福祉の向上に寄与
した。
　なお、契約の締結に不測の日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６，３０８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である姥ヶ池東墓地の無縁墳墓改葬工事（第３
期）及び平和公園墓園区画造成工事については、平成２８年８月末に完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：７７，１９５，６００円）

千円84,841

墓園・墓地整備事業

13

市民政策局
市民やすらぎ課

　市営墓地を適切に維持・管理するため、清掃、塵芥収集、植栽の剪定等を定期
的に実施するとともに、施設の修繕等を行った。

千円45,436

（評価対象外）墓園・墓地管理事業

14
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施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消費者の権利保護と自立促進

千円14,572 17.9% 45.3%

市民政策局

　市民 　消費者が安心・安全に暮らせるために、賢い消費者と
して自立促進を行う。

　第３３回消費者ウイーク・第３８回暮らしをみなおす市民のつどい、消費者月間記念講演会、夏休み親子消費者教
室、多重債務問題研修会及び出前講座等の各種啓発事業を実施するとともに、消費者団体への支援を行い自立した賢
い消費者を多く育成した。
　消費生活相談においても利用した覚えのない有料サイト等の未納料金と称して高額な料金を請求される「架空請
求」をはじめとする「不当請求」に関する苦情・被害への対応だけでなく、相談員の助言・情報提供等により相談者
自身で自主的に対応出来る賢い消費者を増やし、振り込め詐欺等防止の為、市広報、市ホームページ、ＣＡＴＶなど
により啓発を行った。
　また、環境に対する省資源意識の向上を図るため、廃食油収集ステーションを２３か所（収集日数９６日）設置、
６，７３２リットル（前年度比５．１％増）を収集した。

　今後も消費者団体を支援しながら、より連携を強化していく。また、年々手口が巧妙化している悪質商法に対応で
きるよう、消費生活センターの相談体制堅持及び機能強化を行い、消費生活における安全安心を確保していくことが
求められる。

　消費者の利益の確保及び消費者被害のより一層の救済を目指す。そのために、消費者が参加できるイベント・機会
の提供、消費生活相談員による相談事業はもとより、出前講座の実施及び消費者団体の支援等を実施し、賢い消費者
の育成を行い、消費者保護を推進していく。

消費生活相談における解決割合

　全体の相談件数は、ここ数年増加している。相談
内容も、多様化・複雑化していることから、最新の
傾向を把握し、消費者に対し適切な助言等の対応
が必要 ある。また、相談員が、適切な助言等を行
えるよう研修等に参加し相談業務等のスキルアッ
プを行う。なお、成果指標の達成度は、ほぼ、達
成出来た。

99.5%

実績H28

％98.6

目標H28

％99.1

％

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
くらし安全安心課

　賢い消費者の育成とともに消費生活相談員による消費生活全般に関して相談を
実施し、商品・サービスの購入等で生じたトラブルの解消、及び消費者から寄せ
られた苦情・意見・要望を的確に把握し消費者保護を行った。

千円10,044

（評価対象外）消費生活相談事業

1

市民政策局
くらし安全安心課

　計量法等に基づき、特定計量器の定期検査、立入検査等を行った。

千円1,145

（評価対象外）計量検査事業

2

市民政策局

107.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　質の高い消費生活の実現や消費生活の安定・向上を行う    、記念講演会、消
費生活啓発パネル展等を開催し、環境、食生活、省資源、省エネルギーなど暮
らしの問題について、消費者が考える機会を提供した。

千円1,839

消費者啓発事業

3

市民政策局

277.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　市民の消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓発活動を推進すると
ともに、市民の消費生活の安定と向上及び加入団体相互の交流を行う    、消費
者団体への支援をした。

千円1,300

消費者団体支援事業

4

市民政策局

96.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

（事業概要、事業実績等）
　省資源意識の向上と環境汚染防止の　　、廃食油収集ステーションを設置し
廃食油収集を実施し、廃食油収集量の増加を行った。

千円244

廃食油収集事業

5
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 25.1% 13.7% 62.3%

地球温暖化対策の推進 14.5% 13.4% 56.6%

環境保全活動の推進 18.9% 11.6% 54.0%

廃棄物の適正処理 31.6% 11.4% 65.5%

不法投棄の防止 22.9% 20.9% 66.1%

ごみの減量と再資源化の推進 37.7% 11.3% 69.2%

平均 99% Ａ

　環境と共生する持続可能な循環型社会の形成に向けて、５施策に取り組んだ。
　「ごみの減量と再資源化の推進」、「廃棄物の適正処理」、「不法投棄の防止」、「地球温暖化対策の推進」及び「環
境保全活動の推進」の５施策では、設定する９つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

地球温暖化対策の推進 100% Ａ

環境保全活動の推進 100% Ａ

廃棄物の適正処理 100% Ａ

不法投棄の防止 100% Ａ

　環境と共生する持続可能な循環型社会の形成を図るため、ごみの減量と再資源化を推進するとともに、一般廃棄物、産
業廃棄物の適正処理や不法投棄の防止に努めます。
　また、環境保全意識の啓発等の環境保全活動を推進するとともに、再生可能エネルギーの利用促進などの地球温暖化対
策を行い、低炭素社会の構築を目指します。

施策名 得点率 総合評価

ごみの減量と再資源化の推進 95% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 環境と共生する持続可能な循環型社会の形成 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

ごみの減量と再資源化の推進

千円374,874 37.7% 69.2%

環境局

　ごみを排出する市内の家庭や事業所 　ごみの減量と再資源化の推進により、環境と共生する
持続可能な循環型社会の形成を目指す。

　市民・事業者の「ごみの減量と再資源化の推進」に対する意識の向上と分別の徹底等により、さらにごみの減量と
再資源化を進める必要がある。

　引き続き、「ごみの減量と再資源化の推進」に積極的に取り組むことにより、環境への負荷の低減と限りある資源
の有効利用を通じて、上位目標である政策「環境と共生する持続可能な循環型社会の形成」を目指す。

１人１日当たりのごみ排出量

　１人１日当たりのごみ排出量は、施策構成基本事
業と事務事業の積極的かつ継続的推進と市民・事業
者の「ごみの減量と再資源化」に対する意識の向上
等により、平成２８年度目標値９５０ｇ／人・日に
対して、実績値は９３７ｇ／人・日となり、目標達
成度は、１０１．４％であった。

101.4%

実績H28

ｇ／人・日937

目標H28

ｇ／人・日950

ｇ／人・日

１人１日当たりの資源化量

　１人１日当たりの資源化量は、施策構成基本事業
と事務事業の積極的かつ継続的推進と市民・事業者
の「ごみの減量と再資源化」に対する意識の向上等
により、平成２８年度目標値２０７ｇ／人・日に対
して、実績値は、１９３ｇ／人・日となり、目標達
成度は、９３．２％であった。

93.2%

実績H28

ｇ／人・日193

目標H28

ｇ／人・日207

ｇ／人・日

実績H28 目標H28

Ａ

環境局

　まず、家庭系ごみ減量推進事業では、生ごみ処理機等の購入補助の結果、対前年度比で３６基、１５．７ポイント
の増加となった。次に、事業系ごみ減量推進事業では、事業系一般廃棄物減量等計画書でのリサイクル率は、５年前
に比して、１３ポイント増の６４．９％であった。第３に、レジ袋等削減推進事業では、店舗内告知用看板の協定締
結事業者の店舗入口等への設置により、恒常的な意識啓発に効果があった。第４に、家庭系ごみ有料化事業では、従
来の４種類に、「超特小」を加えて、５種類での運用を開始した結果、高齢者等ごみ排出量の少ない世帯の利便性が
向上した。第５に、小型家電等リサイクル推進事業では、使用済小型家電の回収の結果、埋立ゴミの減量化と希少金
属等の再資源化に効果があった。第６に、ごみ減量・資源化啓発事業では、新たに「ごみ分別アプリ」の配信開始の
結果、スマートフォン利用者等の利便性が向上した。最後に、ごみ再資源化事業では、家庭系資源ごみの再資源化の
結果、成果指標の１００パーセント目標　達成した。以上により、１人１日当たりのごみ排出量は、１０１．４％、
１人１日当たりの資源化量は９３．２％の達成率となった。　
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

115.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　家庭から出る生ごみの減量化を目指し、生ごみ処理機等２６６基に対して購
入補助を行ったことにより、活動指標である補助基数は、対前年度比で３６基、
１５．７ポイントの増加となった。また、成果指標である年間推計生ゴミ減量
値は、成果目標値の２６，９３３Ｋｇを４，２１５Ｋｇ上回り、１１５．６
パーセントの目標達成度となった。

千円2,536

家庭系ごみ減量推進事業

1

環境局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　事業の用に供する延べ面積３，０００㎡以上の建物を有する事業者（多量排出
事業者）に対し、「事業系一般廃棄物減量等計画書」の提出を求めたところ、廃
棄物リサイクル率は、５年前の５１．９％に対して、１３ポイント増の６４．９
％で、中期目標値の６６．０％に対しても９８．３％の達成率を示した。

千円4

事業系ごみ減量推進事業

2

環境局

100.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　買い物袋持参によるレジ袋の削減を効果的に推進するため、店舗内告知用看板
を作製し、協定締結事業者の店舗入口やレジ横等視覚効果の高い場所に設置した
ことにより、恒常的な意識啓発に効果があった。平成２８年度末現在で、８事業
者、２２店舗に設置している。

千円0

レジ袋等削減推進事業

3

環境局

107.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　平成２８年１０月１日から従来の「大」、「中」、「小」、「特小」の４種類
に、新たに、５リットル相当の「超特小」を加えて、５種類での運用を開始した
結果、高齢者等ごみ排出量の少ない世帯の利便性が、確実に向上した。

千円187,803

家庭系ごみ有料化事業

4

環境局

35.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｄ

環境業務課

　市内２２か所に設置した回収ボックス等で約１，３２４キログラム、また、南
部クリーンセンター及び西部クリーンセンターで実施したピックアップ回収で約
８６４キログラムの合計２，１８８キログラムに上る携帯電話やデジタルカメラ
など２１品目の使用済小型家電を回収したことにより、希少金属等の再資源化や
埋立ゴミの減量化に着実な効果があった。

千円576

小型家電等リサイクル推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

101.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　「ごみ分別ガイドブック」・「ごみ収集カレンダー」・小学校社会科副読本の
作製・配布により、広く市民へのに普及・啓発に効果があった。また、平成２８
年１１月から、新たに「ごみ分別アプリ」の配信を開始した結果、スマートフォ
ンやタブレット端末利用者の利便性が向上した。さらに、高松市リサイクル推進
員の各校区への配置により、地域ぐるみの主体的なリサイクルの推進に効果があ
った。

千円3,585

ごみ減量・資源化啓発事業

6

環境局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　日々家庭から出される缶・びん・ペットボトル、プラスチック、紙類等の資源
ごみを、再資源化のための中間処理を行い、プラスチック、色つきのびんについ
ては日本容器包装リサイクル協会に引渡したほか、缶・びん・ペットボトル、紙
類など有価にて売払いできるものは専門業者に売却を行った結果、成果目標を
１００パーセント達成した。

千円180,370

ごみ再資源化事業

7
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
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6

平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

廃棄物の適正処理

千円5,061,044 31.6% 65.5%

環境局

　一般廃棄物（し尿を含む）を排出する市民及び市内の
事業者並びに産業廃棄物を排出する事業者や廃棄物 収
集運搬・処分を行う者等。

　一般廃棄物及び産業廃棄物の排出を抑制し、適正かつ
効率的な処理を推進するとともに、将来に向けた安定し
た処理体制を構築することにより、生活環境保全及び公
衆衛生の向上を図り、循環型社会の形成に寄与する。

・一般廃棄物処理基本計画に基づき、一般廃棄物（し尿を含む）の適正処理を行うとともに、ごみの減量・資源化を
推進した。また、家庭から排出されたごみについて経済的で効率的な収集・運搬システムを運用した。・ごみステー
ションの適正管理を行うため、パトロールや看板配布等の啓発活動を行った。・南部・西部クリーンセンターの適正
かつ効率的な維持管理を行い、再資源化や廃棄物の減容化を行うことにより、最終処分量を削減するとともに、最終
処分場の延命化を推進した。・西部クリーンセンター長寿命化計画に基づき、焼却施設基幹的設備改良工事（Ｈ２７
～Ｈ２９）を進めている。また、南部クリーンセンター埋立処分地第３区画の整備工事を完了した。・し尿及び浄化
槽汚泥については、平成２８年１０月から、し尿等を衛生処理センター中継所から東部下水処理場へ移送し、下水と
の共同処理を試行した。また、衛生処理センターを平成２９年３月末に廃止した。・大規模災害時に発生する廃棄物
を迅速かつ適切に処理するため、「高松市災害廃棄物処理計画」を策定した。・許可事務や苦情処理等を通じて、産

　ごみの適正処理を確保した上で、より経済的で効率的な収集運搬体制を検討する必要がある。・西部クリーンセン
ター等施設の老朽化に伴い、適切な維持管理と効率的な運転管理で施設の延命化を図る必要がある。・し尿等の処理
については、平成２８年度に下水道との共同処理の試運転を行ったが、引き続き、適正に処理を行う必要がある。・
排出事業者の責任や収集運搬・処分を行う者の責務について、更に理解を深めてもらい、適正処理を推進していく必
要がある。

　一般廃棄物の発生抑制、適正処理、資源化を推進し、ごみ処理施設の適切な維持管理を図ると共に、市の収集運搬
体制の検討にも取り組み、公衆衛生の向上及び循環型社会の形成に貢献していく。・し尿等の処理については、下水
道との共同処理を安定的かつ適正に推進していく。・大規模災害時における災害廃棄物処理計画の策定に伴い、収
集、分別、再生等の適正な処分など必要な見直しを継続していく。・産業廃棄物については、排出事業者や許可業者
等に指導や啓発活動により、排出抑制や適正処理及び再生利用の推進を図る。

一般廃棄物の年間埋立処分量

　家庭ごみの適正処理について、ホームページや広
報誌等により周知・啓発に努めたほか、西部クリー
ンセンターの基幹的設備改良工事に伴い、ガス化溶
融炉である南部クリーンセンターでの可燃ごみの処
理量の割合が増加し、焼却灰が減少したことなどに
より、市有施設での年間埋立処分量が前年度よりも
減少した。

102.7%

実績H28

ｔ12,844

目標H28

ｔ13,200

ｔ

産業廃棄物の不適正保管量

　継続的・定期的な指導を行ったことにより、前年
度と比較し、不適正保管量が減少し、目標値を達成
した。

101.5%

実績H28

ｔ12,116

目標H28

ｔ12,300

ｔ

実績H28 目標H28

Ａ

環境局

業廃棄物の排出抑制、適正処理等を促進した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局
南部クリーンセンター

　特別目的会社との間に締結した、平成３０年度までの長期一括委託契約によ
り、ごみ処理施設、廃棄物再生利用施設、埋立処分地等について、一体的かつ効
率的な管理運営を行った。また、不適物の混入防止及び排除、並びにごみ処理の
適正化のため、ごみの搬入検査を行った。

千円1,122,889

（評価対象外）南部クリーンセンタ
ー管理運営事業

1

環境局
環境業務課

　ごみ収集運搬計画に基づき、旧高松市の家庭から排出された破砕ごみを始め、
缶・びん・ペットボトルやプラスチック容器包装等の資源ごみ、また、市全域か
ら排出された臨時・粗大ごみなど、約１２，６６７ｔを直営で収集するととも
に、旧高松市の可燃ごみ及び紙・布類やプラスチック容器包装等の資源ごみに加
え、合併地区の定期収集ごみなど約７３，１１０ｔを委託により収集した。

千円1,434,755

（評価対象外）ごみ収集運搬事業

2

環境局
西部クリーンセンター

　有害物等を除去した後の破砕ごみを破砕・選別（中間）処理し、有価物の再資
源化（リサイクル）や廃棄物の減容化に取り組むなど、破砕施設の適正な維持管
理を行った。また、最終処分量の削減を推進することにより、最終処分場の延命
化を推進した。

千円300,365

（評価対象外）西部クリーンセンタ
ー管理運営事業（破砕処理）

3

環境局
西部クリーンセンター

　焼却施設を適正に維持管理しながら、可燃ごみを焼却（中間）処理し、廃棄物
の減容化を行うことにより、最終処分量の削減を推進し、最終処分場の延命化を
推進した。

千円526,103

（評価対象外）西部クリーンセンタ
ー管理運営事業（焼却処理）

4

環境局
西部クリーンセンター

　陶最終処分場では、リサイクルや減量化を推進した上でなお残る廃棄物につい
て、埋立処分を行った。また、経年劣化が著しい千疋処分地の浸出水処理施設等
の改修工事を実施している。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８，９７５，０００円）
　　　、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６，６１０，８００円）千円80,291

（評価対象外）ごみ最終処分場管理
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境施設対策課

　西部クリーンセンター長寿命化計画に基づき、ごみ焼却施設の基幹的設備改良
工事（Ｈ２７～Ｈ２９）を発注し、工事を進めている。
　また、施設周辺の地域振興事業として、農道・水路改修等補助事業を行った。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９１４，７６８，０００円）
　　　、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２２４，１９５，９４５円）千円961,942

西部クリーンセンター大規模改修事
業

6

環境局

75.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

南部クリーンセンター

　南部クリーンセンターの管理運営業務委託が、平成３０年度末までの契約期間
であることから、３１年度以降の管理運営が、最も効率的で安定したごみ処理が
行えるよう、２８年度から３０年度までの３年間で次期委託事業者選定を含む、
運営方法等について検討を行っている。２８年度は専門コンサルタント会社に委
託し、施設の現況調査や、長期的な改良・修繕計画の策定について検討した。
　なお、調査業務の実施に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１３，４６４，０００円）

千円5,760

南部クリーンセンター次期運営方法
等検討事業

7

環境局

98.6% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

適正処理対策室

　市内全域のごみステーションをパトロールし、不適正なごみが日常的に出され
ているごみステーションの管理者や使用者に対して、ごみステーションの適正管
理指導や看板を掲示する等の啓発活動を行い、適正にごみステーションを管理し
てもらうよう指導している。また、平成２６年度年度より取り組んでいる海底堆
積ごみの回収事業について、今年度は１，０５０Ｋｇを回収し、海ごみ対策の推
進に寄与した。

千円4,782

ごみ適正処理指導事業

8

環境局
環境施設対策課

　南部クリーンセンター場内の埋立処分終了用地等に、植栽を行った。また、総
合防災調整池の浚渫を行った。

千円1,985

（評価対象外）南部クリーンセンタ
ー場内整備事業

9

環境局
環境施設対策課

　陶最終処分場周辺対策事業として、ほ場整備事業に着手した。
　なお、ほ場整備事業・大原２号線道路に関する工事等については、関係機関と
の協議・許認可に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１７，３０４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１７４，０７９，３２０円）千円184,437

（評価対象外）一般廃棄物最終処分
場整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局
環境施設対策課

　旧最終処分場の適正な管理を行った。

千円465

（評価対象外）ごみ処理関連施設統
廃合整備事業

11

環境局
環境総務課

　廃棄物減量等推進審議会を開催し、廃棄物減量・再資源化等について審議する
など、高松市一般廃棄物処理基本計画の執行管理を行ったほか、高松市一般廃棄
物処理実施計画を策定し、一般廃棄物の適正処理や減量・再資源化の推進を行っ
た。

千円2,105

（評価対象外）ごみ処理計画推進事
業

12

環境局
衛生センター

　環境整備事業を行うことにより、衛生処理センター周辺地域の環境保全に寄与
した。

千円1,225

（評価対象外）衛生処理センター環
境整備事業

13

環境局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

衛生センター

　高松市災害物資備蓄計画に基づき、避難所へ計画的な簡易トイレ緊急物資の配
備を行った。
　また、浸水被災世帯に対し収集料金の２分の１の補助金を交付した。

千円2,302

災害時し尿処理事業

14

環境局

53.1%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

衛生センター

　女木町及び男木町し尿中継貯留槽の実施設計が完了し、女木町整備工事に着手
した。また、男木町の整備用地を購入した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１６，０５４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である女木町し尿・浄化槽汚泥貯留施設整備に伴
う実施設計業務については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３，６９４，０００円）千円16,415

し尿中継貯留槽整備事業

15

203



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局
衛生センター

　離島のし尿収集の円滑化と住民の負担軽減を図るため、収集業者に補助金を交
付した。
　また、定期の収集時に合わせて、浄化槽清掃を行う場合の航送料について補助
金を交付した。

千円8,085

（評価対象外）離島し尿収集事業

16

環境局
衛生センター

　本市及び処理を受託している三木町・綾川町で収集されたし尿及び浄化槽汚泥
を衛生処理センターへ海上輸送するための中継貯留施設として、中継所の運営管
理を適切に行った。
　また、平成２９年３月末の衛生処理センター廃止に伴い、下水処理施設での共
同処理のため、前処理施設及びし尿等の移送試運転を行った。

千円243,326

（評価対象外）衛生処理センター中
継所運営事業

17

環境局

91.2%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

衛生センター

　２９年３月末に廃止の衛生処理センターの跡地を、公園として整備するため、
土地調査測量、解体撤去工事に係る設計等を行った。
　なお、関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，６２９，０００円）

千円21,727

し尿処理施設跡地利用事業

18

環境局
衛生センター

　衛生処理センターの管理運営を適切に行うことにより、本市及び処理を受託
している三木町・綾川町で収集されたし尿及び浄化槽汚泥を適正に処理すること
ができた。
　また、施設の老朽化及びし尿等処理量の減少により、し尿等を下水処理施設で
下水と共同処理を行うことから、同センターを平成２９年３月末で廃止した。

千円128,177

（評価対象外）衛生処理センター運
営事業

19

環境局
衛生センター

　合併地区（塩江町、庵治町、香川町及び国分寺町）に設置している、し尿中継
貯留槽の維持管理を適切に行うことにより、し尿等の衛生処理センター中継所へ
の効率的運搬を行うことができた。

千円5,038

（評価対象外）し尿中継貯留槽管理
事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局
環境指導課

　廃棄物の収集・運搬業、処分業及び施設設置の許可事務を通して処理業者への
適正処理の指導を行うとともに、パトロールによる不適正処理の未然防止や早期
発見、苦情処理及び事業場への立入検査による改善指導を行い、適正処理の促進
を行った。

千円8,870

（評価対象外）産業廃棄物適正処理
指導事業

21
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

不法投棄の防止

千円860 22.9% 66.1%

環境局

　高松市内全域における不法投棄が見られる地域 　不法投棄を防止するとともに、市民の環境美化意識の
高揚を図ることによって、清潔で美しい高松を実現す
る。

　山間地や海岸線などの広範囲に渡る不法投棄ごみが見られる地域において、行政と住民が連携して、不法投棄撲滅
ふれあいクリーン作戦を実施し、不法投棄されているごみの回収を行うことにより、地域の環境美化と環境意識の向
上に努めた。

　クリーン作戦の参加者については増加傾向にあり、市民の環境への取組意識が高まっている。しかしながら、平
成２９年３月に行った屋島クリーン大作戦において、ボランティアで参加した地元住民がイノシシに襲われけがをす
るといった事故があった。
　今後のクリーン作戦の実施方法や傷害保険等の加入について検討していく。

　イノシシ対策を講じるとともに、地区衛生組合協議会やコミュニティ協議会等と早めの時期から協議を行い、安全
面に重点を置いて取り組んでいく。

不法投棄通報、相談件数

　不法投棄の通報及び相談件数は目標に達してい
る。しかし不法投棄はまだまだ後を絶たない状況で
あるため、引き続き市民の環境美化意識の高揚を図
る必要がある。

105.4%

実績H28

件123

目標H28

件130

件

ボランティア清掃の参加者数

　ボランティア清掃の参加者については、目標を大
きく超える参加者数であった。

119.3%

実績H28

人186,105

目標H28

人156,000

人

実績H28 目標H28

Ａ

環境局

206



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

103.0% 105.4% 継続Ｂ Ａ Ａ Ａ

適正処理対策室

　不法投棄が特に多く見られる山間部や海岸線地域において、不法投棄の撲滅に
向けて、行政と市民及び企業ボランティアが協働して、不法投棄撲滅ふれあいク
リーン作戦を実施し、不法投棄されているごみの回収を行った結果、地域の環境
美化と市民の環境美化意識の高揚を図ることができた。

千円100

高松ふれあいクリーン事業

1

環境局

85.0% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

適正処理対策室

　市内全域における不法投棄が見られる地域について、監視パトロールを強化
し、不法投棄行為者の特定調査や指導を行い、不法投棄ごみに対する対策を講じ
た。また、不法投棄の抑止効果が高い監視カメラや啓発看板を設置して、不法投
棄の未然防止・早期発見・早期処理を図るほか、保育所や幼稚園、小・中学校
等で次世代を担う子ども達に対し、環境啓発の取組を行った。

千円760

不法投棄防止対策事業

2
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平成２８年
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H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

地球温暖化対策の推進

14.5% 56.6%

環境局、財政局

　市民・事業者 　市民・事業者との協働を進めながら、温室効果ガスの
排出抑制となる施策を推進し、地球温暖化対策を進め
る。

【地球温暖化防止活動の推進】計画を取り巻く状況の変化に対応し、「地球温暖化対策実行計画」及び「エコシティ
たかまつ環境マネジメントシステム」を改定。温暖化対策実践活動に取り組む団体に補助金を交付（１件、８９千円
）。【再生可能エネルギー普及の促進】太陽光発電システム設置費補助（５５７件３８，５０２千円）、蓄電システ
ム設置費補助（８１件８，１００千円）、太陽熱利用システム設置費補助（２件１５５千円）を実施。【電気自動車
等普及の促進】燃料電池自動車用水素ステーションを設置する事業者に補助金を交付（１件、１４，９３３千円）。
公用車に電気自動車を新たに１台（水道事業会計）導入。急速充電設備（３箇所）の運営を実施。【緑のカーテン事
業】家庭部門等３部門でコンテストを実施（１１２件の応募）。【東部下水処理場バイオマス発電事業】下水汚泥の
処理過程で発生する消化ガスを燃料としてバイオマス発電（発電量２，６４１千ｋＷｈ／年、売電量１，８８９千ｋ
Ｗｈ／年）を実施。

　改定前の地球温暖化対策実行計画の基準年（平成２年）以降、家庭部門及び業務その他部門において、温室効果ガ
ス排出量が倍増するなど、排出抑制に向けた取組が求められている。

　家庭部門及び業務その他部門等における温室効果ガスの排出抑制に向けて、市民・事業者に対する周知啓発を進め
る。

市有施設における再生可能エネルギー発電設
備の発電出力
　これまで、小・中学校を中心に設置しており、平
成２８年度は屋島競技場など７施設に設置してお
り、目標は達成できた。

100.2%

実績H28 目標H28

ｋＷ

地球温暖化防止のための取組実施率

　環境展やストップ！地球温暖化展でパネルを展示
するなど、地球温暖化防止のための啓発活動を実施
しているが、前年度と比較すると、５０代以下の年
齢層で、多くの項目で取組の実施率が低下してお
り、目標の達成には至らなかった（家庭における地
球温暖化防止のための取組率）。

84.2%

実績H28

％32.1

目標H28

％

実績H28 目標H28

Ａ

、財政局

環境局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

財政局

97.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

財産経営課

　公用車の更新等において、平成１７年度排出ガス基準７５％低減レベル以上の
環境性能に優れた車両を１４台導入した。

千円2,663

低排出ガス・低公害車・省エネル
ギ ー車公用車導入事業

1

環境局

102.8% 20.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

環境保全推進課

　住宅用太陽光発電システム及び太陽熱利用システムの設置に対して助成を行
い、二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギーの利用によって地球温暖化防止
を推進した。
　なお、太陽光発電システムと同時に定置用リチウム蓄電システム又は電気自動
車充給電設備を併設する場合に補助を行うプラスワン補助についても、平成２６
年度から引き続き実施した。

千円46,757

再生可能エネルギー普及促進事業

2

環境局
地球温暖化対策室

　再生可能エネルギーの普及促進を図るため、平成２４年７月から開始された再
生可能エネルギーの固定価格買取制度を活用して、市内４カ所の市有地を太陽光
発電事業者に有償で貸し出し、発電している。

（評価対象外）市有財産を活用した
再生可能エネルギーの普及促進事業

3

環境局
地球温暖化対策室

　計画を取り巻く状況の変化に対応し、「高松市地球温暖化対策実行計画」及び
「エコシティたかまつ環境マネジメントシステム」を改定した。
　地球温暖化対策実践活動に取り組む団体に補助金を交付するとともに、「ス
トップ！地球温暖化展」の開催など啓発活動を実施した。

千円5,617

（評価対象外）地球温暖化対策推進
事業

4

環境局

84.6%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

地球温暖化対策室

　燃料電池自動車の燃料となる水素を充填するための水素供給設備を市内に整備
する者に補助金を交付し、水素ステーションが設置された。
　市域における温室効果ガス排出量の抑制を図るため、走行時に二酸化炭素を排
出しない電気自動車１台を公用車に率先的に導入するとともに、車体ラッピング
を行い市内を走らせることにより、普及啓発を実施した。（累計１１台）
　また、電気自動車の利用促進を図るため、市内３カ所の道の駅（近隣地を含
む）に設置した急速充電設備の運営を行った。
　千円16,337

電気自動車等普及促進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

100.0% 継続Ａ Ｃ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　つる性植物を建物の壁面にはわせることにより、夏の強い日差しを和らげ、電
力エネルギーの節約が期待できる緑のカーテンを環境業務センター等で実施し
た。
　また、緑のカーテン・コンテストを実施し、家庭部門、学校・保育所部門及び
事業所部門の３部門において入賞者の表彰を行うなど、緑のカーテンの啓発・普
及を促進した。

千円200

緑のカーテン事業

6
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

千円83,356 18.9% 54.0%

環境局、創造都市推進局、都市整備局

　市民・事業者 　一人一人が環境問題を考え、行動するとともに、市
民・事業者・行政の協働を進めながら、あらゆる分野に
おいて、環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を
推進し、人と環境にやさしいまちづくりとして、良質な
環境の保全に努める。

　環境保全推進事業においては、市民の環境意識向上のため、環境展や環境学習を実施するとともに、環境学習活動
を自主的に企画、運営、実施する団体に対しては、補助を（４団体　３１１千円）実施した。
　「いざ里山」市民活動支援事業においては、市民が身近な自然を見直すきっかけづくりのため、従来、生活の一部
として利用されていた里山を保全する地域住民等の活動に対し補助（６団体　１，４８１千円）し、また、「ため池
守り隊」市民活動支援事業においても、用途地域内のため池について、ため池管理者だけでなく地域住民も参加する
清掃活動等に対し補助（１０地区　２，３２８千円）した。
　たかまつマイロード事業においては、自発的に、市が管理する道路の清掃等を行う道路愛護団体の活動を支援す
るとともに、新たに２団体を認定した。

【環境局】環境学習活動や清掃活動など、市民・事業者・行政が、連携して環境保全活動に取り組む必要がある。　
【創造都市推進局】補助事業終了後も、里山やため池の保全活動が継続して実施されるよう、地域住民へ里山やため
池に対する保全の大切さを認識していただくことが必要である。　【都市整備局】市が管理する道路等の施設管理に
は、地元市民団体の協力が不可欠であることから、市民との協働事業として、環境意識の向上を図る必要がある。

　環境展や環境学習講座の実施などの啓発事業や、清掃活動などの環境美化、公害への対策などを継続実施し、環境
保全活動の推進を目指す。

環境学習参加者数

　環境学習参加者数は目標値より高い数値で推移し
ており、市民の環境意識の向上につながっている。

107.0%

実績H28

人5,970

目標H28

人5,580

人

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

、創造都市推進局、都市整備局

環境局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

101.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　６月の環境月間に合わせ、環境展を実施するとともに、環境活動団体との協働
による環境学習の実施をしたことにより、市民の環境意識の向上につながった。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施状況等を取りまとめた
環境白書を発行した。

千円9,092

環境保全推進事業

1

環境局

112.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

南部クリーンセンター

　施設見学を通じて、ごみ処理の現状と課題を学習する機会を提供した。また、
展示ギャラリーでは、環境パネル、環境に関する図書、パソコンなどで環境問題
を考える機会を提供し、地球規模での温暖化対策の必要性を啓発するとともに、
学習室では、紙すきや工作などを実施して、楽しみながら、リサイクル体験を
行った。

エコホタル利用者　　３，５１８人
自主企画講座回数（見学会を含む）　１２回千円377

南部クリーンセンター環境学習事業

2

環境局
環境総務課

　環境審議会を開催し、環境基本計画に基づく取組の状況について審議した。ま
た、本市の環境の状況や、環境保全等のための施策を取りまとめた環境白書を環
境審議会に報告するとともに、市ＨＰに掲載するなど広く市民に公表すること
で、市民の環境意識の向上を推進した。

千円72

（評価対象外）環境基本計画推進事
業

3

創造都市推進局

220.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　従来、生活の一部として利用されていた里山を保全する地域住民等の活動に対
し補助（６団体　１，４８１千円）し、市民が身近な自然を見直すきっかけづく
りとなった。

千円1,480

「いざ里山」市民活動支援事業

4

創造都市推進局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

土地改良課

　事業開始３年間で補助金上限を毎年５万円づつ漸減する中で、前年と同様の事
業を実施しており、地域住民も参加した自主的かつ継続的な美化保全活動が継続
されている。

千円2,328

「ため池守り隊」市民活動支援事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局

88.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境総務課

　高松市衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議会の清掃活動参加者を対象
にした保険料、及び啓発活動について、補助金を支出し、地域住民が主体となっ
た環境美化活動やごみの適正排出等の活動の促進に寄与した。

千円4,156

衛生組合活動促進事業

6

環境局

103.3% 100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　「高松クリーンデー“たかまつきれいでー”」や「サンポート高松中央通り等
一斉清掃」を実施し、市民、事業者、ボランティア、行政の協働による美化活動
を促進するとともに「環境美化推進運動功労者表彰」などを行うことによって、
市民の環境美化意識の向上に寄与した。

千円1,494

環境美化推進事業

7

都市整備局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

道路管理課

　自発的に、市が管理する道路の清掃等を行う道路愛護団体の活動を支援するこ
とにより、道路の環境美化だけでなく、道路への愛護意識の高揚を図るととも
に、道路利用者のマナー向上の啓発活動を実施した。
　また、平成２８年度は新たに２団体を道路愛護団体に認定し、現在１１５団体
を認定するなど事業の推進に努めた。

千円3,036

たかまつマイロード事業

8

環境局
環境施設対策課

　市内２３箇所に設置する公衆便所の衛生的な維持管理を行った。

千円13,042

（評価対象外）公衆便所管理等事業

9

都市整備局
道路管理課

　まちのオアシスとして、美観上・風致上のモデル地区と位置付けられた、北部
コミュニティ広場、兵庫町広場及び田町コミュニティ広場を市民の憩いの場とし
て提供するとともに、道路空間の環境保全に寄与した。

千円606

（評価対象外）コミュニティ広場管
理事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

環境局
環境指導課

　大気環境保全の促進のため、市内の大気環境の常時監視により、その状況を把
握するとともに、事業場の立入検査を行った。また、苦情処理による改善指導等
を行った。

千円33,187

（評価対象外）大気汚染防止対策事
業

11

環境局
環境指導課

　水質環境保全の促進のため、市内の河川等の水質検査の実施により、水環境の
状況を把握するとともに、事業場の立入検査を行った。また、苦情処理による改
善指導等を行った。

千円12,872

（評価対象外）水質汚濁防止対策事
業

12

環境局
環境指導課

　騒音、振動及び悪臭に係る環境保全の促進のため、騒音、振動調査を行い、そ
の状況を把握するとともに、苦情処理による改善指導等を行った。

千円183

（評価対象外）騒音・振動・悪臭規
制事業

13

環境局
環境指導課

　公害苦情相談員等ブロック会議に出席し、複雑多様化する住民ニーズ等に対応
するため、幅広い情報を得た。

千円1,431

（評価対象外）公害対策事業

14
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 30.2% 15.9% 64.9%

水の安定供給 46.0% 10.8% 79.7%

汚水・雨水対策の充実 33.4% 16.6% 68.9%

河川・港湾の整備 26.9% 13.2% 60.9%

みどりの保全・創造 32.1% 11.8% 55.5%

不満度 総合評価

身近な道路環境の整備 29.7% 23.3% 67.6%

水の安定供給 98% Ａ

居住環境の整備 13.0% 19.8% 57.0%

汚水・雨水対策の充実 97% Ａ

平均 86% Ａ

　豊かな暮らしを支える生活環境の向上に向けて、６施策に取り組んだ。
　「居住環境の整備」、「身近な道路環境の整備」の２施策では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね
達成した。
　「河川・港湾の整備」では、設定する成果指標の津波・高潮対策施設の整備率において関係機関との協議により事業の
一部を繰り越したことにより、目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は３０％となった。
　「みどりの保全・創造」、「水の安定供給」及び「汚水・雨水対策の充実」の３施策では、設定する７つの成果指標に
ついて目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８６％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度

河川・港湾の整備 30% Ｄ

みどりの保全・創造 100% Ａ

居住環境の整備 91% Ａ

身近な道路環境の整備 100% Ａ

平成２８年度　政策の概要調書

　豊かな暮らしを支える生活環境の向上を図るため、生活道路・公園の整備、緑の保全・創造を始め、良好な居住環境の
整備や地籍調査の推進など、生活基盤の整備・充実を図ります。
　また、自己処理水源の確保を始め、浄水場の老朽設備等の更新や耐震化、県内水道広域化などに取り組み、安定給水の
確保を図るとともに、水質検査体制の充実による安全で良質な水の供給や持続可能な水環境の形成に努めます。
　また、汚水・雨水対策の充実を図るとともに、港湾・漁港の整備や河川・水路環境の保全に努めるなど、都市基盤の充
実・強化を図ります。

施策名 得点率 評価

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 豊かな暮らしを支える生活環境の向上 Ａ
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の整備

千円1,673,836 13.0% 57.0%

都市整備局、市民政策局、創造都市推進局

　市民（市営住宅の入居者及び入居申込者、住居表示実
施区域内の住民、地籍調査計画区域内の関係権利者、開
発行為をしようとする者、建築物を建築しようとする
者 、空き家所有者等）

　市営住宅の建設や適切な維持管理、住居表示設定、地
籍調査の実施、開発行為や建築に係る許認可事務の適正
な実施、空き家等対策の実施をすることにより、居住環
境の整備水準の向上を目指す。

・市営住宅の維持管理、空家修繕、建替事業を行うことにより、低廉な家賃の住宅を供給した。
・住居表示実施区域内での新規表示設定を実施したことにより、住所の明確化に効果があった。
・地籍調査の実施により、生活基盤の整備充実及び居住環境の整備に役立てた。
・開発行為の許可等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
・建築確認、完了検査等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
・空き家等の除却に対する支援や空き家の利活用を推進するなど、総合的な空き家対策を実施したことにより良好な
居住環境の向上に寄与した。

【市民政策局】倒壊の危険性や環境衛生面で問題のある空き家等には、防災、防犯、衛生、環境面などで多くの問題
を含んでおり、対策が急がれる。
【創造都市推進局】地籍調査は、災害時の復興事業を円滑に進めるためにも有効な事業であるため、調査の進捗率の
向上が課題となっている。
【都市整備局】市営住宅においては、老朽化による維持管理費等の増加と長寿命化計画に沿った効率的な事業実施が
課題となっている。

　豊かな暮らしを支える生活・居住環境の向上のため、各事業を引き続き継続し、着実に実施していく。

建築物等の完了検査済証交付率

　建築主や建設業者等に完了検査の受検を周知した
ほか、追跡調査を実施した結果、完了検査済証交付
率は高い値を維持している。

83.4%

実績H28

％83.4

目標H28

％100

％

老朽危険空き家除去支援件数

　老朽危険空家の除却について、補助制度を活用
し 、１３件の除却を行った。

130.0%

実績H28

件13

目標H28

件10

件

実績H28 目標H28

Ａ

、市民政策局、創造都市推進局

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
建築指導課

　建築基準法等の関係規定に基づき、建築確認申請等の審査、検査、許可、認
定、届出、承認、指導、取締り、相談、閲覧、定期報告、統計調査、道路調査等
の事業を実施し、良好な居住環境の形成に寄与した。

千円25,235

（評価対象外）建築指導事業

1

都市整備局
建築指導課

　都市計画法に基づく開発許可制度の適切な運用により、無秩序な市街化を防止
するとともに、一定の開発行為に対して、道路、公園等の公共施設や必要な整備
を義務付けることなどにより、良好な居住環境の形成に寄与した。

千円1,243

（評価対象外）開発指導事業

2

都市整備局
都市計画課

　市内の中心部において、土地の分合筆により、欠番や飛び番が多くなり、住所
が分かりにくいことに対応するため、土地所在地とは別に、住居ごとに番号を付
す住居表示制度を昭和３９年から実施している。
　この住居表示実施区域について、新旧証明書発行事務や住居新築時等における
住居表示の新規設定を行ったことにより、住所の明確化に寄与した。

千円44

（評価対象外）住居表示管理事業

3

都市整備局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

住宅課

　住宅困窮者に対する住宅セーフティネットとしての公営住宅の役割を担うた
め、建築年度が古く、老朽化が進んでいる市営住宅の建替整備を進めることによ
り、安全・安心で快適な居住環境を整備した。
　また、工程調整に日時を要したこと等により、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、市営住宅長寿命化計画（見直し）の策定に係る経費を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：４，６００，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業である上之町第Ⅰ住宅の建設工事及び香南町北部
団地建替に伴う解体工事等業務については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１５０，５３２，６４０円）

千円1,040,379

市営住宅建設事業

4

都市整備局
住宅課

　住宅困窮者に対する住宅セーフティネットとしての公営住宅の役割を担うた
め、空家募集用住宅の改修工事や、浄化槽・上下水道施設・エレベータ・消防施
設の保守等、市営住宅の維持管理を行ったことにより、安全・安心で快適な居住
環境を維持した。
　また、契約の締結に不測の日時を要したこと等により、年度内に事業の完了が
不可能となったため、すみれ団地外壁改修工事（１１・１２号棟）等の一部を翌
年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１７８，５８９，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業である市営住宅の外壁改修工事等については完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：８２，７５６，１０４円）

千円557,982

（評価対象外）市営住宅管理事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

130.0% 20.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

くらし安全安心課

　空家等対策の推進に関する特別措置法に規定する特定空き家等の措置を実施し
たほか、老朽危険空き家等の除却工事に対する補助金や、空き家の利活用と高松
市内への移住の促進を図るため、香川県空き家バンク登録物件の改修工事に対し
補助金を交付するなど、総合的な空き家対策に鋭意取り組んだ。

千円20,070

空き家等対策事業

6

創造都市推進局
地籍調査室

　平成１７年度の本市及び６町の合併に伴い、合併前より地籍調査事業に着手し
ていた塩江町、牟礼町、庵治町の調査業務を合併時の建設計画、合併基本計画に
基づき継続して事業を行い、平成２１年度末で塩江町は調査を終了した。平成
２９年度現在、庵治町地区、牟礼町地区、香川町地区において事業継続してい
る 。
　事業実施により、豊かな暮らしを支える生活環境の向上（政策）、居住環境の
整備（施策）等に基礎的、根幹的部分で大きく貢献している。千円28,883

（評価対象外）地籍調査事業

7
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

身近な道路環境の整備

千円2,544,988 29.7% 67.6%

都市整備局

　市道利用者 　道路の点検、修繕及び適切な道路改良などを行うこと
により、良好な道路環境を確保するとともに、その整
備・充実を図る。

・道路橋りょう維持管理事業　○工事件数：１０４件　○舗装修繕面積：約１０万㎡

・道路新設改良事業（単独）　○工事施工路線数：５７路線

・道路整備事業（建設計画等登載路線）　○道路整備進捗率の伸び：約３％

・県施行道路整備事業地元負担金　○負担路線数：１７路線２７工区

・橋梁改築修繕事業　○修繕等橋梁数　１橋

　道路の維持管理は、近隣６町との合併による管理区域の拡大から、より一層のコスト縮減が求められており、今
後、橋梁のみならず、舗装についても、維持管理コストの縮減を図っていく必要がある。
　また、道路の整備についても、財源を確保しつつ、昨年度創設した生活道路整備事業により効率的な整備が求めら
れている。

　道路や橋りょうの点検、修繕及び適切な道路改良などを行うことにより、安全で安心できる道路環境を確保すると
ともに、その整備、充実を図る。
　一方、舗装修繕に関しては、舗装維持管理計画を策定し、財源を確保して、良好な道路環境を実現する。

市道改良延長

　建設計画登載路線や生活道路の整備を進め、目標
を達成できた。
　橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁の修繕や、舗
装の補修等を適切に行い、良好な道路環境を確保す
ることができた。

100.5%

実績H28

ＫＭ1,505

目標H28

ＫＭ1,498

ＫＭ

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
道路管理課

　道路を保全するための点検、修繕を行ったことにより、安全で安心できる道路
環境を確保した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２４９，０４３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路修繕工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１４８，２７６，３２０円）千円1,523,732

（評価対象外）道路橋りょう維持管
理事業

1

都市整備局

81.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

道路整備課

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋の修繕等を行ったことにより、管
理コストを縮減するとともに、道路交通の安全性を確保した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３２５，１２６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である橋梁修繕工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：８３，２９３，０００円）千円176,067

橋梁改築修繕事業

2

都市整備局
道路整備課

　本事業は、県の河川改修にあわせ、橋梁をグレードアップすることにより、生
活環境の向上に寄与するものであり、平成２８年度は、橋梁の掛替について、河
川管理者である県と協議を行った。
　なお、事業主体である県が事業を翌年度に繰り越したことにより、年度内に支
出が不可能となったため、委託料を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７，２００，０００円）

（評価対象外）県管理河川改修関連
橋りょう架替事業

3

都市整備局
道路整備課

　県が施行する道路整備について、道路法第５２条に基づき地元負担金として、
事業費の１０％を負担したことにより、地域住民の利便性の向上や安全で安心で
きる道路環境の創出を推進した。
　なお、実施主体である県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、年度
内に支出が不可能となったため、負担金の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１，５００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路整備に係る負担金の支出については完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３３，１１２，８２５円）

千円80,186

（評価対象外）県施行道路整備事業
地元負担金事業

4

都市整備局

100.1% 継続Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ

道路整備課

　適切な道路構造への改良を行ったことにより、地域住民の利便性の向上や安全
で安心できる道路環境の創出を推進した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１２，６８０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路改良工事については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１４８，４３３，１６０円）千円385,238

道路新設改良事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

96.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

道路整備課

　建設計画等に位置付けられている２車線以上の道路の整備を行ったことによ
り、地域住民の利便性の向上や安全で安心できる道路環境の創出を推進した。
　なお、地権者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６８，０００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路橋りょう工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１３０，２９２，７７２円）千円379,765

道路整備事業（建設計画等登載路線
）

6
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市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

3 6

.

8

1

6

2

2

1

0 0 0 0
0

3 6

.

8

1

6

2

2

1

0 0 0 0
0

平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

河川・港湾の整備

千円559,908 26.9% 60.9%

都市整備局

　河川・生活排水路・港湾・漁港・海岸などの施設 　各施設の適正管理及び計画整備を行い、その機能を十
分に発揮させる。

　平成１６年度の台風による高潮被害を踏まえ、「香川県津波・高潮対策整備推進アクションプログラム」に基づ
き、高潮による浸水被害を最小限に抑えるため、市管理の港湾・漁港内施設に胸壁、陸こう等を整備した。また、今
後発生が予想される南海トラフ地震等の大規模地震を想定し、総合的かつ計画的に浸水被害の解消を図るため、「香
川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、市管理漁港・港湾において、発生頻度の高い津波に対して、人
命と財産を守る防災を目指した施設整備を推進するとともに、最大クラスの津波に対しては、粘り強い構造により減
災を目指した施設整備事業に着手した。

　事業の実施に当たり、厳しい財政状況を踏まえて、国・県に対し、引き続き補助要望を行い、予算確保に努める。

　引き続き、豊かな暮らしを支える生活環境の向上を図るため、計画的に河川・港湾の整備事業を推進する。

津波・高潮対策施設の整備率

　庵治港において、平成３０年度からの地震・津波
対策事業の施設整備工事に向け、地質調査に着手し
た。庵治港の地震・津波対策事業を一部繰り越した
ことから、目標の整備率を達成できなかった。

33.3%

実績H28

％1

目標H28

％3

％

治水施設の不具合による浸水発生件数

　老朽化した河川の護岸や排水路の改修及びポンプ
の更新のほか、適時に堆積土砂のしゅんせつを実施
したことで、施設の不具合による浸水発生件数は０
件となり、目標を達成した。

実績H28

件0

目標H28

件0

件

実績H28 目標H28

Ｄ

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
河港課

　高松市が管理する準用河川及び普通河川において、大雨や台風時の通水機能を
確保し、洪水被害を未然に防ぐため、老朽化した護岸構造物の改修やしゅんせつ
工事を実施した。
　なお、地元関係者との協議に日数を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１４，８６４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である小山川改修工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：７８，８０１，６４０円）
（内訳）河川改修　　延長６５３ｍ、しゅんせつ　　体積３２㎥

千円137,537

（評価対象外）河川改良事業

1

都市整備局
河港課

　大雨や台風時等における河川の氾濫浸水を防ぐため、ポンプ場及び水門等の点
検整備や維持修繕を実施し、施設の機能維持を行った。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４１，７９４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である洲端ポンプ場Ｎｏ．２雨水ポンプ分解整備
工事については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２６，２７９，６４０円）千円87,114

（評価対象外）ポンプ場等整備・維
持管理事業

2

都市整備局
河港課

　生活排水等により水質が悪化したり、通水不良となっている生活排水路の改修
及びしゅんせつ工事を行うことにより、生活環境の改善に寄与した。
　なお、地元関係者との協議に日数を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８，８２３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である第８号生活排水路整備工事等については完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１２，５８２，９２０円）
（内訳）生活排水路整備　延長４３８ｍ、しゅんせつ　体積６７０㎥

千円39,262

（評価対象外）生活排水路整備事業

3

都市整備局
河港課

　市管理漁港の修繕、改良等を行うとともに、漁港内清掃の実施や漁港施設の適
正な使用を求めるなど、環境の改善を図り、漁港機能を維持した。
　漁港保守点検９６日／年・適正管理１２漁港
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１９，９３３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松漁港長寿命化事業物揚場防食工事等に
ついては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５７，６７４，３６０円）

千円133,294

（評価対象外）漁港施設管理事業

4

都市整備局
河港課

　市管理港湾の修繕、改良等を行うとともに、港湾内清掃の実施や港湾施設の適
正な使用を求めるなど、環境の改善を図り、港湾機能を維持した。
　港湾保守点検９６日／年・適正管理９港湾
　なお、前年度からの繰越事業である女木港改良事業西防波堤設計業務等につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６，２４１，８００円）

千円44,285

（評価対象外）港湾施設管理事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

33.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

河港課

　平成１６年度の台風による高潮被害を踏まえ、「香川県津波・高潮対策整備推
進アクションプログラム」に基づき、市管理の漁港内施設に胸壁、陸こう等を整
備した。また、今後発生が予測されている南海トラフ地震等による浸水被害を想
定し 、「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、事業に着手し
た。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６５，３７０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松漁港海岸事業胸壁等建設工事等につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２４，９０１，０００円）

千円114,345

津波・高潮関連整備事業

6

都市整備局
河港課

　「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づき、香川県が施行する海
岸改修事業に対し、費用の一部を負担した。
　なお、前年度からの繰越事業である原浜海岸改修事業が完了し、予定していた
事業は全て完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４，０７０，８２６円）

千円4,071

（評価対象外）県施行海岸改修事業

7
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

みどりの保全・創造

千円608,623 32.1% 55.5%

都市整備局

　市民 　公園の整備や緑地の保全等により、生活環境の向上を
目指す。

・あじ竜王山公園については計画どおり工事の施工等が完了し、平成２８年４月２０日から供用開始した。
・身近な公園（太田南皿井公園・木太えびす公園（仮称））の整備を進め、街のみどりの創造に努めた。
・ちびっこ広場の整備により、市民が気軽に憩い、ふれあえる場を創出することができた。
・公園・街路樹の維持管理により、緑豊かで美しい景観の維持に寄与した。
・名木の保護により、地域のシンボルである名木の保存・育成に寄与した。
・花壇づくりやフラワーフェスティバルの開催により、快適な生活環境づくりや緑化意識の高揚に寄与した。
・公共公益施設、民有地の緑化により、温暖化対策に寄与するとともに、市民が憩え、楽しめる空間を創出すること
ができた。

　第２次緑の基本計画に基づき、緑の保全・創造に取り組んでおり、総合公園であるあじ竜王山公園が竣工し、また
街区公園である勅使町御殿ふれあい公園が完成するなど、緑豊かなまちづくりを計画的に進めている。しかし、市民
の緑や公園に対する要望が多様化し、また上位計画である都市計画マスタープランの見直しや、立地適正化計画の策
定が進められており、これらを踏まえた新たな基本計画の見直しが必要となっている。
　なお、基本計画の主要事業である「１小学校区１公園」の身近な公園整備事業についても、地域の実情等に留意
し、整備基準、整備対象となる小学校区の優先順位等を考慮した第２次実施計画の策定が課題となっている。

　環境保全機能、レクリエーション機能、防災機能、景観形成機能等の多様な機能を持つ都市公園の整備や公園・街
路樹の維持管理等の緑の保全に関する施策は、潤いと安らぎのある生活環境の創出に不可欠であることから今後とも
継続していくものとする。

市民１人当たりの都市公園等の面積

　あじ竜王山公園については計画どおり工事の施工
等が完了し、平成２８年４月２０日から供用開始し
た。また、身近な公園（太田南皿井公園・木太えび
す公園（仮称））の整備を進めたことにより、都市
公園等の面積が増加した。

100.2%

実績H28

㎡9.05

目標H28

㎡9.03

㎡

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
公園緑地課

　公園の高木や街路樹の剪定及び病害虫の駆除等を行い、樹木の育成や樹形を整
えたことにより、市民に緑あふれる快適な環境を提供できた。

千円86,272

（評価対象外）公園・街路緑化事業

1

都市整備局
公園緑地課

　郷土の景観やシンボルである貴重な古木・巨木４７本を、高松市の名木として
指定し、樹木の紹介や管理を支援するとともに、２８年度は４本の樹勢診断を行
ったことなどにより、市民に自然の恵みを与えてきた名木の保存に寄与した。

千円1,002

（評価対象外）名木保護事業

2

都市整備局
公園緑地課

　公園愛護会による公園の清掃活動のほか、公園施設の安全点検、修繕及び樹木
の剪定などの愛護活動を支援したことにより、公園の適切な維持管理ができた。
　なお、前年度からの繰越事業である番町二丁目公園外８公園遊戯施設改築工事
については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５，８０２，８００円）

千円261,413

（評価対象外）公園施設管理運営事
業

3

都市整備局

66.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

公園緑地課

　第２次緑の基本計画に基づき、太田南皿井公園及び木太えびす公園（仮称）の
整備を行うことにより、小学校区に公園がない地域に、気軽に憩いふれあえる場
を創出することができた。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９０，５７４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である太田南皿井公園の用地取得については完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５２，９６０，０００円）

千円139,657

身近な公園整備事業

4

都市整備局

100.0% 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

公園緑地課

　平成２８年４月２０日に供用開始し、新たな市民の憩いの場を創出した。ま
た、トイレの手洗い等の施設整備が完了し、利用者の利便性が向上した。
　なお、前年度からの繰越事業である竜王山公園（仮称）修景施設整備工事等に
ついては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：８４，５７２，６７６円）

千円84,573

竜王山公園整備事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
公園緑地課

　第２次高松市緑の基本計画に基づき、地域に都市公園等がなく、当分の間、公
園整備が見込まれない地区へ公園を補完する目的でちびっこ広場の整備を行っ
た。

千円3,300

（評価対象外）ちびっこ広場整備事
業

6

都市整備局

100.0% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

公園緑地課

　駅前広場や道路、商店街の街角の公共花壇や、公園やポケットパーク等の地区
花壇の草花管理を推進するとともに、フラワーフェスティバルを開催したことに
より、快適な生活環境や潤いのあるまちづくりを推進することができた。

千円32,406

花いっぱい推進事業

7
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

水の安定供給

46.0% 79.7%

上下水道局、

　市民、事業者 　限りある水資源を有効利用することで、持続可能な水
環境を形成するとともに、安心して、いつでも、いつま
でも使える水道水を供給する。

　県が行う椛川ダム建設事業に対する負担金の支出を始め、浄水場整備事業や配水管布設工事、布設替工事などを施
行し、安定給水に寄与した。さらに、水道水を将来にわたり、安定的に供給するため、県と市町で協力しながら、県
内水道事業の広域化に取り組んだ。
　安全で良質な水の供給においては、浄水場の適正な運転管理や水質検査を実施するとともに、あらゆる工事機会を
捉えた鉛管の取替えや助成制度の利用促進など、鉛製給水管の解消にも積極的に取り組み、安全な水道水を供給して
きた。
　なお、給水区域外の居住者に対しては、自家用給水装置の費用の一部を補助し、飲用水を確保する事業に取り組ん
だ。
　持続可能な水環境の形成においては、「水環境基本計画」を円滑に実施するため、第１期実施計画の実績を検証す

【上下水道局】安全な水道水を安定供給するために、自己処理水源の拡充、効率的な施設の整備、更新、耐震化を図
るとともに、県内水道事業の広域化を進める必要がある。

　引き続き、自己処理水源の確保に取り組むとともに、施設の耐震化や老朽化した施設の更新を計画的に実施して、
安全で安定した水道水の供給に努める。
　また、水道事業の広域化に県と他市町と共に取り組み、更なる安定供給を目指す。
　さらに、水環境基本計画第２期実施計画の進行管理を適切に行い、持続可能な水環境の形成の実現に向けた取組を
進める。

自己処理水比率

　平成２８年８月９日から９月２１日までの４４日
間の夏季渇水により、香川県水道用水供給事業から
の受水が制限され、自己処理水量を増量したため、
当初の達成度４４．６％を上回ることができた。

100.9%

実績H28

％45

目標H28

％44.6

％

基幹管路の耐震化適合率

　管路の布設、布設替を促進したため、目標が達成
できた。

101.8%

実績H28

％39.2

目標H28

％38.5

％

１人１日当たり水道平均使用水量

　夏季に渇水に見舞われたものの、年間を通して天
候に比較的恵まれたこと により、水道使用量が
増加したと考えられる。

99.3%

実績H28

Ｌ303

目標H28

Ｌ301

Ｌ

Ａ

、環境局、都市整備局、市民政策局

上下水道局

るとともに、第２期実施計画の取組を進めた。　
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
水環境対策室

　平成２８年度において予算措置等を行い、渇水発生に備えた。４４日間取水制
限が行われ、その間、節水の意識啓発を行うことで、より深刻な水不足になるこ
とを抑制した。

千円893

（評価対象外）渇水対策事業

1

環境局

100.0% 66.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

環境総務課

　高松市水道事業の給水区域外の区域に居住する者に対し、自家用給水装置の費
用の一部を補助し、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を推進したが、補助
件数は、１件にとどまった。
　・生活用水等確保対策事業補助件数：１件（新規１件）

千円353

生活用水等確保対策事業補助事業

2

都市整備局

92.9%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

河港課

　香川県が施行する治水、利水、渇水対策機能を持つ多目的ダムの建設に対し、
費用の一部を負担した。また、ダム建設による水源地域への影響を緩和し、関係
住民の生活の安定と福祉の向上を図るため、香川県が施行する道路新設改良事業
に対し、費用の一部を負担した。なお、事業主体である香川県が事業の一部を翌
年度に繰り越したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業
の一部を翌年度に繰り越した。同じく、市道の道路改良工事を行った。地元関係
者等との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となった
ため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２５４，９７６，０００円）
　前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：１１９，２９７，１３９円）

千円255,444

椛川ダム整備事業（建設事業）

3

市民政策局
水環境対策室

　学識経験者や国・県等の関係機関のほか、公募市民で構成する「高松市水環境
協議会」から意見を伺いながら、「高松市持続可能な水環境の形成に関する条
例」及び「高松市水環境基本計画」に基づき策定した「高松市水環境基本計画
第１期実施計画」の実施状況を取りまとめた。
　また、平成２８年度から３１年度までを計画期間とする「第２期実施計画」に
基づき各種施策に取り組んだ。

千円339

（評価対象外）水環境基本計画推進
事業

4

市民政策局

99.3%一般重点 縮小Ａ Ｂ Ｂ Ａ

水環境対策室

　節水に関する事業や啓発活動等を総称する我が家の水がめづくりの取組の一環
として、巧水キャンペーンを実施した。また、水道週間に併せて、本市の主要水
源地域の特産品等を販売する水源地交流物産市の開催などにより、市民の水源地
域への理解を深めることができた。

千円257

我が家の水がめづくり事業

5
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政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況
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達成度の推移
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策
の
課
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施
策
の
方
向
性
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③
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平成２８年
平成２８年度

H28

安全で安心して暮らし続けられるまち
豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

33.4% 68.9%

上下水道局

　市民 　生活環境の改善や公衆衛生の向上、浸水被害の軽減・
解消、さらには、河川、海域等の公共用水域の水質保全
を図る。

　汚水管渠の整備を行い、新たに約４ｈａの供用を開始するとともに、西部バイパス幹線や福岡排水区雨水管などの
整備を行い、生活環境の改善や浸水被害の軽減に寄与した。
　また、下水処理場やポンプ場の適切な運転・維持管理と老朽化の進んだ設備の改築工事により、処理機能を確保す
るとともに、引き続き、再生水を供給して、下水道資源を有効利用した。
　さらに、１，００９基の合併処理浄化槽の設置経費に助成を行い、この内１７８基の単独処理浄化槽から合併処理
浄化槽への転換については、上乗せ助成を行い、生活雑排水による水質汚濁の軽減に寄与した。

　生活排水対策をより強化するために、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進や、下水道未接続世帯の解
消に努めるなど、具体的な取組の継続が必要である。

　多核連携型コンパクト・エコシティの取組に配慮しつつ、第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、公共下水
道の整備や、合併処理浄化槽の設置促進により効果的な生活排水対策を進める。

汚水処理人口普及率

　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換する際
の上乗せ補助制度や汲み取りトイレから合併処理浄
化槽へ転換する際の補助制度を実施することによ
り、合併処理浄化槽への転換を促進することがで
き 、その結果汚水処理人口普及率が０．６ポイン
ト上昇して目標を達成することができた。

100.0%

実績H28

％85.9

目標H28

％85.9

％

雨水対策整備率

　中心市街地及び周辺市街地の浸水対策として、バ
イパス幹線やポンプ場等の整備を計画的に行った。

99.4%

実績H28

％48.5

目標H28

％48.8

％

下水道管路耐震化率

　耐震性を確保した下水道管路の新設及び改築・更
新を４．０ｋｍ行い、耐震化率が０．３％上昇し
た。

99.4%

実績H28

％35.7

目標H28

％35.9

％

Ａ

上下水道局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

上下水道局
給排水設備課

　浄化槽の適正な維持管理を推進するために、浄化槽の法定検査未受検管理者に
対する受検指導を２８，６８０件実施した。
　浄化槽管理士の研修会を１回開催した。
　新たに浄化槽を設置した浄化槽管理者に対して浄化槽教室を３回実施した。

千円2,700

（評価対象外）浄化槽管理指導事業

1

上下水道局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

給排水設備課

　生活排水の処理を行い、川や海などの水質汚濁を軽減するため、原則として、
下水道事業計画区域外における、自己の専用住宅の合併処理浄化槽の設置に対し
補助を行うほか、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換についても、上乗
せ補助を行うことにより、合併処理浄化槽による汚水処理人口普及率が０．６ポ
イント上昇した。
　合併処理浄化槽設置整備事業補助　１，００９基
（単独処理浄化槽撤去１７８基を含む）
（繰越明許費繰越額：１８，９３８，０００円）
（平成２７年度繰越明許事業費：１５，１２５，９１８円）

千円289,896

合併処理浄化槽設置整備事業

2
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(５) 環瀬戸内海圏の中核都市として 

ふさわしいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 15.8% 18.8% 51.3%

景観の保全・形成・創出 17.4% 19.0% 55.2%

多核連携型コンパクト・エコシティの推進 14.1% 18.6% 47.3%

平均 97% Ａ

　コンパクトで魅力ある都市空間の形成に向けて、２施策に取り組んだ。
　「多核連携型コンパクト・エコシティの推進」及び「景観の保全・形成・創出」の２施策では、設定する３つの成果指
標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

景観の保全・形成・創出 100% Ａ

　コンパクトで魅力ある都市空間の形成を図るため、人口減少、少子・超高齢社会においても、活力を失わず、市民がい
きいきと暮らせるコンパクトで持続可能な集約型都市の構築に向け、都市計画制度等の的確な運用により、適正な土地利
用を推進するとともに、地域における拠点性の確保を図るなど、多核連携型コンパクト・エコシティの推進に努めます。
　また、自然・都市・歴史・文化の調和した、誰もが暮らしたい、訪れたいと感じる、美しいまちの実現に向け、景観の
保全・形成・創出に努めます。

施策名 得点率 総合評価

多核連携型コンパクト・エコシティの推進 95% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 コンパクトで魅力ある都市空間の形成 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
コンパクトで魅力ある都市空間の形成

多核連携型コンパクト・エコシティ
の推進

千円528,858 14.1% 47.3%

市民政策局、都市整備局

　市民 　平成２５年２月に策定した多核連携型コンパクト・エ
コシティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集
積と市街地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な
都市構造「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現
を目指す。

　人口減少・超高齢社会を見据え、３０年、５０年後においても、活力を失わず、市民がいきいきと暮らせるよう、
集約拠点への都市機能の集積と市街地拡大を抑制し、コンパクトで持続可能なまちづくりを進めるため、平成２５年
２月に多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画を策定した。
　適正な土地利用の推進事業としては、２６年８月に都市再生特別措置法の一部を改正する法律が施行され、その推
進の後押しとなる立地適正化計画を策定できることとなり、２８年度には、居住と都市機能の誘導区域の設定や誘導
施設、誘導施策などの素案取りまとめを行った。
　集約拠点における都市機能集積事業においては、地域交流拠点となっている仏生山地区における新病院を核とした
まちづくりを推進し、事業の確実な進行、管理を行った。

　適正な土地利用の推進においては、平成２９年３月に高松市立地適正化計画（仮称）【素案】を策定した。今後
は、市民や関係事業者等との合意形成を図りながら立地適正化計画を策定していくとともに、現行のコンパクト・エ
コシティ推進計画との整合性を図る必要がある。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、第１期都市再生整備計画が終了となることから、
第２期都市再生整備計画の取りまとめが必要となる。また、新病院の開院に合わせた着実な整備を行うため、関係課
の総合調整を図る必要がある。

　適正な土地利用の推進においては、土地利用規制等の施行と併せ、誘導区域へのインセンティブ施策等について先
進地の事例を研究するなど、本市が今後取り組むべき施策事業を整理し、立地適正化計画の成案化に向けて取り組ん
でいく。その中で人口減少・超高齢社会を見据え３０年後、５０年後においても活力を失わず市民がいきいきと暮ら
せるコンパクトで持続可能なまちづくりを実現するために継続して事業を推進していく。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、引き続き整備基本計画に基づく施設整備について
将来需要等を踏まえた検討を行うとともに交流センター等の整備に向け第２期都市再生整備計画を取りまとめる。

用途地域内の人口比率

　前年度と比べ０．１％減少しており、目標値の達
成には至っていない。

99.7%

実績H28

％63.9

目標H28

％64.1

％

中心市街地の居住人口の割合

　人数としては、前年度から２４人増の２０，６６６
人と微増であり、着実に進捗しているものの、居住
人口の割合としては前年度と同値の４．８％であり、
目標値の達成には至っていない。

96.0%

実績H28

％4.8

目標H28

％5

％

実績H28 目標H28

Ａ

、都市整備局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

99.7% 96.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｃ Ａ

まちづくり企画課

　多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画に掲げる施策の推進に関し、広く
市民の意見を聴くための推進懇談会を開催したほか、推進の後押しとなる立地
適正化計画について、居住と都市機能の誘導区域の設定や誘導施設などの素案取
りまとめを行った。

千円14,419

多核連携型コンパクト・エコシティ
推進事業

1

都市整備局
都市計画課

　都市の健全な発展と秩序のある整備を図るため、土地利用、都市施設及び市街
地開発事業など都市計画を定める都市計画審議会の運営を行った。
　なお、計画内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
　（繰越明許費繰越額：４，５４０，０００円）

千円6,260

（評価対象外）都市計画制度運用事
業

2

市民政策局

94.2%特別重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

地域振興課

　

　

千円6,372

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（地域振
興課分）

3

市民政策局

94.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

まちづくり企画課

　農業試験場跡地北側エリアでは、引き続き、埋蔵文化財発掘調査を実施すると
ともに、香川県農業試験場跡地北側エリア調整池工事（交流広場予定地）に伴い
用地取得を行った。
　なお、関連事業との工程調整に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７７，３００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である、埋蔵文化財発掘調査については完了し
た。
（平成２７年度繰越明許事業費：１５，１９７，３５８円）

千円86,502

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（まちづ
くり企画課分）

4

都市整備局

94.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　仏生山駅西口駅前広場用地地権者の移転先となる北側エリア内代替地の造成及
び上下水道工事を推進した。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３７，７５９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６，５４６，９６０円）千円12,789

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（都市計
画課分）

5
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タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
り、ワークショップを開催し、市民と協働して、施設構想を策定した。

k6199
タイプライターテキスト



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

94.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

道路整備課

　「新病院を核としたまちづくり」を推進するため、県農業試験場跡地北側エリ
アの整備計画に基づき、エリア内道路の用地取得、改良工事等を推進した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７６，００３，０００円）

千円148,394

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（道路整
備課分）

6

都市整備局

94.4%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

道路整備課

　新病院へのアクセス道路である市道仏生山円座線及び仏生山町８号線の用地買
収、及び道路改良工事を推進した。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６４，３６３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である用地取得等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４８，９１３，４２８円）千円158,189

新病院を核としたまちづくり推進事
業（新病院アクセス道路整備事業）

7

都市整備局

94.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

公園緑地課

　農業試験場跡地北側エリアでは、埋蔵文化財発掘調査を実施するとともに飲料
水兼用耐震性貯水槽設置等の整備を行った。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５５，１９８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である、用地取得及び埋蔵文化財発掘調査につい
ては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３５，６５６，００５円）千円95,933

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（公園緑
地課分）

8
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移
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H
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4
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0

平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
コンパクトで魅力ある都市空間の形成

景観の保全・形成・創出

千円30,803 17.4% 55.2%

都市整備局

　市民 　良好な景観の保全・形成・創出と環境美化を一体的に
推進するため、美しいまちづくり条例を制定し、条例に
基づく景観施策の指針となる美しいまちづくり基本計画
を策定するとともに、景観法に基づく景観計画を策定す
ることにより、地域に即した都市景観の形成を目指す。

　良好な都市景観を保全・形成・創出するとともに、まちの環境美化に取り組むことで美しいまちづくりを推進する
ため、平成２８年４月１日から屋島地区及び讃岐国分寺跡周辺地区を景観計画で定める景観形成重点地区に追加指定
した。
　また、景観条例に基づく届出対象行為（１５９件）に対する審査を行ったほか、既存不適格広告物の広告主に対し
屋外広告物改修補助制度の活用による早期撤収・改修を促す（利用件数：４５件）とともに、電柱広告などの違反屋
外広告物について関係者と連携して簡易除去（３３３件）を行ったことにより、良好な景観の保全・形成・創出に寄
与した。

　美しいまちづくりの実現に向けては、市・市民・事業者が適正な役割分担の下で、三者が一体となって地域の魅力
や特性を活かしたまちづくりを進めていく必要がある。

　良好な都市景観の形成に向け、美しいまちづくり条例に基づく基本計画で定めた目標を達成するため、平成２８年
４月に一部変更した景観計画の周知・啓発と一定規模以上の建築物等に対する指導・助言により、良好な景観の保全
・形成を図るとともに、２５年度に改正した高松市屋外広告物条例に基づく、屋外広告物の規制・誘導を行い、建築
物等と一体となった良好な景観形成を推進する。

特別な区域における既存不適格広告物の適正
化率
　平成２７～２８年度にかけて、特別な区域のうち
特に栗林公園内の眺望地点から望見される広告物の
改修が進み、目標を十分に達成することができた。

187.5%

実績H28

％60

目標H28

％32

％

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

62.1% 100.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

都市計画課

　景観施策の指針である美しいまちづくり基本計画に定める目標を実現するた
め、景観計画の一部を変更し、景観形成重点地区に屋島と讃岐国分寺跡周辺を追
加指定するなどにより、良好な景観形成を誘導した。
　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が一部不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額４，４９４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である既存不適格広告物改修等補助事業について
は完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２２，８７１，０００円）

千円29,432

美しいまちづくり推進事業

1

都市整備局

144.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　屋外広告物条例に基づき、屋外広告物の表示や掲出物件の設置を規制・誘導し
たほか、平成２６年度に実施した是正指導後においても、違反広告物是正計画書
が提出されない広告主に対して督促を行うとともに、市民との協働により簡易な
違反広告物の除去活動を行うことにより、良好な景観形成に寄与した。

千円1,371

屋外広告物対策事業

2
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 快適で人にやさしい都市交通の形成 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書

　多様な交通が有機的に連携した快適で人にやさしい都市交通の形成を図るため、過度に自動車に依存せず、誰もが安全
で快適に移動することができるよう、生活バス路線の確保、離島航路への支援など、公共交通機関の充実・強化や主要な
駅等におけるパーク・アンド・ライドの推進など、公共交通の利便性の向上を図ります。
　また、自転車利用者と歩行者の双方が道路を安全で快適に利用できるよう、駐輪場や自転車走行空間の確保を始め、レ
ンタサイクルや放置自転車対策などの事業を進めるとともに、自転車利用者のマナー向上に努めます。

施策名 得点率 総合評価

公共交通の利便性の向上 96% Ａ

自転車の利用環境の向上 90% Ａ

公共交通の利便性の向上 21.0% 43.1% 79.1%

平均 93% Ａ

　快適で人にやさしい都市交通の形成に向けて、２施策に取り組んだ。
　「公共交通の利便性の向上」及び「自転車の利用環境の向上」に２施策では、設定する４つの成果指標について目標を
達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

自転車の利用環境の向上 23.6% 26.1% 57.7%

平均 22.3% 34.6% 68.4%

247



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0
1
2
3
4
5
6

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果
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平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
快適で人にやさしい都市交通の形成

公共交通の利便性の向上

千円1,345,122 21.0% 79.1%

市民政策局、都市整備局

　市民、来訪者 　市民の活動を支える多様な移動手段を確保するととも
に、公共交通の利便性の向上により、公共交通の利用促
進を図る。

・持続可能な公共交通ネットワークの再構築（交通結節拠点等整備及びバス路線再編）
・総合都市交通計画推進協議会の開催及び公共交通利用促進条例の理念を踏まえた施策の実施
・新交通システムの導入検討
・市民啓発活動（カーフリーデー高松等）の開催
・鉄道駅のバリアフリー化、生活交通路線の確保維持
・パークアンドライド駐車場の管理運営
・市道東山崎町５１号線の改良工事
・市立駐車場の管理運営

【市民政策局】【都市整備局】過度に自動車に依存した状態から、公共交通への利用転換を図るため、利便性が高く
持続可能な公共交通ネットワークの再構築については、新たな交通結節拠点整備やバス路線再編はもとより、良好な
交通環境の確保が課題となっており、関係機関及び交通事業者との連携により事業推進に努めている。

　公共交通の利便性の向上に当たっては、市全域を対象とした公共交通体系の再編と、ハード・ソフトの両面から公
共交通の利便性の向上に資する施策を積極的に推進するとともに、都市計画マスタープランに掲げる、「多核連携型
コンパクト・エコシティ」の観点から、拠点地域等への都市機能の集約を進めるなど、集約型の都市構造への転換を
図り、公共交通の利用を促進していく必要がある。

公共交通機関利用率

　公共交通利用率は、平成１９年度を基準年度とし
て、毎年一定の利用者増を目標として掲げている。
　前年度に比べ、１日当たりの公共交通機関利用者
数は、約２，３００人増加し、利用率も１４．２％
から１４．７％へと上昇したものの、２０年代前半
に利用者数が減少したことの影響により、目標値の
達成に至らなかった。

96.1%

実績H28

％14.7

目標H28

％15.29

％

交通結節拠点におけるバス路線の結節数（中
心部を除く）
　当該指標は、平成２４年度の交通結節拠点におけ
るバス路線の結節数を目標と掲げている。
　新たな公共交通の結節拠点整備に併せ、バス路線
再編を進める、公共交通ネットワークの再構築の進
捗を確認するものであり、昨年度は新たな路線再編
までには至っていないが、目標は達成している。

100.0%

実績H28

路線3

目標H28

路線3

路線

実績H28 目標H28

Ａ

、都市整備局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

100.0% 96.1%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　持続可能な公共交通ネットワークの形成を目指し、地域公共交通網形成計画に
基づき、新たな交通結節拠点整備とバス路線再編に関し、関係機関と連携し事業
を進めている。
　なお、新駅（太田～仏生山駅間）整備の基本計画検討業務については、関連す
る上位計画が見直し中であること等により、年度内に業務の完了が不可能となっ
たため、委託料を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９，８７２，０００円）

地域公共交通再編事業（交通政策課
分）

1

都市整備局

100.0% 継続Ｂ Ｃ Ｂ Ａ

道路整備課

　国道１１号高松東道路整備に関連した琴電高架化に伴う側道整備として、平成
２８年度は引き続き東山崎町５１号線について、市道東山崎亀田線（長尾街道）
から国道１１号までの間のうち、約１１０ｍの区間の整備を行った。

千円9,429

国道 号高松東道路関連整備事業11

2

都市整備局

80.0%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

都市計画課

　ＪＲ端岡駅北口回転広場の完成により、駅の利便性及び交通結節機能が向上し
た。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，８００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３２，８０４，４２０円）千円32,992

ＪＲ端岡駅周辺整備事業

3

都市整備局

96.1%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　ことでん三条～太田駅間の新駅整備に関し、駅前広場整備については、都市計
画決定等の法手続を完了し、実施設計に着手した。
　駅舎整備及び複線化事業については、それぞれの実施主体である法定協議会
及びことでんに対する補助制度を整え、いずれも実施設計に着手　た。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１５，８４５，０００円）千円1,114

地域公共交通再編事業（都市計画課
分）

4

市民政策局

100.0% 96.1%一般重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　「総合都市交通計画」及び「公共交通利用促進条例」の理念を踏まえた施策で
ある、電車・バスの乗り継ぎ割引の拡大や、７０歳以上の市民を対象とした運賃
半額制度を継続した。また、まちなかループバス等ネットワークバスへの運行支
援のほか、カーフリーデー高松の開催など、利用促進施策の実施により、公共交
通の利用増に繋がり、特に「ことでん」は、１日当たりの利用者数が、約３１，
５００人から３３，０００人に増加した。
　なお、国の補助事業の執行に当たり、事業主体の実施期間を確保するため、補
助金等を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１５６，７７２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であることでん新駅（三条～太田駅間）基本計画
及び（太田～仏生山駅間）基本構想検討業務については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２４，６７８，０００円）

千円170,262

公共交通利用促進事業

5

249

k6199
タイプライターテキスト
し

k6199
タイプライターテキスト



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを目指し、持続可能な公
共交通ネットワークの再構築に取り組んでいる。こうした中、「新交通システム
導入検討チーム」による、本市中心部における新交通システム導入についてのレ
ポートとともに、「まちなかループバス」や「ショッピング・レインボー循環バ
ス」の利用促進に向けた、サービス水準向上策を取りまとめた。　

千円4,796

新都市交通システム導入検討事業

6

市民政策局

96.1% 83.3%一般重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　生活バス路線の維持充実、利便性の向上を図るための補助を行い、良好な交通
環境を確保している。また、地域主導型の持続可能な公共交通を構築するため、
コミバス等の導入検討に係る地域組織への支援を２件行った。

千円94,651

公共交通維持改善事業（交通政策課
分）

7

都市整備局
都市計画課

　引き続き指定管理者による、市営駐車場８施設の管理・運営を行い、利用者の
利便性の向上と経費節減につなげた。
　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６，０２７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である中央駐車場南出入口改修工事については完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：３，５７２，６４０円）千円716,921

（評価対象外）駐車場管理運営事業

8

都市整備局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　

千円1,316

公共交通維持改善事業（都市計画課
分）

9
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平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
快適で人にやさしい都市交通の形成

自転車の利用環境の向上

千円256,056 23.6% 57.7%

都市整備局、市民政策局

　市民 　市民が安全で快適に自転車を利用することができる
ための環境を整備し、自転車利用の促進を目指す。

　自転車を利用した香川の新しい都市づくりを進める協議会高松地区委員会を継承する形で、高松市自転車ネット
ワーク計画推進協議会を創設し、協議会を開催するとともに、平成２０年１１月策定の「高松市中心部における自転
車ネットワーク整備方針」に示された対象路線のうち、５路線の整備を行い、１０路線の詳細設計に着手した。
　また、放置自転車対策として、規定の期間以上放置された自転車について、警告（５１，５８０台）、移送
（５，４３９台）を行うとともに、レンタサイクル事業の利用促進及びイメージアップのため、引き続き、新規導入
車両に新デザインの塗装を行った。
　さらに、琴電房前駅前自転車駐車場の整備（１５台）や、ちゃりんこ救急ステーションの継続を行い、これらの実
施により、自転車利用環境整備の推進に寄与した。

【市民政策局】
　「ちゃりんこ便利都市」強化推進事業である、ちゃりんこ救急ステーション事業について、廃止を含め今後の在り
方について検討する。
【都市整備局】
　道路管理者・鉄道事業者や商店街などが役割分担に基づき関係機関と連携し計画的に事業の推進に努めているが、
利害関係者の意見調整に時間を要する。

　ちゃりんこ便利都市の推進に向けた事業展開について検討が必要である。
　自転車の走行空間と駐輪スペースの確保を最優先に取り組むとともに、自転車事故対策やマナーアップ等につい
て、警察やその他の関係機関と連携して取り組む必要がある。

自転車道等整備済延長（累積）

　　　２８年度には、丸亀町栗林線など、３．４ｋｍ
区間を供用したが、関係機関との協議に日時を要した
ことにより、当初の目標を達成することができなか 
った。

82.6%

実績H28

㎞7.6

目標H28

㎞9.2

㎞

レンタサイクル利用者数

　駅前の地下にあるポートへの案内看板の設置や新
デザインの導入などの利用促進の結果、目標を達成
することができた。

102.5%

実績H28 目標H28

者

実績H28 目標H28

Ａ

、市民政策局

都市整備局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

127.3%一般重点 改善継続Ｃ Ｂ Ｂ Ａ

交通政策課

　自転車の利便性を高めるため、市内のコンビニエンス・ストアやコミュニティ
センター等の協力を得て、自転車用空気入れを配備する「ちゃりんこ救急ステー
ション」の拡充に努めたが、コンビニエンス・ストアの減少により７箇所減少し
１９６箇所となった。

「ちゃりんこ便利都市」強化推進事
業（交通政策課分）

1

都市整備局

82.6%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

道路整備課

　安全空間確保部会において、平成２０年１１月策定の「高松市中心部における
自転車ネットワーク整備方針」に示された対象路線のうち、未整備路線の整備手
法について検討した結果を踏まえ、５路線の整備を行い、１０路線の設計に着手
した。
　なお、地元関係者及び関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内の
事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１，３４３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である自転車走行指導帯整備工事については完了
した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６１，４６０，６４０円）

千円76,118

自転車利用環境整備事業

2

都市整備局

96.6%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

都市計画課

　「サイクルアンドバスライド駐輪場整備事業補助金交付要綱」に基づき、路線
バス事業者が郊外のバス停付近で行った２箇所の駐輪場整備に対する支援によ
り、自転車と路線バスの乗継利便性の向上に寄与した。

千円177

「ちゃりんこ便利都市」強化推進事
業（都市計画課分）

3

都市整備局

119.4% 102.5%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

都市計画課

　整備員５名による点検整備を行うとともに、平成２６年度に公募により決定
した新デザインを１２０台の車両に塗装したことにより、安全安心かつ快適に
利用できる交通手段の市民への提供に寄与した。

千円64,232

レンタサイクル事業

4

都市整備局

97.0% 100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

都市計画課

　自転車駐車場の整備及び中央商店街における民間自転車等駐車場の確保に対す
る支援を行ったことで、自転車利用者の利便確保及び放置自転車の減少に寄与し
た。
　
　琴電房前駅前自転車等駐車場整備　１５台（収容能力）

千円8,181

駐輪場整備事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
都市計画課

　引き続き自転車等駐車場の維持・管理を行い、自転車等利用者の利便性の確保
に寄与した。

千円68,100

（評価対象外）駐輪場管理事業

6

都市整備局

120.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

都市計画課

　放置自転車の警告、移送、保管、返還、処分等を行ったことにより、快適で安
全なまちづくりに寄与した。

　警　告　５１，５８０台
　移　送　　５，４３９台
　返　還　　２，９６９台
　処分等　　２，５６０台千円39,248

放置自転車等対策事業

7
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 22.7% 25.8% 64.8%

拠点性を高める道路ネットワークの整備 27.0% 24.1% 64.4%

中心市街地の活性化 18.2% 25.4% 60.5%

拠点性を高める交通網の整備と利用促進 23.0% 28.0% 69.6%

平均 95% Ａ

　拠点性を発揮できる都市機能の充実に向けて、３施策に取り組んだ。
　「拠点性を高める交通網の整備と利用促進」、「拠点性を高める道路ネットワークの整備」及び「中心市街地の活性
化」の３施策では、設定する７つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

拠点性を高める道路ネットワークの整備 100% Ａ

中心市街地の活性化 88% Ａ

　激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高め、拠点性を発揮できる都市機能の充実を図るため、高松空
港や高松港の機能強化、四国への新幹線の導入促進など、拠点性を高める交通網の整備と利用促進を進めます。
　また、都市計画道路等の整備により、道路交通の円滑化・安全性の向上など、拠点性を高める道路ネットワークの整備
を進めます。
　また、ウォーターフロントの魅力をいかしながら、サンポート高松など中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力あ
る商業・業務空間の形成やまちなか居住を促進し、人々の回遊性を高めるなど、中心市街地の活性化に努めます。

施策名 得点率 総合評価

拠点性を高める交通網の整備と利用促進 98% Ａ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 拠点性を発揮できる都市機能の充実 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める交通網の整備と利
用促進

千円460,333 23.0% 69.6%

市民政策局、都市整備局

　地域経済・産業（人・物・情報） 　環瀬戸内海圏の中核都市としての機能を発揮できる陸
海空の交通ネットワークの整備と利用促進により、交流
人口の拡大、物流の円滑化を促進し、地域経済及び産業
の活性化を目指す。

　高松空港の新規定期路線の就航、既存定期路線の増便を図り、航空ネットワークが拡充され、利用者数も増加して
いる。
　海上輸送網の拡充により、高松港に入港した外国貿易船の年間延べ純トン数は増加している。
　四国の新幹線の早期実現が図られるよう、県内全市町等で組織する、「香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期
成同盟会」等を中心として、シンポジウムや勉強会を開催した。

【市民政策局】航空路線の拡大により利用者数は増加しているが、平成３０年４月からの空港運営の民間委託により
更なる交流人口の拡大による地域活性化に取り組む必要がある。
【都市整備局】海上輸送網の拡充により、純トン数は増加しているが、今後の航路拡充・物流量の増加に向けた地域
経済の活性化に取り組む必要がある。
【市民政策局】四国の新幹線を実現するため、関係団体等との連携により、国土交通省等に調査・研究を要望するな
ど、整備計画への格上げに向け取り組む必要がある。

　高松空港の航空ネットワークの拡充については、推進母体である高松空港振興期成会と、運営事業者の役割分担を
明確にする中で、より効果的な事業の推進に努める。
　高松港の交通・物流拠点性の向上については、事業主体である香川県と協同し、より効率の良い施設整備及び運営
に努める。
　四国の新幹線の整備計画への格上げに向け、関係機関等との連携により、国土交通省等への要望活動と、市民意識
の醸成に努める。

高松空港の利用者数

　新規定期路線（香港線週４）が就航し、ソウル線
２往復／週（週３→週５）、上海線１往復／週（週
４→週５）台北線２往復／週（週４→週６：Ｈ２８
．４～Ｈ２８．１１．２８、Ｈ２９．３．２７～の
み）が増便して、航空ネットワークが拡充された結
果、利用者数も増加した。

103.4%

実績H28

万人185

目標H28

万人179

万人

高松港に入港した外国貿易船の年間延べ純ト
ン数
　平成９年に韓国釜山航路が開設されて以降、順次
航路開設が進み、現在４航路週７便が就航しており
海上輸送網の拡充により、純トン数も増加した。
　（中国航路２便、韓国航路４便、フィーダー航路
１便　計７便）

100.2%

実績H28

千純トン971

目標H28

千純トン969

千純トン

市内ＪＲ駅の乗降客数

　当該指標は、平成１９年度を基準年度として、毎
年一定の利用者増（累積）を見込み目標として掲げ
ている。
　前年度実績に比べ増加したものの、２０年代前半
に利用者数が減少したことの影響により、目標値の
達成に至らなかった。

99.2%

実績H28

万人716

目標H28

万人722

万人

Ａ

、都市整備局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　高松空港振興期成会が実施する積極的なＰＲ活動や、利用者に対するグループ
助成など、様々な利用促進事業に対し、県や他市町と負担金を支出し、高松空港
の利用促進を行うとともに、香港路線の新規開設に伴う準備経費を県と負担し、
新規航路を開設した。また、国が施行する高松空港整備事業に対し、負担金を支
出し、施設の改良に対応した。
　なお、高松空港関連整備事業地元負担金について、実施主体の国が事業の一部
を翌年度に繰り越したことから、年度内に事業の完了が不可能となったため、事
業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６，０６７，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業である高松空港関連整備事業地元負担金について
は完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：８，２５５，０００円）

千円203,409

航空路線網拡大促進事業

1

都市整備局
河港課

　事業主体である香川県が施行する緊急輸送拠点となる耐震強化岸壁の整備、快
適なウォーターフロントの形成や防災拠点としての緑地整備、香川県地震・津波
海岸堤防等整備計画に基づく津波等対策事業など、港湾機能の強化を促進するた
め、地方財政法及び海岸法に基づき、費用の一部を負担した。
　なお、事業主体である香川県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、
年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７５，４８４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松港（弦打地区）岸壁整備工事等につい
ては完了した。
　（平成２７年度繰越明許事業費：３６，０６８，６０７円）

千円256,444

（評価対象外）県施行港湾建設事業

2

市民政策局
交通政策課

（評価対象外の事務事業）
　四国の新幹線の早期導入が図られるよう、県内全市町等で組織する、「香川県
ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期成同盟会」等を中心として、シンポジウムや
勉強会の開催により、市民意識の醸成に寄与した。

千円480

（評価対象外）広域輸送交通機関整
備促進事業

3
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平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める道路ネットワーク
の整備

千円680,922 27.0% 64.4%

都市整備局

対象施設：都市計画道路
対象者：道路利用者（歩行者・自転車利用者・自動車利
用者）及び道路周辺住民

　中枢拠点都市としての道路ネットワークを強化し、安
全安心な市民生活と機能的な都市活動を確保する。

　コンパクトな都市構造への転換に向けて、中心市街地地区を中心とした集約拠点間のアクセスを向上させるため、
都市計画道路の整備により、道路ネットワークの強化を図った。
・高松海岸線（屋島工区）　道路改良工事、舗装工事等
・木太鬼無線（西春日・鶴市工区）　用地取得、道路改良工事等
・木太木無線（三条工区）　用地補償等
・朝日町仏生山線　　用地補償等
・兵庫町西通町線　　用地補償等
・公園東門線　　用地取得、橋梁設計等
・香西東町香西南町線　　用地補償等

　多額の事業費が必要な街路事業においては、将来を見据えたコンパクトで持続可能なまちづくりの視点など、更な
る費用対効果の分析・検討が必要である。

　本市が目指す、多核連携型コンパクトエコシティの実現に向け、立地適正化計画との整合性を図りつつ、都市の骨
格を成す街路や集約拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化が必要となっている。このようなことから、今後、都市計
画道路整備プログラムを見直す予定としている。

都市計画道路整備率

　道路工事や土地収用法を活用し用地取得を進める
など、事業を進めたことにより、目標を達成した。

100.2%

実績H28

％89.4

目標H28

％89.2

％

実績H28 目標H28

実績H28 目標H28

Ａ

都市整備局

・郷東檀紙西線　　用地補償等
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局

100.2%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

道路整備課

　都市交通の円滑化及び良好な都市環境の形成により、安全で快適な都市機能を
確保するため、高松海岸線、木太鬼無線、及び朝日町仏生山線等、都市計画道路
の整備を進めた。
　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３２３，６３０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である用地取得等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：５５，７４４，１９０円）千円680,922

街路事業

1

259



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

5

10

15

20

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

20000
40000
60000
80000
100000
120000
140000
160000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

2

4

6

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

7

.

3

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

3

0

5

6

6

5 5

.

1

5

.

1

5

.

1

4

.

8

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

7

.

3

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

4

1

0

0

0

1

3

0

5

6

6

5 5

.

1

5

.

1

5

.

1

4

.

8

平成２８年
平成２８年度

H28

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち
拠点性を発揮できる都市機能の充実

中心市街地の活性化

千円129,445 18.2% 60.5%

市民政策局、都市整備局

高松市中心市街地 　中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力ある商業
・業務空間の形成や、まちなか居住を促進する再開発等
の事業を推進することにより、中心市街地の活性化を目
指す。

　本市を取り巻く環境の変化に伴い、中心市街地の人口減少や商店街の空き店舗の増加など、にぎわい・活力の低下
が見られたので、にぎわいを戻すために、国の交付金等を活用するべく、平成１９年５月に第１期高松市中心市街地
活性化基本計画の国の認定を受けた。第１期計画の計画期間が２５年３月で終了したため、第２期計画を策定し、
２５年６月に国の認定を受けた。
　２８年度は、これまでの官民連携の取組により中央商店街の歩行者通行量が増加するなど、中心市街地の活性化に
寄与した。

【市民政策局】第２期高松市中心市街地活性化基本計画に掲げた３つの指標において数値目標の達成には至っていな
い。今後はより一層、官民が連携し、基本計画掲載事業の進捗等に向けて取り組んでいく。
【都市整備局】民間主導により、丸亀町商店街等で計画された再開発のうち、未着手の街区において、より魅力のあ
る空間を創出することにより、中央商店街全体のにぎわいを取り戻すことを目指しており、事業化に向けた関係権利
者の合意形成や事業スキームの確立が課題である。

【市民政策局】中心市街地活性化のために必要な事業であり、更なる活性化に向けて引き続き実施するとともに、第
２期高松市中心市街地活性化基本計画の未着手事業が着手できるよう、実施主体である民間事業者等の後押しを行い
、積極的な推進を図っていく。その中で、現状分析や課題の抽出を行い、次期計画（第３期）の策定を進めていく。
【都市整備局】激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高めるために、中心市街地の活性化は重要な
継続課題であり、社会経済情勢を見極めながら、各事業の進行管理や精査・検討を行うことで、効果的に事業に取り
組み、拠点性を発揮できる都市機能の充実に努める。

中央商店街の空き店舗率

　各商店街でイベント等の実施によるにぎわいの創
出や空き店舗活用事業による店舗の出店誘致など、
活性化に向けた様々な事業が行われているものの、
田町、片原町東部などの空き店舗が増加したことな
どから、平成２８年度の空き店舗率は、目標値を下
回る結果となった。

83.9%

実績H28

％17.3

目標H28

％14.9

％

中央商店街の歩行者通行量

　平成２８年度の歩行者通行量は、各商店街のイベ
ント等の実施によるにぎわいの創出など活性化に向
けた様々な事業が継続的に行われていることなどか
ら、前年度と比べ１，７０９人増加したものの、目
標値を下回る結果となった。

92.6%

実績H28

人130,566

目標H28

人141,000

人

中心市街地の居住人口の割合

　人数としては、前年度から２４人増の２０，６６６
人と微増であり、着実に進捗しているものの、居住
人口の割合としては前年度と同値の４．８％であり、
目標値の達成には至っていない。

96.0%

実績H28

％4.8

目標H28

％5

％

Ａ

、都市整備局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
政策課

　１１月２８日の県議会本会議において、新県立体育館の建設に関し、県教育長
から、サンポート高松での建設の方向で進める方針が発表された。
　本市としては、土地開発公社が所有するサンポート高松Ａ１街区を無償で貸与
することを決定した。
　香川県が中心となって、県市の関係課で構成する新県立体育館県市合同調整会
議を計５回開催し、意思統一を図ると共に想定される課題の解決を図った。

（評価対象外）サンポート高松北側
街区整備事業

1

市民政策局
市民課

　本市の中心市街地における公共交通結節点であり、中心市街地南部地域のに
ぎわいの創出機能を持つコトデン瓦町ビル（瓦町ＦＬＡＧ）８階に、平成２７年
１０月、市民交流プラザＩＫＯＤＥ瓦町を整備した。
　ＩＫＯＤＥ瓦町は、市民サービスセンター、健康ステーション、アートステー
ション、市民活動センター、中央図書館サテライトといった機能の異なる５つの
施設を配置し、行政サービスの促進を図るとともに、市民の交流及び活動の場と
して利用されている。
　２８年１０月には、各施設において、１周年記念イベントを開催し、幅広い市
民層の関心を集め、市民の方々の交流が図られたところである。
　なお、２８年度における８階施設の年間来場者数は、約２０万人余りであっ
た。

千円108,886

（評価対象外）瓦町駅ビル利活用事
業

2

都市整備局
都市計画課

　サンポート高松の市公社が所有しているＡ１街区等について、サンポート高松
のにぎわいの創出に寄与するイベントの用に貸し付けるなど、適正な維持管理を
行った。

千円2,621

（評価対象外）サンポート高松管理
事業

3

市民政策局

92.6% 83.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

まちづくり企画課

　本事業では、第２期高松市中心市街地活性化基本計画に掲載されている事業の
進行管理をするとともに、基本計画の成果（２８年度実績値：中央商店街の歩行
者通行量　１３０，５６６人、中央商店街の空き店舗率　１７．３％）について
フォローアップを実施した。
　また、同計画の策定及び変更等の際には、中心市街地活性化協議会において意
見を聴取することとなっており、同協議会には収益性がないため、本事業におい
て同協議会の運営に対する負担金を支出した。千円244

中心市街地活性化推進事業（まちづ
くり企画課分）

4

市民政策局
まちづくり企画課

　高松中央商店街の通行量や店舗立地動向調査については、高松商工会議所が行
う年２回の調査結果を基に、これまでの調査結果との比較分析を行い、現状を把
握したほか、中央商店街のにぎわい向上を図るために実施する事業の基礎データ
としたことから、関係団体と共に、調査費用の一部を負担した。

千円464

（評価対象外）中央商店街調査事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

都市整備局
都市計画課

　ＩｒｕＣａ電子マネー取扱手数料を支出することにより、中心市街地における
施設利用者の利便性が向上した。

千円273

（評価対象外）中心市街地活性化推
進事業（都市計画課分）

6

都市整備局

109.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　大工町・磨屋町地区における再開発事業の実施を検討する民間準備組合に対し
補助金を交付することで、建物等評価調査業務等が実施され、再開発事業計画の
精度が向上した。

千円16,957

高松丸亀町商店街再開発事業

7
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 23.5% 12.0% 46.9%

参画・協働の推進 19.7% 10.7% 44.8%

離島の振興 20.5% 10.4% 42.8%

地域コミュニティの自立・活性化 30.3% 14.9% 53.0%

平均 88% Ａ

　参画・協働によるコミュニティの再生に向けて、３つの施策に取り組んだ。
　「地域コミュニティの自立・活性化」では、設定する２つの成果指標のうちコミュニティプランの見直し率については
目標に届かなかったものの、自治会加入率は目標を概ね達成しており、施策の得点率は８１％となった。
　「参画・協働の推進」及び「離島の振興」では、設定する４つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

参画・協働の推進 93% Ａ

離島の振興 91% Ａ

　参画・協働によるコミュニティの再生を図るため、新しい公共の担い手として、地域コミュニティ協議会が地域社会の
中心的な役割を果たし、地域のまちづくりが活性化するよう、組織体制の充実を図るとともに、地域のリーダー養成や地
域コミュニティ協議会事業への財政支援などを行い、地域コミュニティの自立・活性化に努めます。
　また、多様なパートナーシップの下、市民やＮＰＯなど市民活動団体と行政との協働によるまちづくりを進めるため、
市民活動センター機能の拡充や協働の担い手の育成など、協働事業を充実させるとともに、広聴・広報活動の充実、情報
の公開・提供などによる行政の透明性の向上を図り、参画・協働の推進に努めます。
　また、女木島、男木島及び大島、それぞれの島の特性や瀬戸内国際芸術祭の経験をいかし、多様な主体が参加・協働し
て島の魅力をいかした島づくりに取り組むことにより、交流・定住人口の拡大を目指し、離島の振興に努めます。

施策名 得点率 総合評価

地域コミュニティの自立・活性化 81% Ｂ

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 参画・協働によるコミュニティの再生 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
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績
）

成
果
指
標

①
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況
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平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

千円1,660,353 30.3% 53.0%

市民政策局、教育局

　市民 　各地域コミュニティ協議会及び高松市コミュニティ協
議会連合会の活動を支援するとともに組織強化を促すほ
か、地域コミュニティ活動の拠点整備を促進することに
より、地域コミュニティの自立・活性化を目指す。

　１１月の自治会加入促進月間における啓発活動などの種々加入促進活動に加え、地域と行政が連携したプロジェク
トチームを設置し、より実効性のある加入促進策の検討に取り組んだが、加入率の減少傾向に歯止めがかからなかっ
た。
　また、コミュニティプランの見直しに対応するため、担当課による出前講座や、アドバイザーの役割を担える専門
家紹介などによる支援に努めるとともに、地域まちづくり交付金において、コミュニティプランに基づいた中・長期
的な取組を支援する「課題解決応援加算」を創設したことにより、コミュニティプランの見直しを促したが、見直し
た地域は増加しなかった。
　このほか、人材育成としての人材養成事業、活動拠点づくりとしての東植田コミュニティセンター改築工事、活動
支援としての地域まちづくり交付金の交付など、地域コミュニティ協議会及び自治会に対する支援を行った。

【市民政策局】地域コミュニティ協議会の中核組織である自治会の加入率低下が課題となっている。
　また、地域コミュニティ組織の構築からおおむね１０年以上が経過し、各地域の活動への理解や取組状況に温度差
がみられ、民主的な組織運営、適正な会計処理などが求められている。
【教育局】学校施設・跡施設利用実施計画に基づき一部事業を実施しているが、今後継続的に利活用するには施設の
維持管理等が課題となる。

　自治会加入促進策について、今日の自治会の役割や目的を検証した上で、地域とともに実効性のある具体的な方策
を検討していく。
　また、コミュニティ組織の強化・充実に向けて、高松市コミュニティ協議会連合会や各地域コミュニティ協議会へ
の運営支援を行うとともに、地域の裁量を生かした地域まちづくり交付金等によるコミュニティの活動支援を行う。
　また、活動拠点となるコミュニティセンター施設について、３０年度からスタートする次期計画に基づき、計画的
な改築及び改修を行う。

自治会加入率

　種々の加入促進活動はもとより、地域と行政が連
携したプロジェクトチームを設置し、より実効性の
ある加入促進の対策検討に取り組んだが、加入率の
減少傾向に歯止めがかからず、目標達成に至らなか
った。

96.5%

実績H28

％60.2

目標H28

％62.4

％

コミュニティプランの見直し率

　各地域コミュニティ協議会における課題や特性に
合った事業が実施できるよう、コミュニティプラン
の見直しの支援に努めたが、目標達成に至らなかっ
た。

70.5%

実績H28

％54.5

目標H28

％77.3

％

実績H28 目標H28

Ｂ

、教育局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

コミュニティ推進課

　地域コミュニティ協議会の事務局職員に対する人件費を補助することにより、
事務局体制の強化を支援した。
　
　対象地区　４４地域コミュニティ協議会

千円102,106

地域コミュニティ協議会事務局体制
強化支援事業

1

市民政策局

86.4% 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

コミュニティ推進課

　高松市コミュニティ協議会連合会への運営補助金を通して、組織の人員体制の
強化や地域コミュニティ協議会に対する外部監査に着手するとともに、地域のリ
ーダー養成を目的とした人材養成事業の実施、コミュニティ活動備品の整備など
を行った。

千円37,038

コミュニティ推進事業

2

市民政策局

96.5% 改善継続Ａ Ａ Ｃ Ａ

コミュニティ推進課

　高松市連合自治会連絡協議会に対する運営補助金、自治会加入・結成奨励補助
金、及び自治会集会所管理運営補助金を交付した。

千円12,257

自治会活動推進事業

3

市民政策局

70.5%一般重点 拡充Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

コミュニティ推進課

　地域コミュニティ協議会が主体的に行うまちづくり活動を支援し、住民自治及
び市民と行政との協働による地域自らのまちづくり活動を推進するため、地域コ
ミュニティ協議会に対して交付した。

千円288,423

地域まちづくり交付金事業

4

市民政策局

50.0%特別重点 統合Ｃ Ａ Ｃ Ｄ

コミュニティ推進課

　地域の課題解決やまちづくりのために提案された事業に対して、一地域コミュ
ニティ協議会当たり１００万円を上限として補助金を交付した。
　
　実施地区　２２地域コミュニティ協議会

　なお、事業の継続性や事業実施の目的化などの課題から、より効果的な制度と
するため、見直しを行った結果、平成２９年度から地域まちづくり交付金に統合
し、課題解決応援加算として、制度の発展的な継承を図ることとした。千円20,528

ゆめづくり推進事業

5

265



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
コミュニティ推進課

　行政とコミュニティセンター間の情報伝達並びにコミュニティセンター相互の
情報交換や情報共有を図るため、ネットワークシステムを構築するとともに、パ
ソコン及びその周辺機器を配置し、コミュニティセンターの運営の効率化、地域
コミュニティ活動の情報発信機能の整備をした。

千円12,706

（評価対象外）コミュニティ活動支
援システム整備事業

6

市民政策局
コミュニティ推進課

　地域における生涯学習の拠点としての機能を維持しつつ、自助・共助・公助の
考えに基づき、市民と行政が協働して住みよいまちづくりを進めるための活動拠
点とするため、各地区コミュニティセンターについて、各地域コミュニティ協議
会を指定管理者に指定し、コミュニティセンター５２施設の管理運営を委託し
た。

千円505,465

（評価対象外）コミュニティセンタ
ー管理運営事業

7

市民政策局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

コミュニティ推進課

　高松市自治会集会所新築等補助規程に基づき、地域住民の活動拠点である自治
会集会所の新築、増築、又は改修に対して助成を行った。
　
　新築・改築補助　　３件
　増築・改修補助　１３件

千円28,922

自治会集会所整備支援事業

8

市民政策局

100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

地域振興課

　次期コミセン整備計画策定業務委託については仕様の検討に時間を要したこ
と、屋島及び川岡コミセンの設計は地元関係者との協議に日時を要したことか
ら、年度内に事業の完了不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越し
た。（繰越明許繰越額：１５，５４０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である東植田コミセン改築工事、西植田コミセン
耐震改修工事、木太コミセン改築実施設計、川岡基本設計、国分寺南部コミセン
駐車場整備工事、十河コミセン周辺整備工事等については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２７０，５７８，３２８円）

千円476,062

コミュニティセンター整備事業

9

市民政策局
地域振興課

　市民に地域活動、レクリエーション等の交流の場を提供したことにより、コ
ミュニティ活動の活性化に寄与した。

千円21,694

（評価対象外）集会所施設管理事業

10
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タイプライターテキスト
中期整備指針等に基づき、東植田コミセン改築など、計画的整備を行い、活

k6199
タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト

k6199
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k6199
タイプライターテキスト
動拠点づくりに努めた。

k6199
タイプライターテキスト



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

教育局総務課

　

（平成２７年度繰越明許事業費：１３５，０６８，７９６円）
　

千円155,152

学校跡地・跡施設再利用事業

11
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k6199
タイプライターテキスト
旧安原小学校プールにおいては、解体の上、駐車場整備を完了し、施設全体

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
の利活用を担っている。

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
また、前年度から繰り越した旧日新小学校校舎解体工事については、完了し

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
た。

k6199
タイプライターテキスト

k6199
タイプライターテキスト
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平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
参画・協働によるコミュニティの再生

参画・協働の推進

千円167,188 19.7% 44.8%

市民政策局、総務局

市民 　市民活動センター機能の拡充や協働の担い手づくりな
ど協働事業の充実及び広聴・広報活動の充実、情報の公
開・提供など行政の透明性を図ることにより、市民と行
政との参画・協働によるまちづくりの推進を目指す。

　市民活動団体の活動支援強化のため、市民活動センターをＩＫＯＤＥ瓦町に統合し、講座の開催、情報収集・発
信、相談事業等を効果的に実施するなど、センター機能の拡充を行った結果、利用者が大幅に増加した。
　高松市自治と協働の基本指針に定める「協働の原則」に基づき、協働企画提案事業等に取り組んだ結果、協働への
理解が深まるとともに、新たな「協働の担い手」が地域で事業を展開する等、協働事業の充実に成果が得られた。
　「市政出前ふれあいトーク」、「市長まちかどトーク」の開催や、「広報たかまつ」の発行、民放テレビ等での市
政情報番組制作など、市民が主体的に市政に参画できる環境づくりに取り組んだ。また、本市ホームページについ
て、利用者の利便性の向上を図るため、新たなシステムの再構築に着手した。
　情報公開及び個人情報保護の徹底を図るため、情報公開条例に基づき、情報公開請求に対し適正な公開を行い、ま
た、個人情報を適正に取り扱うとともに、個人情報の開示等について適切な措置を講じ、市民の市政に対する理解と

【市民政策局】市民活動団体の活動支援のため、市民活動センターの機能強化を図るとともに、協働事業及び講座等
を通じた「協働の担い手」の育成が課題となっている。　【総務局】市民との情報共有を推進するため、市政に関す
る情報を積極的に分かりやすく、適時適切に提供するとともに、参画と協働による市政運営が行えるような市民との
情報共有のための仕組みづくりが課題となっている。

　市民活動団体の活動を支援する中間支援組織としての役割を果たせるよう、市民活動センターの機能強化に取り組
む。また、協働事業及び講座等の充実を図り、協働意識の醸成と「協働の担い手」の育成に取り組む。
　様々な媒体を活用し、広報機能の充実に取り組むとともに、市民の意見が市政に適切に反映されるよう、市民が主
体的に市政に参画できる環境づくりに取り組む。
　市民の市政に対する理解と信頼を得るため、個人情報の保護と情報公開の徹底を図る。

協働事業数

　行政と市民活動団体等との協働事業のうち、行政
の事業見直し等に伴い廃止となった事業があったこ
となどから、目標値を５％程度下回る結果となっ
た 。

95.4%

実績H28

件124

目標H28

件130

件

市政出前ふれあいトーク延べ参加者数

　市政出前ふれあいトークで実施している施設見学
のうち、改修工事により実施できなかった施設があ
ったことから、目標値を６％程度下回る結果となっ
た。

94.1%

実績H28

人19,754

目標H28

人21,000

人

実績H28 目標H28

Ａ

、総務局

市民政策局

信頼性を高めた。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

141.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

市民協働推進室

　市民と行政が共に考え、共に活動する協働の場として市民活動センターを運営
し、市民活動に関する情報収集・発信、相談、学習機会の提供等の事業を実施す
るなど、市民活動の中間支援組織としての役割を果たしてきた。また、平成２８
年４月１日に、ＩＫＯＤＥ瓦町に市民活動センターを統合したことにより、効率
的な運営につながったことから、総利用者数が前年比約４，３００人の増となっ
た。（平成２８年度総利用者数１９，７５２人）
　協働事業のモデル事業となる「高松市まちづくり学校運営事業」における「地
域づくりチャレンジ塾」においては、これまでの塾生が、行政や地域コミュニテ
ィ協議会、市民活動団体等の協働によるまちづくりを展開するなど、「協働の担
い手」づくりの育成に成果が見られた。

千円20,966

市民活動センター管理運営事業

1

市民政策局

48.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

コミュニティ推進課

　市政出前ふれあいトーク等を通じて、自治と協働の基本指針の啓発活動を行っ
た。

　市政出前ふれあいトーク　６回

自治と協働の基本指針普及事業

2

市民政策局

107.7%一般重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

市民協働推進室

　行政と市民活動団体等が互いの特性を生かし、地域社会の課題に協働で取り組
み、市民サービスの向上を図ることを目的とした協働企画提案事業を募集し、４
件の応募を受け、審査を経て委託事業２件を採択実施した。
　事業ごとにアドバイザーを選任するなど事業の見直しに取り組み、事業のブ
ラッシュアップを図り、本来の協働の観点を見据えた取組を行った。
　アドバイザーを交えた関係課及び提案団体の協議をきめ細かに実施し、情報共
有を密にした結果、行政と市民活動団体が共に協働事業への理解を深めることが
できた。千円951

協働企画提案事業

3

市民政策局

66.2% 改善継続Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

市民協働推進室

　高松市協働づくり懇談会を２回開催し、協働企画提案事業等について広く意見
を聴き、市民活動推進施策等の推進につなげた。
　協働推進人材養成研修を実施し、市民からの協働に関する提案に柔軟に対応で
きる職員の育成に取り組んだ。地域担当協働推進員のみを対象として、また地域
コミュニティ協議会と合同での研修を行った結果、地域担当協働推進員等の課題
を抽出することができ、協働推進員制度の見直しに活かせた。（３回実施　受講
者数２２５名）
　特定非営利活動法人認証等事務については、事務を通じて主体的に法人と関わ
る機会が増えてきた。また、今年度、事業報告書等が未提出の法人に対し処理基
準を定め、督促書等の送付を行ったことにより、法人の実情を把握するための
効果があった。（平成２８年度末高松市内に主たる事務所を置くＮＰＯ法人数　
１８４法人）

千円2,977

ボランティア・市民活動推進事業

4

総務局

99.1% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　市政に対する関心と理解を深め、市民主体のまちづくりを推進するため、広報
たかまつを月２回（毎月１日・１５日）発行し、市の重要施策や事業、各種計画
などを図表や写真などを交え、分かりやすく紹介するとともに、イベントに参加
した市民の表情などを掲載した。
　配布については、毎号１４２，８６７部（平成２８年度平均）を主に連合自治
会を通じて配布した。
　また、広報たかまつや市視覚障害者福祉協会からのお知らせなどを、「点字広
報」や「声の広報」として収録し、市内在住の視覚障がい者の希望者に対して送
付するとともに、市内４か所の市立図書館に配置した。

千円83,073

広報たかまつ等発行事業

5

269



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局

95.3% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　市民から意見や要望等をいただき市政に反映させたほか、日常生活での諸問題
について相談に応じるとともに、弁護士・司法書士による法律相談などの各種専
門相談を行った。
　　
　平成２８年度実績
　・市政相談（３，１６５件）
　・一般相談（２，７８１件）
　・専門相談（１，８２１件）千円8,418

市民相談事業

6

総務局

83.6% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

広聴広報課

　地域のイベントや小学校への訪問演奏など、計３０公演を行い、演奏活動を通
じて、「親しまれる市役所」を目指すとともに、地域の活性化や一体感の醸成に
寄与した。

千円2,843

吹奏楽団事業

7

総務局

108.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

広聴広報課

　市政に対する関心や理解を深めるとともに、郷土愛を醸成するため、市の重要
施策や制度、市民生活に関わりの深い事業などを、市民に分かりやすく伝える市
政番組や、郷土の歴史や伝統文化などを紹介する歴史番組等を放送した。
　・民放市政番組（６回／年）
　・民放歴史番組（２回／年）
　・新春特別番組（１回／年）
　・ケーブルテレビ番組（３回程度／日、毎月１日・１６日更新）
　・ＦＭラジオ番組（２回／週（１０分番組）、１５回／週（３分番組））千円23,144

テレビ放送等広報事業

8

総務局

107.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　本市の広報媒体の中でも、速報性が高く、より広範囲に情報を発信できるホー
ムページを通じて、本市の施策や観光情報等の市政情報などを、幅広くタイム
リーに発信し、市民の市政への理解・協力を深め、参画を促したほか、本市の持
つ、様々な魅力ある資源や情報を積極的に国内外へ発信し、本市のＰＲを行っ
た 。
　また、民間ソーシャルメディアを活用した動画配信サイト「高松ムービー（動
画）チャンネル」を開設し、市政情報を始め、本市の観光情報や地域活性化の取
組などを紹介した番組を配信した。千円8,653

ホームページ等管理運営事業

9

総務局

107.5%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

広聴広報課

　本市の重要な施策や制度、イベント等の各種市政情報を提供するホームページ
について、急速な情報通信技術の発展やＪＩＳ規格の改定等に対応できるよう、
新たなシステムの再構築に着手した（２８、２９年度事業）。
　また、民間の先進的技術やノウハウ等を有効に活用し、より分かりやすく、利
用しやすいホームページとなるよう、庁内プロジェクトチームを設置し、様々な
課題等について、検討を行った。

千円5,929

ホームページ管理システム整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局
コンプライアンス推進課

　自治基本条例に規定する個人情報の保護の徹底を図るため、高松市個人情報保
護条例に基づき、市の保有する個人情報を適正に取り扱うとともに、個人情報の
開示等を請求する市民の権利について、適切な措置を講じた。
　平成２８年度に個人情報の開示請求のあった１３２件（うち２件は取下げ）に
ついては、条例に基づき、すべて決定がなされた。
　なお、不開示決定等に対する審査請求はなかった。

千円26

（評価対象外）個人情報保護事業

11

総務局
コンプライアンス推進課

　自治基本条例に規定する情報公開の徹底を図るため、高松市情報公開条例に基
づき、適正に情報公開を推進した。
　平成２８年度に情報公開請求のあった１，６１５件（うち２７件は取下げ）に
ついては、条例に基づき、すべて決定がなされた。
　なお、非公開決定等に対する審査請求はなかった。

千円147

（評価対象外）情報公開事業

12
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施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況
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③
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況
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0
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6

平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
参画・協働によるコミュニティの再生

離島の振興

千円17,110 20.5% 42.8%

市民政策局

　市民（各島の住民・各島への渡航者） 　女木島、男木島及び大島、それぞれの特性をいかした
交流・定住人口の拡大を図る。

　離島の活性化を図るため、交流人口の増加・地域振興・活性化に向けた取組を行う。
　女木・男木島航路に係る利用促進策の実施、離島航路確保維持改善協議会の開催や大島ネットワーク構築に係る情
報発信業務や交流ワークショップ開催業務等を行った。

　瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催等により、各島への渡航者が増加傾向にあるが、芸術祭期間以外においても航路
等の利用促進が図れるような施策の展開が必要である。

　各島への交流人口を増加させながら、更なる交流・定住を促進するため、多様な主体との連携・協働により各島の
魅力を生かした活性化を図る。

各島への年間来島者数

　瀬戸内国際芸術祭２０１６開催の影響等により各
島への渡航者が増加傾向にある。

154.7%

実績H28

人195,339

目標H28

人126,285

人

イベント参加者数

　大島振興方策等に基づき、大島振興につながる人
権学習などを含む交流活動に取り組んだが、前年度
と比較してイベント等の参加者数は若干減少した。

86.5%

実績H28

人6,016

目標H28

人6,958

人

実績H28 目標H28

Ａ

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局
地域振興課

　瀬戸内国際芸術祭が男木島を含む瀬戸内海の島々を会場として開催されたこと
を契機として、男木島の活性化を図るため、島民と観光客等の交流や、島民によ
る地域おこし活動の拠点を目指して整備した男木交流館について、必要な維持管
理を行った。

千円6,255

（評価対象外）男木交流館管理運営
事業

1

市民政策局

92.6%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域振興課

　大島振興方策等に基づき、大島ネットワーク事業や大島ワークショップ事業、
大島航路の在り方に関する調査分析業務等を行った。
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
　（平成２７年度繰越明許事業費：１，２９６，０００円）

千円2,796

大島振興方策推進事業

2

市民政策局

101.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　平成２４年３月に策定した男木～高松航路改善計画に基づき、島発往復割引や
ゴールドＩｒｕＣａの提示による高齢者割引の適用、瀬戸内国際芸術祭の開催
による観光客の利用等、航路利用者が２１年度の約１．８６倍に増加した。　
また、２４年３月からの航路状況を踏まえた運航の改善、老朽化の進むめおん
の代替建造の方向性等を定めた男木～高松航路改善計画を２９年３月に策定し
た。

千円8,059

離島航路振興事業

3
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 相互の特長をいかした多様な連携の推進 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書

　相互の特長をいかした多様な連携を推進するため、近隣自治体と連携し、圏域全体の生活関連機能サービスの向上を始
め、経済成長や高次の都市機能の集積・強化に資する事業の充実に取り組むとともに、香川県との連携強化を図り、連携
事業の創出に取り組みます。
　また、産・官・学・金・労等、多様な主体との連携強化を図り、地域経済の活性化や各種課題の解決を目指します。

施策名 得点率 総合評価

連携の推進 98% Ａ

連携の推進 17.0% 11.8% 49.4%

平均 98% Ａ

　相互の特長をいかした多様な連携の推進に向けて、１施策に取り組んだ。
　「連携の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

平均 17.0% 11.8% 49.4%
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平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
相互の特長をいかした多様な連携の推進

連携の推進

千円9,226 17.0% 49.4%

市民政策局、総務局

　国、県、県内市町、産学など 　広域的な課題を始め、基礎自治体の在り方や新たな都
市圏域の在り方について調査・研究を進めるなど、効果
的な連携を推進する。

　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業においては、協約を締結している２市５町と圏域全体の経済成長
のけん引や高次の都市機能の集積・強化、生活関連機能サービスの向上を目指し、関連の事業を実施した。
　多様な主体との連携事業においては、大学等と特定行政課題に関する調査研究・共同事業を実施するとともに、
　２６年度に締結した百十四銀行と連携協力に関する協定に基づき、連携　協力事業を行った。また、市長と学
長・校長との懇談会を開催し、大学等との連携強化に取り組んだ。
　広域都市連携事業においては、知事と高松市長とのトップ会談等を開催した。
　Ｇ７香川・高松情報通信大臣会合開催支援事業においては、県や関係団体等と推進協議会を設置し、連携して取り
組んだ。

　市が広域的な課題に対処するに当たり、高度かつ専門的な内容などを取り扱うことも求められていることから、多
様な主体との連携強化などを図る必要がある。

　引き続き、都市間の広域連携や国・県・産学との連携を図り、社会の変革に即応した行財政運営を推進する。瀬戸
・高松広域連携中枢都市圏の構成自治体や大学、金融機関など多様な主体との連携事業の拡充を図る。

連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等
連携事業数
　連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等連携
事業数が５２事業となり、目標を達成した。

104.0%

実績H28

事業52

目標H28

事業50

事業

大学等との連携・協力事業数

　大学等との連携・協力事業数が７５事業となり、
目標を概ね達成した。

98.7%

実績H28

事業75

目標H28

事業76

事業

実績H28 目標H28

Ａ

、総務局

市民政策局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会を開催し、連携事業に関して意
見を伺ったほか、２市５町と協議し、平成２９年度から生活機能の強化に係る政
策分野において１事業を追加するとともに、戦略的な観光施策及び結びつきやネ
ットワークの強化に係る政策分野においてそれぞれ１事業の内容を拡充すること
とした。
　また、都市圏ビジョンに基づく取組や本市及び連携市町の魅力を圏域内外に発
信するため、ポータルサイトを構築した。千円2,400

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジ
ョン推進事業

1

市民政策局
政策課

　県との連携について、県市間の重要課題に対する共通理解や意見交換等を行う
ため、知事と高松市長とのトップ会談を１０月に開催したほか、香川県・高松市
政策連携会議を開催し、共通の政策課題等について、効果的に取り組むための意
見交換、連絡調整を行った。

（評価対象外）広域都市連携事業

2

総務局

114.3% 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

情報政策課

　主要国首脳会議（伊勢志摩サミット）の関係閣僚会合であるＧ７香川・高松情
報通信大臣会合の歓迎気運向上のため、高松中央商店街で、気軽にＩＣＴを体験
できる市民参加型のＩＣＴイベントを市独自事業として実施した。

千円4,882

Ｇ７香川・高松情報通信大臣会合開
催支援事業

3

市民政策局

98.7% 95.7%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　包括協定を締結している大学と特定行政課題に関する調査研究・共同事業を実
施するとともに、百十四銀行との連携協力に関する協定に基づき、産業振興によ
る地域活性化及び市民生活の向上に係る事業に取り組んだ。

千円1,944

多様な主体との連携推進事業

4
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 健全で信頼される行財政運営の確立 Ａ

平成２８年度　政策の概要調書

　健全で信頼される行財政運営を確立するため、市民から信頼される職員を目指し、高松市職員人財育成ビジョンやコン
プライアンス推進施策に基づき、職員の意識改革と資質の向上など職員力の向上を図ります。
　また、引き続き、行財政改革計画を策定し、進行管理を行う中で、行財政改革の推進を図るとともに、自主財源の確保
に努めながら、限られた財源を重点的、効率的に配分することにより、後年度に過大な債務負担を残さないよう効率的で
効果的な行財政運営の推進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

職員力の向上 86% Ａ

効率的で効果的な行財政運営の推進 91% Ａ

職員力の向上 24.0% 26.6% 74.0%

平均 88% Ａ

　健全で信頼される行財政運営の確立に向けて、２施策に取り組んだ。
　「職員力の向上」では、設定する３つの成果指標のうち、昇任試験受験者数において、目標に届かなかったものの、他
の２指標については、目標を概ね達成した。
　「効率的で効果的な行財政運営の推進」では、設定する３つの成果指標のうち、行財政改革計画の目標達成度におい
て、目標に届かなかったものの、他の２指標については目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

効率的で効果的な行財政運営の推進 19.3% 19.3% 65.6%

平均 21.7% 23.0% 69.8%
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平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
健全で信頼される行財政運営の確立

職員力の向上

千円26,203,647 24.0% 74.0%

総務局

　高松市職員 　職員の意識改革、資質向上及び組織の活性化を図ると
ともに、職員のコンプライアンス意識とモチベーション
も向上させる。

　男性職員の育児休業を含む育児に関わる休暇等の取得を促すキャンペーンを実施する等、職員が職務と子育てを両
立しやすい環境づくりの推進を図った。昇任試験制度の一部見直しを行うとともに、女性管理職の登用率の向上を図
った。自治大学校への派遣研修や公務員倫理研修等の各種研修を行うことで、職員の意識改革とコンプライアンス意
識の向上を図った。

　職務に対する職員のモチベーション及びコンプライアンスに対する意識の向上が必要である。加えて、職員一人一
人が、公務員としての自覚を持って職務に取り組むことが求められる。

　高松市職員人財育成ビジョンに基づき、計画的に研修を実施し、職員力の向上を図るとともに、新コンプライアン
ス推進施策の各種取組を着実に実施し、信頼される職員を育成する。また、業績評価を盛り込んだ人事評価制度を導
入するとともに、昇任試験制度も適宜見直しを行い、組織の活性化と市民サービスの向上を図る。業務に必要な職員
数を確保しつつ、人件費を継続的に抑制するため、職員数の適正化に努める。

市職員としてのコンプライアンスを理解して
いる職員の割合
　「新コンプライアンス推進施策」に基づき、職員
の意識改革に主眼を置いた各種の取組を進めた結
果、前年度に比べ、４．３ポイント上昇したもの
の、目標値の達成には至らなかった。
２６年度：８５．１％　２７年度：８７．３％

91.6%

実績H28

％91.6

目標H28

％100

％

昇任試験受験率

　近年、昇任試験の受験資格があるにもかかわら
ず、受験しない職員が増えており、適宜、昇任試験
の制度改正を行ったり、各種研修の充実を図ってい
るが、受験者数を増加させることができなかった。

73.5%

実績H28

％12.5

目標H28

％17

％

職員数の適正化計画の達成率

　平成２６年６月に、計画を改定したものの、福祉
行政など様々な行政需要の対応のため達成できなか
った。

99.9%

実績H28

％99.9

目標H28

％100

％

Ａ

総務局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局

91.6% 改善継続Ｂ Ａ Ａ Ａ

コンプライアンス推進課

　高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関する条例に基づき、内部公
益通報や不当要求行為に対応するなど、職員の倫理及び公正な職務の執行の確保
に取り組んだ。
　また、「新コンプライアンス推進施策」に基づき、全職員を対象とした公務員
倫理特別研修を実施するなど、職員の意識改革に主眼を置いた各種取組を実施し
たほか、職員アンケートの結果等も踏まえ、公務員倫理に係る研修の更なる充実
を図るなどのため、同施策の見直しを行った。
　さらに、行政執行過程で生じる諸問題に対応するため、行政問題法律相談を実
施するなど、職員のコンプライアンス意識や法的知識の向上に寄与した。
　公務員倫理特別研修受講者（全８回）１，２２４人
　行政問題法律相談　１０３件

千円5,182

コンプライアンス推進事務

1

総務局
人事課

　平成２１年２月に策定した「高松市職員人財育成ビジョン」に基づき、多様化
した行政需要に誠意を持って応え、将来を見据えた行政運営ができる職員を育成
するため、各種研修を実施することにより、職員の資質・能力の向上を図った。
　また、イクボス研修の対象者を、次長級以上の職員から課長及び課長補佐級職
員へ拡充し、組織として、職員の働き方に対する意識改革を図った。
　第６次高松市総合計画や現在の社会状況等との整合を図るため、平成２９年３
月に「高松市職員人財育成ビジョン」を一部改訂した。千円20,670

（評価対象外）人材育成事業

2

総務局
人事課

　人事評価制度については、平成２８年度から全職種において本格実施を行っ
た。昇任試験制度については、受験率の向上に向けて受験資格等を見直したが、
受験者を増加させることができなかった。

千円6,050

（評価対象外）職員力向上事業

3

総務局
人事課

　厳しい財政状況を踏まえ、職員数の適正化を図るとともに、人事院勧告に準拠
した改定を行い、高松市職員の給与に関する条例等を一部改正した。

千円21,203

（評価対象外）人事管理事務

4

総務局
行政改革推進室

　社会状況の複雑な変化や、多様化・高度化する市民ニーズを踏まえ、本市が目
指すべき都市像である「活力にあふれ　創造性豊かな　瀬戸の都・高松」を実現
していくために、効率的・効果的な組織体制の見直しを行った。
１　課及び室の新設
　　こども園総務課、ＩＣＴ推進室、立地・創業・イノベーション支援室、施設
　整備室
２　名称変更
　　「衛生処理センター」を「衛生センター」に変更

（評価対象外）組織機構・事務所管
等の見直し事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局
人事課

　平成２８年度においては、１８人を増員し、計画を４人上回る結果となった。

（評価対象外）職員数適正化事業

6

総務局
人事課

　安全衛生委員会を実施し、職場の安全保持及び職員の安全意識高揚を図るとと
もに、各職場内の一層の自主的な安全活動を推進した。
　また、産業医等による、健康・メンタルヘルス相談を実施し、職員の安全管理
と疾病の予防を図った。
　さらに、平成２８年度から医師・保健師等による心理的な負担の程度を把握す
るための検査（ストレスチェック）を実施し、職員自身のストレスへの気づきを
促すとともに、労働者のメンタルヘルス不調の未然防止に努めた。千円102,169

（評価対象外）職員福利厚生事務

7
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平成２８年
平成２８年度

H28

市民と行政がともに力を発揮できるまち
健全で信頼される行財政運営の確立

効率的で効果的な行財政運営の推
進

千円36,255,438 19.3% 65.6%

総務局、市民政策局、

　市民 　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応
できる、効率的で効果的な行財政運営を推進し、より質
の高い適切な公共サービスの提供を継続する。

　超高速通信網の管理運営、本市の情報システム及び情報インフラの維持・管理、本庁舎ネットワークの再構築を行 
った。
　社会保障・税番号制度の円滑な導入・推進のため、システム改修、運用テストを実施したほか、マイナンバーカー
ド取得キャンペーンの実施等によりマイナンバーカードの認知度を高めた。
　ふるさと高松応援寄附制度のＰＲ、お礼品の見直しにより、魅力が向上した。
　競輪事業の人件費、業務契約の見直しによりコスト縮減を行い、一般会計への繰出を行った。
　自治基本条例の周知啓発のため、パンフレットの配布及び逐条解説・手引きを作成した。
　ファシリティマネジメント推進のため、個別施設の再編整備計画策定に向け、全庁的な協議を行った。
　地域行政組織再編計画に基づき、施設整備、例規改正、職員研修を実施し、４つの総合センターをオープンした。

　自治基本条例に基づく市民主体のまちづくりを一層推進するとともに、地域行政組織再編計画及び社会保障・税番
号制度を推進し、市民の身近な行政機関である地域行政組織における幅広いサービス提供や、オンライン申請等の拡
充により、市民の利便性や行政効率を向上させる必要がある。
　また、事業の選択と集中、ふるさと高松応援寄附制度の魅力向上に向けた見直し等を進め、財源を確保するととも
に、公共施設については、ファシリティマネジメントの観点から、保有総量の適正化や配置の見直し等を進め、総合
的なマネジメントによる更新や長寿命化を実施し、財政負担の軽減化・平準化に努める必要がある。

　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応できる、効率的で効果的な行財政運営を推進し、健全で信頼
される行財政運営の確立を目指す。

行財政改革計画の目標達成度

　計画登載の実施項目１００件のうち、関係者等と
の協議を要する事業等において遅れが生じたことな
どから、達成度が「達成」及び「おおむね達成」と
なった事業は７９件となり、目標を下回った。

79.0%

実績H28

％79

目標H28

％100

％

経常収支比率

　経常経費一般財源と経常一般財源ともに減少した
ものの、経常一般財源の減少率が大きかったため、
数値が上昇した。
　引き続き、経費節減等に努めていく。

98.0%

実績H28

％91.8

目標H28

％90

％

実質公債費比率

　標準財政規模と基準財政需要額の上昇により、比
率としては、昨年より減少した。
　今後も有利な起債を選択し、財政負担軽減を進め
ていく。

110.0%

実績H28

％9

目標H28

％10

％

Ａ

、市民政策局、市議会事務局、健康福祉局、財政局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、都市整備局、公平委員会事務局、創造都市推進局、出納

総務局
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

財政局
契約監理課

　工事及び物品に係る入札　について、「かがわ電子入札システム」を利用し
た契約事務を　　　　ことにより、入札手続の透明性を確保するとともに、市
及び入札参加業者の入札事務の効率化に寄与した。
　なお、システム改修内容の検討に日時を要したことににより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，３３０，０００円）

千円12,539

（評価対象外）工事請負契約等事務

1

財政局
財産経営課

　公用車を一括管理することにより、車検・点検・修繕・保険・燃料関係等を計
画的に実施するなど、公用車の適正管理を行った。

千円59,120

（評価対象外）自動車管理事務

2

財政局
財産経営課

　公有財産の適正管理を行うとともに、未利用財産の貸付や売払処分などの有効
活用により、公有財産管理に寄与した。

　売払実績　５件（１，０１９．１㎡）、売払収入　６１，４８１，１１１円
　（内訳）
　　・一般競争入札による件数　３件
　　・随意契約による件数　　　２件
　貸付実績　５３件、　貸付収入　１１，７０７，５９７円千円40,541

（評価対象外）公有財産管理事務

3

財政局
財産経営課

　利用者に安全で快適な環境を提供するため、本庁舎設備の保守のほか、不具合
箇所については随時修繕を実施したことにより、庁舎等の適切な維持管理を行っ
た。

千円346,202

（評価対象外）庁舎等管理事務

4

市民政策局
政策課

　全国的な意見交換会や研修会等に参加するほか、防災や過疎問題など、同様の
課題を持つ自治体との協議・意見交換等を行ったことにより、課題の解決及び効
率的な事業実施に寄与した。

千円2,104

（評価対象外）企画調整事務

5

285

k6199
タイプライターテキスト
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

87.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

政策課

　高松市自治基本条例逐条解説の公開や、高松市自治基本条例パンフレット等の
配布により、条例について市民への周知啓発を行った。
　また、高松市自治推進審議会を１回（８月）開催し、同条例の見直しの検討結
果及び地域コミュニティ協議会の運営支援の在り方について議論した。

千円244

自治推進事業

6

市民政策局
政策課

　市民の意見を市政に反映させるため、第６次高松市総合計画に掲げる施策に対
する満足度等について、市民満足度調査を実施した。今年度は人口減少対策等に
活用するため、「愛着度」や「市政への関心」等の項目を設けて併せて調査を
行った。
　また、総合計画を市民に広く周知し、本市が目指すべき都市像を共有するた
め、総合計画の概要版を作成し、市民に配布した。

・市民満足度調査回答率　３９．５％（９８７人／２，５００人）
・施策全体の満足度　２４．７％（前年比－３．１ポイント）
・　　〃　　不満度　１７．５％（前年比＋０．９ポイント）

千円983

（評価対象外）総合計画推進事業

7

市民政策局
政策課

　たかまつ創生総合戦略推進懇談会を開催し、総合戦略に掲載している各事業の
進捗状況を評価するなど、進行管理等を行った。
　また、前年度からの繰越事業であるたかまつ創生総合戦略推進事業については
完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４９，４７６，０００円）

千円49,599

（評価対象外）たかまつ創生総合戦
略推進事業

8

市民政策局

100.0% 98.7%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

地域振興課

　総合センター化に伴い、牟礼、香川、国分寺の３支所の改修工事及び名称変更
に伴う道路案内標識改修工事等の雑工事、初度調弁、オープニングセレモニーを
行った。また、東部南総合センターの調査設計を行った。
　なお、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６６，８３０，０００円）

千円163,490

総合センター整備事業（地域振興課
分）

9

市民政策局
地域振興課

　本庁舎まで出向かなくても、住所地から近い支所・出張所において、各種届出
や、各種証明書の交付が可能である等、市民の利便性を担っていることから、引
き続き市民サービスの向上に寄与した。

千円107,601

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業

10

286



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

健康福祉局

100.0% 98.7%特別重点 完了Ａ Ｂ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　地域行政組織を再編し、市民により近いところで幅広い行政サービスを提供す
ることにより、効率的で効果的な行政運営の推進に貢献するため、平成２９年１
月の総合センターのオープンに向けて、２８年４月から１０月まで、総合セン
ター整備工事を行った。
　なお、前年度からの繰越事業である総合センター等整備事業（長寿福祉課分）
については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４２，９８７，０００円）千円180,257

総合センター整備事業（長寿福祉課
分）

11

市民政策局
市民課

　市内に本籍若しくは住所を定める日本人及び外国人に対し、戸籍届出や住民異
動届出等を受理し処理すること等により、戸籍簿や住民基本台帳等を適正に管理
するとともに、住民票の写し等の証明書を交付するなど、市民サービスに努め
た。
　また、繁忙期中は、平日の受付時間延長と日曜開庁を実施した。
　実施期間　平成２９年３月２３日～４月５日
　（１）時間延長による取扱件数　　６０８件
　（２）休日開庁による取扱件数１，０９４件千円163,003

（評価対象外）戸籍・住民基本台帳
事務

12

財政局
技術検査室

　しゅん工検査に加え、中間検査、出来形部分検査、工事監察等を的確に行うこ
とにより、工事監督業務及び検査業務の効率化と実効性を確保した。また、公共
工事の円滑な施工と調達の高品質化を図るため、関係職員（特に新人職員）に対
して、設計積算及び工事監督業務に関する研修会を開催した。

千円6,447

（評価対象外）工事検査事務

13

総務局
行政改革推進室

　平成２８年度から４年間を計画期間とする第７次高松市行財政改革計画に基づ
き、市政全般にわたって行財政改革に取り組み、１７４，６０１千円の節減を図
ったほか、事務事業の改革・改善の実効性を高めるため、高松市行財政改革推進
委員会による外部評価を実施した。

千円205

（評価対象外）行政改革推進事業

14

都市整備局
建築課

　事業課からの依頼を受け、小中学校校舎棟外壁改修、林地区幼保一体化施設整
備等の実施設計を行った。また、「屋島競技場」、「高松市立みんなの病院」、
「たかまつミライエ」等の大型案件の工事監理を行い、安全・安心で良質なスト
ック整備事業の支援及び技術的な助言を行った。

千円18,089

（評価対象外）市有建築物設計監理
監督事務

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局

100.0% 98.7%特別重点 継続Ａ Ｂ Ａ

行政改革推進室

　市民により近いところで幅広い行政サービスを提供できるよう、牟礼（東部
北）、香川（南部）、勝賀（西部北）、国分寺（西部南）の４つの総合センター
を、先行してオープンした。
　総合センターにおいては、取扱い業務や組織体制を支所よりも拡充するととも
に、地域包括支援センターや保健センターの出先機関とも連携し、市民の利便性
が向上した。

総合センター整備事業（行政改革推
進室分）

16

財政局

94.4% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

ファシリティマネジメント推進室

　公共施設の保有総量の適正化や配置の見直し等を進め、財政負担の軽減化・平
準化を図るため「高松市公共施設再編整備計画（案）１次」を策定した。
　なお、前年度からの繰越事業である高松テルサ外壁等劣化診断調査業務委託等
については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費　３，０６９，３６０円）

千円9,474

ファシリティマネジメント推進事業

17

総務局
総務課

　市長からの諮問に応じ、高松市議員報酬、市長及び副市長の給料等審議会を３
回開催し、議員報酬の額、市長及び副市長の給料の額、議会における政務活動費
の額について審議、答申した。

　審議結果（平成２８年度答申）
　・市長及び副市長の給料の額　据置き
　・議員報酬の額　据置き
　・議会における政務活動費の額　据置き千円124

（評価対象外）議員報酬、市長及び
副市長の給料等審議会事務

18

総務局
情報政策課

　経済センサス‐活動調査や学校基本調査など、統計法に基づく各種基幹統計調
査等を実施した。

千円20,305

（評価対象外）統計調査事業

19

監査委員事務局
監査課

　監査実施計画に登載している「個人情報の管理」「市民目線に立つ行政監査」
「内部統制のチェックと提案型の監査」の事項に重点を置いて監査を実施すると
ともに、監査委員監査結果に対する措置未通知の解消に取り組んだ。
　公正で効率的な行政を確保するため、市民政策局、総務局、財政局、健康福祉
局、環境局、出納室、病院局のほか、財政援助等を行っている高松市防犯協会及
びハウス美装工業株式会社を対象に、各事務事業について、適法性、経済性、効
率性、有効性の観点から監査するとともに、市長から審査に付された決算が、適
法かつ正確に調製されているか、さらに、予算執行の効率性、有効性等について
も審査したほか、例月現金出納検査において不適正な事務処理が見られたので、
改善を図るよう指導した。また、市民から請求のあった住民監査請求７件のう　
ち、その請求が適法と認められる６件について監査を行った。

千円4,560

（評価対象外）監査事務

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市議会事務局
総務調査課

　議員の調査研究に資するため、政務活動費を交付し、調査活動の充実に寄与し
た。
　市民への議会情報の提供として、議会報告会の開催、インターネットによる議
会映像の配信や、議会広報紙「たかまつ市議会レポート」の配布及び市議会
ホームページ・フェイスブックの掲載、年２回の市議会広報番組の制作・放送
などを行い、市民の市議会への関心を高めた。
　議会活動資料として、会議録を初め市政概況、主要・新規等事業調べ、議員ハ
ンドブックなどを作成し、議員等に提供した。千円609,458

（評価対象外）議会事務

21

総務局
総務課

　適正な行政運営を推進するため、情報配信事業者がインターネットを通じてリ
アルタイムで配信する行政情報サービスを活用したほか、包括外部監査を実施し
た。また、市長、副市長の秘書業務及び貴賓の接遇を行った。
　
　包括外部監査テーマ
　上下水道事業に関する財務事務の執行について

千円41,872

（評価対象外）一般行政事務

22

総務局
総務課

　多年にわたり公益の増進や市政の振興発展に寄与され、その功績が顕著な方々
に、高松市表彰条例に基づき市政功労者表彰を行った。平成２８年度は市政功労
者表彰式を平成２９年２月１５日に開催し、１２人と１団体に対し、市長表彰を
行った。
　人目につきにくい分野やボランティア分野など幅広い分野からの候補者の掘り
起こしに努めるため、各部局に積極的な呼びかけを行い、各部局からの候補者推
薦件数は、昨年度（９人と２団体）より２件増の１３件であった。千円699

（評価対象外）市政功労者表彰事務

23

公平委員会

　地方公務員法に基づき、中立的かつ専門的な人事機関として、人事行政の公平
性・中立性の確保や職員の権利を保護するため、臨時会を開催した。

平成２８年度実績
１　公平委員会臨時会　４回開催
２　職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に対する審査請求　０件
３　職員からの苦情相談の実施　０件
４　職員団体の登録等に関する事務　３件千円813

（評価対象外）公平委員会事務

24

総務局
総務課

１　本庁舎においてＰＰＣ複写機１９台を職員の利用に供した（用紙購入枚数
　約１，３３３万枚）。
２　例規審査委員会を４回開催し、１７５本の例規の制定・改廃を行った。
３　メールカーによる支所・出張所等集配便により約３４５，０００件の文書を
　集配した。
４　文書管理システムによる電子決裁の割合が９８．１％（前年度比０．４ポイ
　ント増）となった。千円44,027

（評価対象外）文書事務

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

選挙管理委員会事務局
選挙課

　参議院議員通常選挙　　　　　投票用紙自動読取分類機を１台購入し１０
台使用したことにより、前回の選挙（６台使用）に比べ２７人の職員を削減で
きた。
　また、香川海区漁業調整委員会委員選挙、香川用水土地改良区総代選挙、
３つの財産区議会議員選挙及び９つの土地改良区の総代選挙

千円119,742

（評価対象外）選挙執行事務

26

選挙管理委員会事務局
選挙課

　公職選挙法の規定に基づく各種選挙の管理執行について、選挙管理委員会で決
定を行ったほか、市内の小学校児童、中学校・高等学校の生徒に「明るい選挙啓
発ポスター」を募集し、ＩＫＯＤＥ瓦町でポスター展を開催した。
　また、香川県や明るい選挙推進協議会と共同で、イオンモール高松において、
選挙時の街頭啓発を実施したほか、香川大学、高松大学・同短期大学、高等学校
等において、模擬投開票などの選挙啓発を行い、若年層の意識の醸成に努めた。
　なお、前年度からの繰越事業である選挙人名簿システム改修

（平成２７年度繰越明許事業費：３，２９４，０００円）

千円15,314

（評価対象外）選挙管理委員会事務

27

総務局
総務課

　高松市公文書館において、歴史公文書等の収集・選別を行った後、それらを適
切に保存するとともに、市民等の利用に供した。
　また、公文書館や歴史公文書等の役割などについて広く知ってもらうため、夏
休みに小学生親子を対象とした講座を実施した。

　来館者数　４６０人

千円11,898

（評価対象外）公文書館管理運営事
業

28

総務局
総務課

　行政不服審査法に基づき、行政庁の処分及び不作為について、高松市長に対し
審査請求が行われた場合に審理等を行い裁決した。

　平成２８年度実績
　審査請求数　１件
　行政不服審査会の開催　０回

千円10

（評価対象外）行政不服審査事務

29

財政局
財政課

　財政調整基金については、歳計剰余金を２５億円積み立て、年度末には一定の
基金残高を維持できた。
　同基金の残高は、平成２８年度末で約１２０億円となり、中期財政収支見通し
では、今後大幅な財源不足が見込まれることから、引き続き、基金の適正規模の
確保に努める。

千円1,516,771

（評価対象外）基金管理事務

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

財政局
財政課

　厳しい財政状況の中、将来を見据えたまちづくりを着実に推進するため、「第
１期まちづくり戦略計画」に掲げる事業を積極的に展開する予算編成を行った。
　今後とも、厳格な予算査定を行うとともに、予算編成過程を公開するなど、市
民に対して財政運営への理解と協力が得られるよう努める。
　※平成２８年度決算（見込み）における主な財政指標（前年度）
　・経常収支比率　　９１．８％（８９．８％）
　・将来負担比率　　７０．１％（７０．８％）
　・実質公債費比率　　９．０％（９．２％）
　・自主財源比率　　４９．４％（４９．９％）

千円6,424

（評価対象外）財政管理事務

31

財政局
財政課

　プライマリーバランスに留意し、事業の平準化や市債発行額の抑制に努めたも
のの、大型建設事業の進捗等により市債残高が増加した。
　今後においても、借入に際して、交付税措置のある市債を選択するとともに、
事業の緊急性や必要性を検討することにより、投資的事業の重点化・効率化、後
年度負担の抑制に努める。
※平成２８年度末市債残高（前年度比較）
　一般会計　１６５，３４７，９１２千円（＋８，１２８，３８９千円）
　上記のうち臨時財政対策債を除く残高
　　　　　　　９２，２９８，４５２千円（＋５，３９６，５４４千円）
　将来負担比率（見込み）［再掲］７０．１％（－０．７ポイント）

千円16,806,430

（評価対象外）市債管理事務

32

財政局
財政課

　台風１６・１８号に伴う災害時応急措置等経費や消防団員出動報酬のほか、熊
本地震に伴う災害救援費等について、予備費充当を行った。
　今後とも、突発的な経費の支出又は予算超過の支出に充てるための、予備費の
適正な管理に努める。

（評価対象外）予備費管理事務

33

財政局
納税課

　昨年度に引き続き、納税案内センターを設置し、市税現年課税分の納期別滞納
者に対し、早期の納付等を呼び掛ける電話催告・文書発送業務を継続し、現年に
おける収納率を維持するとともに、差押処分等行う必要がある滞納繰越件数を削
減した。

千円419,904

（評価対象外）収納管理事務

34

財政局

71.5% 71.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

納税課

　より多くの方々から応援していただけるよう、寄附金使途となる事業をホーム
ページ等を活用し積極的にＰＲするとともに、お礼品の見直し等を行った結果、
寄附の増加につながった。

千円55,765

ふるさと高松応援寄附促進事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

財政局
市民税課

　従業員の納税の利便性の向上や、収納率向上対策の一環として、特別徴収未実
施の事業所に対し、制度の利用を推進した。
　また、特別徴収に応じていない事業所にも引き続き制度の利用を推進した。
　
　給与所得者に占める特別徴収の割合
　７９．１％（前年度比＋０．７％）

千円69,237

（評価対象外）市民税等課税事務

36

財政局
資産税課

　土地、家屋及び償却資産の当初課税事務や課税客体の捕捉事務を行った結果、
平成２９年度固定資産税の当初調定は、総額で２５５億７５６万円（前年度比　
１．８％増）、納税義務者数で１７１，５８３人（前年度比０．７％増）となっ
た。

千円214,907

（評価対象外）固定資産税等課税事
務

37

創造都市推進局

95.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

競輪場事業課

　昭和２５年度から自転車競技法に基づき、①自転車その他の機械工業の振興、
②体育、社会福祉などの公益の推進、③地方財政の健全化を図るため、競輪事業
を実施している。厳しい経営環境の中、第１回ウィナーズカップ（ＧⅡ）の開催
やナイター場外発売・ミッドナイト競輪の実施など、さまざまな車券売上げの増
加策を講じるとともに、各種経費の見直しを行い、経営改善に努めた。
　平成２８年度の実績は、本場場外合わせて年間３５１日開催し、このうち本場
開催日数５２日、入場者数６０，９３３人、車券発売収入１３，８００，３４０
，２００円であった。千円13,804,361

競輪事業

38

出納室

　公金の収納・支払事務を始め、出納員検査等を実施し、適正かつ効率的な会計
事務を行った。
・出納員及び分任出納員等の職務執行状況検査（１２３件）
・審査出納員の職務執行状況検査（３２件）
・指定金融機関等の公金収納及び支払事務等検査（５０件）

千円42,233

（評価対象外）会計管理事務

39

財政局
債権回収室

　債権所管課において回収に取り組んだものの回収が困難な強制徴収公債権、非
強制徴収公債権及び私債権について、効果的・効率的な回収を図るため、納税課
の滞納処分等の徴収ノウハウを活かし、預金等の差押えなど徴収強化に取り組む
とともに、収納担当者実務研修会を開催するなど各債権所管課の債権管理の取組
のレベルアップにつながった。

　債権回収額３２，８３９，７０１円
　債権管理に関する研修会４回千円1,115

（評価対象外）債権管理適正化推進
事業

40
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

市民政策局

15.6% 25.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｄ

市民課

　膨大なマイナンバーカードの交付申請数に対応するため、交付窓口の増設や専
従の人員を配置することにより、カードの円滑な交付に努めた。また、コンビニ
交付サービスに戸籍謄本等を追加するため、システム改修を実施した。
　平成２８年度実績　　（１）カード交付件数　３２，９４７件
　　　　　　　　　　　（２）コンビニ証明書発行数　４，８８１件
　また、マイナンバーカード作成等事業の実施主体である国が事業の一部を翌年
度に繰り越したため、当該事業を繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３２，４９１，０００円）
　なお、前年度からの繰越事業のマイナンバーカード作成等事業については完
了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：６５，８６４，２００円）

千円180,069

社会保障・税番号制度推進事業（市
民課分）

41

総務局
情報政策課

　平成２７年度に再整備した光ファイバーの塩江ケーブルネットワークを民営方
式で運営し、塩江地区住民の情報化の推進に寄与した。

千円18,787

（評価対象外）塩江ケーブルネット
ワーク管理運営事業

42

総務局

15.6% 25.2%特別重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

行政改革推進室

　市民の利便性の向上等を図るため、本市独自に個人番号を利用する事務とし
て 、法定利用事務と一体的に行う３事務について、高松市行政手続における特
定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例に追加して定めた。
　また、マイナンバーカードの普及促進のため、チラシ等による広報活動を行っ
たほか、キャンペーン期間を設けて、各支所での申請時来庁方式による申請受付
などを実施した。

千円114

社会保障・税番号制度推進事業（行
政改革推進室分）

43

総務局

15.6% 25.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

情報政策課

　情報提供ネットワークシステムの本番運用に向け、総合運用テスト及び福祉保
健系システムの改修を実施し、仕様書及び業者の見積を精査することで、当初予
定していたよりもコストを削減することができた。
　なお、前年度からの繰越事業である社会保障・税番号制度構築事業（福祉保健
系システム）については完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：２２，４１０，０００円）

千円108,658

社会保障・税番号制度推進事業（情
報政策課分）

44

総務局

108.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

情報政策課

　情報システムを安定的かつ効率的に運用管理するとともに、平成２２年３月に
策定した「情報システム調達ガイドライン」を指標として、公正公平な競争のも
と、高品質で効果的な情報システムの調達を実施した。
　なお、前年度からの繰越事業である地方公共団体情報セキュリティ対策事業に
ついては完了した。
（平成２７年度繰越明許事業費：４５，４４７，５８８円）

千円713,807

情報処理システム管理運営事業

45
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成２８年
平成２８年度

総務局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

情報政策課

　池田町の一部、西植田町、東植田町、菅沢町及び庵治町東部については、公設
民営方式で整備した光ファイバー網により、電気通信サービス等の安定した利用
環境の提供及び設備の運用管理を実施し、地域住民の情報化の推進に寄与した。

千円14,006

超高速情報通信網整備事業

46

総務局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

情報政策課

　平成２６年度に策定した「次期庁舎内及び危機管理センターネットワーク基本
設計書」に基づき、平成２８年度は４・５・７・８階のＯＡフロア化を実施し
た。

千円136,087

庁内ネットワーク再構築事業

47
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   （参考） 

第６次高松市総合計画に 

    掲げる施策の目標と実績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　健やかにいきいきと暮らせるまち

政策 施策 指標名 指標の説明

１歳６か月児健康診
査受診率

１歳６か月児健康診査対象
者のうち受診した割合

93.1 ％ 95.0 ％

認定こども園数
教育・保育施設のうち認定
こども園の施設数

5 施設 12 施設

自立支援プログラム
策定者の就職率

母子・父子自立支援プログ
ラム策定者のうち就職に
至った割合

77.9 ％ 90.0 ％

子育て支援拠点施設
設置割合

教育・保育提供区域のう
ち、子育て支援拠点施設が
できている割合

100.0 ％ 100.0 ％

放課後児童クラブ入
会率

放課後児童クラブ利用申込
者のうち入会した割合

93.0 ％ 100.0 ％

保育施設等待機児童
数

４月１日現在での保育施設
等待機児童数

321 人 0 人

民生委員・児童委員
の充足率

条例で定める民生委員・児
童委員の定数の充足割合

98.3 ％ 100.0 ％

指導監査における文
書指摘がない社会福
祉法人等の割合

指導監査を行う社会福祉法
人及び社会福祉施設のうち
文書指摘がない法人・施設
の割合

41.2 ％ 70.0 ％

要介護者の在宅比率
在宅での要介護認定者の割
合

79.4 ％ 79.2 ％

自立高齢者率
介護・支援を必要としてい
ない６５歳以上の高齢者の
割合

79.1 ％ 74.6 ％

自立後期高齢者率
介護・支援を必要としてい
ない７５歳以上の高齢者の
割合

61.7 ％ 57.3 ％

施設入所者の地域生
活への移行者数（累
系）

障害者支援施設から持ち
家、賃貸住宅、グループ
ホーム等へ移行した障がい
者数

57 人 99 人

福祉施設から一般就
労への移行者数

就労系障害福祉サービス事
業所から一般就労へ移行し
た障がい者数

31 人 54 人

勤労収入の増加によ
る生活保護廃止率

生活保護廃止世帯数に占め
る勤労収入の増加による廃
止世帯数の割合

18.6 ％ 22.0 ％

支援プラン作成率

自立相談支援センターたか
まつでの新規相談受付件数
に占める支援プラン作成割
合

20.8 ％ 50.0 ％

介護保険の要介護２
～５の認定率

６５歳以上で、介護保険の
要介護２～５の認定者の割
合

10.6 ％ 11.1 ％

がん検診受診率
本市が行うがん検診を受診
した市民の割合

10.4 ％ 50.0 ％

内臓脂肪症候群該当
者出現率（国保ベー
ス）

特定健康診査受診者に占め
る内臓脂肪症候群該当者の
割合

19.7 ％ 13.7 ％

健康づくりの推
進

（ 参 考 ）
　第６次高松市総合計画に掲げる施策の目標と実績

現況値（H28） 目標値(H35)

子どもが健や
かに生まれ育
つ環境の充実

子どもの成長へ
の支援

子育て家庭への
支援

支え合い、自
分らしく暮ら
せる福祉社会
の形成

地域福祉の推進

地域包括ケアシ
ステムの構築

障がい者の自立
支援と社会参加
の促進

生活困窮者等へ
の自立支援

健康で元気に暮
らせる環境づくり
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立入検査違反率
立入検査を行った医療施設
のうち、違反が認められた
施設の割合

20.3 ％ 40.1 ％

地域医療機関からの
紹介率

市民病院に地域の医療機関
から患者を紹介された割合

61.0 ％ 60.0 ％

地域医療機関への逆
紹介率

市民病院が地域の医療機関
に患者を紹介した割合

79.0 ％ 85.0 ％

国民健康保険の被保
険者１人当たりの保
険給付費

保険給付費を国民健康保険
の被保険者数で割った数

335,817 円 427,000 円

介護保険サービス利
用率

要介護（要支援）認定者に
占める介護保険利用者の割
合（いずれも第２号被保険
者含む）

83.1 ％ 84.2 ％

１人当たり介護サー
ビス費用額

介護保険サービス利用者１
人当たりの介護給付費費用
額（いずれも第２号被保険
者含む）

143,799 円 146,900 円

２　心豊かで未来を築く人を育むまち

政策 施策 指標名 指標の説明

審議会等における女
性委員の割合

本市審議会等における女性
委員の割合

40.1 ％ 44.0 ％

事業所における女性
従業員の割合

市内事業所における女性従
業員の割合（アンケート調
査）

30.9 ％ 50.0 ％

男性の育児休業者が
いた事業所の割合

１年間に男性に育児休業者
がいた市内事業所の割合
（アンケート調査）

5.1 ％ 6.3 ％

学校評価平均評価得
点（確かな学力の育
成に関すること）

各校の評価得点（最高値４
点、最低値１点）の平均点

3.15 点 3.5 点

学校評価平均評価得
点（体力・運動能力
の育成に関するこ
と）

各校の評価得点（最高値４
点、最低値１点）の平均点

3.23 点 3.5 点

学校施設長寿命化整
備の進捗率

学校施設整備計画（仮称）
に基づく平成３５年度末の
長寿命化整備工事計画棟数
を１００とした場合の進捗
率

- ％ 100.0 ％

教育用ＰＣのうち、
タブレット端末の配
置割合

教育用ＰＣのうち（ＰＣ教
室除く）、タブレット端末
の配置割合

23.6 ％ 50.0 ％

子ども人口千人当た
りの不審者情報メー
ル配信先件数

１５歳未満の子ども人口千
人当たりの不審者情報メー
ルを配信した相手先の件数

8.3 件 9.1 件

通学路合同点検計画
における達成率

高松市通学路交通安全プロ
グラムにおける通学路合同
点検の計画目標値に対する
達成割合

72.0 ％ 100.0 ％

医療体制の充実

社会保障制度の
適切な運営

現況値（H28） 目標値(H35)

男女共同参画
社会の形成

男女共同参画の
推進

学校教育の充実

学校教育環境の
整備

子どもの安全確
保

社会を生き抜く
力を育む教育の
充実

健康で元気に暮
らせる環境づくり
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子ども会加入率
子ども会会員となっている
児童の割合

68.2 ％ 73.0 ％

少年人口千人当たり
の補導人数

５～１９歳の少年人口千人
当たりの少年育成セン
ター・少年育成委員・高松
地域生徒指導推進協議会等
による補導活動で補導され
た人数

13.0 人 17.1 人

地域交流事業を実施
している割合

子どもを中心にした地域交
流事業を実施している地域
の割合

27.3 ％ 100.0 ％

朝ごはん摂取率
全国学力学習状況調査にお
いて、朝ごはんを毎日摂取
している小学６年生の割合

85.2 ％ 91.0 ％

包括協定を結んでい
る大学等の学生・生
徒の充足率

包括協定を結んでいる大学
等の定員に対する学生・生
徒数の割合

93.9 ％ 93.0 ％

包括協定を結んでい
る大学等入学生の市
内出身者割合

包括協定を結んでいる大学
等における入学生に占める
市内出身者割合

25.3 ％ 25.0 ％

まなびＣＡＮ及びコ
ミュニティセンター
の講座の参加者数等

まなびＣＡＮの来館者数及
びコミュニティセンター講
座（女性教室、家庭教育学
級を除く）の延参加者数

602,195 人 637,000 人

市民１人当たりの図
書館図書貸出冊数

本市の人口１人当たりの図
書館図書の年間貸出冊数

6.8 冊 8.2 冊

人権尊重意識の
普及・高揚

人権啓発事業等参加
者数

人権教育市民講座参加者、
みんなで人権を考える会、
人権啓発推進委員による啓
発事業及び人権啓発講演会
への参加者数

10,216 人 14,000 人

平和意識の普
及・高揚

平和意識の啓発に関
するイベントなどの
参加者数

市が主催する平和意識の啓
発に関するイベントなどの
参加者数

2,462 人 8,250 人

３　産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

政策 施策 指標名 指標の説明

中小企業経営講習会
の年間受講者数

本市と高松商工会議所の共
催により開催している中小
企業経営講習会の年間受講
者数

2,198 人 2,500 人

中央商店街の空き店
舗率

中央商店街における店舗の
うち、空き店舗が占める割
合

17.7 ％ 14.9 ％

企業誘致助成制度指
定件数

企業誘致助成制度の指定件
数（平成21年度以降の累積
指定件数）

54 件 75 件

認定農業者数
本市が認定した認定農業者
数

298 経営体 320 経営体

農畜産物販売額（Ｊ
Ａ取扱金額に限る）

市内の農畜産物販売金額
（ＪＡ取扱金額に限る）

41.6 億円 38.2 億円

卸売市場の取扱金額
青果、水産物及び花きの取
扱金額

345 億円 323 億円

地域を支える
産業の振興・
地域経済の活
性化

農林水産業の振
興

青少年の健全育
成

家庭・地域の教
育力の向上

大学等高等教育
の充実

心豊かで地域力
を育む生涯学習
社会の形成

生涯学習の推進

基本的人権を尊
重する社会の確
立

現況値（H28） 目標値(H35)

商工業の振興

社会を生き抜く
力を育む教育の
充実
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販路開拓事業等来場
者数

販路開拓事業等の来場者数 19,421 人 23,000 人

盆栽輸出登録申請者
数（ＥＵ）

農林水産省神戸植物防疫所
坂出支所に申請があった数

19 人 26 人

伝統的ものづくり普
及啓発事業等参加者
数

伝統的ものづくり親子体験
教室や巡回教室等の参加者
数

574 人 1,000 人

就業環境の充実
子育て支援中小企業
等表彰事業の表彰事
業者延べ数

子育て支援中小企業等表彰
事業の表彰事業者の延べ団
体数

64 団体 101 団体

文化芸術ホールにお
ける事業の参加者数

文化芸術ホールにおいて開
催される全事業の参加者数

198,728 人 225,000 人

アウトリーチ事業の
参加者数

地域に出向いての文化芸術
活動（アウトリーチ事業）
の参加者数

103,549 人 85,000 人

美術館来館者数

高松市美術館及び塩江美術
館の展覧会観覧者、イベン
ト参加者、講座室利用者等
合計人数

161,640 人 174,000 人

歴史資料館等利用者
数

歴史資料館・石の民俗資料
館・香南歴史民俗郷土館・
讃岐国分寺跡資料館の利用
者数

144,517 人 145,000 人

文化財学習会・体験
講座参加者数

ふるさと探訪等文化財学習
会・体験講座の参加者数

1,146 人 1,400 人

社会体育施設利用者
数

社会体育施設の延べ利用者
数

1,861,146 人 3,137,000 人

トップスポーツチー
ム試合観戦者数

トップスポーツ４チームの
ホームゲーム観戦者数

118,455 人 179,200 人

トップスポーツ４
チームの後援会等会
員（高松市民）数

各チームにおける後援会や
クラブの会員（個人）のう
ち、高松市民を抽出した会
員数

980 人 1,600 人

観光施設等利用者数
市内の主な観光施設等利用
者数

6,895 千人 6,640 千人

香川県への再来訪意
向割合

香川県観光客動態調査報告
の「香川県への再来訪意
向」におけるぜひ来たい人
の割合

34.3 ％ 60.0 ％

まつり・イベント入
込客数

観光イベント振興事業補助
対象事業入込客数

922 千人 1,030 千人

コンベンション数

（公財）高松観光コンベン
ション・ビューロー報告の
「コンベンション統計」に
おける開催件数

214 件 306 件

姉妹・友好都市等と
の交流事業参加者数

姉妹・友好都市等との交流
事業に参加した人数

322 人 400 人

国内の提携都市との
交流事業参加者数

国内の提携都市との交流事
業に参加した人数

309 人 400 人

高松市移住ナビ
（ホームページ）閲
覧件数

高松市移住ナビのホーム
ページ閲覧件数

7,491 件 16,000 件

年間社会増
本市の１年間の転入者数と
転出者数の差（社会増減）

590 人 1,570 人

地域を支える
産業の振興・
地域経済の活
性化

文化芸術の振興
と発信

国際・国内交流
の推進と定住の
促進

特産品の育成・
振興とブランド
力の向上

文化芸術の振興

文化財の保存・
活用

元気を生み出す
スポーツの振興

スポーツの振興

訪れたくなる観
光・ＭＩＣＥ（マイ
ス）の振興

観光客受入環境
の整備

観光客誘致の推
進

国際・国内交流
の推進

移住・交流の促
進
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４　安全で安心して暮らし続けられるまち

政策 施策 指標名 指標の説明

出火率 人口１万人当たりの出火率 2.5 ％ 3.6 ％

救命率
心肺機能停止傷病者が社会
復帰した割合（暦年）

1.0 ％ 8.0 ％

防災・減災対策
の充実

地域における防災訓
練の実施率

防災訓練を実施したことが
ある地域の割合

95.0 ％ 100.0 ％

交通事故発生件数 市内の交通事故発生件数 3,217 件 3,764 件

人口10万人当たりの
交通事故による死者
数

県警交通事故統計資料によ
る（市町別交通事故発生状
況）

4.28 人 3.23 人

防犯体制の整備
人口千人当たりの街
頭犯罪等発生件数

市内における人口千人当た
りの街頭犯罪等発生件数

3.9 件 4.0 件

食品衛生等違反指導
率

立入監視を行った施設のう
ち違反等指導を受けた施設
の割合

3.0 ％ 1.0 ％

犬・猫の殺処分率
引き取った犬・猫のうち、
引き取り手がなく殺処分さ
れた犬・猫の割合

70.0 ％ 72.0 ％

消費者の権利保
護と自立促進

消費生活相談におけ
る解決割合

消費生活センターへの相談
のうち、解決に導けた件数
（他機関への誘導を含む）
の割合

98.6 ％ 99.5 ％

１人１日当たりのご
み排出量

ごみ総量に対する１人１日
当たりの排出量

937 g/人・日 880 g/人・日

１人１日当たりの資
源化量

資源化した総量に対する１
人１日当たりの量

193 g/人・日 207 g/人・日

一般廃棄物の年間埋
立処分量

一般廃棄物の年間埋立処分
量

12,844 t 11,270 t

産業廃棄物の不適
正保管量

産業廃棄物の不適正保管量 12,116 t 12,000 t

不法投棄通報、相談
件数

不法投棄通報及び相談件数
の合計

123 件 100 件

ボランティア清掃の
参加者数

地区一斉清掃及びボラン
ティア清掃の参加者数

186,105 人 160,000 人

市有施設における再
生可能エネルギー発
電設備の発電出力

市有施設における再生可能
エネルギー発電設備の発電
出力

3,824 kW 5,060 kW

地球温暖化防止の
ための取組実施率

家庭における地球温暖化防
止のための取組の実施率
（アンケート調査）

32.1 ％ 57.4 ％

環境保全活動の
推進

環境学習参加者数

南部クリーンセンターの施
設見学者数及び南部クリー
ンセンター、まなびＣＡ
Ｎ、環境保全推進課の行う
環境学習事業の参加者数

5,970 人 6,100 人

現況値（H28） 目標値(H35)

安全で安心し
て暮らせる社
会環境の形成

消防・救急の充
実強化

交通安全対策の
充実

生活衛生の向上

環境と共生する
持続可能な循環
型社会の形成

ごみの減量と再
資源化の推進

廃棄物の適正処
置

不法投棄の防止

地球温暖化対策
の推進
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建築物等の完了検査
済証交付率

建築確認済証を交付した建
築物等のうち、竣工後に完
了検査済証を交付した割合

83.4 ％ 100.0 ％

老朽危険空き家除却
支援件数

老朽危険空き家除却支援制
度利用により除却した空き
家件数

13 件 85 件

身近な道路環境
の整備

市道改良延長
50m以上連続した幅員４m以
上の区間を有する市道

1,505 km 1,519 km

治水施設の不具合に
よる浸水発生件数

浸水が発生した件数 0 件 0 件

津波・高潮対策施設
の整備率

香川県地震・津波対策海岸
堤防等整備計画における第
１期整備計画延長に対する
整備済延長の比率

1.0 ％ 100.0 ％

みどり保全・創
造

市民１人当たり都市
公園等の面積

市民１人当たりの都市公園
等の面積

9.05 ㎡ 9.28 ㎡

自己処理水比率
全配水量に対する自己処理
水配水量の割合

45.0 ％ 50.0 ％

基幹管路の耐震化適
合率

基幹管路総延長に対する耐
震・準耐震管延長の割合

39.2 ％ 42.6 ％

１人１日当たり水道
平均使用水量

給水人口１人１日当たりの
水道平均使用水量

303 L 299 L

汚水処理人口普及率
総人口に対する生活排水処
理施設整備人口の割合

85.9 ％ 89.3 ％

雨水対策整備率
下水道事業計画区域内にお
いて雨水による浸水対策が
講じられた面積の割合

48.5 ％ 49.6 ％

下水道管路耐震化率
管路総延長に対する耐震管
延長の割合

35.7 ％ 37.8 ％

５　環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

政策 施策 指標名 指標の説明

用途地域内の人口比
率

用途地域内の人口の割合 63.9 ％ 64.9 ％

中心市街地の居住人
口の割合

中心市街地活性化エリア内
の人口の割合

4.8 ％ 5.1 ％

景観の保全・形
成・創出

特別な区域における
既存不適格広告物の
適正化率

特別な区域における既存不
適格広告物の件数のうち、
改修等された件数の割合

60.0 ％ 80.0 ％

公共交通機関利用率
本市の人口のうち、公共交
通機関利用者数の割合

14.7 ％ 16.5 ％

交通結節拠点におけ
るバス路線の結節数
（都心部を除く）

交通結節拠点となる鉄道駅
に、結節させるバス路線総
数（都心部を除く）

3 路線 14 路線

自転車道等整備済延
長（累積）

高松市中心部における自転
車ネットワーク整備方針に
位置付けられた路線の整備
延長

7.6 km 19.0 km

レンタサイクル利用
者数

１年間のレンタサイクルを
利用した延べ人数

318,793 人 328,500 人

快適で人にやさ
しい都市交通の
形成

居住環境の整備

現況値（H28） 目標値(H35)

コンパクトで
魅力ある都市
空間の形成

多核連携型コン
パクト・エコシ
ティの推
進

河川・港湾の整
備

水の安定供給

汚水・雨水対策
の充実

公共交通の利便
性の向上

自転車の利用環
境の向上

豊かな暮らしを
支える生活環境
の向上
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高松空港の利用者数
高松空港を離発着する定期
航空路線の年間利用者数

185 万人 199 万人

高松港に入港した外
国貿易船の年間延べ
純トン数

特別とん税の課税基準とな
る、外国貿易船の純トン数

971千純 トン 1,110千純 トン

市内ＪＲ駅の乗降客
数

市内にあるＪＲ駅での年間
乗降客数

716 万人 785 万人

拠点性を高める
道路ネットワー
クの整備

都市計画道路整備率
都市計画道路の計画延長
ベースでの整備進捗率

89.4 ％ 89.9 ％

中央商店街の空き店
舗率

中央商店街における店舗の
うち、空き店舗が占める割
合

17.3 ％ 14.9 ％

中央商店街の歩行者
通行量

中央商店街の歩行者通行量
（休日、15地点）

130,566 人 141,000 人

中心市街地の居住人
口の割合

中心市街地活性化エリア内
の人口の割合

4.8 ％ 5.1 ％

６　市民と行政がともに力を発揮できるまち

政策 施策 指標名 指標の説明

自治会加入率
世帯のうち自治会加入世帯
の割合

60.2 ％ 62.4 ％

コミュニティプラン
の見直し率

コミュニティプランを見直
したコミュニティの割合

54.5 ％ 100.0 ％

協働事業数
市民活動団体等との協働事
業数

124 件 150 件

市政出前ふれあい
トーク延べ参加者数

市政出前ふれあいトーク延
べ参加者数

19,754 人 21,200 人

各島への年間来島
者数

１年間の女木島・男木島・
大島と島外の交流者数

195,339 人 127,000 人

イベント参加者数
大島で行われる講演会、学
習交流、アーティスト・イ
ン・レジデンスの参加者数

6,016 人 9,184 人

連携中枢都市圏での
生活関連機能サービ
ス等連携事業数

圏域における生活関連機能
サービスの向上に関する連
携事業数

52 事業 55 事業

大学等との連携・協
力事業数

庁内照会により把握した大
学等と高松市の連携・協力
事業数

75 事業 100 事業

市職員としてのコン
プライアンスを理解
している職員の割合

コンプライアンスに関する
職員意識調査の設問の回答

91.6 ％ 100.0 ％

昇任試験受験率
昇任試験受験資格がある職
員が試験を受験した割合

12.5 ％ 30.0 ％

職員数の適正化計
画の達成率

職員数（平成28年４月１日
現在）を目標値とし、その
達成率を成果指標とする。
（職員数が目標を下回れば
100％超えとする。）

99.9 ％ 100.0 ％

健全んで信頼
される行財政
運営の確立

快適で人にやさ
しい都市交通の
形成

拠点性を発揮
できる都市機
能の充実

相互の特長をい
かした多様な連
携の推進

現況値（H28） 目標値(H35)

参画・協働によ
るコミュニティの
再生

地域コミュニ
ティの自立・活
性化

参画・協働の
推進

離島の振興

連携中枢都市圏
での生活関連機
能サービス等連
携事業数

職員力の向上

中心市街地の活
性化

拠点性を高める
交通網の整備と
利用促進
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行財政改革計画の
目標達成度

実績報告に係る達成度につ
いて、「達成」及び「おお
むね達成」の事業の割合

79.0 ％ 100.0 ％

経常収支比率
経常的な収入を毎年度必要
となる経常的・義務的な経
費に使っている割合

91.8 ％ 90.0 ％

実質公債費比率

経常的な収入を実質的な借
入金支払（公債費や公営企
業繰出金など）に充ててい
る割合

9.0 ％ 10.0 ％

健全んで信頼
される行財政
運営の確立

効率的で効果的
な行財政運営の
推進
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